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【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意

（www.cisco.com/jp/go/safety_warning/）をご確認ください。

本書は、米国シスコシステムズ発行ドキュメントの参考和訳です。

米国サイト掲載ドキュメントとの差異が生じる場合があるため、

正式な内容については米国サイトのドキュメントを参照ください。 

また、契約等の記述については、弊社販売パートナー、または、 

弊社担当者にご確認ください。

    

 

               
このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、予告なしに変更されることがあります。このマニュアルに記載されている表現、情報、および推奨事項

は、すべて正確であると考えていますが、明示的であれ黙示的であれ、一切の保証の責任を負わないものとします。このマニュアルに記載されている製品の使用は、すべ

てユーザ側の責任になります。

対象製品のソフトウェア ライセンスおよび限定保証は、製品に添付された『Information Packet』に記載されています。添付されていない場合には、代理店にご連絡ください。

FCC クラス A 準拠装置に関する記述：この装置はテスト済みであり、FCC ルール Part 15 に規定された仕様のクラス A デジタル装置の制限に準拠していることが確認済     

みです。これらの制限は、商業環境で装置を使用したときに、干渉を防止する適切な保護を規定しています。この装置は、無線周波エネルギーを生成、使用、または放射

する可能性があり、この装置のマニュアルに記載された指示に従って設置および使用しなかった場合、ラジオおよびテレビの受信障害が起こることがあります。住宅地で

この装置を使用すると、干渉を引き起こす可能性があります。その場合には、ユーザ側の負担で干渉防止措置を講じる必要があります。

FCC クラス B 準拠装置に関する記述：このマニュアルに記載された装置は、無線周波エネルギーを生成および放射する可能性があります。シスコシステムズの指示する   

設置手順に従わずに装置を設置した場合、ラジオおよびテレビの受信障害が起こることがあります。この装置はテスト済みであり、FCC ルール Part 15 に規定された仕様    

のクラス B デジタル装置の制限に準拠していることが確認済みです。これらの仕様は、住宅地で使用したときに、このような干渉を防止する適切な保護を規定したもので  

す。ただし、特定の設置条件において干渉が起きないことを保証するものではありません。

シスコシステムズの書面による許可なしに装置を改造すると、装置がクラス A またはクラス B のデジタル装置に対する FCC 要件に準拠しなくなることがあります。その     

場合、装置を使用するユーザの権利が FCC 規制により制限されることがあり、ラジオまたはテレビの通信に対するいかなる干渉もユーザ側の負担で矯正するように求め  

られることがあります。

装置の電源を切ることによって、この装置が干渉の原因であるかどうかを判断できます。干渉がなくなれば、シスコシステムズの装置またはその周辺機器が干渉の原因に

なっていると考えられます。装置がラジオまたはテレビ受信に干渉する場合には、次の方法で干渉が起きないようにしてください。

・干渉がなくなるまで、テレビまたはラジオのアンテナの向きを変えます。

・テレビまたはラジオの左右どちらかの側に装置を移動させます。

・テレビまたはラジオから離れたところに装置を移動させます。

・テレビまたはラジオとは別の回路にあるコンセントに装置を接続します （装置とテレビまたはラジオがそれぞれ別個のブレーカーまたはヒューズで制御されるようにし 

ます）。

米国シスコシステムズ社では、この製品の変更または改造を認めていません。変更または改造した場合には、FCC 認定が無効になり、さらに製品を操作する権限を失うこ 

とになります。

The Cisco implementation of TCP header compression is an adaptation of a program developed by the University of California, Berkeley (UCB) as part of UCB's public     
domain version of the UNIX operating system.All rights reserved.Copyright © 1981, Regents of the University of California.

www.cisco.com/jp/go/safety_warning/


 

           
           
           
           
           
           
           
           

           
ここに記載されている他のいかなる保証にもよらず、各社のすべてのマニュアルおよびソフトウェアは、障害も含めて「現状のまま」として提供されます。シスコシステ

ムズおよびこれら各社は、商品性の保証、特定目的への準拠の保証、および権利を侵害しないことに関する保証、あるいは取引過程、使用、取引慣行によって発生する保

証をはじめとする、明示されたまたは黙示された一切の保証の責任を負わないものとします。

いかなる場合においても、シスコシステムズおよびその供給者は、このマニュアルの使用または使用できないことによって発生する利益の損失やデータの損傷をはじめと

する、間接的、派生的、偶発的、あるいは特殊な損害について、あらゆる可能性がシスコシステムズまたはその供給者に知らされていても、それらに対する責任を一切負

わないものとします。
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はじめに

ここでは、『Catalyst 6500 シリーズ スイッチ インストレーション ガイド』の対象読者、マニュアルの

構成、および手順や情報を記述するための表記法について説明します。

対象読者
このマニュアルに記載された装置の設置、交換、またはサービスは、訓練を受けた認定サービス技術者

（IEC 60950 および AS/NZS3260 で定義）だけが行ってください。

マニュアルの構成
このマニュアルは、次の章および付録で構成されています。

章 タイトル 説明

第 1 章 製品概要 Catalyst 6500 シリーズ スイッチのハードウェアの特長

と機能について説明します。この章には、シャーシの

図とシャーシの仕様表が含まれます。

第 2 章 設置の準備 Catalyst 6500 シリーズ スイッチを設置する前の設置場

所の準備で必要な考慮事項について説明します。

第 3 章 スイッチの設置 Catalyst 6500 シリーズ スイッチの設置方法について説

明します。収納ラックへのシャーシの取り付け、スタ

ビライザ ブラケットの取り付けによる自立、ゴム製の

脚の取り付けによる自立の方法を示します。

第 4 章 取り外しおよび取り付け

手順

シャーシ コンポーネントの取り外しおよび取り付け手

順について説明します。

付録 A 電源装置の仕様 使用可能な Catalyst 6500 シリーズ スイッチの AC およ

び DC 入力電源装置の図と仕様を示します。サポート

されている AC 電源コードの図と仕様表も提供します。
xi
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はじめに
表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

付録 B トランシーバ、モジュー

ル コネクタ、およびケー

ブルの仕様

Catalyst 6500 シリーズ スイッチで使用されるさまざま

なタイプの銅製および光トランシーバ モジュール、物

理コネクタ、およびケーブルについて簡単に説明しま

す。

付録 C スイッチの再梱包 Catalyst 6500 シリーズ スイッチを返送する場合のス

イッチの再梱包手順について説明します。

付録 D シャーシおよびモジュー

ルの電力および発熱量

Catalyst 6500 シリーズ スイッチ シャーシおよびモ

ジュールの消費電力および発熱量の一覧を示します。

付録 E トラブルシューティング ハードウェアを初めて設置する場合のトラブルシュー

ティングのガイドライン、および問題の特定と解決の

手順について説明します。

章 タイトル 説明

表記法 説明

太字 コマンド、コマンド オプション、およびキーワードは

太字で示しています。

イタリック体 ユーザが値を指定する引数は、イタリック体で示して

います。

[   ] 角カッコの中の要素は、省略可能です。

{ x | y | z } 必ずどれか 1 つを選択しなければならない必須キー

ワードは、波カッコで囲み、縦棒で区切って示してい

ます。

[ x | y | z ] どれか 1 つを選択できる省略可能なキーワードは、角

カッコで囲み、縦棒で区切って示しています。

ストリング 引用符を付けない一組の文字。ストリングの前後には

引用符を使用しません。引用符を使用すると、その引

用符も含めてストリングとみなされます。
xii
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はじめに
（注）は、次のように表しています。

（注） 「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。

注意は、次のように表しています。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されていま

す。

screen フォント システムが表示する端末セッションおよび情報は、

screen フォントで示しています。

太字の screen フォン

ト

ユーザが入力しなければならない情報は、太字の 

screen フォントで示しています。

イタリック体の 
screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screen 
フォントで示しています。

^ ^ 記号は、Ctrl キーを表します。たとえば、画面に表示

される ^D というキーの組み合わせは、Ctrl キーを押し

ながら D キーを押すことを意味します。

<   > パスワードのように出力されない文字は、かぎカッコ

（< >）で囲んで示しています。

表記法 説明
xiii
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警告は、次のように表しています。

ステートメント 1071：警告の定義

関連資料
Catalyst 6500 シリーズ スイッチの追加情報については、次の資料を参照してください。

 • 『Regulatory Compliance and Safety Information for the Catalyst 6500 Series Switches』

 • 『Site Preparation and Safety Guide』

 • 『Catalyst 6500 Series Switch Quick Software Configuration Guide』

 • 『Catalyst 6500 Series Switch Module Installation Guide』

 • 『Catalyst 6500 Series Switch Software Configuration Guide』

 • 『Catalyst 6500 Series Switch Command Reference』

 • 『Catalyst 6500 Series Switch Cisco IOS Software Configuration Guide』

 • 『Catalyst 6500 Series Switch Cisco IOS Command Reference』

 • 『ATM Software Configuration and Command Reference - Catalyst 5000 Family and Catalyst 6000 
Family Switches』

 • 『Catalyst 6500 Series Switch System Message Guide』

 • MIB については、URL http://www.cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtml を参照

してください。

Warning IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger. You are in a situation that could cause bodily injury. Before you 
work on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar 
with standard practices for preventing accidents. Use the statement number provided at the end of 
each warning to locate its translation in the translated safety warnings that accompanied this 
device. 

SAVE THESE INSTRUCTIONS
xiv
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マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、その他の有用な情報について、次の URL で、毎月更新

される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規および改訂

版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSS フィードとして購読できます。また、リーダー 
アプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定することもできま

す。RSS フィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSS バージョン 2.0 をサポートしています。
xv
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Catalyst 65
OL-5781-07-J
C H A P T E R 1

製品概要

この章では、Catalyst 6500 シリーズ スイッチについて説明します。具体的な内容は、次のとおりです。

 • 「Catalyst 6503 スイッチ」（P.1-2）

 • 「Catalyst 6503-E スイッチ」（P.1-8）

 • 「Catalyst 6504-E スイッチ」（P.1-13）

 • 「Catalyst 6506 スイッチ」（P.1-19）

 • 「Catalyst 6506-E スイッチ」（P.1-25）

 • 「Catalyst 6509 スイッチ」（P.1-31）

 • 「Catalyst 6509-E スイッチ」（P.1-37）

 • 「Catalyst 6509-NEB スイッチ」（P.1-43）

 • 「Catalyst 6509-NEB-A スイッチ」（P.1-50）

 • 「Catalyst 6509-V-E スイッチ」（P.1-56）

 • 「Catalyst 6513 スイッチ」（P.1-62）

（注） Catalyst 6000 シリーズ スイッチ（Catalyst 6006 スイッチおよび Catalyst 6009 スイッチ）については、

『Catalyst 6000 Series Switches Installation Guide』に記載されています。

（注） このマニュアルでは、特に明記しないかぎり、「スーパーバイザ エンジン」は、「Supervisor 
Engine 2」、「Supervisor Engine 32」、「Supervisor Engine 32 PISA」、「Supervisor Engine 720」および

「Supervisor Engine 720-10GE」を指します。
1-1
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第 1 章      製品概要        

  Catalyst 6503 スイッチ
Catalyst 6503 スイッチ 
Catalyst 6503 スイッチは、冗長電源装置、冗長スーパーバイザ エンジン、および最大で 2 つのモ

ジュール用のスロットを搭載できる 3 スロットの水平型シャーシです。このシャーシは NEBS L3 に準

拠しています。図 1-1 にシャーシの前面を、図 1-2 にシャーシの背面を示します。

図 1-1 Catalyst 6503 スイッチ - 前面

図 1-2 Catalyst 6503 スイッチ - 背面
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第 1 章      製品概要

  Catalyst 6503 スイッチ    
表 1-1 に、Catalyst 6503 スイッチ シャーシの各部を示します。

表 1-1 Catalyst 6503 スイッチの各部 

機能 説明

シャーシ  • 3 スロットの水平型。各スロットの番号は、1（上）から 3（下）の順

序です。

スーパーバイザ エンジン  • Supervisor Engine 2、Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 
PISA、および Supervisor Engine 720 をサポートします。

（注） スーパーバイザ エンジンをサポートするために必要な最小限のソフ

トウェア リリース バージョンについては、ソフトウェア リリース 
ノートを参照してください。

 • スーパーバイザ エンジンは、スロット 1 またはスロット 2 に取り付け

可能です。

（注） スーパーバイザ エンジンが取り付けられていないスロットは、モ

ジュール用に使用できます。取り付け可能なモジュールのタイプの

制限については、ソフトウェア リリース ノートを確認してくださ

い。

 • 10-GB アップリンク ポート（VS-S720-10G-3C および 
VS-S720-10G-3CXL）を備えた Supervisor Engine 720 は 
Catalyst 6503 スイッチ シャーシに搭載できません。

 • Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 PISA、または Supervisor 
Engine 720 では、オプションの高速ファン トレイ（FAN-MOD-3HS）
がシャーシに搭載されている必要があります。

 • Supervisor Engine 720 には、スイッチング ファブリックが内蔵されて

います。

 • スタンバイ モードの冗長スーパーバイザ エンジン上のアップリンク 
ポートは、完全に機能する状態になっています。

（注） 冗長スーパーバイザ エンジンを備えたシステムでは、両方のスー

パーバイザ エンジンのモデルとドーター カード構成が同じでなけ

ればなりません。各スーパーバイザ エンジンには、スイッチが独立

して動作するためのリソースが必要です。つまり、すべてのスー

パーバイザ エンジンのリソースが重複していなければなりません。

スーパーバイザ エンジンのメモリ構成を同一にすることをお勧めし

ますが、スイッチの構成済みの機能を実行するために小さいメモリ

構成のスーパーバイザ エンジンで十分な場合は、同一の構成は不要

です。さらに、各スーパーバイザ エンジンには、独自のフラッシュ 
デバイスおよびコンソール ポート接続が必要です。
1-3
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第 1 章      製品概要        

  Catalyst 6503 スイッチ
モジュール  • 最大 2 つの Catalyst 6500 シリーズ モジュールを搭載できます。

 • WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2 スイッチ ファブリック モ
ジュールをサポートしません。

 • WS-X67xx モジュールをサポートしません。

 • 一部の Catalyst 6500 シリーズ モジュールには、次のようなものがあり

ます。

 – サポートされない

 – Supervisor Engine 720 を取り付ける必要がある

 – シャーシ スロットに制限がある

 – 動作するために特定のソフトウェア リリース レベルが必要

（注） 具体的な情報に関しては、ソフトウェア リリース ノートを確認し

てください。

バックプレーンの帯域幅  • 32 GBps 共有バス

 • 720 GBps スイッチ ファブリック

クロックおよび VTT モジュール  • 交換式クロック モジュール（CLK-7600=）は、EOBC チャネルおよび

スイッチング バスにクロッキング信号を提供します。

 • 交換不能 VTT モジュールは、バス信号用に参照電圧を提供します。

ファン トレイ  • シャーシには、ホットスワップ対応のファン トレイを 1 つ搭載できま

す。次の 2 つのファン トレイ モデルを使用できます。

 – FAN-MOD-3（標準のファン トレイ：170 立方フィート）。

Supervisor Engine 1 および Supervisor Engine 2 だけをサポート

し、Supervisor Engine 32 または Supervisor Engine 720 をサポー

トしません。

 – FAN-MOD-3HS（オプションの高速ファン トレイ：270 立方

フィート）。Supervisor Engine 32 および Supervisor Engine 720 を
使用する場合に必要です。Supervisor Engine 2 をサポートします。

（注） 両方のファン トレイ モデルには、4 つの個別ファンが含まれます。

個々のファンは現場交換可能ではないため、ファンに障害が発生し

た場合はファン トレイを交換する必要があります。

（注） Catalyst 6503 シャーシは、WS-C6503-E-FAN トレイをサポートし

ません。

 • ファン トレイ STATUS LED

 – レッド：1 つまたは複数の個別ファンに障害が発生しました。

 – グリーン：ファン トレイは正常に動作しています。

表 1-1 Catalyst 6503 スイッチの各部 （続き）

機能 説明
1-4
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第 1 章      製品概要

  Catalyst 6503 スイッチ    
PEM（パワー エントリ モ
ジュール）1

 • 搭載する電源装置ごとに 1 つの PEM が必要です。

 – PEM-15A-AC（950 W AC 入力電源用の PEM）

 – PEM-DC/3（950 W DC 入力電源用の PEM）

 – PEM-20A-AC+（1400 W AC 入力電源用の PEM）

電源装置  • 1 台または 2 台の電源装置を搭載できます。サポートされる電源装置は

次のとおりです。

 – PWR-950-AC（950 W の AC 入力電源装置）

 – PWR-950-DC（950 W の DC 入力電源装置）

 – PWR-1400-AC（1400 W の AC 入力電源装置）

 • ワット定格の異なる電源装置を搭載できます。搭載する電源装置は、

両方とも AC 入力、両方とも DC 入力、または AC 入力と DC 入力の組

み合わせにすることができます。電源装置は、冗長構成または混合構

成にできます。

（注） DC 入力電源装置を搭載した Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E 
シャーシでは、システム（NEBS）アースがプライマリ セーフティ 
アースの役割を果たすため、これを取り付けておく必要がありま

す。これらのシャーシの DC 入力電源装置には、個別のアースはあ

りません。

 • すべての Catalyst 6500 シリーズの AC 入力電源装置には、単相 AC 電
源が必要です。すべての AC 電源装置の入力が分離されるため、複数

の電源装置間、または同一の電源装置の複数の AC 電源プラグでは、

AC 電源の位相が一致しない可能性があります。

 • 電源装置が 1 台の場合は、下段の電源装置ベイに搭載されます。2 番め

の電源装置は、上段の電源装置ベイに搭載されます。

（注） 電源装置の OUTPUT FAIL LED が正しく動作するように、電源装

置が 1 台のシステムは、少なくとも 1 つのファン トレイと 1 つの

スーパーバイザ エンジンで構成する必要があります。電源装置が 2 
台のシステムの最小構成は、1 つのファン トレイ、1 つのスーパー

バイザ エンジン、1 つの追加モジュールです。これらの最小構成要

件を満たさない場合は、電源装置が出力の失敗を示す信号を誤って

送信することがあります。

1. Power Entry Module（PEM; パワー エントリ モジュール）は、Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E スイッチだけに必要で
す。

表 1-1 Catalyst 6503 スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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第 1 章      製品概要        

  Catalyst 6503 スイッチ
表 1-2 に、Catalyst 6503 スイッチ シャーシの環境仕様および物理仕様を示します。

表 1-2 Catalyst 6503 スイッチの仕様 

項目 仕様

環境

動作時温度 実証済み動作時：32 ～ 104°F（0 ～ 40℃）

設計およびテスト用の動作時：32 ～ 131°F（0 ～ 55℃）

（注） Catalyst 6500 シリーズ スイッチには内蔵温度センサが設置されて

おり、装置内の温度が 104°F（40℃）に達するとマイナー アラーム

を生成し、131°F（55℃）に達するとメジャー アラームを生成しま

す。

温度、非動作時および保管

時

シャーシが梱包されていない場合：–4 ～ 149°F（–20 ～ 65℃）

シャーシが出荷時の保護パッケージに梱包されている場合：–40 ～ 158°F
（–40 ～ 70℃）

温度遷移 0.5℃ /分（下降）

0.33℃ /分（上昇）

湿度（RH）、動作時（結露

しないこと） 
動作時：5 ～ 90%

非動作時および保管時：5 ～ 95%
高度、動作時 実証済み動作時：0 ～ 6500 フィート（0 ～ 2000 m）

設計およびテスト用の動作時：–200 ～ 10,000 フィート（–60 ～ 3000 m）

衝撃および振動 このスイッチは、以下の場所で Network Equipment Building System
（NEBS）（Zone 4 per GR-63-Core）に適合するように設計されています。

 • 地震の振動および基準

 • オフィスの振動および基準

 • 輸送の振動および基準

衝撃

 • 動作時：5 G、30 ms、半正弦波（IEC 68-2-27）

 • 非動作時：20 G、7.5 ms、台形波

振動 

動作時：3 ～ 500 Hz、 
10 Hz および 200 Hz において PSD 0.0005 G2/Hz。両端で 5 dB/オクターブ

のロールオフ。0.5 時間 /軸（1.12 Grms）。
音響ノイズ 64 ～ 76 dB。ISO 7779：周囲温度 86°F（30℃）での稼動時における周辺

でのノイズ
1-6
Catalyst 6500 シリーズ スイッチ インストレーション ガイド

OL-5781-07-J



第 1 章      製品概要
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寸法および重量

寸法（高さ×幅×奥行）  • 7 × 17.37 × 21.75 インチ （17.78 × 44.12 × 55.25 cm） 

 • シャーシの設置には 4 U1 の高さが必要です。

 • Catalyst 6503 スイッチ シャーシは、ANSI/EIA 310-D、IEC 60297、
および ETS 300-119 規格に適合する標準 19 インチ装置ラックに取り付

けられるように設計されています。

重量  • シャーシ単独：27 ポンド（12.25 kg）

 • フル構成シャーシ（スーパーバイザ エンジン× 1、モジュール× 2、 
AC 入力 PEM × 2、AC 入力電源装置× 2）：85.4 ポンド（38.7 kg）

エアーフロー  • FAN-MOD-3（標準のファン トレイ）：170 立方フィート

 • FAN-MOD-3HS（オプションの高速ファン トレイ）：270 立方フィー

ト

（注） Catalyst スイッチ シャーシを通じて適切に換気するには、壁と

シャーシのエアーフロー口の間、または壁とシャーシの排気口の間

を 6 インチ（15 cm）以上、離すことを推奨します。また、過熱し

たシャーシの排気口と別のシャーシのエアーフロー口との間を 12 
インチ（30.5 cm）以上離してください。空間を十分に取らないと、

シャーシが過熱してシステムに障害が発生します。気流が前面から

背面に流れる Catalyst シャーシでは、シャーシは並んで設置できま

す。

1. U = ラックユニット

表 1-2 Catalyst 6503 スイッチの仕様 （続き）

項目 仕様
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  Catalyst 6503-E スイッチ
Catalyst 6503-E スイッチ
Catalyst 6503-E スイッチは、Catalyst 6503 スイッチの拡張バージョンです。この 3 スロットの水平型

シャーシには、冗長電源装置、冗長スーパーバイザ エンジン、最大で 2 つのモジュール用のスロット

を搭載できます。また、サポートするスロットあたりの電力容量が Catalyst 6503 スイッチ シャーシよ

りも大きくなっています。Catalyst 6503-E スイッチ シャーシは NEBS L3 に準拠しています。 図 1-3 に
シャーシの前面を、図 1-4 にシャーシの背面を示します。

図 1-3 Catalyst 6503-E スイッチ - 前面

図 1-4 Catalyst 6503-E スイッチ - 背面
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  Catalyst 6503-E スイッチ    
表 1-3 に、Catalyst 6503-E スイッチ シャーシの各部を示します。

表 1-3 Catalyst 6503-E スイッチの各部 

機能 説明

シャーシ  • 3 スロットの水平型。各スロットの番号は、1（上）から 3（下）の順

序です。

スーパーバイザ エンジン  • Supervisor Engine 2、Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 
PISA、Supervisor Engine 720、および Supervisor Engine 720-10GE 
をサポートします。

（注） スーパーバイザ エンジンをサポートするために必要な最小限のソフ

トウェア リリース バージョンについては、ソフトウェア リリース 
ノートを参照してください。

 • スーパーバイザ エンジンは、スロット 1 またはスロット 2 に取り付け

可能です。

（注） スーパーバイザ エンジンが取り付けられていないスロットは、モ

ジュール用に使用できます。取り付け可能なモジュールのタイプの

制限については、ソフトウェア リリース ノートを確認してくださ

い。

 • Supervisor Engine 720 には、スイッチング ファブリックが内蔵されて

います。スイッチ ファブリック モジュール（WS-C6500-SFM および 
WS-X6500-SFM2）は、Supervisor Engine 720 ではサポートされてい

ません。スイッチ ファブリック モジュールと Supervisor Engine 720 
は、同じシャーシへの取り付けができません。

 • Supervisor Engine 32 および Supervisor Engine 32 PISA は、スイッチ 
ファブリック モジュール（WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2）
をサポートしていません。

 • スタンバイ モードの冗長スーパーバイザ エンジン上のアップリンク 
ポートは、完全に機能する状態になっています。

（注） 冗長スーパーバイザ エンジンを備えたシステムでは、両方のスー

パーバイザ エンジンのモデルとドーター カード構成が同じでなけ

ればなりません。各スーパーバイザ エンジンには、スイッチが独立

して動作するためのリソースが必要です。つまり、すべてのスー

パーバイザ エンジンのリソースが重複していなければなりません。

スーパーバイザ エンジンのメモリ構成を同一にすることをお勧めし

ますが、スイッチの構成済みの機能を実行するために小さいメモリ

構成のスーパーバイザ エンジンで十分な場合は、同一の構成は不要

です。さらに、各スーパーバイザ エンジンには、独自のフラッシュ 
デバイスおよびコンソール ポート接続が必要です。
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モジュール  • 最大 2 つの Catalyst 6500 シリーズ モジュールを搭載できます。

 • WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2 スイッチ ファブリック モ
ジュールをサポートしません。

 • 一部の Catalyst 6500 シリーズ モジュールには、次のようなものがあり

ます。

 – サポートされない

 – Supervisor Engine 720 を取り付ける必要がある

 – シャーシ スロットに制限がある

 – 動作するために特定のソフトウェア リリース レベルが必要

（注） 具体的な情報に関しては、ソフトウェア リリース ノートを確認し

てください。

バックプレーンの帯域幅  • 32 GBps 共有バス

 • 720 GBps スイッチ ファブリック

クロックおよび VTT モジュール  • 交換式クロック モジュール（CLK-7600=）は、EOBC チャネルおよび

スイッチング バスにクロッキング信号を提供します。

 • 交換不能 VTT モジュールは、バス信号用に参照電圧を提供します。

ファン トレイ  • シャーシには、ホットスワップ対応のファン トレイを 1 つ搭載できま

す。1 つのファン トレイ モデルだけを使用できます。

 – WS-C6503-E-FAN：282 立方フィート

（注） ファン トレイには、4 つの個別ファンが含まれます。個々のファン

は現場交換可能ではないため、ファンに障害が発生した場合はファ

ン トレイを交換する必要があります。

 • ファン トレイ STATUS LED

 – レッド：1 つまたは複数の個別ファンに障害が発生しました。

 – グリーン：ファン トレイは正常に動作しています。

PEM（パワー エントリ モ
ジュール）1

 • 搭載する電源装置ごとに 1 つの PEM が必要です。

 – PEM-15A-AC（950 W AC 入力電源用の PEM）

 – PEM-DC/3（950 W DC 入力電源用の PEM）

 – PEM-20A-AC+（1400 W AC 入力電源用の PEM）

表 1-3 Catalyst 6503-E スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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  Catalyst 6503-E スイッチ    
表 1-4 に、Catalyst 6503-E スイッチ シャーシの環境仕様および物理仕様を示します。

電源装置  • 1 台または 2 台の電源装置を搭載できます。サポートされる電源装置は

次のとおりです。

 – PWR-950-AC（950 W の AC 入力電源装置）

 – PWR-950-DC（950 W の DC 入力電源装置）

 – PWR-1400-AC（1400 W の AC 入力電源装置）

 • ワット定格の異なる電源装置を搭載できます。搭載する電源装置は、

両方とも AC 入力、両方とも DC 入力、または AC 入力と DC 入力の組

み合わせにすることができます。電源装置は、冗長構成または混合構

成にできます。

 • すべての Catalyst 6500 シリーズの AC 入力電源装置には、単相 AC 電
源が必要です。すべての AC 電源装置の入力が分離されるため、複数

の電源装置間、または同一の電源装置の複数の AC 電源プラグでは、

AC 電源の位相が一致しない可能性があります。

 • 電源装置が 1 台の場合は、下段の電源装置ベイに搭載されます。2 番め

の電源装置は、上段の電源装置ベイに搭載されます。

（注） 電源装置の OUTPUT FAIL LED が正しく動作するように、電源装

置が 1 台のシステムは、少なくとも 1 つのファン トレイと 1 つの

スーパーバイザ エンジンで構成する必要があります。電源装置が 2 
台のシステムの最小構成は、1 つのファン トレイ、1 つのスーパー

バイザ エンジン、1 つの追加モジュールです。これらの最小構成要

件を満たさない場合は、電源装置が出力の失敗を示す信号を誤って

送信することがあります。

1. PEM は、Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E スイッチだけに必要です。

表 1-3 Catalyst 6503-E スイッチの各部 （続き）

機能 説明

表 1-4 Catalyst 6503-E スイッチの仕様 

項目 仕様

環境

動作時温度 実証済み動作時：32 ～ 104°F（0 ～ 40℃）

設計およびテスト用の動作時：32 ～ 131°F（0 ～ 55℃）

（注） Catalyst 6500 シリーズ スイッチには、内蔵温度センサが設置され

ており、装置内の温度が 104°F（40℃）に達するとマイナー アラー

ムを生成し、131°F（55℃）に達するとメジャー アラームを生成し

ます。

温度、非動作時および保管

時

シャーシが梱包されていない場合：–4 ～ 149°F（–20 ～ 65℃）

シャーシが出荷時の保護パッケージに梱包されている場合：–40 ～ 158°F
（–40 ～ 70℃）

温度遷移 0.5℃ /分（下降）

0.33℃ /分（上昇）

湿度（RH）、動作時（結露

しないこと） 
5 ～ 90%
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湿度（RH）、非動作時およ

び保管時（結露しないこと） 
5 ～ 95% 

高度、動作時 実証済み動作時：0 ～ 6500 フィート

設計およびテスト用の動作時：–200 ～ 10000 フィート（–60 ～ 3000 m）

衝撃および振動 このスイッチは、以下の場所で NEBS（Zone 4 per GR-63-Core）に適合す

るように設計されています。

 • 地震の振動および基準

 • オフィスの振動および基準

 • 輸送の振動および基準

衝撃

 • 動作時：5 G、30 ms、半正弦波（IEC 68-2-27）

 • 非動作時：20 G、7.5 ms、台形波

振動 

動作時：3 ～ 500 Hz、 
10 Hz および 200 Hz において PSD 0.0005 G2/Hz。両端で 5 dB/オクターブ

のロールオフ。0.5 時間 /軸（1.12 Grms）。
音響ノイズ 64 ～ 76 dB。ISO 7779：周囲温度 86°F（30℃）での稼動時における周辺

でのノイズ

寸法および重量

寸法（高さ×幅×奥行）  • 7 × 17.37 × 21.75 インチ （17.78 × 44.12 × 55.25 cm） 

 • シャーシの設置には 4 U1 の高さが必要です。

 • Catalyst 6503-E スイッチ シャーシは、ANSI/EIA 310-D、IEC 60297、
および ETS 300-119 規格に適合する標準 19 インチ装置ラックに取り付

けられるように設計されています。

重量  • シャーシ単独：33 ポンド（15 kg）

 • フル構成シャーシ（スーパーバイザ エンジン× 1、モジュール× 2、 
AC 入力 PEM × 2、AC 入力電源装置× 2）：85.4 ポンド（38.7 kg）

エアーフロー  • WS-C6503-E-FAN：282 立方フィート

（注） Catalyst スイッチ シャーシを通じて適切に換気するには、壁と

シャーシのエアーフロー口の間、または壁とシャーシの排気口の間

を 6 インチ（15 cm）以上、離すことを推奨します。また、過熱し

たシャーシの排気口と別のシャーシのエアーフロー口との間を 12 
インチ（30.5 cm）以上離してください。空間を十分に取らないと、

シャーシが過熱してシステムに障害が発生します。気流が前面から

背面に流れる Catalyst シャーシでは、シャーシは並んで設置できま

す。

1. U = ラックユニット

表 1-4 Catalyst 6503-E スイッチの仕様 （続き）

項目 仕様
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Catalyst 6504-E スイッチ
Catalyst 6504-E スイッチは、冗長電源装置、冗長スーパーバイザ エンジン、および最大で 3 つのモ

ジュール用のスロットを搭載できる 4 スロットの水平型シャーシです。Catalyst 6504-E スイッチ 
シャーシは NEBS L3 に準拠しています。 図 1-5 にシャーシの前面を、図 1-6 にシャーシの背面を示し

ます。

図 1-5 Catalyst 6504-E スイッチ - 前面

図 1-6 Catalyst 6504-E スイッチ - 背面
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表 1-5 に、Catalyst 6504-E スイッチ シャーシの各部を示します。

表 1-5 Catalyst 6504-E スイッチの各部 

機能 説明

シャーシ  • 4 スロットの水平型。各スロットの番号は、1（上）から 4（下）の順

序です。

スーパーバイザ エンジン  • Supervisor Engine 2、Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 
PISA、Supervisor Engine 720、および Supervisor Engine 720-10GE 
をサポートします。

（注） スーパーバイザ エンジンをサポートするために必要な最小限のソフ

トウェア リリース バージョンについては、ソフトウェア リリース 
ノートを参照してください。

 • スーパーバイザ エンジンは、スロット 1 およびスロット 2 に搭載しま

す。

（注） スーパーバイザ エンジンが取り付けられていないスロットは、モ

ジュール用に使用できます。取り付け可能なモジュールのタイプの

制限については、ソフトウェア リリース ノートを確認してくださ

い。

 • Supervisor Engine 720 および Supervisor Engine 720-10GE には、ス

イッチング ファブリックが内蔵されています。スイッチ ファブリック 
モジュール（WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2）は、

Supervisor Engine 720 および Supervisor Engine 720-10GE ではサポー

トされていません。スイッチ ファブリック モジュールと Supervisor 
Engine 720 または Supervisor Engine 720-10GE は、同じシャーシへの

取り付けができません。

 • Supervisor Engine 32 および Supervisor Engine 32 PISA は、スイッチ 
ファブリック モジュール（WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2）
をサポートしていません。スイッチ ファブリック モジュールと 
Supervisor Engine 32 または Supervisor Engine 32 PISA は、同じ

シャーシへの取り付けができません。

 • スタンバイ モードの冗長スーパーバイザ エンジン上のアップリンク 
ポートは、完全に機能する状態になっています。

（注） 冗長スーパーバイザ エンジンを備えたシステムでは、両方のスー

パーバイザ エンジンのモデルとドーター カード構成が同じでなけ

ればなりません。各スーパーバイザ エンジンには、スイッチが独立

して動作するためのリソースが必要です。つまり、すべてのスー

パーバイザ エンジンのリソースが重複していなければなりません。

スーパーバイザ エンジンのメモリ構成を同一にすることをお勧めし

ますが、スイッチの構成済みの機能を実行するために小さいメモリ

構成のスーパーバイザ エンジンで十分な場合は、同一の構成は不要

です。さらに、各スーパーバイザ エンジンには、独自のフラッシュ 
デバイスおよびコンソール ポート接続が必要です。
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モジュール  • 最大 3 つの Catalyst 6500 シリーズ モジュールを搭載できます。

 • WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2 スイッチ ファブリック モ
ジュールをサポートしません。

 • 一部の Catalyst 6500 シリーズ モジュールには、次のようなものがあり

ます。

 – サポートされないか、スロットに制限がある

 – Supervisor Engine 720 を取り付ける必要がある

 – 動作するために特定のソフトウェア リリース レベルが必要

（注） 具体的な情報に関しては、ソフトウェア リリース ノートを確認し

てください。

バックプレーンの帯域幅  • 32 GBps 共有バス

 • 720 GBps スイッチ ファブリック

クロックおよび VTT モジュール  • 交換式クロック モジュール（CLK-7600=）は、EOBC チャネルおよび

スイッチング バスにクロッキング信号を提供します。

 • 交換不能 VTT モジュールは、バス信号用に参照電圧を提供します。

ファン トレイ  • シャーシには、ホットスワップ対応のファン トレイを 1 つ搭載できま

す。1 つのファン トレイ モデルだけを使用できます。

 – FAN-MOD-4HS：300 立方フィート

（注） ファン トレイには、8 つの個別ファンが含まれます。個々のファン

は現場交換可能ではないため、ファンに障害が発生した場合はファ

ン トレイを交換する必要があります。

 • ファン トレイ STATUS LED

 – レッド：1 つまたは複数の個別ファンに障害が発生しました。

 – グリーン：ファン トレイは正常に動作しています。

表 1-5 Catalyst 6504-E スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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電源装置  • 1 台または 2 台の電源装置を搭載できます。サポートされる電源装置は

次のとおりです。

 – PWR-2700-AC/4（2700 W の AC 入力電源装置）

 – PWR-2700-DC/4（2700 W の DC 入力電源装置）

 • 搭載する電源装置は、両方とも AC 入力、両方とも DC 入力、または 
AC 入力と DC 入力の組み合わせにすることができます。電源装置は、

冗長構成または混合構成にできます。

 • すべての Catalyst 6500 シリーズの AC 入力電源装置には、単相 AC 電
源が必要です。すべての AC 電源装置の入力が分離されるため、複数

の電源装置間、または同一の電源装置の複数の AC 電源プラグでは、

AC 電源の位相が一致しない可能性があります。

 • 電源装置が 1 台の場合は、下段の電源装置ベイに搭載されます。2 番め

の電源装置は、上段の電源装置ベイに搭載されます。

（注） 電源装置の OUTPUT FAIL LED が正しく動作するように、電源装

置が 1 台のシステムは、少なくとも 1 つのファン トレイと 1 つの

スーパーバイザ エンジンで構成する必要があります。電源装置が 2 
台のシステムの最小構成は、1 つのファン トレイ、1 つのスーパー

バイザ エンジン、1 つの追加モジュールです。これらの最小構成要

件を満たさない場合は、電源装置が出力の失敗を示す信号を誤って

送信することがあります。

表 1-5 Catalyst 6504-E スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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第 1 章      製品概要

  Catalyst 6504-E スイッチ    
表 1-6 に、Catalyst 6504-E スイッチ シャーシの環境仕様および物理仕様を示します。

表 1-6 Catalyst 6504-E スイッチの仕様 

項目 仕様

環境

動作時温度 実証済み動作時：32 ～ 104°F（0 ～ 40℃）

設計およびテスト用の動作時：32 ～ 131°F（0 ～ 55℃）

（注） Catalyst 6500 シリーズ スイッチには、内蔵温度センサが設置され

ており、装置内の温度が 104°F（40℃）に達するとマイナー アラー

ムを生成し、131°F（55℃）に達するとメジャー アラームを生成し

ます。

温度、非動作時および保管

時

シャーシが梱包されていない場合：–4 ～ 149°F（–20 ～ 65℃）

シャーシが出荷時の保護パッケージに梱包されている場合：–40 ～ 158°F
（–40 ～ 70℃）

温度遷移 0.5℃ /分（下降）

0.33℃ /分（上昇）

湿度（RH）、動作時（結露

しないこと） 
5 ～ 90%

湿度（RH）、非動作時およ

び保管時（結露しないこと） 
5 ～ 95% 

高度、動作時 実証済み動作時：0 ～ 6500 フィート（0 ～ 2000 m）

設計およびテスト用の動作時：–200 ～ 10,000 フィート（–60 ～ 3000 m）

衝撃および振動 このスイッチは、以下の場所で NEBS（Zone 4 per GR-63-Core）に適合す

るように設計されています。

 • 地震の振動および基準

 • オフィスの振動および基準

 • 輸送の振動および基準

衝撃

 • 動作時：5 G、30 ms、半正弦波（IEC 68-2-27）

 • 非動作時：20 G、7.5 ms、台形波

振動 

動作時：3 ～ 500 Hz。 
PSD：10 Hz および 200 Hz において 0.0005 G2/Hz。両端で 5 dB/オクター

ブのロールオフ。0.5 時間 /軸（1.12 Grms）。
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  Catalyst 6504-E スイッチ
音響ノイズ 64 ～ 76 dB。ISO 7779：周囲温度 86°F（30℃）での稼動時における周辺

でのノイズ

寸法および重量

寸法（高さ×幅×奥行）  • 8.7 × 17.5 × 21.6 インチ （22.09 × 44.45 × 54.86 cm） 

 • シャーシの設置には 5 U1 の高さが必要です。

 • Catalyst 6504-E スイッチ シャーシは、ANSI/EIA 310-D、IEC 60297、
および ETS 300-119 規格に適合する標準 19 インチ装置ラックに取り付

けられるように設計されています。

重量  • シャーシ単独：27 ポンド（12.25 kg）

 • フル構成シャーシ（スーパーバイザ エンジン× 2、モジュール× 2、
AC 入力電源装置× 2）：97 ポンド（43.99 kg）

エアーフロー  • FAN-MOD-4HS：300 立方フィート

（注） Catalyst スイッチ シャーシを通じて適切に換気するには、壁と

シャーシのエアーフロー口の間、または壁とシャーシの排気口の間

を 6 インチ（15 cm）以上、離すことを推奨します。また、過熱し

たシャーシの排気口と別のシャーシのエアーフロー口との間を 12 
インチ（30.5 cm）以上離してください。空間を十分に取らないと、

シャーシが過熱してシステムに障害が発生します。気流が前面から

背面に流れる Catalyst シャーシでは、シャーシは並んで設置できま

す。

1. U = ラックユニット

表 1-6 Catalyst 6504-E スイッチの仕様 （続き）

項目 仕様
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  Catalyst 6506 スイッチ    
Catalyst 6506 スイッチ
Catalyst 6506 スイッチは、冗長電源装置、冗長スーパーバイザ エンジン、および最大で 5 つのモ

ジュール用のスロットを搭載できる 6 スロットの水平型シャーシです。このシャーシは NEBS L3 に準

拠しています。図 1-7 に、Catalyst 6506 スイッチ シャーシの前面を示します。

図 1-7 Catalyst 6506 スイッチ 

表 1-7 に、Catalyst 6506 スイッチ シャーシの各部を示します。
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表 1-7 Catalyst 6506 スイッチの各部 

機能 説明

シャーシ  • 6 スロットの水平型。各スロットの番号は、1（上）から 6（下）の順

序です。
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第 1 章      製品概要        

  Catalyst 6506 スイッチ
スーパーバイザ エンジン  • Supervisor Engine 2、Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 
PISA、Supervisor Engine 720、および Supervisor Engine 720-10GE 
をサポートします。

（注） スーパーバイザ エンジンをサポートするために必要な最小限のソフ

トウェア リリース バージョンについては、ソフトウェア リリース 
ノートを参照してください。

 – Supervisor Engine 2 は、スロット 1 またはスロット 2 に取り付け

る必要があります。

 – Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 PISA、Supervisor 
Engine 720、および Supervisor Engine 720-10GE は、スロット 5 
またはスロット 6 に取り付ける必要があります。

（注） スーパーバイザ エンジンが取り付けられていないスロットは、モ

ジュール用に使用できます。取り付け可能なモジュールのタイプの

制限については、ソフトウェア リリース ノートを確認してくださ

い。

 • Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 PISA、Supervisor 
Engine 720、および Supervisor Engine 720-10GE では、いずれも高速

ファン トレイ（WS-C6K-6SLOT-FAN2）がシャーシに搭載されてい

る必要があります。また、高速ファン トレイに電力を供給するために、

2500 W 以上の電源装置もシャーシに搭載する必要があります。

（注） 高速ファン トレイをサポートする場合、2500 W の電源装置は、

120 VAC または 220 VAC のどちらかで電力を供給できます。

 • Supervisor Engine 720 および Supervisor Engine 720-10GE には、ス

イッチング ファブリックが内蔵されています。スイッチ ファブリック 
モジュール（WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2）は、

Supervisor Engine 720 および Supervisor Engine 720-10GE ではサポー

トされていません。スイッチ ファブリック モジュールと Supervisor 
Engine 720 または Supervisor Engine 720-10GE は、同じシャーシへの

取り付けができません。

 • Supervisor Engine 32 および Supervisor Engine 32 PISA は、スイッチ 
ファブリック モジュール（WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2）
をサポートしていません。スイッチ ファブリック モジュールと 
Supervisor Engine 32 または Supervisor Engine 32 PISA は、同じ

シャーシへの取り付けができません。

 • スタンバイ モードの冗長スーパーバイザ エンジン上のアップリンク 
ポートは、完全に機能する状態になっています。

（注） 冗長スーパーバイザ エンジンを備えたシステムでは、両方のスー

パーバイザ エンジンのモデルとドーター カード構成が同じでなけ

ればなりません。各スーパーバイザ エンジンには、スイッチが独立

して動作するためのリソースが必要です。つまり、すべてのスー

パーバイザ エンジンのリソースが重複していなければなりません。

スーパーバイザ エンジンのメモリ構成を同一にすることをお勧めし

ますが、スイッチの構成済みの機能を実行するために小さいメモリ

構成のスーパーバイザ エンジンで十分な場合は、同一の構成は不要

です。さらに、各スーパーバイザ エンジンには、独自のフラッシュ 

表 1-7 Catalyst 6506 スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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  Catalyst 6506 スイッチ    
モジュール  • 最大 5 つの Catalyst 6500 シリーズ モジュールを搭載できます。

 • WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2 スイッチ ファブリック モ
ジュールは、スロット 5 またはスロット 6 に搭載する必要があります。

（注） WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2 スイッチ ファブリック 
モジュールは、Catalyst 6506 シャーシで混在させることができま

す。

 • 一部の Catalyst 6500 シリーズ モジュールには、次のようなものがあり

ます。

 – サポートされない

 – Supervisor Engine 720 を取り付ける必要がある

 – シャーシ スロットに制限がある

 – 動作するために特定のソフトウェア リリース レベルが必要

（注） 具体的な情報に関しては、ソフトウェア リリース ノートを確認し

てください。

バックプレーンの帯域幅  • 32 GBps 共有バス

 • 256 GBps スイッチ ファブリック

 • 720 GBps スイッチ ファブリック

クロックおよび VTT モジュール  • 2 つの交換式クロック モジュール（WS-C6K-CL=）は、EOBC チャネ

ルおよびスイッチング バスにクロッキング信号を提供します。

 • 3 つの交換可能な VTT モジュール（WS-C6K-VTT=）は、バス信号用

に参照電圧を提供します。

ファン トレイ  • シャーシには、ホットスワップ対応のファン トレイを 1 つ搭載できま

す。次の 2 つのファン トレイ モデルを使用できます。

 – WS-C6K-6SLOT-FAN（標準のファン トレイ：227 立方フィー

ト）。Supervisor Engine 1 および Supervisor Engine 2 だけをサ

ポートし、Supervisor Engine 32 または Supervisor Engine 720 を
サポートしません。

 – WS-C6K-6SLOT-FAN2（オプションの高速ファン トレイ：420 立
方フィート）。Supervisor Engine 32 および Supervisor Engine 720 
を使用する場合に必要です。Supervisor Engine 1 および 
Supervisor Engine 2 をサポートします。

（注） 高速ファン トレイに電力を供給するために、2500 W 以上の電源装

置をシャーシに搭載する必要があります。2500 W 電源装置は、

120 VAC または 220 VAC のどちらかで電力を供給できます。

（注） ファン トレイには、6 つの個別ファンが含まれます。個々のファン

は現場交換可能ではないため、ファンに障害が発生した場合はファ

ン トレイを交換する必要があります。

 • ファン トレイ STATUS LED

 – レッド：1 つまたは複数の個別ファンに障害が発生しました。

 – グリーン：ファン トレイは正常に動作しています。

表 1-7 Catalyst 6506 スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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電源装置  • 1 台または 2 台の電源装置を搭載できます。サポートされる電源装置は

次のとおりです。

 – WS-CAC-1000W（1000 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CAC-1300W（1300 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CDC-1300W（1300 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-2500W（2500 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CDC-2500W（2500 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-3000W（3000 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CAC-4000W-US（4000 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CAC-4000W-INT（4000 W の AC 入力電源装置）

 – PWR-4000-DC（4000 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-6000W（6000 W の AC 入力電源装置）

 – PWR-6000-DC（6000 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-8700W（8700 W の AC 入力電源装置）

（注） 6000 W AC 入力および DC 入力電源装置、および 8700 W AC 入力

電源装置を Catalyst 6506 シャーシに取り付けた場合、最大出力は 
4000 W に制限されます。

 • ワット定格の異なる電源装置を搭載できます。搭載する電源装置は、

両方とも AC 入力、両方とも DC 入力、または AC 入力と DC 入力の組

み合わせにすることができます。電源装置は、冗長構成または混合構

成にできます。

 • すべての Catalyst 6500 シリーズの AC 入力電源装置には、単相 AC 電
源が必要です。すべての AC 電源装置の入力が分離されるため、複数

の電源装置間、または同一の電源装置の複数の AC 電源プラグでは、

AC 電源の位相が一致しない可能性があります。

 • 電源装置が 1 台の場合は、左側の電源装置ベイに搭載されます。2 番め

の電源装置は、右側の電源装置ベイに搭載されます。

 • Supervisor Engine 32 または Supervisor Engine 720 および高速ファン 
トレイを使用する場合は、2500 W 以上の電源装置を搭載する必要があ

ります。

（注） 電源装置の OUTPUT FAIL LED が正しく動作するように、電源装

置が 1 台のシステムは、少なくとも 1 つのファン トレイと 1 つの

スーパーバイザ エンジンで構成する必要があります。電源装置が 2 
台のシステムの最小構成は、1 つのファン トレイ、1 つのスーパー

バイザ エンジン、1 つの追加モジュールです。これらの最小構成要

件を満たさない場合は、電源装置が出力の失敗を示す信号を誤って

送信することがあります。

表 1-7 Catalyst 6506 スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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  Catalyst 6506 スイッチ    
表 1-8 に、Catalyst 6506 スイッチ シャーシの環境仕様および物理仕様を示します。

表 1-8 Catalyst 6506 スイッチの仕様 

項目 仕様

環境

動作時温度 実証済み動作時：32 ～ 104°F（0 ～ 40℃）

設計およびテスト用の動作時：32 ～ 130°F（0 ～ 55℃）

（注） Catalyst 6500 シリーズ スイッチには、内蔵温度センサが設置され

ており、装置内の温度が 104°F（40℃）に達するとマイナー アラー

ムを生成し、131°F（55℃）に達するとメジャー アラームを生成し

ます。

温度、非動作時および保管

時

シャーシが梱包されていない場合：–4 ～ 149°F（–20 ～ 65℃）

シャーシが出荷時の保護パッケージに梱包されている場合：–40 ～ 158°F
（–40 ～ 70℃）

温度遷移 0.5℃ /分（下降）

0.33℃ /分（上昇）

湿度（RH）、動作時（結露

しないこと） 
5 ～ 90%

湿度（RH）、非動作時およ

び保管時（結露しないこと） 
5 ～ 95% 

高度、動作時 実証済み動作時：0 ～ 6500 フィート（0 ～ 2000 m）

設計およびテスト用の動作時：–200 ～ 10,000 フィート（–60 ～ 3000 m）

衝撃および振動 このスイッチは、以下の場所で NEBS（Zone 4 per GR-63-Core）に適合す

るように設計されています。

 • 地震の振動および基準

 • オフィスの振動および基準

 • 輸送の振動および基準

衝撃

 • 動作時：5 G、30 ms、半正弦波（IEC 68-2-27）

 • 非動作時：20 G、7.5 ms、台形波

振動 

動作時：3 ～ 500 Hz。 
PSD：10 Hz および 200 Hz において 0.0005 G2/Hz。両端で 5 dB/オクター

ブのロールオフ。0.5 時間 /軸（1.12 Grms）。
音響ノイズ 53 ～ 61 dB。ISO 7779：周囲温度 86°F（30℃）での稼動時における周辺

でのノイズ
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寸法および重量

寸法（高さ×幅×奥行）  • 20.1 × 17.2 × 18.1 インチ （51.1 × 43.7 × 46.0 cm）

 • シャーシの奥行は、ケーブル ガイドを含めると 21.64 インチ 
（55.0 cm）です。

 • シャーシの設置には 12 U の高さが必要です。

 • Catalyst 6506 スイッチ シャーシは、ANSI/EIA 310-D、IEC 60297、
および ETS 300-119 規格に適合する標準 19 インチ装置ラックに取り付

けられるように設計されています。

重量  • シャーシ単独：45 ポンド（20.4 kg）

 • フル構成シャーシ（スーパーバイザ エンジン× 1、スイッチング モ
ジュール× 5、電源装置× 2）：156.6 ポンド（71.0 kg）

エアーフロー WS-C6K-6SLOT-FAN（標準のファン トレイ）：227 立方フィート

WS-C6K-6SLOT-FAN2（オプションの高速ファン トレイ）：420 立方

フィート

（注） Catalyst スイッチ シャーシを通じて適切に換気するには、壁と

シャーシのエアーフロー口の間、または壁とシャーシの排気口の間

を 6 インチ（15 cm）以上、離すことを推奨します。また、過熱し

たシャーシの排気口と別のシャーシのエアーフロー口との間を 12 
インチ（30.5 cm）以上離してください。空間を十分に取らないと、

シャーシが過熱してシステムに障害が発生します。気流が前面から

背面に流れる Catalyst シャーシでは、シャーシは並んで設置できま

す。

表 1-8 Catalyst 6506 スイッチの仕様 （続き）

項目 仕様
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  Catalyst 6506-E スイッチ    
Catalyst 6506-E スイッチ
Catalyst 6506-E スイッチは、Catalyst 6506 スイッチの拡張バージョンです。この 6 スロットの水平型

シャーシには、冗長電源装置、冗長スーパーバイザ エンジン、最大で 5 つのモジュール用のスロット

を搭載できます。また、サポートするスロットあたりの電力容量が Catalyst 6506 スイッチ シャーシよ

りも大きくなっています。Catalyst 6506-E スイッチ シャーシは NEBS L3 に準拠しています。図 1-8 
に、Catalyst 6506-E スイッチの前面を示します。

図 1-8 Catalyst 6506-E スイッチ 

表 1-9 に、Catalyst 6506-E スイッチ シャーシの各部を示します。
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  Catalyst 6506-E スイッチ
表 1-9 Catalyst 6506-E スイッチの各部 

機能 説明

シャーシ  • 6 スロットの水平型。各スロットの番号は、1（上）から 6（下）の順

序です。

スーパーバイザ エンジン  • Supervisor Engine 2、Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 
PISA、Supervisor Engine 720、および Supervisor Engine 720-10GE 
をサポートします。

（注） スーパーバイザ エンジンをサポートするために必要な最小限のソフ

トウェア リリース バージョンについては、ソフトウェア リリース 
ノートを参照してください。

 – Supervisor Engine 2 は、スロット 1 およびスロット 2 に取り付け

る必要があります。

 – Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 PISA、Supervisor 
Engine 720、および Supervisor Engine 720-10GE は、スロット 5 
および slot 6 に取り付ける必要があります。

（注） スーパーバイザ エンジンが取り付けられていないスロットは、モ

ジュール用に使用できます。取り付け可能なモジュールのタイプの

制限については、ソフトウェア リリース ノートを確認してくださ

い。

 • Supervisor Engine 720 および Supervisor Engine 720-10GE には、ス

イッチング ファブリックが内蔵されています。スイッチ ファブリック 
モジュール（WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2）は、

Supervisor Engine 720 および Supervisor Engine 720-10GE ではサポー

トされていません。スイッチ ファブリック モジュールと Supervisor 
Engine 720 または Supervisor Engine 720-10GE は、同じシャーシへの

取り付けができません。

 • Supervisor Engine 32 および Supervisor Engine 32 PISA は、スイッチ 
ファブリック モジュール（WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2）
をサポートしていません。スイッチ ファブリック モジュールと 
Supervisor Engine 32 または Supervisor Engine 32 PISA は、同じ

シャーシへの取り付けができません。

 • スタンバイ モードの冗長スーパーバイザ エンジン上のアップリンク 
ポートは、完全に機能する状態になっています。

（注） 冗長スーパーバイザ エンジンを備えたシステムでは、両方のスー

パーバイザ エンジンのモデルとドーター カード構成が同じでなけ

ればなりません。各スーパーバイザ エンジンには、スイッチが独立

して動作するためのリソースが必要です。つまり、すべてのスー

パーバイザ エンジンのリソースが重複していなければなりません。

スーパーバイザ エンジンのメモリ構成を同一にすることをお勧めし

ますが、スイッチの構成済みの機能を実行するために小さいメモリ

構成のスーパーバイザ エンジンで十分な場合は、同一の構成は不要

です。さらに、各スーパーバイザ エンジンには、独自のフラッシュ 
デバイスおよびコンソール ポート接続が必要です。
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モジュール  • 最大 5 つの Catalyst 6500 シリーズ モジュールを搭載できます。

 • WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2 スイッチ ファブリック モ
ジュールは、スロット 5 またはスロット 6 に搭載する必要があります。

（注） WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2 スイッチ ファブリック 
モジュールは、Catalyst 6506-E シャーシで混在させることができ

ます。

 • 一部の Catalyst 6500 シリーズ モジュールには、次のようなものがあり

ます。

 – サポートされない

 – Supervisor Engine 720 を取り付ける必要がある

 – シャーシ スロットに制限がある

 – 動作するために特定のソフトウェア リリース レベルが必要

（注） 具体的な情報に関しては、ソフトウェア リリース ノートを確認し

てください。

バックプレーンの帯域幅  • 32 GBps 共有バス

 • 256 GBps スイッチ ファブリック

 • 720 GBps スイッチ ファブリック

クロックおよび VTT モジュール  • 2 つの交換式クロック モジュール（CLK-7600=）は、EOBC チャネル

およびスイッチング バスにクロッキング信号を提供します。

 • 3 つの交換可能な VTT モジュール（WS-C6K-VTT-E=）は、バス信号

用に参照電圧を提供します。

ファン トレイ  • シャーシには、ホットスワップ対応のファン トレイを 1 つ搭載できま

す。1 つのファン トレイ モデルだけを使用できます。

 – WS-C6506-E-FAN：564 立方フィート

（注） ファン トレイに電力を供給するために、2500 W 以上の電源装置を

シャーシに搭載する必要があります。2500 W 電源装置は、

120 VAC または 220 VAC のどちらかで電力を供給できます。

（注） ファン トレイには、6 つの個別ファンが含まれます。個々のファン

は現場交換可能ではないため、ファンに障害が発生した場合はファ

ン トレイを交換する必要があります。

 • ファン トレイ STATUS LED

 – レッド：1 つまたは複数の個別ファンに障害が発生しました。

 – グリーン：ファン トレイは正常に動作しています。

表 1-9 Catalyst 6506-E スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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電源装置  • 1 台または 2 台の電源装置を搭載できます。サポートされる電源装置は

次のとおりです。

 – WS-CAC-2500W（2500 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CDC-2500W（2500 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-3000W（3000 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CAC-4000W-US（4000 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CAC-4000W-INT（4000 W の AC 入力電源装置）

 – PWR-4000-DC（4000 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-6000W（6000 W の AC 入力電源装置）

 – PWR-6000-DC（6000 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-8700W-E（8700 W の AC 入力電源装置）

 • ワット定格の異なる電源装置を搭載できます。搭載する電源装置は、

両方とも AC 入力、両方とも DC 入力、または AC 入力と DC 入力の組

み合わせにすることができます。電源装置は、冗長構成または混合構

成にできます。

 • すべての Catalyst 6500 シリーズの AC 入力電源装置には、単相 AC 電
源が必要です。すべての AC 電源装置の入力が分離されるため、複数

の電源装置間、または同一の電源装置の複数の AC 電源プラグでは、

AC 電源の位相が一致しない可能性があります。

 • 電源装置が 1 台の場合は、左側の電源装置ベイに搭載されます。2 番め

の電源装置は、右側の電源装置ベイに搭載されます。

（注） 電源装置の OUTPUT FAIL LED が正しく動作するように、電源装

置が 1 台のシステムは、少なくとも 1 つのファン トレイと 1 つの

スーパーバイザ エンジンで構成する必要があります。電源装置が 2 
台のシステムの最小構成は、1 つのファン トレイ、1 つのスーパー

バイザ エンジン、1 つの追加モジュールです。これらの最小構成要

件を満たさない場合は、電源装置が出力の失敗を示す信号を誤って

送信することがあります。

表 1-9 Catalyst 6506-E スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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  Catalyst 6506-E スイッチ    
表 1-10 に、Catalyst 6506-E スイッチ シャーシの環境仕様および物理仕様を示します。

表 1-10 Catalyst 6506-E スイッチの仕様 

項目 仕様

環境

動作時温度 実証済み動作時：32 ～ 104°F（0 ～ 40℃）

設計およびテスト用の動作時：32 ～ 131°F（0 ～ 55℃）

（注） Catalyst 6500 シリーズ スイッチには、内蔵温度センサが設置され

ており、装置内の温度が 104°F（40℃）に達するとマイナー アラー

ムを生成し、131°F（55℃）に達するとメジャー アラームを生成し

ます。

温度、非動作時および保管

時

シャーシが梱包されていない場合：–4 ～ 149°F（–20 ～ 65℃）

シャーシが出荷時の保護パッケージに梱包されている場合：–40 ～ 158°F
（–40 ～ 70℃）

温度遷移 0.5℃ /分（下降）

0.33℃ /分（上昇）

湿度（RH）、動作時（結露

しないこと） 
5 ～ 90%

湿度（RH）、非動作時およ

び保管時（結露しないこと） 
5 ～ 95% 

高度、動作時 実証済み動作時：0 ～ 6500 フィート（0 ～ 2000 m）

設計およびテスト用の動作時：–200 ～ 10,000 フィート（–60 ～ 3000 m）

衝撃および振動 このスイッチは、以下の場所で NEBS（Zone 4 per GR-63-Core）に適合す

るように設計されています。

 • 地震の振動および基準

 • オフィスの振動および基準

 • 輸送の振動および基準

衝撃

 • 動作時：5 G、30 ms、半正弦波（IEC 68-2-27）

 • 非動作時：20 G、7.5 ms、台形波

振動 

動作時：3 ～ 500 Hz。 
PSD：10 Hz および 200 Hz において 0.0005 G2/Hz。両端で 5 dB/オクター

ブのロールオフ。0.5 時間 /軸（1.12 Grms）。
音響ノイズ 53 ～ 61 dB。ISO 7779：周囲温度 86°F（30℃）での稼動時における周辺

でのノイズ
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寸法および重量

寸法（高さ×幅×奥行）  • 19.2 × 17.5 × 18.2 インチ （48.8 × 44.5 × 46.0 cm）

 • シャーシの奥行は、ケーブル ガイドを含めると 21.64 インチ 
（55.0 cm）です。

 • シャーシの設置には 12 U の高さが必要です。

 • Catalyst 6506-E スイッチ シャーシは、ANSI/EIA 310-D、IEC 60297、
および ETS 300-119 規格に適合する標準 19 インチ装置ラックに取り付

けられるように設計されています。

重量 シャーシ単独：50 ポンド（22.7 kg）

フル構成シャーシ（スーパーバイザ エンジン× 1、スイッチング モジュー

ル× 5、電源装置× 2）：159 ポンド（72.3 kg）
エアーフロー WS-C6506-E-FAN：564 立方フィート

（注） 過熱を防ぐため、シャーシのエアーフロー口と壁の間は 6 インチ

（16 cm）以上、また 2 台のシャーシの間は横に 12 インチ

（30.5 cm）以上離してください。

表 1-10 Catalyst 6506-E スイッチの仕様 （続き）

項目 仕様
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Catalyst 6509 スイッチ
Catalyst 6509 スイッチは、冗長電源装置、冗長スーパーバイザ エンジン、および最大で 8 つのモ

ジュール用のスロットを搭載できる 9 スロットの水平型シャーシです。このシャーシは NEBS L3 に準

拠しています。 図 1-9 に、Catalyst 6509 スイッチ シャーシの前面を示します。

図 1-9 Catalyst 6509 スイッチ

表 1-11 に、Catalyst 6509 スイッチ シャーシの各部を示します。
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表 1-11 Catalyst 6509 スイッチの各部 

機能 説明

シャーシ  • 9 スロットの水平型。各スロットの番号は、1（上）から 9（下）の順

序です。
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スーパーバイザ エンジン  • Supervisor Engine 2、Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 
PISA、Supervisor Engine 720、および Supervisor Engine 720-10GE 
をサポートします。

（注） スーパーバイザ エンジンをサポートするために必要な最小限のソフ

トウェア リリース バージョンについては、ソフトウェア リリース 
ノートを参照してください。

 – Supervisor Engine 2 は、スロット 1 およびスロット 2 に取り付け

る必要があります。

 – Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 PISA、Supervisor 
Engine 720、および Supervisor Engine 720-10GE は、スロット 5 
およびスロット 6 に取り付ける必要があります。

（注） スーパーバイザ エンジンが取り付けられていないスロットは、モ

ジュール用に使用できます。取り付け可能なモジュールのタイプの

制限については、ソフトウェア リリース ノートを確認してくださ

い。

 • Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 PISA、Supervisor 
Engine 720、および Supervisor Engine 720-10GE では、高速ファン ト
レイがシャーシに搭載されている必要があります。また、高速ファン 
トレイに電力を供給するために、2500 W 以上の電源装置もシャーシに

搭載する必要があります。

（注） 高速ファン トレイをサポートする場合、2500 W の電源装置は、

120 VAC または 220 VAC のどちらかで電力を供給できます。

 • Supervisor Engine 720 および Supervisor Engine 720-10GE には、ス

イッチング ファブリックが内蔵されています。スイッチ ファブリック 
モジュール（WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2）は、

Supervisor Engine 720 および Supervisor Engine 720-10GE ではサポー

トされていません。スイッチ ファブリック モジュールと Supervisor 
Engine 720 または Supervisor Engine 720-10GE は、同じシャーシへの

取り付けができません。

 • Supervisor Engine 32 および Supervisor Engine 32 PISA は、スイッチ 
ファブリック モジュール（WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2）
をサポートしていません。スイッチ ファブリック モジュールと 
Supervisor Engine 32 または Supervisor Engine 32 PISA は、同じ

シャーシへの取り付けができません。

 • スタンバイ モードの冗長スーパーバイザ エンジン モデル上のアップリ

ンク ポートは、完全に機能する状態になっています。

（注） 冗長スーパーバイザ エンジンを備えたシステムでは、両方のスー

パーバイザ エンジンのモデルとドーター カード構成が同じでなけ

ればなりません。各スーパーバイザ エンジンには、スイッチが独立

して動作するためのリソースが必要です。つまり、すべてのスー

パーバイザ エンジンのリソースが重複していなければなりません。

スーパーバイザ エンジンのメモリ構成を同一にすることをお勧めし

ますが、スイッチの構成済みの機能を実行するために小さいメモリ

構成のスーパーバイザ エンジンで十分な場合は、同一の構成は不要

です。さらに、各スーパーバイザ エンジンには、独自のフラッシュ 

表 1-11 Catalyst 6509 スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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第 1 章      製品概要

  Catalyst 6509 スイッチ    
モジュール  • 最大 8 つの Catalyst 6500 シリーズ モジュールを搭載できます。

 • WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2 スイッチ ファブリック モ
ジュールは、スロット 5 またはスロット 6 に搭載する必要があります。

（注） WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2 スイッチ ファブリック 
モジュールは、Catalyst 6509 シャーシで混在させることができま

す。

 • 一部の Catalyst 6500 シリーズ モジュールには、次のようなものがあり

ます。

 – サポートされない

 – Supervisor Engine 720 を取り付ける必要がある

 – シャーシ スロットに制限がある

 – 動作するために特定のソフトウェア リリース レベルが必要

（注） 具体的な情報に関しては、ソフトウェア リリース ノートを確認し

てください。

バックプレーンの帯域幅  • 32 GBps 共有バス

 • 256 GBps スイッチ ファブリック

 • 720 GBps スイッチ ファブリック

クロックおよび VTT モジュール  • 2 つの交換式クロック モジュール（WS-C6K-CL=）は、EOBC チャネ

ルおよびスイッチング バスにクロッキング信号を提供します。

 • 3 つの交換可能な VTT モジュール（WS-C6K-VTT=）は、バス信号用

に参照電圧を提供します。

ファン トレイ  • シャーシには、ホットスワップ対応のファン トレイを 1 つ搭載できま

す。次の 2 つのファン トレイ モデルを使用できます。

 – WS-C6K-9SLOT-FAN（標準のファン トレイ：340 立方フィー

ト）。Supervisor Engine 1 および Supervisor Engine 2 だけをサ

ポートし、Supervisor Engine 32 または Supervisor Engine 720 を
サポートしません。

 – WS-C6K-9SLOT-FAN2（オプションの高速ファン トレイ：630 立
方フィート）。Supervisor Engine 32 および Supervisor Engine 720 
を使用する場合に必要です。Supervisor Engine 1 および 
Supervisor Engine 2 をサポートします。

（注） 高速ファン トレイに電力を供給するために、2500 W 以上の電源装

置をシャーシに搭載する必要があります。2500 W 電源装置は、

120 VAC または 220 VAC のどちらかで電力を供給できます。

（注） ファン トレイには、9 つの個別ファンが含まれます。個々のファン

は現場交換可能ではないため、ファンに障害が発生した場合はファ

ン トレイを交換する必要があります。

 • ファン トレイ STATUS LED

 – レッド：1 つまたは複数の個別ファンに障害が発生しました。

 – グリーン：ファン トレイは正常に動作しています。

表 1-11 Catalyst 6509 スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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第 1 章      製品概要        

  Catalyst 6509 スイッチ
電源装置  • 1 台または 2 台の電源装置を搭載できます。サポートされる電源装置モ

デルは次のとおりです。

 – WS-CAC-1000W（1000 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CAC-1300W（1300 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CDC-1300W（1300 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-2500W（2500 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CDC-2500W（2500 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-3000W（3000 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CAC-4000W-US（4000 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CAC-4000W-INT（4000 W の AC 入力電源装置）

 – PWR-4000-DC（4000 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-6000W（6000 W の AC 入力電源装置）

 – PWR-6000-DC（6000 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-8700W-E（8700 W の AC 入力電源装置）

（注） 6000 W AC 入力および DC 入力電源装置、および 8700 W AC 入力

電源装置を Catalyst 6509 シャーシに取り付けた場合、最大出力は 
4000 W に制限されます。

 • ワット定格の異なる電源装置を搭載できます。搭載する電源装置は、

両方とも AC 入力、両方とも DC 入力、または AC 入力と DC 入力の組

み合わせにすることができます。電源装置は、冗長構成または混合構

成にできます。

 • すべての Catalyst 6500 シリーズの AC 入力電源装置には、単相 AC 電
源が必要です。すべての AC 電源装置の入力が分離されるため、複数

の電源装置間、または同一の電源装置の複数の AC 電源プラグでは、

AC 電源の位相が一致しない可能性があります。

 • 電源装置が 1 台の場合は、左側の電源装置ベイに搭載されます。2 番め

の（冗長）電源装置は、右側の電源装置ベイに搭載されます。

 • Supervisor Engine 32 または Supervisor Engine 720 および高速ファン 
トレイを使用する場合は、2500 W 以上の電源装置を搭載する必要があ

ります。

（注） 電源装置の OUTPUT FAIL LED が正しく動作するように、電源装

置が 1 台のシステムは、少なくとも 1 つのファン トレイと 1 つの

スーパーバイザ エンジンで構成する必要があります。電源装置が 2 
台のシステムの最小構成は、1 つのファン トレイ、1 つのスーパー

バイザ エンジン、1 つの追加モジュールです。これらの最小構成要

件を満たさない場合は、電源装置が出力の失敗を示す信号を誤って

送信することがあります。

表 1-11 Catalyst 6509 スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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第 1 章      製品概要

  Catalyst 6509 スイッチ    
表 1-12 に、Catalyst 6509 スイッチ シャーシの環境仕様および物理仕様を示します。

表 1-12 Catalyst 6509 スイッチの仕様 

項目 仕様

環境

動作時温度 実証済み動作時：32 ～ 104°F（0 ～ 40℃）

設計およびテスト用の動作時：32 ～ 131°F（0 ～ 55℃）

（注） Catalyst 6500 シリーズ スイッチには、内蔵温度センサが設置され

ており、装置内の温度が 104°F（40℃）に達するとマイナー アラー

ムを生成し、131°F（55℃）に達するとメジャー アラームを生成し

ます。

温度、非動作時および保管

時

シャーシが梱包されていない場合：–4 ～ 149°F（–20 ～ 65℃）

シャーシが出荷時の保護パッケージに梱包されている場合：–40 ～ 158°F
（–40 ～ 70℃）

温度遷移 0.5℃ /分（下降）

0.33℃ /分（上昇）

湿度（RH）、動作時（結露

しないこと） 
5 ～ 90%

湿度（RH）、非動作時およ

び保管時（結露しないこと） 
5 ～ 95% 

高度、動作時 実証済み動作時：0 ～ 6500 フィート（0 ～ 2000 m）

設計およびテスト用の動作時：–200 ～ 10,000 フィート（–60 ～ 3000 m）

衝撃および振動 このスイッチは、以下の場所で NEBS（Zone 4 per GR-63-Core）に適合す

るように設計されています。

 • 地震の振動および基準

 • オフィスの振動および基準

 • 輸送の振動および基準

衝撃

 • 動作時：5 G、30 ms、半正弦波（IEC 68-2-27）

 • 非動作時：20 G、7.5 ms、台形波

振動 

動作時：3 ～ 500 Hz。 
PSD：10 Hz および 200 Hz において 0.0005 G2/Hz。両端で 5 dB/オクター

ブのロールオフ。0.5 時間 /軸（1.12 Grms）。
音響ノイズ 53.6 ～ 68 dB。ISO 7779：周囲温度 86°F（30℃）での稼動時における周

辺でのノイズ
1-35
Catalyst 6500 シリーズ スイッチ インストレーション ガイド     

OL-5781-07-J



第 1 章      製品概要        
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寸法および重量

寸法（高さ×幅×奥行）  • 25.2 × 17.2 × 18.4 インチ （64.0 × 43.7 × 46.7 cm）

 • シャーシの奥行は、ケーブル ガイドを含めると 21.64 インチ 
（55.0 cm）です。

 • シャーシの設置には 15 U1 の高さが必要です。

 • Catalyst 6509 スイッチ シャーシは、ANSI/EIA 310-D、IEC 60297、
および ETS 300-119 規格に適合する標準 19 インチ装置ラックに取り付

けられるように設計されています。

重量 シャーシ単独：55 ポンド（24.9 kg）

フル構成シャーシ（スーパーバイザ エンジン× 1、スイッチング モジュー

ル× 8、電源装置× 2）：194.5 ポンド（88.2 kg）
エアーフロー WS-C6K-9SLOT-FAN（標準のファン トレイ）：340 立方フィート

WS-C6K-9SLOT-FAN2（オプションの高速ファン トレイ）：630 立方

フィート

（注） Catalyst スイッチ シャーシを通じて適切に換気するには、壁と

シャーシのエアーフロー口の間、または壁とシャーシの排気口の間

を 6 インチ（15 cm）以上、離すことを推奨します。また、過熱し

たシャーシの排気口と別のシャーシのエアーフロー口との間を 12 
インチ（30.5 cm）以上離してください。空間を十分に取らないと、

シャーシが過熱してシステムに障害が発生します。気流が前面から

背面に流れる Catalyst シャーシでは、シャーシは並んで設置できま

す。

1. U = ラックユニット

表 1-12 Catalyst 6509 スイッチの仕様 （続き）

項目 仕様
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  Catalyst 6509-E スイッチ    
Catalyst 6509-E スイッチ
Catalyst 6509-E スイッチは、Catalyst 6509 スイッチの拡張バージョンです。この 9 スロットの水平型

シャーシには、冗長電源装置、冗長スーパーバイザ エンジン、最大で 8 つのモジュール用のスロット

を搭載できます。また、サポートするスロットあたりの電力容量が Catalyst 6509 スイッチ シャーシよ

りも大きくなっています。Catalyst 6509-E スイッチ シャーシは NEBS L3 に準拠しています。 図 1-10 
に Catalyst 6509-E スイッチを示します。

図 1-10 Catalyst 6509-E スイッチ 
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第 1 章      製品概要        

  Catalyst 6509-E スイッチ
表 1-13 に、Catalyst 6509-E スイッチ シャーシの各部を示します。

表 1-13 Catalyst 6509-E スイッチの各部 

機能 説明

シャーシ  • 9 スロットの水平型。各スロットの番号は、1（上）から 9（下）の順

序です。

スーパーバイザ エンジン  • Supervisor Engine 2、Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 
PISA、Supervisor Engine 720、および Supervisor Engine 720-10GE 
をサポートします。

（注） スーパーバイザ エンジンをサポートするために必要な最小限のソフ

トウェア リリース バージョンについては、ソフトウェア リリース 
ノートを参照してください。

 – Supervisor Engine 2 は、スロット 1 およびスロット 2 に取り付け

る必要があります。

 – Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 PISA、Supervisor 
Engine 720、および Supervisor Engine 720-10GE は、スロット 5 
およびスロット 6 に取り付ける必要があります。

（注） スーパーバイザ エンジンが取り付けられていないスロットは、モ

ジュール用に使用できます。取り付け可能なモジュールのタイプの

制限については、ソフトウェア リリース ノートを確認してくださ

い。

 • Supervisor Engine 720 および Supervisor Engine 720-10GE には、ス

イッチング ファブリックが内蔵されています。スイッチ ファブリック 
モジュール（WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2）は、

Supervisor Engine 720 および Supervisor Engine 720-10GE ではサポー

トされていません。スイッチ ファブリック モジュールと Supervisor 
Engine 720 または Supervisor Engine 720-10GE は、同じシャーシへの

取り付けができません。

 • Supervisor Engine 32 および Supervisor Engine 32 PISA は、スイッチ 
ファブリック モジュール（WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2）
をサポートしていません。スイッチ ファブリック モジュールと 
Supervisor Engine 32 または Supervisor Engine 32 PISA は、同じ

シャーシへの取り付けができません。

 • スタンバイ モードの冗長スーパーバイザ エンジン モデル上のアップリ

ンク ポートは、完全に機能する状態になっています。

（注） 冗長スーパーバイザ エンジンを備えたシステムでは、両方のスー

パーバイザ エンジンのモデルとドーター カード構成が同じでなけ

ればなりません。各スーパーバイザ エンジンには、スイッチが独立

して動作するためのリソースが必要です。つまり、すべてのスー

パーバイザ エンジンのリソースが重複していなければなりません。

スーパーバイザ エンジンのメモリ構成を同一にすることをお勧めし

ますが、スイッチの構成済みの機能を実行するために小さいメモリ

構成のスーパーバイザ エンジンで十分な場合は、同一の構成は不要

です。さらに、各スーパーバイザ エンジンには、独自のフラッシュ 
デバイスおよびコンソール ポート接続が必要です。
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  Catalyst 6509-E スイッチ    
モジュール  • 最大 8 つの Catalyst 6500 シリーズ モジュールを搭載できます。

 • WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2 スイッチ ファブリック モ
ジュールは、スロット 5 またはスロット 6 に搭載する必要があります。

（注） WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2 スイッチ ファブリック 
モジュールは、Catalyst 6509-E シャーシで混在させることができ

ます。

 • 一部の Catalyst 6500 シリーズ モジュールには、次のようなものがあり

ます。

 – サポートされない

 – Supervisor Engine 720 を取り付ける必要がある

 – シャーシ スロットに制限がある

 – 動作するために特定のソフトウェア リリース レベルが必要

（注） 具体的な情報に関しては、ソフトウェア リリース ノートを確認し

てください。

バックプレーンの帯域幅  • 32 GBps 共有バス

 • 256 GBps スイッチ ファブリック

 • 720 GBps スイッチ ファブリック

クロックおよび VTT モ
ジュール

 • 2 つの交換式クロック モジュール（CLK-7600=）は、EOBC チャネル

およびスイッチング バスにクロッキング信号を提供します。

 • 3 つの交換可能な VTT モジュール（WS-C6K-VTT-E=）は、バス信号

用に参照電圧を提供します。

ファン トレイ  • シャーシには、ホットスワップ対応のファン トレイを 1 つ搭載できま

す。1 つのファン トレイ モデルだけを使用できます。

 – WS-C6509-E-FAN：846 立方フィート

（注） 高速ファン トレイに電力を供給するために、2500 W 以上の電源装

置をシャーシに搭載する必要があります。2500 W 電源装置は、

120 VAC または 220 VAC のどちらかで電力を供給できます。

（注） ファン トレイには、9 つの個別ファンが含まれます。個々のファン

は現場交換可能ではないため、ファンに障害が発生した場合はファ

ン トレイを交換する必要があります。

 • ファン トレイ STATUS LED

 – レッド：1 つまたは複数の個別ファンに障害が発生しました。

 – グリーン：ファン トレイは正常に動作しています。

表 1-13 Catalyst 6509-E スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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電源装置  • 1 台または 2 台の電源装置を搭載できます。次のモデルがサポートされ

ます。

 – WS-CAC-2500W（2500 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CDC-2500W（2500 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-3000W（3000 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CAC-4000W-US（4000 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CAC-4000W-INT（4000 W の AC 入力電源装置）

 – PWR-4000-DC（4000 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-6000W（6000 W の AC 入力電源装置）

 – PWR-6000-DC（6000 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-8700W-E（8700 W の AC 入力電源装置）

 • ワット定格の異なる電源装置を搭載できます。搭載する電源装置は、

両方とも AC 入力、両方とも DC 入力、または AC 入力と DC 入力の組

み合わせにすることができます。電源装置は、冗長構成または混合構

成にできます。

 • すべての Catalyst 6500 シリーズの AC 入力電源装置には、単相 AC 電
源が必要です。すべての AC 電源装置の入力が分離されるため、複数

の電源装置間、または同一の電源装置の複数の AC 電源プラグでは、

AC 電源の位相が一致しない可能性があります。

（注） 電源装置の OUTPUT FAIL LED が正しく動作するように、電源装

置が 1 台のシステムは、少なくとも 1 つのファン トレイと 1 つの

スーパーバイザ エンジンで構成する必要があります。電源装置が 2 
台のシステムの最小構成は、1 つのファン トレイ、1 つのスーパー

バイザ エンジン、1 つの追加モジュールです。これらの最小構成要

件を満たさない場合は、電源装置が出力の失敗を示す信号を誤って

送信することがあります。

表 1-13 Catalyst 6509-E スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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表 1-14 に、Catalyst 6509-E スイッチ シャーシの環境仕様および物理仕様を示します。

表 1-14 Catalyst 6509-E スイッチの仕様 

項目 仕様

環境

動作時温度 実証済み動作時：32 ～ 104°F（0 ～ 40℃）

設計およびテスト用の動作時：32 ～ 131°F（0 ～ 55℃）

（注） Catalyst 6500 シリーズ スイッチには、内蔵温度センサが設置され

ており、装置内の温度が 104°F（40℃）に達するとマイナー アラー

ムを生成し、131°F（55℃）に達するとメジャー アラームを生成し

ます。

温度、非動作時および保管

時

シャーシが梱包されていない場合：–4 ～ 149°F（–20 ～ 65℃）

シャーシが出荷時の保護パッケージに梱包されている場合：–40 ～ 158°F
（–40 ～ 70℃）

温度遷移 0.5℃ /分（下降）

0.33℃ /分（上昇）

湿度（RH）、動作時（結露

しないこと） 
5 ～ 90%

湿度（RH）、非動作時およ

び保管時（結露しないこと） 
5 ～ 95% 

高度、動作時 実証済み動作時：0 ～ 6500 フィート（0 ～ 2000 m）

設計およびテスト用の動作時：–200 ～ 10,000 フィート（–60 ～ 3000 m）

衝撃および振動 このスイッチは、以下の場所で NEBS（Zone 4 per GR-63-Core）に適合す

るように設計されています。

 • 地震の振動および基準

 • オフィスの振動および基準

 • 輸送の振動および基準

衝撃

 • 動作時：5 G、30 ms、半正弦波（IEC 68-2-27）

 • 非動作時：20 G、7.5 ms、台形波

振動 

動作時：3 ～ 500 Hz。 
PSD：10 Hz および 200 Hz において 0.0005 G2/Hz。両端で 5 dB/オクター

ブのロールオフ。0.5 時間 /軸（1.12 Grms）。
音響ノイズ 67 dB。ISO 7779：周囲温度 86°F（30℃）での稼動時における周辺でのノ

イズ
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寸法および重量

寸法（高さ×幅×奥行）  • 24.5 × 17.5 × 18.2 インチ （62.2 × 44.5 × 46.0 cm）

 • シャーシの奥行は、ケーブル ガイドを含めると 21.64 インチ 
（55.0 cm）です。

 • シャーシの設置には 15 U1 の高さが必要です。

 • Catalyst 6509-E スイッチ シャーシは、ANSI/EIA 310-D、IEC 60297、
および ETS 300-119 規格に適合する標準 19 インチ装置ラックに取り付

けられるように設計されています。

重量 シャーシ単独：60 ポンド（27.3 kg）

フル構成シャーシ（スーパーバイザ エンジン× 1、スイッチング モジュー

ル× 8、電源装置× 2）：190 ポンド（86.4 kg）
エアーフロー WS-C6509-E-FAN：846 立方フィート

（注） Catalyst スイッチ シャーシを通じて適切に換気するには、壁と

シャーシのエアーフロー口の間、または壁とシャーシの排気口の間

を 6 インチ（15 cm）以上、離すことを推奨します。また、過熱し

たシャーシの排気口と別のシャーシのエアーフロー口との間を 12 
インチ（30.5 cm）以上離してください。空間を十分に取らないと、

シャーシが過熱してシステムに障害が発生します。気流が前面から

背面に流れる Catalyst シャーシでは、シャーシは並んで設置できま

す。

1. U = ラックユニット

表 1-14 Catalyst 6509-E スイッチの仕様 （続き）

項目 仕様
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Catalyst 6509-NEB スイッチ
Catalyst 6509-NEB スイッチは、冗長電源装置、冗長スーパーバイザ エンジン、および最大で 8 つの

モジュール用のスロットを搭載できる 9 スロットの縦型シャーシです。このシャーシは NEBS L3 に準

拠しています。図 1-11 に Catalyst 6509-NEB スイッチ シャーシを示します。

図 1-11 Catalyst 6509-NEB スイッチ

表 1-15 に、Catalyst 6509-NEB スイッチ シャーシの各部を示します。
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表 1-15 Catalyst 6509-NEB スイッチの各部 

機能 機能

シャーシ  • 9 スロットの垂直型。各スロットの番号は、1（右）から 9（左）の順

序です。

スーパーバイザ エンジン  • Supervisor Engine 2、Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 
PISA、Supervisor Engine 720、および Supervisor Engine 720-10GE 
をサポートします。

（注） スーパーバイザ エンジンをサポートするために必要な最小限のソフ

トウェア リリース バージョンについては、ソフトウェア リリース 
ノートを参照してください。

 – Supervisor Engine 2 は、スロット 1 またはスロット 2 に取り付け

る必要があります。

 – Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 PISA、Supervisor 
Engine 720、および Supervisor Engine 720-10GE は、 スロット 5 
またはスロット 6　に取り付ける必要があります。

（注） WS-6509-NEB-UPGRD キットを搭載している場合、Supervisor 
Engine 32、Supervisor Engine 32 PISA、Supervisor Engine 720、
および Supervisor Engine 720-10GE がサポートされます。

（注） スーパーバイザ エンジンが取り付けられていないスロットは、モ

ジュール用に使用できます。取り付け可能なモジュールのタイプの

制限については、ソフトウェア リリース ノートを確認してくださ

い。

 • Supervisor Engine 720 および Supervisor Engine 720-10GE には、ス

イッチング ファブリックが内蔵されています。スイッチ ファブリック 
モジュール（WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2）は、

Supervisor Engine 720 ではサポートされていません。スイッチ ファブ

リック モジュールと Supervisor Engine 720 または Supervisor 
Engine 720-10GE は、同じシャーシへの取り付けができません。

 • Supervisor Engine 32 および Supervisor Engine 32 PISA は、スイッチ 
ファブリック モジュール（WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2）
をサポートしていません。スイッチ ファブリック モジュールと 
Supervisor Engine 32 または Supervisor Engine 32 PISA は、同じ

シャーシへの取り付けができません。

 • スタンバイ モードの冗長スーパーバイザ エンジン モデル上のアップリ

ンク ポートは、完全に機能する状態になっています。

（注） 冗長スーパーバイザ エンジンを備えたシステムでは、両方のスー

パーバイザ エンジンのモデルとドーター カード構成が同じでなけ

ればなりません。各スーパーバイザ エンジンには、スイッチが独立

して動作するためのリソースが必要です。つまり、すべてのスー

パーバイザ エンジンのリソースが重複していなければなりません。

スーパーバイザ エンジンのメモリ構成を同一にすることをお勧めし

ますが、スイッチの構成済みの機能を実行するために小さいメモリ

構成のスーパーバイザ エンジンで十分な場合は、同一の構成は不要

です。さらに、各スーパーバイザ エンジンには、独自のフラッシュ 
デバイスおよびコンソール ポート接続が必要です。
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モジュール  • 最大 8 つの Catalyst 6500 シリーズ モジュールを搭載できます。

 • WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2 スイッチ ファブリック モ
ジュールは、スロット 5 またはスロット 6 に搭載する必要があります。

（注） WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2 スイッチ ファブリック 
モジュールは、Catalyst 6509-NEB シャーシで混在させることがで

きます。

 • 一部の Catalyst 6500 シリーズ モジュールには、次のようなものがあり

ます。

 – サポートされない

 – Supervisor Engine 720 を取り付ける必要がある

 – シャーシ スロットに制限がある

 – 動作するために特定のソフトウェア リリース レベルが必要

（注） 具体的な情報に関しては、ソフトウェア リリース ノートを確認し

てください。

バックプレーンの帯域幅  • 32 GBps 共有バス

 • 256 GBps スイッチ ファブリック

 • 720 GBps スイッチ ファブリック

クロックおよび VTT モ
ジュール

 • 2 つの交換式クロック モジュール（WS-C6K-CL=）は、EOBC チャネ

ルおよびスイッチング バスにクロッキング信号を提供します。

 • 3 つの交換可能な VTT モジュール（WS-C6K-VTT=）は、バス信号用

に参照電圧を提供します。

表 1-15 Catalyst 6509-NEB スイッチの各部 （続き）

機能 機能
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ファン トレイ  • シャーシには、ホットスワップ対応のファン トレイを 1 つ搭載できま

す。次の 2 つのファン トレイ モデルを使用できます。

 – WS-C6509-NEB-FAN（標準のファン トレイ：294 立方フィー

ト）。Supervisor Engine 1 および Supervisor Engine 2 だけをサ

ポートし、Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 PISA、

Supervisor Engine 720、または Supervisor Engine 720-10GE をサ

ポートしません。

 – WS-6509-NEB-UPGRD1：630 立方フィート（高速ファン トレイ

（WS-C6509-NEB-FAN2）はアップグレード キットの一部です）。

Catalyst 6509-NEB スイッチに Supervisor Engine 32 または 
Supervisor Engine 720 を搭載する場合は、このキットを搭載する

必要があります。このキットには、高速ファン トレイ、バック パ
ネル、および電源ハーネスが含まれます。AC 電源を使用して

シャーシを運用する場合は、前面パネルに DC 電源コネクタを備え

た 3000 W AC 入力電源装置も発注する必要があります。アップグ

レード キットのファン トレイには、アップグレード キットに含ま

れる電源ハーネスを通じて、この前面パネルの DC 電源コネクタか

ら 42 VDC 電力が供給されます。DC 電源を使用してシャーシを運

用する場合は、2500 W または 4000 W DC 入力電源装置のいずれ

かでシステムに電力を供給し、設置場所の DC 電源をアップグレー

ドのファン トレイに使用できます。

（注） 両方のファン トレイ モデルには、9 つの個別ファンが含まれます。

個々のファンは現場交換可能ではないため、ファンに障害が発生し

た場合はファン トレイを交換する必要があります。

 • ファン トレイ STATUS LED

 – レッド：1 つまたは複数の個別ファンに障害が発生しました。

 – グリーン：ファン トレイは正常に動作しています。

表 1-15 Catalyst 6509-NEB スイッチの各部 （続き）

機能 機能
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電源装置  • 1 台または 2 台の電源装置を搭載できます。次のモデルがサポートされ

ます。

 – WS-CAC-2500W（2500 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CDC-2500W（2500 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-3000W（3000 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CAC-4000W-US（4000 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CAC-4000W-INT（4000 W の AC 入力電源装置）

 – PWR-4000-DC（4000 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-6000W（6000 W の AC 入力電源装置）

 – PWR-6000-DC（6000 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-8700W-E（8700 W の AC 入力電源装置）

（注） 6000 W AC 入力および DC 入力電源装置、および 8700 W AC 入力

電源装置を Catalyst 6509-NEB シャーシに取り付けた場合、最大出

力は 4000 W に制限されます。

 • ワット定格の異なる電源装置を搭載できます。搭載する電源装置は、

両方とも AC 入力、両方とも DC 入力、または AC 入力と DC 入力の組

み合わせにすることができます。電源装置は、冗長構成または混合構

成にできます。

 • すべての Catalyst 6500 シリーズの AC 入力電源装置には、単相 AC 電
源が必要です。すべての AC 電源装置の入力が分離されるため、複数

の電源装置間、または同一の電源装置の複数の AC 電源プラグでは、

AC 電源の位相が一致しない可能性があります。

 • 電源装置が 1 台の場合は、左側の電源装置ベイに搭載されます。2 番め

の電源装置は、右側の電源装置ベイに搭載されます。

（注） 電源装置の OUTPUT FAIL LED が正しく動作するように、電源装

置が 1 台のシステムは、少なくとも 1 つのファン トレイと 1 つの

スーパーバイザ エンジンで構成する必要があります。電源装置が 2 
台のシステムの最小構成は、1 つのファン トレイ、1 つのスーパー

バイザ エンジン、1 つの追加モジュールです。これらの最小構成要

件を満たさない場合は、電源装置が出力の失敗を示す信号を誤って

送信することがあります。

1. キットの搭載手順については、『Catalyst 6509-NEB Switch and Cisco OSR-7609 Router Upgrade Note』を参照してく
ださい。

表 1-15 Catalyst 6509-NEB スイッチの各部 （続き）

機能 機能
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第 1 章      製品概要        

  Catalyst 6509-NEB スイッチ
表 1-16 に、Catalyst 6509-NEB スイッチ シャーシの環境仕様および物理仕様を示します。

表 1-16 Catalyst 6509-NEB スイッチの仕様 

項目 仕様

環境

動作時温度 実証済み動作時：32 ～ 104°F（0 ～ 40℃）

設計およびテスト用の動作時：32 ～ 131°F（0 ～ 55℃）

（注） Catalyst 6500 シリーズ スイッチには、内蔵温度センサが設置され

ており、装置内の温度が 104°F（40℃）に達するとマイナー アラー

ムを生成し、131°F（55℃）に達するとメジャー アラームを生成し

ます。

温度、非動作時および保管

時

シャーシが梱包されていない場合：–4 ～ 149°F（–20 ～ 65℃）

シャーシが出荷時の保護パッケージに梱包されている場合：–40 ～ 158°F
（–40 ～ 70℃）

温度遷移 0.5℃ /分（下降）

0.33℃ /分（上昇）

湿度（RH）、動作時（結露

しないこと） 
5 ～ 90%

湿度（RH）、非動作時およ

び保管時（結露しないこと） 
5 ～ 95% 

高度、動作時 実証済み動作時：0 ～ 6500 フィート（0 ～ 2000 m）

設計およびテスト用の動作時：–200 ～ 10,000 フィート（–60 ～ 3000 m）

衝撃および振動 このスイッチは、以下の場所で NEBS（Zone 4 per GR-63-Core）に適合す

るように設計されています。

 • 地震の振動および基準

 • オフィスの振動および基準

 • 輸送の振動および基準

衝撃

 • 動作時：5 G、30 ms、半正弦波（IEC 68-2-27）

 • 非動作時：20 G、7.5 ms、台形波

振動 

動作時：3 ～ 500 Hz。 
PSD：10 Hz および 200 Hz において 0.0005 G2/Hz。両端で 5 dB/オクター

ブのロールオフ。0.5 時間 /軸（1.12 Grms）。
音響ノイズ 56.4 ～ 75 dB。ISO 7779：周囲温度 86°F（30℃）での稼動時における周

辺でのノイズ
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第 1 章      製品概要

  Catalyst 6509-NEB スイッチ    
寸法および重量

寸法（高さ×幅×奥行）  • 33.3 × 17.2 × 18.1 インチ （84.6 × 43.7 × 46.0 cm） 

 • シャーシの設置には 20 U1 の高さが必要です。

 • Catalyst 6509-NEB スイッチ シャーシは、ANSI/EIA 310-D、

IEC 60297、および ETS 300-119 規格に適合する標準 19 インチ装置

ラックに取り付けられるように設計されています。

重量 シャーシ単独：55 ポンド（24.9 kg） 
フル構成シャーシ（スーパーバイザ エンジン× 1、スイッチング モジュー

ル× 8、電源装置× 2）：135 ポンド（61.2 kg）
エアーフロー  • WS-C6509-NEB-FAN（標準のファン トレイ）：294 立方フィート

 • オプションの高速ファン トレイ2：630 立方フィート

（注） Catalyst スイッチ シャーシを通じて適切に換気するには、壁と

シャーシのエアーフロー口の間、または壁とシャーシの排気口の間

を 6 インチ（15 cm）以上、離すことを推奨します。また、過熱し

たシャーシの排気口と別のシャーシのエアーフロー口との間を 12 
インチ（30.5 cm）以上離してください。空間を十分に取らないと、

シャーシが過熱してシステムに障害が発生します。気流が前面から

背面に流れる Catalyst シャーシでは、シャーシは並んで設置できま

す。

1. U = ラックユニット

2. WS-6509-NEB-UPGRD キットに含まれます。

表 1-16 Catalyst 6509-NEB スイッチの仕様 （続き）

項目 仕様
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第 1 章      製品概要        

  Catalyst 6509-NEB-A スイッチ
Catalyst 6509-NEB-A スイッチ
Catalyst 6509-NEB-A スイッチは、Catalyst 6509-NEB スイッチの拡張バージョンです。この 9 スロッ

トの縦型シャーシには、冗長電源装置、冗長スーパーバイザ エンジン、最大で 8 つのモジュール用の

スロットを搭載できます。シャーシをアップグレードしないで Supervisor Engine 720 も搭載できます。

Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシは NEBS L3 に準拠しています。図 1-12 に、

Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシの前面を示します。

図 1-12 Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシ
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第 1 章      製品概要

  Catalyst 6509-NEB-A スイッチ    
表 1-17 に、Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシの各部を示します。

表 1-17 Catalyst 6509-NEB-A スイッチの各部 

機能 説明

シャーシ  • 9 スロットの垂直型。各スロットの番号は、1（右）から 9（左）の順

序です。

スーパーバイザ エンジン  • Supervisor Engine 2、Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 
PISA、Supervisor Engine 720、および Supervisor Engine 720-10GE 
をサポートします。

（注） スーパーバイザ エンジンをサポートするために必要な最小限のソフ

トウェア リリース バージョンについては、ソフトウェア リリース 
ノートを参照してください。

 – Supervisor Engine 2 は、スロット 1 およびスロット 2 に取り付け

る必要があります。

 – Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 PISA、Supervisor 
Engine 720、および Supervisor Engine 720-10GE は、スロット 5 
および slot 6 に取り付ける必要があります。

（注） スーパーバイザ エンジンが取り付けられていないスロットは、モ

ジュール用に使用できます。取り付け可能なモジュールのタイプの

制限については、ソフトウェア リリース ノートを確認してくださ

い。

 • Supervisor Engine 720 および Supervisor Engine 720-10GE には、ス

イッチング ファブリックが内蔵されています。スイッチ ファブリック 
モジュール（WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2）は、

Supervisor Engine 720 および Supervisor Engine 720-10GE ではサポー

トされていません。スイッチ ファブリック モジュールと Supervisor 
Engine 720 または Supervisor Engine 720-10GE は、同じシャーシへの

取り付けができません。

 • Supervisor Engine 32 および Supervisor Engine 32 PISA は、スイッチ 
ファブリック モジュール（WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2）
をサポートしていません。スイッチ ファブリック モジュールと 
Supervisor Engine 32 または Supervisor Engine 32 PISA は、同じ

シャーシへの取り付けができません。

 • スタンバイ モードの冗長スーパーバイザ エンジン モデル上のアップリ

ンク ポートは、完全に機能する状態になっています。

（注） 冗長スーパーバイザ エンジンを備えたシステムでは、両方のスー

パーバイザ エンジンのモデルとドーター カード構成が同じでなけ

ればなりません。各スーパーバイザ エンジンには、スイッチが独立

して動作するためのリソースが必要です。つまり、すべてのスー

パーバイザ エンジンのリソースが重複していなければなりません。

スーパーバイザ エンジンのメモリ構成を同一にすることをお勧めし

ますが、スイッチの構成済みの機能を実行するために小さいメモリ

構成のスーパーバイザ エンジンで十分な場合は、同一の構成は不要

です。さらに、各スーパーバイザ エンジンには、独自のフラッシュ 
デバイスおよびコンソール ポート接続が必要です。
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第 1 章      製品概要        

  Catalyst 6509-NEB-A スイッチ
モジュール  • 最大 8 つの Catalyst 6500 シリーズ モジュールを搭載できます。

 • WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2 スイッチ ファブリック モ
ジュールは、スロット 5 またはスロット 6 に搭載する必要があります。

（注） WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2 スイッチ ファブリック 
モジュールは、Catalyst 6509-NEB-A シャーシで混在させることが

できます。

 • 一部の Catalyst 6500 シリーズ モジュールには、次のようなものがあり

ます。

 – サポートされない

 – Supervisor Engine 720 を取り付ける必要がある

 – シャーシ スロットに制限がある

 – 動作するために特定のソフトウェア リリース レベルが必要

（注） 具体的な情報に関しては、ソフトウェア リリース ノートを確認し

てください。

バックプレーンの帯域幅  • 32 GBps 共有バス

 • 256 GBps スイッチ ファブリック

 • 720 GBps スイッチ ファブリック

クロックおよび VTT モジュール  • 2 つの交換式クロック モジュール（CLK-7600=）は、EOBC チャネル

およびスイッチング バスにクロッキング信号を提供します。

 • 3 つの交換可能な VTT モジュール（WS-C6K-VTT=）は、バス信号用

に参照電圧を提供します。

ファン トレイ  • このシャーシには、ホットスワップ対応のファン トレイを 2 つ搭載で

きます。1 つのファン トレイが搭載されている場合は、このシャーシ

は 104°F（40℃）までの動作温度をサポートします。両方のファン トレ

イが搭載されている場合は、131°F（55℃）までの動作温度をサポート

します。1 つのファン トレイ モデルだけを使用できます。

 – FAN-MOD-09（高速ファン トレイ：760 立方フィート）。

Supervisor Engine 2、Supervisor Engine 32、および Supervisor 
Engine 720 をサポートします。

（注） 各ファン トレイには、4 つの個別ファンが含まれます。個々のファ

ンは現場交換可能ではないため、ファンに障害が発生した場合は

ファン トレイを交換する必要があります。

 • ファン トレイ STATUS LED

 – レッド：1 つまたは複数の個別ファンに障害が発生しました。

 – グリーン：ファン トレイは正常に動作しています。

表 1-17 Catalyst 6509-NEB-A スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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  Catalyst 6509-NEB-A スイッチ    
電源装置  • 1 台または 2 台の電源装置を搭載できます。次のモデルがサポートされ

ます。

 – WS-CAC-2500W（2500 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CDC-2500W（2500 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-3000W（3000 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CAC-4000W-US（4000 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CAC-4000W-INT（4000 W の AC 入力電源装置）

 – PWR-4000-DC（4000 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-6000W（6000 W の AC 入力電源装置）

 – PWR-6000-DC（6000 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-8700W-E（8700 W の AC 入力電源装置）

（注） 6000 W AC 入力および DC 入力電源装置、および 8700 W AC 入力

電源装置を Catalyst 6509-NEB-A シャーシに取り付けた場合、最大

出力は 4500 W に制限されます。

 • 定格の異なる電源装置を搭載できます。搭載する電源装置は、両方と

も AC 入力、両方とも DC 入力、または AC 入力と DC 入力の組み合わ

せにすることができます。電源装置は、冗長構成または混合構成にで

きます。

 • すべての Catalyst 6500 シリーズの AC 入力電源装置には、単相 AC 電
源が必要です。すべての AC 電源装置の入力が分離されるため、複数

の電源装置間、または同一の電源装置の複数の AC 電源プラグでは、

AC 電源の位相が一致しない可能性があります。

（注） 電源装置の OUTPUT FAIL LED が正しく動作するように、電源装

置が 1 台のシステムは、少なくとも 1 つのファン トレイと 1 つの

スーパーバイザ エンジンで構成する必要があります。電源装置が 2 
台のシステムの最小構成は、1 つのファン トレイ、1 つのスーパー

バイザ エンジン、1 つの追加モジュールです。これらの最小構成要

件を満たさない場合は、電源装置が出力の失敗を示す信号を誤って

送信することがあります。

表 1-17 Catalyst 6509-NEB-A スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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第 1 章      製品概要        

  Catalyst 6509-NEB-A スイッチ
表 1-18 に、Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシの環境仕様および物理仕様を示します。

表 1-18 Catalyst 6509-NEB-A スイッチの仕様 

項目 仕様

環境

動作時温度 実証済み動作時：32 ～ 104°F（0 ～ 40℃）

設計およびテスト用の動作時：32 ～ 131°F（0 ～ 55℃）

（注） Catalyst 6500 シリーズ スイッチには、内蔵温度センサが設置され

ており、装置内の温度が 104°F（40℃）に達するとマイナー アラー

ムを生成し、131°F（55℃）に達するとメジャー アラームを生成し

ます。

温度、非動作時および保管

時

シャーシが梱包されていない場合：–4 ～ 149°F（–20 ～ 65℃）

シャーシが出荷時の保護パッケージに梱包されている場合：–40 ～ 158°F
（–40 ～ 70℃）

温度遷移 0.5℃ /分（下降）

0.33℃ /分（上昇）

湿度（RH）、動作時（結露

しないこと） 
5 ～ 90%

湿度（RH）、非動作時およ

び保管時（結露しないこと） 
5 ～ 95% 

高度、動作時 実証済み動作時：0 ～ 6500 フィート（0 ～ 2000 m）

設計およびテスト用の動作時：–200 ～ 10,000 フィート（–60 ～ 3000 m）

衝撃および振動 このスイッチは、以下の場所で NEBS（Zone 4 per GR-63-Core）に適合す

るように設計されています。

 • 地震の振動および基準

 • オフィスの振動および基準

 • 輸送の振動および基準

衝撃

 • 動作時：5 G、30 ms、半正弦波（IEC 68-2-27）

 • 非動作時：20 G、7.5 ms、台形波

振動 

動作時：3 ～ 500 Hz。 
PSD：10 Hz および 200 Hz において 0.0005 G2/Hz。両端で 5 dB/オクター

ブのロールオフ。0.5 時間 /軸（1.12 Grms）。
音響ノイズ 67 ～ 77 dB。ISO 7779：周囲温度 86°F（30℃）での稼動時における周辺

でのノイズ
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第 1 章      製品概要

  Catalyst 6509-NEB-A スイッチ    
寸法および重量

寸法（高さ×幅×奥行）  • 36.7 × 17.2 × 20.3 インチ （93.1 × 43.7 × 51.6 cm） 

 • シャーシの設置には 21 U1 の高さが必要です。

 • Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシは、ANSI/EIA 310-D、

IEC 60297、および ETS 300-119 規格に適合する標準 19 インチ装置

ラックに取り付けられるように設計されています。

重量 シャーシ単独：121 ポンド（54.9 kg）

フル構成シャーシ（スーパーバイザ エンジン× 1、モジュール× 8、AC 入
力電源装置× 2）：270 ポンド（122.47 kg）

エアーフロー FAN-MOD-09（高速ファン トレイ）：760 立方フィート

（注） Catalyst スイッチ シャーシを通じて適切に換気するには、壁と

シャーシのエアーフロー口の間、または壁とシャーシの排気口の間

を 6 インチ（15 cm）以上、離すことを推奨します。また、過熱し

たシャーシの排気口と別のシャーシのエアーフロー口との間を 12 
インチ（30.5 cm）以上離してください。空間を十分に取らないと、

シャーシが過熱してシステムに障害が発生します。気流が前面から

背面に流れる Catalyst シャーシでは、シャーシは並んで設置できま

す。

1. U = ラックユニット

表 1-18 Catalyst 6509-NEB-A スイッチの仕様 （続き）

項目 仕様
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第 1 章      製品概要        

  Catalyst 6509-V-E スイッチ
Catalyst 6509-V-E スイッチ
Catalyst 6509-V-E スイッチは、Catalyst 6509-NEB-A スイッチの拡張バージョンです。この 9 スロッ

トの縦型シャーシには、冗長電源装置、冗長スーパーバイザ エンジン、冗長ファン トレイ、最大で 8 
つのモジュール用のスロットを搭載できます。また、サポートするスロットあたりの電力容量が 
Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシよりも大きくなっています。Catalyst 6509-V-E スイッチ 
シャーシは NEBS L3 に準拠しています。 図 1-13 に、Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシの前面を示

します。

図 1-13 Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシ
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第 1 章      製品概要

  Catalyst 6509-V-E スイッチ    
表 1-19 に、Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシの各部を示します。

表 1-19 Catalyst 6509-V-E スイッチの各部 

機能 説明

シャーシ  • 9 スロットの垂直型。各スロットの番号は、1（右）から 9（左）の順

序です。

スーパーバイザ エンジン  • Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 PISA、Supervisor 
Engine 720、および Supervisor Engine 720-10GE をサポートします。

（注） スーパーバイザ エンジンをサポートするために必要な最小限のソフ

トウェア リリース バージョンについては、ソフトウェア リリース 
ノートを参照してください。

 • Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 PISA、Supervisor 
Engine 720、および Supervisor Engine 720-10GE は、スロット 5 およ

び slot 6 に取り付ける必要があります。

（注） スーパーバイザ エンジンが取り付けられていないスロットは、モ

ジュール用に使用できます。取り付け可能なモジュールのタイプの

制限については、ソフトウェア リリース ノートを確認してくださ

い。

 • Supervisor Engine 720 および Supervisor Engine 720-10GE には、ス

イッチング ファブリックが内蔵されています。スイッチ ファブリック 
モジュールは、Supervisor Engine 720 および Supervisor 
Engine 720-10GE ではサポートされていません。スイッチ ファブリッ

ク モジュールと Supervisor Engine 720 または Supervisor 
Engine 720-10GE は、同じシャーシへの取り付けができません。

 • Supervisor Engine 32 および Supervisor Engine 32 PISA は、スイッチ 
ファブリック モジュール（WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2）
をサポートしていません。スイッチ ファブリック モジュールと 
Supervisor Engine 32 または Supervisor Engine 32 PISA は、同じ

シャーシへの取り付けができません。

 • スタンバイ モードの冗長スーパーバイザ エンジン モデル上のアップリ

ンク ポートは、完全に機能する状態になっています。

（注） 冗長スーパーバイザ エンジンを備えたシステムでは、両方のスー

パーバイザ エンジンのモデルとドーター カード構成が同じでなけ

ればなりません。各スーパーバイザ エンジンには、スイッチが独立

して動作するためのリソースが必要です。つまり、すべてのスー

パーバイザ エンジンのリソースが重複していなければなりません。

スーパーバイザ エンジンのメモリ構成を同一にすることをお勧めし

ますが、スイッチの構成済みの機能を実行するために小さいメモリ

構成のスーパーバイザ エンジンで十分な場合は、同一の構成は不要

です。さらに、各スーパーバイザ エンジンには、独自のフラッシュ 
デバイスおよびコンソール ポート接続が必要です。
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第 1 章      製品概要        

  Catalyst 6509-V-E スイッチ
モジュール  • 最大 8 つの Catalyst 6500 シリーズ モジュールを搭載できます。

 • 一部の Catalyst 6500 シリーズ モジュールには、次のようなものがあり

ます。

 – サポートされない

 – Supervisor Engine 720 を取り付ける必要がある

 – シャーシ スロットに制限がある

 – 動作するために特定のソフトウェア リリース レベルが必要

（注） 具体的な情報に関しては、ソフトウェア リリース ノートを確認し

てください。

バックプレーンの帯域幅  • 32 GBps 共有バス

 • 720 GBps スイッチ ファブリック

クロックおよび VTT モジュール  • 2 つの交換式クロック モジュール（CLK-7600=）は、EOBC チャネル

およびスイッチング バスにクロッキング信号を提供します。

 • 3 つの交換可能な VTT モジュール（WS-C6K-VTT=）は、バス信号用

に参照電圧を提供します。

ファン トレイ  • このシャーシには、1 つまたは 2 つのホットスワップ対応のファン ト
レイを搭載できます。1 つのファン トレイだけが搭載されている場合

は、このシャーシは 104°F（40℃）までの動作温度をサポートします。

2 つのファン トレイが搭載されている場合は、131°F（55℃）までの動

作温度をサポートします。1 つのファン トレイ モデルだけを使用でき

ます。

 – WS-C6509-V-E-FAN（高速ファン トレイ：760 立方フィート）。

Supervisor Engine 32 および Supervisor Engine 720 をサポートし

ます。

（注） 各ファン トレイには、4 つの個別ファンが含まれます。個々のファ

ンは現場交換可能ではないため、ファンに障害が発生した場合は

ファン トレイを交換する必要があります。

（注） 2 つのファン トレイは、シャーシのデフォルト設定で出荷されま

す。

 • ファン トレイ STATUS LED

 – レッド：1 つまたは複数の個別ファンに障害が発生しました。

 – グリーン：ファン トレイは正常に動作しています。

表 1-19 Catalyst 6509-V-E スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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第 1 章      製品概要

  Catalyst 6509-V-E スイッチ    
電源装置  • 1 台または 2 台の電源装置を搭載できます。次のモデルがサポートされ

ます。

 – WS-CAC-2500W（2500 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CDC-2500W（2500 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-3000W（3000 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CAC-4000W-US（4000 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CAC-4000W-INT（4000 W の AC 入力電源装置）

 – PWR-4000-DC（4000 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-6000W（6000 W の AC 入力電源装置）

 – PWR-6000-DC（6000 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-8700W-E（8700 W の AC 入力電源装置）

 • 定格の異なる電源装置を搭載できます。搭載する電源装置は、両方と

も AC 入力、両方とも DC 入力、または AC 入力と DC 入力の組み合わ

せにすることができます。電源装置は、冗長構成または混合構成にで

きます。

 • すべての Catalyst 6500 シリーズの AC 入力電源装置には、単相 AC 電
源が必要です。すべての AC 電源装置の入力が分離されるため、複数

の電源装置間、または同一の電源装置の複数の AC 電源プラグでは、

AC 電源の位相が一致しない可能性があります。

（注） 電源装置の OUTPUT FAIL LED が正しく動作するように、電源装

置が 1 台のシステムは、少なくとも 1 つのファン トレイと 1 つの

スーパーバイザ エンジンで構成する必要があります。電源装置が 2 
台のシステムの最小構成は、1 つのファン トレイ、1 つのスーパー

バイザ エンジン、1 つの追加モジュールです。これらの最小構成要

件を満たさない場合は、電源装置が出力の失敗を示す信号を誤って

送信することがあります。

表 1-19 Catalyst 6509-V-E スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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第 1 章      製品概要        

  Catalyst 6509-V-E スイッチ
表 1-20 に、Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシの環境仕様および物理仕様を示します。

表 1-20 Catalyst 6509-V-E スイッチの仕様 

項目 仕様

環境

動作時温度 実証済み動作時：32 ～ 104°F（0 ～ 40℃）

設計およびテスト用の動作時：32 ～ 131°F（0 ～ 55℃）

（注） Catalyst 6500 シリーズ スイッチには、内蔵温度センサが設置され

ており、装置内の温度が 104°F（40℃）に達するとマイナー アラー

ムを生成し、131°F（55℃）に達するとメジャー アラームを生成し

ます。

温度、非動作時および保管

時

シャーシが梱包されていない場合：–4 ～ 149°F（–20 ～ 65℃）

シャーシが出荷時の保護パッケージに梱包されている場合：–40 ～ 158°F
（–40 ～ 70℃）

温度遷移 0.5℃ /分（下降）

0.33℃ /分（上昇）

湿度（RH）、動作時（結露

しないこと） 
5 ～ 90%

湿度（RH）、非動作時およ

び保管時（結露しないこと） 
5 ～ 95% 

高度、動作時 実証済み動作時：0 ～ 6500 フィート（0 ～ 2000 m）

設計およびテスト用の動作時：–200 ～ 10,000 フィート（–60 ～ 3000 m）

衝撃および振動 このスイッチは、以下の場所で NEBS（Zone 4 per GR-63-Core）に適合す

るように設計されています。

 • 地震の振動および基準

 • オフィスの振動および基準

 • 輸送の振動および基準

衝撃

 • 動作時：5 G、30 ms、半正弦波（IEC 68-2-27）

 • 非動作時：20 G、7.5 ms、台形波

振動 

動作時：3 ～ 500 Hz。 
PSD：10 Hz および 200 Hz において 0.0005 G2/Hz。両端で 5 dB/オクター

ブのロールオフ。0.5 時間 /軸（1.12 Grms）。
音響ノイズ 67 ～ 77 dB。ISO 7779：周囲温度 86°F（30℃）での稼動時における周辺

でのノイズ
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  Catalyst 6509-V-E スイッチ    
寸法および重量

寸法（高さ×幅×奥行）  • 36.65 × 17.20 × 20.33 インチ （93.1 × 43.7 × 51.6 cm） 

 • シャーシの設置には 21 U1 の高さが必要です。

 • Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシは、ANSI/EIA 310-D、

IEC 60297、および ETS 300-119 規格に適合する標準 19 インチ装置

ラックに取り付けられるように設計されています。

重量 シャーシ単独：121 ポンド（54.9 kg）

フル構成シャーシ（スーパーバイザ エンジン× 1、モジュール× 8、AC 入
力電源装置× 2）：270 ポンド（122.47 kg）

エアーフロー WS-C6509-V-E-FAN（高速ファン トレイ）：760 立方フィート

（注） Catalyst スイッチ シャーシを通じて適切に換気するには、壁と

シャーシのエアーフロー口の間、または壁とシャーシの排気口の間

を 6 インチ（15 cm）以上、離すことを推奨します。また、過熱し

たシャーシの排気口と別のシャーシのエアーフロー口との間を 12 
インチ（30.5 cm）以上離してください。空間を十分に取らないと、

シャーシが過熱してシステムに障害が発生します。気流が前面から

背面に流れる Catalyst シャーシでは、シャーシは並んで設置できま

す。

1. U = ラックユニット

表 1-20 Catalyst 6509-V-E スイッチの仕様 （続き）

項目 仕様
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第 1 章      製品概要        

  Catalyst 6513 スイッチ
Catalyst 6513 スイッチ
Catalyst 6513 スイッチは、冗長電源装置、冗長スーパーバイザ エンジン、および最大で 12 のモ

ジュール用のスロットを搭載できる 13 スロットの水平型シャーシです。このシャーシは NEBS L3 に
準拠しています。 図 1-14 に、Catalyst 6513 スイッチ シャーシの前面を示します。

図 1-14 Catalyst 6513 スイッチ

表 1-21 に、Catalyst 6513 スイッチ シャーシの各部を示します。
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表 1-21 Catalyst 6513 スイッチの各部 

機能 説明

シャーシ  • 13 スロットの水平型。各スロットの番号は、1（上）から 13（下）の

順序です。
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第 1 章      製品概要

  Catalyst 6513 スイッチ    
スーパーバイザ エンジン  • Supervisor Engine 2、Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 
PISA、Supervisor Engine 720、および Supervisor Engine 720-10GE 
をサポートします。

（注） スーパーバイザ エンジンをサポートするために必要な最小限のソフ

トウェア リリース バージョンについては、ソフトウェア リリース 
ノートを参照してください。

 – Supervisor Engine 2 は、スロット 1 およびスロット 2 に取り付け

る必要があります。

 – Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 PISA、Supervisor 
Engine 720、および Supervisor Engine 720-10GE は、スロット 7 
およびスロット 8 に取り付ける必要があります。

（注） スーパーバイザ エンジンが取り付けられていないスロットは、モ

ジュール用に使用できます。取り付け可能なモジュールのタイプの

制限については、ソフトウェア リリース ノートを確認してくださ

い。

 • Supervisor Engine 32、Supervisor Engine 32 PISA、Supervisor 
Engine 720、および Supervisor Engine 720-10GE では、高速ファン ト
レイ（WS-C6K-13SLT-FAN2）がシャーシに搭載されている必要があ

ります。また、高速ファン トレイに電力を供給するために、2500 W 
以上の電源装置もシャーシに搭載する必要があります。

 • Supervisor Engine 720 および Supervisor Engine 720-10GE には、ス

イッチング ファブリックが内蔵されています。スイッチ ファブリック 
モジュール（WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2）は、

Supervisor Engine 720 および Supervisor Engine 720-10GE ではサポー

トされていません。スイッチ ファブリック モジュールと Supervisor 
Engine 720 または Supervisor Engine 720-10GE は、同じシャーシへの

取り付けができません。

 • Supervisor Engine 32 および Supervisor Engine 32 PISA は、スイッチ 
ファブリック モジュール（WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2）
をサポートしていません。スイッチ ファブリック モジュールと 
Supervisor Engine 32 または Supervisor Engine 32 PISA は、同じ

シャーシへの取り付けができません。

 • スタンバイ モードの冗長スーパーバイザ エンジン モデル上のアップリ

ンク ポートは、完全に機能する状態になっています。

（注） 冗長スーパーバイザ エンジンを備えたシステムでは、両方のスー

パーバイザ エンジンのモデルとドーター カード構成が同じでなけ

ればなりません。各スーパーバイザ エンジンには、スイッチが独立

して動作するためのリソースが必要です。つまり、すべてのスー

パーバイザ エンジンのリソースが重複していなければなりません。

スーパーバイザ エンジンのメモリ構成を同一にすることをお勧めし

ますが、スイッチの構成済みの機能を実行するために小さいメモリ

構成のスーパーバイザ エンジンで十分な場合は、同一の構成は不要

です。さらに、各スーパーバイザ エンジンには、独自のフラッシュ 
デバイスおよびコンソール ポート接続が必要です。

表 1-21 Catalyst 6513 スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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第 1 章      製品概要        

  Catalyst 6513 スイッチ
モジュール  • 最大 12 の Catalyst 6500 シリーズ モジュールを搭載できます。

 • Supervisor Engine 2 を使用する場合は、WS-C6500-SFM および 
WS-X6500-SFM2 スイッチ ファブリック モジュールを スロット 7 ま
たはスロット 8 に搭載する必要があります。

（注） WS-C6500-SFM および WS-X6500-SFM2 スイッチ ファブリック 
モジュールは、Catalyst 6513 シャーシで混在させることはできま

せん。

 • スロット 1 ～ 8 は、シングル ファブリック チャネルをサポートし、ス

ロット 9 ～ 13 はデュアル ファブリック チャネルをサポートします。

 • 次のモジュールはシャーシ スロット 9 ～ 13 だけでサポートされている

ため、他のシャーシ スロットに取り付けると電源が入りません。

 – WS-X6748-SFP

 – WS-X6748-GE-TX

 – WS-X6704-10GE

 – WS-X6708-10GE 

 – WS-X6716-10GE

 – WS-X6816-GBIC

 – WS-SVC-WISM-1-K9 

（注） WS-X6724-SFP イーサネット モジュールには 1 つのファブリック 
チャネルがあり、Catalyst 6513 スイッチ シャーシのすべてのス

ロットでサポートされています。

 • モジュール サポートの具体的な情報に関しては、ソフトウェア リリー

ス ノートを確認してください。一部の Catalyst 6500 シリーズ モ
ジュールには、次のようなものがあります。

 – サポートされない

 – Supervisor Engine 720 を取り付ける必要がある

 – シャーシ スロットに制限がある

 – 動作するために特定のソフトウェア リリース レベルが必要

バックプレーンの帯域幅  • 32 GBps 共有バス

 • 256 GBps スイッチ ファブリック

 • 720 GBps スイッチ ファブリック

クロックおよび VTT モジュール  • 2 つの交換式クロック モジュール（WS-C6513-CL=）は、EOBC チャ

ネルおよびスイッチング バスにクロッキング信号を提供します。

 • 3 つの交換可能な VTT モジュール（WS-C6K-VTT=）は、バス信号用

に参照電圧を提供します。

表 1-21 Catalyst 6513 スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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  Catalyst 6513 スイッチ    
ファン トレイ  • シャーシには、ホットスワップ対応のファン トレイを 1 つ搭載できま

す。次の 2 つのファン トレイ モデルを使用できます。

 – WS-C6K-13SLOT-FAN（標準のファン トレイ：641 立方フィー

ト）。Supervisor Engine 2 だけをサポートし、Supervisor 
Engine 32、Supervisor Engine 32 PISA、Supervisor Engine 720、
または Supervisor Engine 720-10GE には十分な冷却機能を提供し

ません。

 – WS-C6K-13SLT-FAN2（オプションの高速ファン トレイ：1090 
立方フィート）。すべてのタイプのスーパーバイザ エンジンに十分

な冷却機能を提供します。

（注） Supervisor Engine 32 または Supervisor Engine 720 を使用する場合

は、高速ファン トレイを搭載する必要があります。高速ファン ト
レイに電力を供給するために、2500 W 以上の電源装置をシャーシ

に搭載する必要があります。2500 W 電源装置は、120 VAC または 
220 VAC のどちらかで電力を供給できます。

（注） 両方のファン トレイ モデルには、15 個の個別ファンが含まれます。

個々のファンは現場交換可能ではないため、ファンに障害が発生し

た場合はファン トレイを交換する必要があります。

 • ファン トレイ STATUS LED

 – レッド：1 つまたは複数の個別ファンに障害が発生しました。

 – グリーン：ファン トレイは正常に動作しています。

表 1-21 Catalyst 6513 スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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電源装置  • 1 台または 2 台の電源装置を搭載できます。次のモデルがサポートされ

ます。

 – WS-CAC-2500W（2500 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CDC-2500W（2500 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-3000W（3000 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CAC-4000W-US（4000 W の AC 入力電源装置）

 – WS-CAC-4000W-INT（4000 W の AC 入力電源装置）

 – PWR-4000-DC（4000 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-6000W（6000 W の AC 入力電源装置）

 – PWR-6000-DC（6000 W の DC 入力電源装置）

 – WS-CAC-8700W-E（8700 W の AC 入力電源装置）

（注） 8700 W 電源装置を Catalyst 6513 スイッチ シャーシに取り付けた

場合、最大出力は 6000 W に制限されます。

 • 定格の異なる電源装置を搭載できます。搭載する電源装置は、両方と

も AC 入力、両方とも DC 入力、または AC 入力と DC 入力の組み合わ

せにすることができます。電源装置は、冗長構成または混合構成にで

きます。

 • すべての Catalyst 6500 シリーズの AC 入力電源装置には、単相 AC 電
源が必要です。すべての AC 電源装置の入力が分離されるため、複数

の電源装置間、または同一の電源装置の複数の AC 電源プラグでは、

AC 電源の位相が一致しない可能性があります。

 • Supervisor Engine 32 または Supervisor Engine 720 および高速ファン 
トレイを使用する場合は、2500 W 以上の電源装置を搭載する必要があ

ります。

（注） 電源装置の OUTPUT FAIL LED が正しく動作するように、電源装

置が 1 台のシステムは、少なくとも 1 つのファン トレイと 1 つの

スーパーバイザ エンジンで構成する必要があります。電源装置が 2 
台のシステムの最小構成は、1 つのファン トレイ、1 つのスーパー

バイザ エンジン、1 つの追加モジュールです。これらの最小構成要

件を満たさない場合は、電源装置が出力の失敗を示す信号を誤って

送信することがあります。

表 1-21 Catalyst 6513 スイッチの各部 （続き）

機能 説明
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  Catalyst 6513 スイッチ    
表 1-22 に、Catalyst 6513 スイッチ シャーシの環境仕様および物理仕様を示します。

表 1-22 Catalyst 6513 スイッチの仕様 

項目 仕様

環境

動作時温度 実証済み動作時：32 ～ 104°F（0 ～ 40℃）

設計およびテスト用の動作時：32 ～ 131°F（0 ～ 55℃）

（注） Catalyst 6500 シリーズ スイッチには、内蔵温度センサが設置され

ており、装置内の温度が 104°F（40℃）に達するとマイナー アラー

ムを生成し、131°F（55℃）に達するとメジャー アラームを生成し

ます。

温度、非動作時および保管

時

シャーシが梱包されていない場合：–4 ～ 149°F（–20 ～ 65℃）

シャーシが出荷時の保護パッケージに梱包されている場合：–40 ～ 158°F
（–40 ～ 70℃）

温度遷移 0.5℃ /分（下降）

0.33℃ /分（上昇）

湿度（RH）、動作時（結露

しないこと） 
5 ～ 90%

湿度（RH）、非動作時およ

び保管時（結露しないこと） 
5 ～ 95% 

高度、動作時 実証済み動作時：0 ～ 6500 フィート（0 ～ 2000 m）

設計およびテスト用の動作時：–200 ～ 10,000 フィート（–60 ～ 3000 m）

衝撃および振動 このスイッチは、以下の場所で NEBS（Zone 4 per GR-63-Core）に適合す

るように設計されています。

 • 地震の振動および基準

 • オフィスの振動および基準

 • 輸送の振動および基準

衝撃

 • 動作時：5 G、30 ms、半正弦波（IEC 68-2-27）

 • 非動作時：20 G、7.5 ms、台形波

振動 

動作時：3 ～ 500 Hz。 
PSD：10 Hz および 200 Hz において 0.0005 G2/Hz。両端で 5 dB/オクター

ブのロールオフ。0.5 時間 /軸（1.12 Grms）。
音響ノイズ 61.4 ～ 77dB。ISO 7779：周囲温度 86°F（30℃）での稼動時における周辺

でのノイズ
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  Catalyst 6513 スイッチ
寸法および重量

寸法（高さ×幅×奥行）  • 33.3 × 17.2 × 18.1 インチ （84.6 × 43.7 × 46.0 cm） 

 • シャーシの設置には 20 U1 の高さが必要です。

 • Catalyst 6513 スイッチ シャーシは、ANSI/EIA 310-D、IEC 60297、
および ETS 300-119 規格に適合する標準 19 インチ装置ラックに取り付

けられるように設計されています。

重量 フル構成シャーシ（スーパーバイザ エンジン× 2、スイッチング モジュー

ル× 11、電源装置× 2）：280 ポンド（127 kg）
エアーフロー  • WS-C6K-13SLOT-FAN（標準のファン トレイ）：641 立方フィート

 • WS-C6K-13SLT-FAN2（オプションの高速ファン トレイ）：1090 立方

フィート 

（注） Catalyst スイッチ シャーシを通じて適切に換気するには、壁と

シャーシのエアーフロー口の間、または壁とシャーシの排気口の間

を 6 インチ（15 cm）以上、離すことを推奨します。また、過熱し

たシャーシの排気口と別のシャーシのエアーフロー口との間を 12 
インチ（30.5 cm）以上離してください。空間を十分に取らないと、

シャーシが過熱してシステムに障害が発生します。気流が前面から

背面に流れる Catalyst シャーシでは、シャーシは並んで設置できま

す。

1. U = ラックユニット

表 1-22 Catalyst 6513 スイッチの仕様 （続き）

項目 仕様
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Catalyst 65
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C H A P T E R 2

設置の準備

（注） このマニュアルでは、Catalyst 6500 シリーズという名称は第 1 章で示されているスイッチ シャーシだ

けを指しています。Catalyst 6000 シリーズ スイッチ（Catalyst 6006 スイッチおよび Catalyst 6009 ス
イッチ）については、『Catalyst 6000 Series Switch Installation Guide』に記載されています。

システムを正常に運用するには、スイッチを適切な場所に設置し、装置ラックや配線クローゼットを適

切に配置する必要があります。スイッチは囲いのある保護された場所に設置し、資格のある担当者だけ

がスイッチにアクセスし、環境を管理するようにする必要があります。複数の装置を近づけて設置した

り、換気が不十分であると、システムが過熱状態になります。さらに、装置を不適切に配置すると、

シャーシ パネルに手が届きにくくなり、システムのメンテナンス作業が困難になります。

この章では、スイッチを取り付けるための設置場所の準備方法について説明します。

 • 「安全上の注意事項」（P.2-2）

 • 「設置環境の条件」（P.2-2）

 • 「電源要件」（P.2-21）

 • 「ケーブル配線の要件」（P.2-23）

 • 「設置環境チェックリスト」（P.2-23）
2-1
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第 2 章      設置の準備

  安全上の注意事項
安全上の注意事項
誤って行うと危険が生じる可能性のある操作については、安全上の警告が記載されています。各警告文

に、警告を表す記号が記されています。次の警告は、一般的な警告で、マニュアル全体に適用されま

す。

警告 この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。ステー
トメント 1030

警告 この装置は、立ち入り制限区域内に設置することが前提となっています。立ち入り制限区域とは、錠
前、鍵などの特殊な保安手段を使用しないと立ち入ることのできない場所です。ステートメント 
1017

警告 システムの設置、操作、または保守を行う前に、『Site Preparation and Safety Guide』を参照し
てください。このマニュアルには、システムを扱う前に理解しておく必要がある安全に関する重要な
情報が記載されています。ステートメント 200

警告 絶縁されていない金属接点、導体、または端子を Power over Ethernet（PoE; パワー オーバー 
イーサネット）回路の相互接続に使用すると、電圧によって感電事故が発生することがあります。危
険性を認識しているユーザまたは保守担当者だけに出入りが制限された場所を除いて、このような相
互接続方式を使用しないでください。出入りが制限された場所とは、特殊なツール、ロックおよび
キー、または他のセキュリティ手段を使用しないと入室できない場所を意味します。ステートメント 
1072

設置環境の条件
ここでは、Catalyst 6500 シリーズ スイッチの設置を準備するうえで、認識しておく必要がある基本的

な設置環境の条件について説明します。環境要因がシステムのパフォーマンスおよび耐久年数に悪影響

を及ぼす可能性があります。システムを正常に運用するには、スイッチを適切な場所に設置し、装置

ラックや配線クローゼットを適切に配置する必要があります。スイッチは囲いのある保護された場所に

設置し、資格のある担当者だけがスイッチにアクセスし、環境を管理するようにする必要があります。

複数の装置を近づけて設置したり、換気が不十分であったりすると、システムが過熱状態になり、コン

ポーネントに障害が発生しやすくなります。さらに、装置を不適切に配置すると、シャーシ パネルに

手が届きにくくなり、システムのメンテナンス作業が困難になります。

スイッチは、乾燥して清潔で、換気が良く、空調が管理された環境に設置する必要があります。正常な

動作を確実に行うには、換気を行います。エアーフローが遮断または制限されている場合、吸気が熱く

なりすぎて過熱状態になります。その場合は、スイッチ環境モニタ機能がシステムをシャットダウンし

て、システム コンポーネントを保護します。

シャーシの上下にほとんど隙間をあけることなく、複数のスイッチをラックに搭載できます。ただし、

スイッチを別の装置のラックに取り付ける場合、またはスイッチを別の装置近くの床に設置する場合、

装置からの排気がスイッチ シャーシの吸気口に流れ込まないようにしてください。エアーフローのた

めに必要な隙間の具体的な値については、表 2-2 を参照してください。
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第 2 章      設置の準備

  設置環境の条件  
温度

温度がその定格温度の上限または下限に達すると、システムが減退した効率で動作したり、チップの早

期老朽化および障害、機械装置の障害などのさまざまな問題が発生する可能性があります。また、極端

な温度変化によって、チップがソケットから外れることがあります。次のガイドラインに従ってくださ

い。

 • システムが 50°F（10℃）以上 95°F（35℃）以下の環境で動作していることを確認してください。 

 • また、シャーシに適切な換気があるかどうかを確認します。

 • 通風を妨げる恐れのある壁はめ込み式ユニットや布の上にはシャーシを置かないでください。

 • 特に午後、直射日光があたる場所にシャーシを置くことは避けてください。

 • 暖房の吹き出し口などの熱源のそばにシャーシを置かないようにしてください。

 • 高地では、特に適切な換気が重要となります。システムのすべてのスロットおよび開口部、特に

シャーシ上のファンのエアーフロー孔はふさがないようにします。

 • 設置場所のクリーニングを定期的に実施して、ほこりやごみがたまらないようにしてください。ほ

こりやごみがたまるとシステムが過熱する恐れがあります。

 • システムが異常な低温にさらされた場合は、2 時間のウォームアップ時間をとって、正常な動作温

度にまで温度が上昇してから、電源をオンにしてください。

これらのガイドラインに従わないと、内部のコンポーネントに損傷を与える恐れがあります。

（注） Catalyst 6500 シリーズ スイッチには、内蔵温度センサが設置されており、装置内の温度が 104°F（40
℃）に達するとマイナー アラームを生成し、131°F（55℃）に達するとメジャー アラームを生成します。

エアーフロー

Catalyst 6500 シリーズ スイッチは、スーパーバイザ エンジン、モジュール、および電源装置を冷却す

るために十分な空気が得られる環境に設置されることを前提に設計されています。シャーシ内のエアー

フローが阻害される、あるいは周囲の気温が上昇すると、スイッチが過熱したり、シャットダウンする

ことがあります。

Catalyst 6500 シリーズ スイッチのシャーシの中を適切に換気するには、壁とシャーシの吸気口の間、

または壁とシャーシの排気口の間を 6 インチ（15 cm）以上、離すことを推奨します。スイッチ シャー

シどうしを隣接したラックに設置する場合、シャーシの吸気口ともう 1 台のシャーシの排気口との間に 
12 インチ（30.5 cm）以上の隙間を設ける必要があります。シャーシ間に適切な間隔が確保されていな

い場合、スイッチ シャーシ内に他のスイッチ シャーシからの排気が取り込まれて過熱し、障害が発生

します。エアーフローが前面から背面に流れる Catalyst 6500 シリーズ シャーシは、並べて設置できま

す。
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第 2 章      設置の準備        

  設置環境の条件
Catalyst 6500 シリーズ スイッチを格納ラック、または部分的に密閉されたラックに設置する場合、設

置場所が次のガイドラインを満たしているかを確認することを強く推奨します。

 • ラックの両側面とシャーシの吸気グリルおよびシャーシ排気グリルとの間に 6 インチ（15 cm）以

上の隙間があることを確認してください。

 • 格納ラックまたは部分的に密閉されたラック内の温度がシャーシの動作温度範囲内であることを確

認してください。シャーシをラックに取り付けたら、シャーシに電源を投入して、シャーシの温度

が安定するまで（およそ 2 時間）待機します。外気温度計を、スーパーバイザ エンジンが取り付

けられたシャーシのスロットに沿ってグリルから 1 インチ（2.5 cm）離して取り付け、シャーシの

吸気グリルおよび排気グリルで周囲の気温を測定します。

 – 吸気口の周辺温度が 104°F（40℃）未満である場合は、そのラックは吸気温の基準を満たして

います。

 – 吸気口の周辺温度が 104°F（40℃）を超える場合、システムに熱状態を示すマイナー アラー

ムが発生しており、過熱の危険性があります。

 – 吸気口の周辺温度が 131°F（55℃）以上である場合、システムに熱状態を示すメジャー ア
ラームが発生しており、システムはシャットダウンします。

 • 格納ラックまたは部分的に密閉されたラックでは、次のようにスイッチ シャーシ内に十分なエ

アーフローが確保されていることを確認してください。

 – 測定した吸気温度と排気温度との差が 10℃ を超えない場合は、ラックには十分なエアーフ

ローが確保されています。

 – 温度差が 10℃ を超える場合は、シャーシを冷却するためのエアーフローが不足しています。

（注） この吸気と排気の 10 ℃ の温度差は、デジタル外気温計で測定して決定する必要があります。

この温度差を測定するために、シャーシ内部の温度センサを使用しないでください。

 • 拡張する場合は、あらかじめ計画を立ててください。現在の設定では、格納ラックまたは部分的に

密閉されたラックに取り付けられた Catalyst 6500シリーズ スイッチは周辺温度およびエアーフ

ローの要件を満たしているはずです。ただし、ラックにシャーシを追加する、またはラックの

シャーシにモジュールを追加すると、発熱量が増加するため、ラック内の温度が 104°F（40℃）

を超えて、マイナー アラームが発生する場合があります。 

適切なラックエンクロージャまたはキャビネットの選択

シスコシステムズは、次の 2 つのラックエンクロージャをシスコ製品に適合するものとして確認してい

ます。

Panduit Corporation：Net-Access Cabinet（製品番号 CN4-1）は、Catalyst 6500 シリーズ製品ライン

に適合することが確認されています。このラックエンクロージャの詳細については、Panduit 
Corporation に問い合わせてください。Web サイトは http://www.panduit.com です。カスタマー サー

ビスおよびテクニカル サポートの電話番号は 800 777-3300 です。

Chatsworth Products, Inc.：N-Series TeraFrame Network Cabinet（製品番号 NF2K-113C-C42）は、

Catalyst 6500 シリーズ製品ラインに適合することが確認されています。このラックエンクロージャの

詳細については、Chatsworth Products, Inc. に問い合わせてください。Web サイトは 
http://www.chatsworth.com です。カスタマー サービスおよびテクニカル サポートの電話番号は、800 
834-4969 です（月曜日から金曜日の 太平洋標準時刻で午前 5 時から午後 5 時まで）。
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第 2 章      設置の準備

  設置環境の条件  
シャーシ ファン トレイ

シャーシのファン アセンブリは、スーパーバイザ エンジンおよびスイッチング モジュールに冷却用の

空気を供給します。表 2-1 に、Catalyst 6500 シリーズ スイッチのシャーシでサポートされるファン ト
レイとサポートされていないファン トレイを示します。また、表 2-2 に、Catalyst 6500 シリーズ ス
イッチ シャーシのエアーフロー構造および要件を示します。ファン アセンブリ内のいずれかのファン

が故障すると、FAN STATUS LED がレッドに点灯します。ファン トレイ アセンブリ内のファンを個

別に交換することはできません。ファン トレイ アセンブリ全体を交換する必要があります。ファン ト
レイ アセンブリを交換する場合は、「ファン アセンブリの取り外しおよび取り付け」（P.4-82）を参照

してください。

環境モニタ機能に関する情報については、ご使用のソフトウェア コンフィギュレーション ガイドを参

照してください。

表 2-1 Catalyst 6500 シリーズ シャーシのファン トレイのサポート 

シャーシ モデル サポートされるファン トレイ サポートされないファン トレイ

Catalyst 6503 FAN-MOD-3

FAN-MOD-3HS（高速）

WS-C6503-E-FAN

Catalyst 6503-E WS-C6503-E-FAN FAN-MOD-3

FAN-MOD-3HS（高速）

Catalyst 6504-E FAN-MOD-4HS（高速） なし

Catalyst 6506 WS-C6K-6SLOT-FAN

WS-C6K-6SLOT-FAN2（高速）

WS-6506-E-FAN

Catalyst 6506-E WS-6506-E-FAN（高速） WS-C6K-6SLOT-FAN

WS-C6K-6SLOT-FAN2（高速）

Catalyst 6509 WS-C6K-9SLOT-FAN

WS-C6K-9SLOT-FAN2（高速）

WS-6509-E-FAN

Catalyst 6509-E WS-6509-E-FAN（高速） WS-C6K-9SLOT-FAN

WS-C6K-9SLOT-FAN2（高速）

Catalyst 6509-NEB WS-C6509-NEB-FAN

WS-6509-NEB-UPGRD1（高

速）

1. オプションの高速ファン トレイは、WS-6509-NEB-UPGRD キットに含まれます。DC 入力電源装置で
動作するシステムの場合、必要なものはアップグレード キットだけです。AC 入力電源装置で動作する
システムの場合は、ファン トレイを使用するには、アップグレード キットに加えて WS-CAC-3000W

（3000 W 電源装置）以上が必要です。

なし

Catalyst 6509-NEB-A FAN-MOD-09（高速） なし

Catalyst 6509-V-E WS-C6509-V-E-FAN（高速） なし

Catalyst 6513 WS-C6K-13SLOT-FAN

WS-C6K-13SLT-FAN2（高速）

なし
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第 2 章      設置の準備        

  設置環境の条件
図 2-1 Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E スイッチ内部のエアーフロー

表 2-2 シャーシのエアーフロー要件 

シャーシ モデル

エアーフロー

の吸気口

エアーフロー

の排気口

エア フィルタ

の有無 隙間の最小値（壁）1

1. Catalyst 6500 シリーズ シャーシを壁に隣接するラックに設置する場合、シャーシの吸気口と排気口の両方を壁から 6 インチ（15 cm）以上
離して設置する必要があります。

隙間の最小値 

（吸気から排気）2

2. Catalyst 6500 シリーズ シャーシどうしを隣接したラックに設置する場合、左側シャーシの吸気口に右側シャーシからの排気が流れ込まな
いようにシャーシどうしを 12 インチ（30.5 cm）以上離して設置する必要があります。

参照図

Catalyst 6503 右側 左側 不可 6 インチ（15.2 cm） 12 インチ（30.5 cm） 図 2-1
Catalyst 6503-E 右側 左側 不可 6 インチ（15.2 cm） 12 インチ（30.5 cm） 図 2-1
Catalyst 6504-E 右側 左側 不可 6 インチ（15.2 cm） 12 インチ（30.5 cm） 図 2-2
Catalyst 6506 右側 左側 不可 6 インチ（15.2 cm） 12 インチ（30.5 cm） 図 2-3
Catalyst 6506-E 右側 左側 不可 6 インチ（15.2 cm） 12 インチ（30.5 cm） 図 2-4
Catalyst 6509 右側 左側 不可 6 インチ（15.2 cm） 12 インチ（30.5 cm） 図 2-5
Catalyst 6509-E 右側 左側 不可 6 インチ（15.2 cm） 12 インチ（30.5 cm） 図 2-6
Catalyst 6509-NEB 前面 背面 不可 6 インチ（15.2 cm） 12 インチ（30.5 cm） 図 2-7
Catalyst 6509-NEB-A 前面 背面 あり3

3. オプションのエア フィルタ アセンブリを Catalyst 6509-NEB-A および Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシで使用できます。エア フィル
タ アセンブリは 3 つのコンポーネントで構成されます。INTAKEPNL-09=（吸気パネル）、FLTRASSM-09=（フィルタ ケージ アセンブ
リ）、FLTRINSERTS-09=（エア フィルタ挿入部分）です。

6 インチ（15.2 cm） 12 インチ（30.5 cm） 図 2-8
Catalyst 6509-V-E 前面 背面 あり 3 6 インチ（15.2 cm） 12 インチ（30.5 cm） 図 2-8
Catalyst 6513 右側 左側 不可 6 インチ（15.2 cm） 12 インチ（30.5 cm） 図 2-9
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第 2 章      設置の準備

  設置環境の条件  
図 2-2 Catalyst 6504-E スイッチ内部のエアーフロー

図 2-3 Catalyst 6506 スイッチ内部のエアーフロー
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第 2 章      設置の準備        

  設置環境の条件
図 2-4 Catalyst 6506-E スイッチ内部のエアーフロー
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第 2 章      設置の準備

  設置環境の条件  
図 2-5 Catalyst 6509 スイッチ内部のエアーフロー
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第 2 章      設置の準備        

  設置環境の条件
図 2-6 Catalyst 6509-E スイッチ内部のエアーフロー
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第 2 章      設置の準備

  設置環境の条件  
図 2-7 Catalyst 6509-NEB スイッチ内部のエアーフロー
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第 2 章      設置の準備        

  設置環境の条件
図 2-8 Catalyst 6509-NEB-A および Catalyst 6509-V-E スイッチ内部のエアーフロー
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図 2-9 Catalyst 6513 スイッチ内部のエアーフロー

湿度

湿度が高いと、湿気がシステム内まで浸透する可能性があります。この湿気が原因で、内部コンポーネ

ントの腐食、および電気抵抗、熱伝導性、物理的強度、サイズなどの特性の劣化が発生することがあり

ます。システム内に湿気が充満してくると、ショートを起こす恐れがあります。ショートが起きると、

システムに重大な損傷を起こしてしまいます。各システムの動作時の定格湿度は、相対湿度 8 ～ 80%、

1 時間あたりの湿度変化 10% です。保管時では、システムは 5 ～ 95% の相対湿度に耐えることができ

ます。温暖期の空調と寒冷期の暖房により室温が四季を通して管理されている建物内では、システム装

置にとって、通常許容できるレベルの湿度が維持されています。ただし、システムを極端に湿度の高い

場所に設置する場合は、除湿装置を使用して、湿度を許容範囲内に維持してください。

高度

標高の高い（気圧の低い）場所でシステムを稼動させると、対流型の強制冷却機能の効率が低下し、

アーク放電やコロナ放電などの電気障害の原因になります。また、このような状況では、内部圧力がか

かっている密閉コンポーネント、たとえば、電解コンデンサが損傷したり、その効率が低下する場合も

あります。各システムの稼動時の定格高度は、–50 ～ 6500 フィート（–16 ～ 1981 m）です。また、保

管時の定格高度は、–50 ～ 35,000 フィート（–16 ～ 10,668 m）です。
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ほこりとごみ

シャーシ内のさまざまな開口部を通じて室温の空気を吸気し、加熱された空気を排気することによっ

て、ファンは電源装置およびシステム コンポーネントを冷却します。しかし、ファンはほこりやごみ

を吸い込み、システムに混入物質を蓄積させ、内部シャーシの温度が上昇する原因にもなります。清潔

な作業環境を保つことで、ほこりやごみによる悪影響を大幅に減らすことができます。これらの異物は

絶縁体となり、システムの機械的なコンポーネントの正常な動作を妨げます。次に示す規格では、許容

される動作環境および浮遊する粒子状物質の許容レベルについて規定されています。

 • Network Equipment Building Systems（NEBS）GR-63-CORE

 • National Electrical Manufacturers Association（NEMA）Type 1

 • International Electrotechnical Commission（IEC; 国際電気標準会議）IP-20

腐食

システム コネクタの腐食は、徐々に進行し、最終的に電力回路の間欠的な障害を引き起こす原因にな

ります。人間の指先に付着した油脂分や、高温多湿の環境に長時間さらされたことが原因で、システム

内の各種のコンポーネントに取り付けられている金めっきのエッジ コネクタやピン コネクタが腐食す

ることがあります。腐食を防ぐために、基板やカード上の接点には触れないでください。また、極端な

温度、および湿気や塩分の多い環境からシステムを保護してください。

EMI および RFI
システムからの Electromagnetic Interference（EMI; 電磁波干渉）および Radio Frequency Interference

（RFI; 無線周波数干渉）は、システムの周辺で稼動している装置（ラジオおよびテレビ受信機）に悪影

響を及ぼす可能性があります。システムが発する無線周波数は、コードレスおよび低出力の電話にも干

渉することがあります。逆に、高出力の電話からの RFI によって、システムのモニタに意味不明の文

字が表示されることがあります。RFI とは、10 kHz を超える周波数を発生する EMI のことです。この

タイプの干渉は、電源コードおよび電源、または送信された電波のように空気中を通じてシステムから

他の装置に伝わる場合があります。Federal Communications Commission（FCC; 米国連邦通信委員会）

は、コンピュータ装置が放出する EMI および RFI の量を規制する特定の規格を公表しています。各シ

ステムは、FCC の規格を満たしています。EMI および RFI の発生を抑えるために、次の注意事項に

従ってください。

 • シャーシ カバーを取り付けた状態でシステムを運用します。

 • シャーシのすべてのスロットが金属製フィルタ ブラケットによって覆われており、未使用の電源

ベイに金属製カバー プレートが装着されていることを確認します。

 • すべての周辺ケーブル コネクタのネジが、シャーシ背面の対応するコネクタに確実に締め付けら

れていることを確認します。

 • システムと周辺装置との接続には、必ず、金属製コネクタ シェル付きのシールド ケーブルを使用

します。

電磁界内で長距離にわたって配線を行う場合、磁界と配線上の信号の間で干渉が発生することがありま

す。このため、プラント配線を行う場合は、次の 2 点に注意する必要があります。

 • 配線を適切に行わないと、プラント配線から無線干渉が発生することがあります。

 • 特に雷または無線電信機によって起こされる強力な EMI は、シャーシ内の信号ドライバやレシー

バを破損したり、電圧サージが回線を介して装置内に伝導するなど、電気的に危険な状況をもたら

す原因になります。
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（注） 強力な EMI を予測して対策を講じるには、無線周波数干渉（RFI）の専門家に相談することが必要に

なる場合があります。

アース用導体を確実に施設してプラント配線にツイストペア ケーブルを使用すると、プラント配線か

ら無線干渉が発生することはほとんどありません。推奨距離を超える場合は、データ信号ごとにアース

導体を施した高品質のツイストペア ケーブルを使用してください。

注意 カテゴリ 5e、カテゴリ 6、およびカテゴリ 6a のケーブルは、誘電性の物質で構成されているため、

静電気を大量に保有する可能性があります。常にケーブル（特に新規ケーブルの設置）を適切で安

全な方法でアースできるようにしてから、モジュールに接続してください。

配線が推奨距離を超える場合、または配線が建物間にまたがる場合は、近辺で発生する落雷の影響に十

分に注意してください。雷などの高エネルギー現象で発生する電磁波パルスにより、電子装置を破壊す

るほどのエネルギーが非シールド導体に発生することがあります。過去にこのような問題が発生した場

合は、電力サージ抑止やシールドの専門家に相談してください。

衝撃および振動

Catalyst 6500 シリーズ スイッチは、動作範囲、取り扱い、および地震基準について、Network 
Equipment Building System（NEBS）（Zone 4 per GR-63-Core）に従って衝撃および振動テスト済み

です。これらのテストは、地震の振動および基準、オフィスの振動および基準、輸送の振動および基

準、梱包された機器に加えられる衝撃について実施しています。

電源の切断

システムは、AC 電源によって供給される電圧の変動の影響を特に受けやすくなっています。過電圧、

低電圧、および過渡電圧（またはスパイク）によって、データがメモリから消去されたり、コンポーネ

ントの障害が発生する恐れがあります。このような問題から保護するには、電源コードが常に適切に

アースされる必要があります。また、システムは、専用電力回路に設置してください（電力を大量に消

費する他の機器と回路を共用しないでください）。一般に、システムの回路は次の機器とは共用できま

せん。

 • コピー機

 • エアコン

 • 電気掃除機

 • ストーブ

 • 電動工具

 • テレタイプ

 • レーザープリンタ

 • Fax

 • その他の電動装置
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これらの電気製品に加えて、システムの電源装置にとって最大の脅威となるのは、雷によるサージ電

圧、または停電です。雷が発生しているときは、できるだけシステムおよび周辺機器の電源をオフに

し、プラグを電源から抜いてください。システムに電源が入っている状態で停電が発生した場合は、一

時的なものであっても、ただちにシステムの電源をオフにし、コンセントから外します。システムの電

源を入れておくと、電源が復旧した場合に問題が発生する恐れがあります。同じ場所で電源をオフにし

ていなかった他のすべての電気製品が、大きな電圧スパイクを起こし、システムに損傷を与える可能性

があります。

システムのアース接続

シャーシ設置プロセスの一部として、NEBS に準拠したシステム アースを取り付ける必要があります。

シャーシを設置する際にシステムに適切かつ十分なアース接続を行う場合、3P AC プラグ（アース付

き）を使用するだけでは不十分です。

適切にアースすることで、建物とその中に設置された装置を低インピーダンスで接続し、シャーシ間の

電圧差を低くすることができます。NEBS 準拠のシステム アースを使用すると、感電の危険性を低減

あるいは防止でき、過渡電圧によって装置が損傷する可能性を大幅に低減できます。またデータが破損

する可能性もかなり小さくなります。

適切かつ完全なシステム アースを使用しない場合、Electrostatic Discharge（ESD; 静電気放電）に

よってコンポーネントが損傷する危険性が高くなります。さらに、NEBS 準拠のシステム アースを使

用しない場合、大いにデータが破損したり、システムがロックアップする可能性も高くなり、システム

が頻繁にリブートするといった状況が増えたりします。

注意 3P AC プラグ（アース付き）だけを使用してシャーシを設置すると、装置に問題が発生したり、

データが破損したりする危険性が、3P AC プラグ（アース付き）と NEBS 準拠のシステム アース

の両方を使用して適切に設置された場合よりもはるかに高くなります。

表 2-3 に、一般的なアース方法の注意事項を示します。

表 2-3 アース接続のガイドライン 

環境

電磁ノイズの重大度

レベル 推奨されるアース方法

商業用ビルが、落雷の危険性に

さらされている。

たとえば、フロリダなどの米国

内の一部の地域は、他の地域に

比べ落雷の危険性が高い。

高 製造業者の推奨事項に厳密に従い、すべて

の避雷装置を取り付ける必要があります。

雷電流を流す導体は、適用可能な推奨事項

と規範に従い、電力線およびデータ回線か

ら離しておく必要があります。最善のアー

ス接続を行う必要があります。

商業用ビルが、頻繁に雷雨は発

生するが、落雷の危険性の低い

エリアにある。

高 最善のアース接続を行う必要があります。

商業用ビルに、情報テクノロ

ジー機器と溶接などの工業設備

が混在している。

中ないし高 最善のアース接続を行う必要があります。
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（注） すべてのケースにおいて、アース接続の方法は、National Electric Code（NEC）の第 250 条に定める

要件またはその地域の法令に準拠する必要があります。シャーシからラック アースまたは Common 
Bonding Network（CBN; 共通ボンディング網）に直接アース接続する場合、6 AWG アース線を使用

することを推奨します。装置ラックも 6 AWG アース線を使用して、CBN に接続する必要があります。

（注） FXS モジュールを取り付ける場合は、追加のアース接続が必要です。

（注） すべてのモジュールが完全に取り付けられ、非脱落型ネジが完全に締められていることを必ず確認して

ください。さらに、すべての I/O ケーブルと電源コードが適切に接続されていることを確認してくださ

い。これらの方法は、すべての設置時に従う必要がある標準的な設置方法です。

注意 カテゴリ 5e、カテゴリ 6、およびカテゴリ 6a のケーブルは、誘電性の物質で構成されているため、

静電気を大量に保有する可能性があります。常にケーブル（特に新規ケーブルの設置）を適切で安

全な方法でアースできるようにしてから、モジュールに接続してください。

既存の商業用ビルは、自然環境

によるノイズにも、人工の工業

ノイズにもさらされていない。

このビル内は、標準的なオフィ

ス環境である。過去に電磁ノイ

ズが原因で設備が故障したこと

がある。

中 最善のアース接続を行う必要があります。

可能であればノイズの発生源および原因を

特定し、発生源でノイズの発生をできるか

ぎり低減するか、またはノイズの発生源と

被影響機器の間のカップリングを減らしま

す。

新しい商業用ビルは、自然環境

によるノイズにも、人工の工業

ノイズにもさらされていない。

このビル内は、標準的なオフィ

ス環境である。

低 最善のアース接続を行うことを推奨します。

電磁気ノイズによる問題の発生は予想され

ませんが、新しいビルでは最善のアース接

続を行うことが往々にして最も低コストで

あり、かつ将来のために有益です。

既存の商業用ビルは、自然環境

によるノイズにも、人工の工業

ノイズにもさらされていない。

このビル内は、標準的なオフィ

ス環境である。

低 最善のアース接続を行うことを推奨します。

電磁気ノイズによる問題の発生は予想され

ませんが、最善のアース接続をすることを

強く推奨します。

表 2-3 アース接続のガイドライン （続き）

環境

電磁ノイズの重大度

レベル 推奨されるアース方法
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電気製品を扱う場合の注意

電気機器を取り扱う際には、次の注意事項に従ってください。

 • 危険を伴う作業は、一人では行わないでください。

 • 回路の電源が切断されていると思い込まず、作業前に必ず回路の電源が切断されていることを確認

してください。

 • 床が濡れていないか、アースされていない電源延長コード、摩耗または損傷した電源コードや保護

アースの不備などがないか、作業場所の安全を十分に確認してください。

 • 電気事故が発生した場合は、次の手順に従ってください。

 – 負傷しないように十分注意してください。

 – システムの電源を切断してください。

 – 可能であれば、医療援助を求めるために誰か別の人を呼んでもらうようにしてください。それ

ができない場合は、負傷者の状況を見極めてから救援を要請してください。

 – 負傷者に人工呼吸または心臓マッサージが必要かどうかを判断し、適切な処置を施してくださ

い。

 • 製品を使用する場合は、指定された電力定格内で使用し、製品の使用説明書に従ってください。

 • 製品は、各地域および国の電気関連法規に従って設置してください。

 • 次の状態のいずれかが発生した場合は、シスコ Technical Assistance Center（TAC）に連絡してく

ださい。

 – 電源コードまたはプラグが破損している。

 – 製品上に物体が落下した。

 – 製品に水またはその他の液体がかかってしまった。

 – 製品が落下した、あるいは製品に損傷を受けた形跡がある。

 – 操作指示に従っているにもかかわらず、製品は適切に動作しない。

 • 適切な外部電源を使用してください。製品は、電力定格ラベルに記載されている種類の電源だけを

使用して稼動させてください。必要な電源の種類が不明な場合は、シスコ TAC または最寄りの電

気技師に確認してください。

 • 承認されている電源コードだけを使用してください。購入されたシャーシ電源装置には、購入され

た国で使用されることを意図した電源コードが 1 本または複数付属しています。追加の電源コード

を購入する必要がある場合には、電源コードが製品に適したものであり、製品の電力定格ラベルに

記載されている定格電圧および定格電流に適合していることを確認してください。電源コードの定

格電圧および定格電流は、電力定格ラベルに記載されている定格より大きくなければなりません。

 • 感電を防止するために、すべての電源コードを適切にアースされているコンセントに接続してくだ

さい。これらの電源コードには、適切なアースを確保するのに役立つ、アース線付き 3P プラグが

付いています。アダプタを使用したり、電源コードからアース線を取り外さないでください。

 • 電源ストリップの定格を遵守してください。電源ストリップに接続されている全製品の定格電流の

合計が電源ストリップの定格の 80% を超えないことを確認してください。

 • 電源コードやプラグを自分で改造しないでください。設置場所に変更を加える場合には、相応の資

格を持つ電気技術者または電力会社に相談してください。必ず電気配線に関する地方自治体の条例

および国の法令に従ってください。
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  設置環境の条件  
静電破壊の防止

静電放電（ESD）により、装置や電子回路が損傷を受けることがあります（静電破壊）。静電破壊はモ

ジュールやその他の Field Replaceable Unit（FRU; 現場交換可能ユニット）の取り扱いが不適切な場合

に発生し、故障または間欠的な障害をもたらします。モジュールには、金属製フレームに固定されたプ

リント基板があります。Electromagnetic Interference（EMI; 電磁干渉）シールドおよびコネクタは、

フレームを構成する部品です。金属フレームは、ESD からプリント基板を保護しますが、モジュール

を扱うときには必ず、静電気防止用アース ストラップを着用してください。

静電破壊を防ぐために、次の注意事項に従ってください。

 • 静電気防止用リスト ストラップを肌に密着させて着用してください。静電気防止アース ストラッ

プにはバナナ プラグ、金属製バネ クリップ、またはワニ口クリップ付きのものがあります。すべ

ての Catalyst 6500 シリーズ シャーシでは、前面パネルにバナナ プラグ コネクタが備え付けられ

ています。これは、コネクタの横のアース記号で識別されます。旧型の Catalyst 6500 シリーズ 
シャーシでプラスチック製のバナナ プラグ コネクタが備え付けられている場合は、付属の静電気

防止用ストラップ（金属製クリップ付き）またはワニ口クリップ付きの静電気防止用ストラップを

使用することを推奨します。新型の Catalyst 6500 シリーズ シャーシに、バナナ プラグ コネクタ

（コネクタの横のアースの記号によって識別されます）用の塗装されていない金属の穴が開けられ

ている場合は、ユーザ側で用意したバナナ プラグ付きの静電気防止用ストラップを使用すること

を推奨します。

 • ほとんどの FRU に付属している使い捨ての静電気防止用リスト ストラップまたはワニ口クリップ

付きの静電気防止用リスト ストラップを使用する場合は、静電気防止用リスト ストラップに適切

なアース ポイントを確保するためにシステムのアース ラグをシャーシに取り付ける必要がありま

す。

（注） このシステム アースは、NEBS アースとも呼ばれます。

 • シャーシにシステムのアースが取り付けられていない場合は、システムのアースを取り付ける必要

があります。シャーシ システムのアース パッドの取り付け手順および取り付け場所については、

「システム アースの確立」（P.3-52）を参照してください。

システムのアース ラグを取り付けたら、次の手順で、静電気防止用リスト ストラップを適切に取り付

けます。

ステップ 1 次のように静電気防止用リスト ストラップをしっかりと肌に密着させて着用してください。

a. FRU に付属の静電気防止用リスト ストラップを使用する場合は、リスト ストラップのパッケージ

を開き、静電気防止用リスト ストラップの包装を開けます。手首に黒の導体ループを巻き、肌に

しっかりと密着するように、ストラップを締めます。

b. ワニ口クリップ付きの静電気防止用リスト ストラップを使用する場合は、パッケージを開いて、

静電気防止用リスト ストラップを取り出します。リスト ストラップを巻く位置を決めて、肌に

しっかりと密着させてください。

ステップ 2 静電気防止用リスト ストラップのバネ クリップまたはワニ口クリップをつかんで、ラックの塗装され

ていない金属部分に一瞬クリップを接触させます。蓄積された静電気をラック全体に安全に散逸させる

ために、クリップを塗装されていないラック レールに接触させることを推奨します。
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ステップ 3 次のように、バネ クリップまたはワニ口クリップをアース ラグのネジに取り付けます（図 2-10 を参

照）。

a. FRU に付属の静電気防止用リスト ストラップを使用する場合は、バネ クリップを強くつかんであ

ごを開き、システムのアース ラグのネジ頭の側面に取り付け、バネ クリップのあごがラグのネジ

頭の後ろで閉じるように、バネ クリップをラグのネジ頭上でスライドさせます。

（注） バネ クリップのあごは、直接ラグのネジ頭またはラグのバレルをはさみ込めるほど広くは

開きません。 

b. ワニ口クリップ付きの静電気防止用リスト ストラップを使用している場合は、システムのアース 
ラグのネジ頭、またはシステムのアース ラグ バレルに直接ワニ口クリップを取り付けます。

図 2-10 静電気防止用リスト ストラップ クリップのシステム アース ラグ ネジへの取り付け

モジュールを取り扱うときは、次の注意事項に従ってください。

 • フレームを取り扱うときは、ハンドルまたは端の部分だけを持ち、プリント基板またはコネクタに

は手を触れないでください。
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 • 取り外したコンポーネントは基板側を上向きにして、静電気防止用シートに置くか、静電気防止用

容器に収めます。コンポーネントを返却する場合には、取り外したコンポーネントをただちに静電

気防止用容器に入れてください。

 • 金属製フレームからプリント基板を取り外さないでください。

注意 安全のために、静電気防止用ストラップの抵抗値を定期的にチェックしてください。抵抗値は 1～

10 MΩ でなければなりません。

電源要件
スイッチの設置場所の準備を行う場合には、次の要件に従ってください。

 • 2 台の電源装置を使用するシステムの場合、各電源装置をそれぞれ別の入力電源に接続してくださ

い。別の電源に接続しないと、外部配線に不具合があったり、回路ブレーカーが落ちたりした場

合、システム全体の電力が失われることになります。

 • 入力電源が失われないように、各電源回路上の合計最大負荷が、配線とブレーカーの定格電流の範

囲内であることを確認してください。

 • システムによっては、Uninterruptible Power Supply（UPS; 無停電電源装置）を使用して設置場所

の電源障害に備えたほうがよい場合もあります。UPS を選択する場合、鉄共振技術を採用してい

る一部の UPS モデルは、Power Factor Correction（PFC; 力率補正）を使用する Catalyst 6500 シ
リーズ スイッチの電源装置と併用すると不安定になる可能性があることに留意してください。そ

の結果として、スイッチへの出力電圧波形が歪み、システムの電圧が低下する場合があります。

 • AC 入力電源装置には、各電源装置と設置場所の電源とを接続する取り外し可能な電源コード

（4000 W 電源装置を除く）が付いています。4000 W の AC 入力電源装置の電源コードは電源装置

に固定されているため、取り外しできません。

 • DC 入力電源装置は、端子ブロックに接続した太いケーブルで電源と接続します。使用地域の電気

規定および規制に従い、適切なサイズのものを使用してください。

 • 北米で 200/240 VAC 電源を使用する場合、回路を 2 極回路ブレーカーで保護する必要があります。

 • システムから 6 フィート（1.8 m）以内の操作しやすい場所に AC 電源コンセントが必要です。

 • シャーシとプラグ接続する AC 電源レセプタクルには、アース付きのタイプを使用してください。

レセプタクルに接続するアース用導体は、設置場所の施設の保護アースに接続する必要がありま

す。

AC 電源システムの電源接続時の注意事項

ここでは、Catalyst 6500 シリーズ スイッチの AC 電源装置を設置場所の電源に接続する場合の基本的

な注意事項を説明します。

 • シャーシの各電源装置には、別個の専用の分岐回路が必要です。

 • 北米

 – 950 W の電源装置には、15 A の回路が必要です。

 – 1000 W の電源装置には、15 A または 20 A の回路が必要です。

 – 1300 W、1400 W、2500 W、2700 W、3000 W の電源装置には、20 A の回路が必要です。

 – 4000 W の電源装置には、30 A の回路が必要です。
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 – 6000 W の電源装置には、20 A の回路が必要です。

 – 8700 W の電源装置には、20 A の回路が 1 つ、2 つ、または 3 つ必要です。

 • その他の国

 – 各国および地域の規定に準拠した回路を使用してください。

 • 北米で 200/240 VAC 電源を使用する場合、回路を 2 極回路ブレーカーで保護する必要があります。

 • システムから 6 フィート（1.8 m）以内の操作しやすい場所に AC 電源コンセントが必要です。

 • シャーシとプラグ接続する AC 電源レセプタクルには、アース付きのタイプを使用してください。

レセプタクルに接続するアース用導体は、設置場所の施設の保護アースに接続する必要がありま

す。

DC 電源システムの電源接続時の注意事項

ここでは、Catalyst 6500 シリーズ スイッチの DC 入力電源装置を設置場所の電源に接続する場合の基

本的な注意事項を説明します。

 • すべての電源接続の配線は、National Electrical Code（NEC）と各国の規定に準拠する必要があり

ます。

 • DC 電源の戻り線は、システム フレームおよびシャーシ（DC-I）から分離する必要があります。

 • DC 電源コードは、同一定格の、撚り数の大きい銅線ケーブルの使用を推奨します。DC 入力電源

装置への接続は、アース付きのケーブルが 1 本、DC 電源（–）、および DC 電源の戻り線（+）が 1 
本ずつです。コードの長さはスイッチの配置によります。これらのコードは別途購入する必要があ

ります。

 • DC 電源コードのリード線のコードの色は DC 電源の設置環境によって変わります。通常、グリー

ン、またはグリーンとイエローの色がアース ケーブルになります。DC 配線用のカラー コードの

規格が定められていないため、電源コードが適切な（+）および（–）極性の DC 入力電源装置の端

子ブロックに確実に接続されていることを確認する必要があります。場合によっては、DC 電源

コードのリード線にプラス（+）またはマイナス（–）のラベルが付いていることがあります。ラ

ベルの極性についての記載内容は信頼できることが多いですが、DC コードのリード線間の電圧測

定を行い、極性を確認する必要があります。測定を行う場合、プラス（+）のリード線およびマイ

ナス（–）のリード線は、常に DC 入力電源装置の端子ブロック上の（+）ラベルおよび（–）ラベ

ルと合わせてください。

 • DC 電源コードは、電源装置側のケーブル ラグで終端させる必要があります。

 • 回路ブレーカーは切断装置として、容易に手が届く場所に設置します。

 • 回路は、専用の 2 極回路ブレーカーで保護する必要があります。電源装置の入力定格および地域ま

たは国の規定に適合するサイズの回路ブレーカーを使用してください。

 • 複数の DC 入力電源を持つシステムで DC 入力の冗長電源構成を適切に行うには、1 台の DC 入力

電源装置に対するすべてのペアの DC 入力導線を同じバッテリ システム（A フィード）に接続す

る必要があります。2 台めの DC 入力電源装置に対するすべてのペアの DC 入力導線は別のバッテ

リ システム（B フィード）に接続する必要があります。

 • 入力が複数ある DC 入力電源装置の場合、各 DC 入力回路を専用の回路ブレーカーまたはヒューズ

で保護する必要があります。回路ブレーカーまたはヒューズは、電源装置の入力定格および地方自

治体の条例または国が定める法令に適合するサイズのものを使用してください。
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  ケーブル配線の要件  
ケーブル配線の要件

注意 装置またはサブアセンブリのイントラビルディング ポートは、建物内配線や非露出配線、または

ケーブル配線だけの接続に適しています。装置またはサブアセンブリのイントラビルディング ポー

トは、Outside Plant（OSP; 局外設備）あるいはその配線に接続されるインターフェイスに金属的に

接続してはなりません。これらのインターフェイスは、イントラビルディング インターフェイス

（GR-1089-CORE, Issue 4 に記載されているタイプ 2 またはタイプ 4 のポート）として設計されて

おり、露出 OSP 配線から分離する必要があります。これらのインターフェイスを金属的に OSP 配
線と接続する場合、プライマリ プロテクタを追加するだけでは、十分に保護されません。

オーバーヘッド ケーブル トレイまたはサブフロア ケーブル トレイに電源コードとデータ ケーブルを

一緒に配線する場合には、次の注意事項に留意してください。

注意 電源コード配線と他の潜在的なノイズ発生源は、シスコ機器で終端する LAN ケーブル配線からで

きるだけ離して設置することを強く推奨します。長いパラレル ケーブルを 3.3 フィート（1 m）以

上離して設置できない場合には、潜在的なノイズ発生源をシールドするようにしてください。干渉

を防ぐには、ケーブルをアース付きの金属性コンジットに通してシールドする必要があります。

また、カテゴリ 5e およびカテゴリ 6 のイーサネット ケーブルを使用する場合には、次の注意事項にも

留意してください。

注意 カテゴリ 5e、カテゴリ 6、およびカテゴリ 6a のケーブルは、誘電性の物質で構成されているため、

静電気を大量に保有する可能性があります。常にケーブル（特に新規ケーブルの設置）を適切で安

全な方法でアースできるようにしてから、モジュールに接続してください。

設置環境チェックリスト
表 2-4 に、Catalyst 6500 シリーズ スイッチの設置前に必要な準備項目を示します。各作業の完了を確

認して、スイッチを適切に設置してください。
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  設置環境チェックリスト
表 2-4 設置環境チェックリスト 

作業番号 準備作業 確認者 時刻 日付

1 設置場所の確認

 • 広さおよびレイアウト

 • 床の表面仕上げ

 • 衝撃および振動

 • 照明

 • メンテナンス作業の容易さ

2 環境の確認

 • 温度

 • 湿度

 • 高度

 • 空気の汚染

 • エアーフロー

3 電源の確認

 • 入力電源のタイプ

 • 電源コンセント（電源装置の種類によって異

なります）1

 • 電源コンセントと機器の距離

 • 冗長電源モジュール用の専用（個別）回路

 • 電源障害時用のUPS2

 • DC システム：適切なゲージの導線と圧着端子

1. シャーシに搭載されている各電源装置用に、専用の AC 電源または DC 電源の回路があることを確認してくださ
い。

2. UPS で必要な出力を決定するときは、電源装置の kVA 定格を基準として参照してください。電源装置の kVA 定
格値は、付録 A にある電源ごとの仕様の表に示されています。

4 アースの確認

 • 回路ブレーカーの容量

 • CO アース（AC および DC 電源システム）

5 ケーブルおよびインターフェイス機器の確認

 • ケーブル タイプ

 • コネクタ タイプ

 • ケーブルの距離制限

 • インターフェイス機器（トランシーバ）

6 EMI の確認

 • 信号の距離制限

 • 設置場所の配線

 • RFI レベル
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スイッチの設置

（注） このマニュアルでは、Catalyst 6500 シリーズという名称は第 1 章で示されているスイッチ シャーシの

みを指しています。Catalyst 6000 シリーズ スイッチ（Catalyst 6006 スイッチおよび Catalyst 6009 ス
イッチ）については、『Catalyst 6000 Series Switch Installation Guide』に記載されています。

この章では、Catalyst 6500 シリーズ スイッチを設置する手順を説明します。この章の設置手順の説明

は、Catalyst 6500 シリーズのシャーシごとに分かれています。シャーシ設置の全体的手順の中にある

ポインタは、異なるコンポーネントとアセンブリの設置に関する別の手順を示しています。スイッチを

設置する手順は、一連の作業に分けることができます。作業の一覧については、表 3-1 を参照してくだ

さい。

表 3-1  Catalyst 6500 シリーズ スイッチの設置手順

作業 説明

スイッチの開梱 梱包材からスイッチを取り出します。

（注） 後でシャーシの移動が必要になったときに使用できるよ

う、梱包材を保管しておくことをお勧めします。

スイッチの設置 Catalyst 6500 シリーズのすべてのシャーシはラックに搭載でき

ます。一部のシャーシは、ゴム製の脚またはスタビライザ ブラ

ケットを使用することで、自立型ユニットとして使用できます。

システムのアースへのシャーシの

接続

建物のアースからシャーシのシステム アース ポイントに、シス

テム アース線を接続します。

電源装置（1 つまたは複数）の設

置と配線

通常、1 個の電源装置がシャーシに取り付けられた状態で出荷さ

れます。スイッチのコンフィギュレーションに第 2 の電源装置が

含まれる場合は、別に出荷されます。第 2 の電源装置を取り付け

て、AC または DC 電源に電源装置を接続します。

スーパーバイザ エンジンとモ

ジュールのネットワークへの接続

シャーシに設置したスーパーバイザ エンジンとモジュールのさ

まざまなポートを、ネットワークに接続する必要があります。

この手順は、ネットワーク インターフェイス ケーブルをモ

ジュールのポートに接続するだけの場合も、スーパーバイザ エ
ンジンまたはモジュールのポートに何らかの種類のトランシー

バを取り付けてからネットワーク インターフェイス ケーブルを

トランシーバに接続する場合もあります。

シャーシの電源投入 ネットワークのケーブル接続を行い、システム アースが接続さ

れていることを確認した後、電源装置をオンにします。システ

ムの電源が投入され、一連の組み込み診断が実行されます。
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この章の構成は、次のとおりです。

 • 「ラックに設置する場合の注意事項」（P.3-3）

 • 「スイッチの開梱」（P.3-5）

 • 「シャーシ設置キットとケーブル ガイド」（P.3-5）

 • 「Catalyst 6503 または Catalyst 6503-E スイッチ シャーシの設置」（P.3-8）

 • 「Catalyst 6504-E スイッチ シャーシの設置」（P.3-12）

 • 「Catalyst 6506 または Catalyst 6506-E スイッチ シャーシの設置」（P.3-17）

 • 「Catalyst 6509 または Catalyst 6509-E スイッチ シャーシの設置」（P.3-21）

 • 「Catalyst 6509-NEB または Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシの設置」（P.3-26）

 • 「Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシの設置」（P.3-36）

 • 「Catalyst 6513 スイッチ シャーシの設置」（P.3-42）

 • 「一般的な取り付け手順」（P.3-47）

 • 「システム アースの確立」（P.3-52）

 • 「スイッチ シャーシへの電源装置の取り付け」（P.3-61）

 • 「インターフェイス ケーブルの取り付け」（P.3-61）

 • 「スイッチ シャーシのインストレーションの確認」（P.3-85）

警告 クラス 1 レーザー製品です。ステートメント 1008

警告 この装置は、立ち入り制限区域内に設置することが前提となっています。立ち入り制限区域とは、錠
前、鍵などの特殊な保安手段を使用しないと立ち入ることのできない場所です。ステートメント 
1017

警告 この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。ステー
トメント 1030

警告 この製品を廃棄処分する際には、各国の法律または規制に従って取り扱ってください。ステートメン
ト 1040

警告 この装置の設置および保守は、保守担当者（AS/NZS 3260 で定義）が行ってください。この装置を
誤って汎用コンセントに接続すると危険な場合があります。主電源コネクタの電源を抜く前、ハウジ
ングが開いている間、または主電源コネクタの電源を抜く前でハウジングが開いている間に、通信回
線を切断する必要があります。ステートメント 1043
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  ラックに設置する場合の注意事項  
警告 この製品は、設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計されてい
ます。一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。ステートメント 1045

警告 作業中は、カードの静電破壊を防ぐため、必ず静電気防止用リスト ストラップを着用してください。
感電する危険があるので、手や金属工具がバックプレーンに直接触れないようにしてください。ス
テートメント 94

（注） 自立型の（ラックマウントではない）Catalyst 6509-NEB または Catalyst 6513 スイッチを設置する場

合は、これらのスイッチ シャーシのアクセサリ キットに入っているスタビライザ ブラケット キットを

必ず取り付けてください。

この章の設置手順を開始する前に、「設置環境チェックリスト」（P.2-23）を参照して、設置場所の準備

が完了していることを確認してください。

ラックに設置する場合の注意事項
Catalyst 6500 シリーズ スイッチは、開放型ラックと密閉型ラックのどちらにでも設置できるように設

計されています。スイッチをラックに取り付ける前に、装置ラックが次の条件を満たしているかどうか

を確認してください。

 • ラックの幅（前面の 2 つの取り付け板またはレールの間の幅）は 17.75 インチ（45.09 cm）でなけ

ればなりません。

 • ラックの奥行（前後の取り付け板の間）は 19.25 インチ（48.9 cm）以上でなければなりません。

（注） すべての Catalyst 6500 シリーズ スイッチ シャーシは、標準 19 インチ ラックに設置できるよ

う設計されています。

 • ラックには、上下方向にもシャーシが入るだけの高さが必要です。各シャーシの高さは、次のとお

りです。

 – Catalyst 6503 スイッチ - 7 インチ（17.8 cm）（4 U）

 – Catalyst 6503-E スイッチ - 7 インチ（17.8 cm）（4 U）

 – Catalyst 6504-E スイッチ - 8.7 インチ（22.1 cm）（5 U）

 – Catalyst 6506 スイッチ - 20.1 インチ（51.1 cm）（12 U）

 – Catalyst 6506-E スイッチ - 20.1 インチ（51.1 cm）（12 U）

 – Catalyst 6509 スイッチ - 25.2 インチ（64.0 cm）（15 U）

 – Catalyst 6509-E スイッチ - 25.2 インチ（64.0 cm）（15 U）

 – Catalyst 6509-NEB スイッチ - 33.3 インチ（84.6 cm）（20 U）

 – Catalyst 6509-NEB-A スイッチ - 36.65 インチ（93.1 cm）（21 U）

 – Catalyst 6509-V-E スイッチ - 36.65 インチ（93.1 cm）（21 U）

 – Catalyst 6513 スイッチ - 33.3 インチ（84.6 cm）（20 U）
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  ラックに設置する場合の注意事項
（注） シャーシの高さの計測にはラックマウント単位（RU または単に U）が使用されることがあります。

1 RU つまり 1 U は 1.75 インチ（44.45 mm）です。標準的なサーバ ラックの高さは 42 RU つまり 
42 U です。

注意 ラックにキャスタが付いている場合、ブレーキなどでラックが固定されていることを確認してくだ

さい。

（注） Catalyst スイッチ シャーシを通じて適切に換気するには、壁とシャーシのエアーフロー口の間、また

は壁とシャーシの排気口の間を 6 インチ（15 cm）以上、離すことを推奨します。また、過熱した

シャーシの排気口と別のシャーシのエアーフロー口との間を 12 インチ（30.5 cm）以上離してくださ

い。空間を十分に取らないと、シャーシが過熱してシステムに障害が発生します。気流が前面から背面

に流れる Catalyst スイッチのシャーシでは、シャーシは並んで設置できます。

警告 ラックに装置を取り付けたり、ラック内の装置のメンテナンス作業を行ったりする場合は、
事故を防ぐため、装置が安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。安全
を確保するために、次の注意事項を守ってください。

 • ラックに設置する装置が 1 台だけの場合は、ラックの一番下に取り付けます。

 • ラックに複数の装置を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置して、下から順番に取り付け

ます。

 • ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに装置を設置

したり、ラック内の装置を保守してください。ステートメント 1006
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  スイッチの開梱  
スイッチの開梱

ヒント スイッチを取り出したあと、梱包用の箱は廃棄しないでください。梱包用の箱は平らにしてパレットと

ともに保管してください。スイッチを移動したり輸送したりする場合に、この箱が必要になります。再

梱包手順については、付録 C「スイッチの再梱包」を参照してください。

出荷用の箱の内容を確認する手順は、次のとおりです。

 • アクセサリ キットの内容を確認します。アクセサリ キットには次のものが入っています。

 – スイッチのハードウェアおよびソフトウェアのマニュアル（注文した場合）

 – 注文したオプションの機器（ネットワーク インターフェイス ケーブル、トランシーバ、特殊

なコネクタなど）

 • 各スロットのモジュールを確認します。構成が梱包リストと一致しているか、指定したインター

フェイスがすべて組み込まれているかどうかを確認します。

（注） Catalyst 6503-E および Catalyst 6504-E スイッチ シャーシは、シャーシのスロットの前面に出荷用ブ

ラケットが取り付けられた状態で出荷されます。今はまだ出荷用ブラケットを取り外さないでくださ

い。出荷用ブラケットの取り外しは、シャーシをラックに設置した後で行います。

シャーシ設置キットとケーブル ガイド
各 Catalyst 6500 シリーズのシャーシには、アクセサリ キットが付属しています。アクセサリ キットに

は、シャーシ設置キットとケーブル ガイドが含まれます。シャーシ設置キットとケーブル ガイドの内

容は、シャーシによって異なります。各 Catalyst 6500 シリーズ シャーシの設置キットとケーブル ガイ

ドの一覧を、表 3-2 に示します。

表 3-2 シャーシ設置キットとケーブル ガイド 

シャーシ 設置キットとケーブル ガイド

Catalyst 6503 および 
Catalyst 6503-E

 • 標準 19 インチ用ラックマウント ブラケット（出荷時にシャーシ

に取り付け済み）。関連するラックマウント用ハードウェアが、ア

クセサリ キットに含まれます。

 • 2 個の 3 スロット ケーブル マネジメント ガイドが、アクセサリ 
キットに含まれます。

Catalyst 6504-E  • 標準 19 インチ用 L 型ブラケット（出荷時にシャーシに取り付け

済み）。関連するラックマウント用ハードウェアが、アクセサリ 
キットに含まれます。

 • 2 個の 4 スロット ケーブル マネジメント ガイドが、アクセサリ 
キットに含まれます。
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  シャーシ設置キットとケーブル ガイド
Catalyst 6506 および 
Catalyst 6506-E

 • 標準 19 インチ用ラックマウント L 型ブラケット（出荷時に

シャーシに取り付け済み）。関連するラックマウント用ハードウェ

アが、アクセサリ キットに含まれます。

 • 3 RU ラックマウント シェルフ キットが、アクセサリ キットに含

まれます。

 • 2 個の 6 スロット ケーブル マネジメント ガイドが、アクセサリ 
キットに含まれます。

 • Catalyst 6506-E のみ：ゴム製脚取り付けキットが、アクセサリ 
キットに含まれます （このキットは、机や棚に自立型ユニットと

してシャーシを設置する場合に使用します）。

（注） オプションの 23 インチ Telco スタイル ラック用センター ラッ

クマウント キットが、どちらのシャーシにも使用できます。

このキットは標準アクセサリ キットには含まれませんが、別

途注文可能な品目（WS-C6597=）として入手できます。設置

手順はキットに付属しています。

Catalyst 6509 および 
Catalyst 6509-E

 • 標準 19 インチ用ラックマウント L 型ブラケット（出荷時に

シャーシに取り付け済み）。関連するラックマウント用ハードウェ

アが、アクセサリ キットに含まれます。

 • 3 RU ラックマウント シェルフ キットが、アクセサリ キットに含

まれます。

 • 2 個の 9 スロット ケーブル マネジメント ガイドが、アクセサリ 
キットに含まれます。

 • Catalyst 6509-E のみ：ゴム製脚取り付けキットが、アクセサリ 
キットに含まれます （このキットは、机や棚に自立型ユニットと

してシャーシを設置する場合に使用します）。

（注） オプションの 23 インチ Telco スタイル ラック用センター ラッ

クマウント キットが、どちらのシャーシにも使用できます。

このキットは標準アクセサリ キットには含まれませんが、別

途注文可能な品目（WS-C6597=）として入手できます。設置

手順はキットに付属しています。

Catalyst 6509-NEB  • 標準 19 インチ用ラックマウント L 型ブラケット（出荷時に

シャーシに取り付け済み）。関連するラックマウント用ハードウェ

アが、アクセサリ キットに含まれます。

 • 3 RU ラックマウント シェルフ キットが、アクセサリ キットに含

まれます。

 • スタビライザ ブラケット取り付けキットが、アクセサリ キットに

含まれます （このキットは、自立型ユニットとしてシャーシを設

置する場合に必要です）。

 • 1 個のケーブル マネジメント ガイドが、アクセサリ キットに含ま

れます

表 3-2 シャーシ設置キットとケーブル ガイド （続き）

シャーシ 設置キットとケーブル ガイド
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第 3 章      スイッチの設置

  シャーシ設置キットとケーブル ガイド   
Catalyst 6509-NEB-A  • 標準 19 インチ用ラックマウント L 型ブラケット（出荷時に

シャーシに取り付け済み）。関連するラックマウント用ハードウェ

アが、アクセサリ キットに含まれます。

 • 3 RU ラックマウント シェルフ キットが、アクセサリ キットに含

まれます。

 • 1 個の 9 スロット縦型シャーシ ケーブル マネジメント システム

が、アクセサリ キットに含まれます。

Catalyst 6509-V-E  • 標準 19 インチ用ラックマウント L 型ブラケット（出荷時に

シャーシに取り付け済み）。関連するラックマウント用ハードウェ

アが、アクセサリ キットに含まれます。

 • 3 RU ラックマウント シェルフ キットが、アクセサリ キットに含

まれます。

 • 1 個のケーブル マネジメント システムが、アクセサリ キットに含

まれます。

Catalyst 6513  • 標準 19 インチ用ラックマウント L 型ブラケット（出荷時に

シャーシに取り付け済み）。関連するラックマウント用ハードウェ

アが、アクセサリ キットに含まれます。

 • 3 RU ラックマウント シェルフ キットが、アクセサリ キットに含

まれます。

 • スタビライザ ブラケット取り付けキットが、アクセサリ キットに

含まれます （このキットは、自立型ユニットとしてシャーシを設

置する場合に必要です）。

 • 2 個の 13 スロット ケーブル マネジメント ガイドが、アクセサリ 
キットに含まれます。

（注） オプションの 23 インチ Telco スタイル ラック用センター ラッ

クマウント キットが、このシャーシには使用できます。この

キットは標準アクセサリ キットには含まれませんが、別途注

文可能な品目（WS-6513-RACK-MNT=）として入手できま

す。設置手順はキットに付属しています。

表 3-2 シャーシ設置キットとケーブル ガイド （続き）

シャーシ 設置キットとケーブル ガイド
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第 3 章      スイッチの設置        

  Catalyst 6503 または Catalyst 6503-E スイッチ シャーシの設置
Catalyst 6503 または Catalyst 6503-E スイッチ シャーシ
の設置

ここでは、Catalyst 6503 または Catalyst 6503-E スイッチ シャーシをラック アセンブリに設置し、オ

プションのケーブル ガイド アセンブリを取り付ける手順について説明します。

設置アクセサリ キット

Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E スイッチ シャーシはどちらも、シャーシの左右の前面にあらか

じめ取り付けられている 19 インチ ラックマウント ブラケットを使用して、標準の開放型または密閉型 
19 インチ ラックに設置するように設計されています。設置アクセサリ キットに付属する 10-32 x 0.75 
インチのネジと 12-24 x 0.75 インチのネジを使用して、シャーシをラックに固定します。

（注） 製造元によっては、10-32 または 12-24 のどちらかのネジに合わせてネジ山の切られた穴が、ラックの

支柱にあらかじめ設けられている場合があります。ラックの支柱にネジ穴がない場合は、10-32 または 
12-24 のクリップ ナットまたはケージ ナットを取り付けて、ラックマウントのネジを固定する必要が

あります。クリップ ナットまたはケージ ナットはアクセサリ キットには付属していないので、お客様

ご自身で用意していただく必要があります。

また、アクセサリ キットには、オプションのケーブル ガイドが 2 個付属しています。この 2 個のケー

ブル ガイドは、シャーシのラックマウント ブラケットをラックの支柱に固定するものと同じネジ

（10-32 または 12-24）を使用して、シャーシの左右前面に取り付けます。

Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E スイッチ シャーシのラックマウン
ト ブラケット

Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E スイッチ シャーシは、シャーシの前面両側に 2 個のラックマウ

ント ブラケットがあらかじめ取り付けられた状態で出荷されます。ラックマウント ブラケットは、

図 3-1 に示すように、8 本の M3 さらネジ（両側に 4 本ずつ）を使用してシャーシに固定されていま

す。

（注） Catalyst 6503-E シャーシには、モジュール スロットを覆うようにシャーシ出荷用ブラケットが取り付

けられています。図 3-1 ではわかりやすいようにブラケットは取り外されています。Catalyst 6503 ス
イッチ シャーシには、この出荷用ブラケットは取り付けられていません。

（注） もう 1 つの設置方法として、ラックマウント ブラケットを逆にしてシャーシの背面に取り付けること

もできます。
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第 3 章      スイッチの設置

  Catalyst 6503 または Catalyst 6503-E スイッチ シャーシの設置        
図 3-1 Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E スイッチ シャーシのラックマウント ブラケット

シャーシのラックへの取り付け

（注） シャーシは、ANSI/EIA 310-D 規格および ETS 300-119 規格に適合する装置ラックに取り付けるよう

に設計されています。

警告 シャーシは必ず 2 人で持ち上げてください。けがをしないように、背中はまっすぐにして、背中では
なく足に力を入れて持ち上げます。ステートメント 164

ヒント この手順は、3 人で行うことを推奨します。

装置ラックにスイッチ シャーシを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 ラックエンクロージャ内でのシャーシの位置を決定します。使用するラック支柱の穴を確認します。

ラック支柱の穴に既にネジ山が切られている場合は、ネジが 10-32 または 12-24 のどちらであるかを確

認します。ラック支柱の穴にネジ山が切られていない場合は、10-32 または 12-24 のクリップ ナットま

たはケージ ナットを穴に取り付けて、取り付け用のネジを受け入れます。

（注） クリップ ナットまたはケージ ナットは、シャーシに付属するアクセサリ キットには含まれま

せん。お客様ご自身で用意していただく必要があります。

ステップ 2 Catalyst 6503-E スイッチ シャーシを設置する場合は、ラックにシャーシを設置する前に、シャーシ出

荷用ブラケットを取り外す必要があります。次の手順に従って行います。

a. シャーシ出荷用ブラケットをシャーシ ラックマウント ブラケットに固定している 4 本の M5 ネジ

を緩めて外します （図 3-2 を参照）。

b. 出荷用ブラケットを少し持ち上げて、2 つのブラケットのフックをラックマウント ブラケットから

外します。

c. 出荷用ブラケットを取り外して保管します。シャーシの位置を移動する場合は、出荷用ブラケット

を再び取り付ける必要があります。
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第 3 章      スイッチの設置        

  Catalyst 6503 または Catalyst 6503-E スイッチ シャーシの設置
図 3-2 Catalyst 6503-E シャーシ出荷用ブラケットの取り外し

ステップ 3 シャーシの両側にそれぞれ 1 人が付き、片方の手でシャーシのハンドルを持ち、もう一方の手をシャー

シ背面に添えてバランスを取ります。2 人の呼吸を合わせてシャーシをゆっくり持ち上げます。急に向

きを変えたり、動かしたりして、けがをしないように注意してください。

ヒント 2 人でシャーシをラックエンクロージャ内に保持し、3 人目がラックマウントのネジを取り付けます。

ステップ 4 ラックマウント ブラケットの穴（マウント ホール）を装置ラックの穴に合わせます。

ステップ 5 オプションのケーブル ガイドの一方または両方を取り付ける場合は、ケーブル ガイドの取り付け穴が

ラックマウントの穴およびラック支柱の穴と一致するように、ケーブル ガイドの位置を調節します 
（図 3-3 を参照）。

ステップ 6 少なくとも 8 本の 10-32 または 12-24 のネジ（両側に 4 本ずつ）を、ケーブル ガイド取り付け穴、

ラックマウント ブラケットの穴、ラック支柱の穴を通してクリップ ナットに取り付け、ケーブル ガイ

ドとシャーシをラックの支柱に固定します （図 3-3 を参照）。

ステップ 7 巻き尺または水準器を使用して、シャーシがまっすぐ水平に取り付けられているかどうかを確認しま

す。

1 シャーシ出荷用ブラケット 2 M5 ネジ（× 4）
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第 3 章      スイッチの設置

  Catalyst 6503 または Catalyst 6503-E スイッチ シャーシの設置        
図 3-3 Catalyst 6503 または Catalyst 6503-E スイッチ シャーシのラックへの設置

次の作業

シャーシを決められた位置に取り付けた後、次の手順に従って設置作業を完了します。

 • シャーシをシステムのアースに接続します。「システム アースの確立」（P.3-52） を参照してくださ

い。

 • Power Entry Module（PEM; パワー エントリ モジュール）および電源装置を取り付けて、電源に

接続します。PEM および電源装置の取り付けおよび接続の方法については、第 4 章を参照してく

ださい。

 • ネットワーク インターフェイス ケーブルをスーパーバイザ エンジンおよびモジュールに接続しま

す。ネットワーク インターフェイス ケーブルを接続する前に、トランシーバの取り付けが必要な

場合があります。「インターフェイス ケーブルの取り付け」（P.3-61） を参照してください。

 • シャーシの電源を入れて、設置の結果を確認します。「スイッチ シャーシのインストレーションの

確認」（P.3-85） を参照してください。

オプションの設置キット

Catalyst 6503 または Catalyst 6503-E スイッチ シャーシに使用できるオプションの設置キットはあり

ません。
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第 3 章      スイッチの設置        

  Catalyst 6504-E スイッチ シャーシの設置
Catalyst 6504-E スイッチ シャーシの設置
ここでは、Catalyst 6504-E スイッチ シャーシをラック アセンブリに設置し、オプションのケーブル ガ
イド アセンブリを取り付ける手順について説明します。

設置アクセサリ キット

Catalyst 6504-E スイッチ シャーシは、標準の開放型または密閉型 19 インチ ラックに設置するように

設計されています。シャーシの左右前面には、工場から出荷される時点で、19 インチ ラックマウント 
L 型ブラケットがあらかじめ取り付けられています。アクセサリ キットに付属する 10-32 x 0.75 イン

チのネジと 12-24 x 0.75 インチのネジを使用して、シャーシをラックに固定します。

（注） 製造元によっては、10-32 または 12-24 のどちらかのネジに合わせてネジ山の切られた穴が、ラックの

支柱にあらかじめ設けられている場合があります。ラックの支柱にネジ穴がない場合は、10-32 または 
12-24 のクリップ ナットまたはケージ ナットを取り付けて、ラックマウントのネジを固定する必要が

あります。クリップ ナットまたはケージ ナットはアクセサリ キットには付属していないので、お客様

ご自身で用意していただく必要があります。

また、アクセサリ キットには、オプションのケーブル ガイドが 2 個付属しています。この 2 個のケー

ブル ガイドは、シャーシのラックマウント L 型ブラケットをラックの支柱に固定するものと同じネジ

（10-32 または 12-24）を使用して、シャーシの左右前面に取り付けます。

Catalyst 6504-E スイッチ シャーシの L 型ブラケット

Catalyst 6504-E スイッチ シャーシは、シャーシ前面の両側に 2 個の L 型ブラケットを取り付けた状態

で出荷されます。L 型ブラケットは、図 3-4 に示すように、6 本の M4 さらネジ（両側に 3 本ずつ）を

使用してシャーシに固定されています。

（注） Catalyst 6504-E シャーシには、モジュール スロットを覆うようにシャーシ出荷用ブラケットが取り付

けられています。図 3-4 ではわかりやすいようにブラケットは取り外されています。

（注） もう 1 つの設置方法として、L 型ブラケットを逆にしてシャーシの背面に取り付けることもできます。
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第 3 章      スイッチの設置

  Catalyst 6504-E スイッチ シャーシの設置     
図 3-4 Catalyst 6504-E スイッチ シャーシの L 型ブラケット

シャーシのラックへの取り付け

（注） シャーシは、ANSI/EIA 310-D 規格および ETS 300-119 規格に適合する装置ラックに取り付けるよう

に設計されています。

警告 シャーシは必ず 2 人で持ち上げてください。けがをしないように、背中はまっすぐにして、背中では
なく足に力を入れて持ち上げます。ステートメント 164

ヒント この手順は、3 人で行うことを推奨します。

装置ラックにスイッチ シャーシを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 ラックエンクロージャ内でのシャーシの位置を決定します。使用するラック支柱の穴を確認します。

ラック支柱の穴に既にネジ山が切られている場合は、ネジが 10-32 または 12-24 のどちらであるかを確

認します。ラック支柱の穴にネジ山が切られていない場合は、10-32 または 12-24 のクリップ ナットま

たはケージ ナットを穴に取り付けて、取り付け用のネジを受け入れます。

（注） クリップ ナットまたはケージ ナットは、シャーシに付属するアクセサリ キットには含まれま

せん。お客様ご自身で用意していただく必要があります。
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第 3 章      スイッチの設置        

  Catalyst 6504-E スイッチ シャーシの設置
ステップ 2 シャーシをラックに設置する前に、シャーシ出荷用ブラケットを取り外します。次の手順に従って行い

ます。

a. シャーシ出荷用ブラケットをシャーシ ラックマウント ブラケットに固定している 4 本の M5 ネジ

を緩めて外します （図 3-5 を参照）。

b. 出荷用ブラケットを少し持ち上げて、2 つの出荷用ブラケットのフックをラックマウント L型ブラ

ケットから外します。

c. 出荷用ブラケットを取り外して保管します。シャーシの位置を移動する場合は、出荷用ブラケット

を再び取り付ける必要があります。

図 3-5 Catalyst 6504-E シャーシ出荷用ブラケットの取り外し

1 シャーシ出荷用ブラケット 2 M5 ネジ（× 4）
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  Catalyst 6504-E スイッチ シャーシの設置     
ステップ 3 シャーシの両側にそれぞれ 1 人が付き、片方の手でシャーシのハンドルを持ち、もう一方の手をシャー

シ背面に添えてバランスを取ります。2 人の呼吸を合わせてシャーシをゆっくり持ち上げます。急に向

きを変えたり、動かしたりして、けがをしないように注意してください。

ヒント 2 人でシャーシをラックエンクロージャ内に保持し、3 人目がラックマウントのネジを取り付けます。

ステップ 4 ラックマウント ブラケットの穴（マウント ホール）を装置ラックの穴に合わせます。

ステップ 5 オプションのケーブル ガイドの一方または両方を取り付ける場合は、ケーブル ガイドの取り付け穴が

ラックマウントの穴およびラック支柱の穴と一致するように、ケーブル ガイドの位置を調節します 

ステップ 6 少なくとも 8 本の 10-32 または 12-24 のネジ（両側に 4 本ずつ）を、ケーブル ガイド取り付け穴、

ラックマウント ブラケットの穴、ラック支柱の穴を通してクリップ ナットに取り付け、ケーブル ガイ

ドとシャーシをラックの支柱に固定します （図 3-6 を参照）。

ステップ 7 巻き尺または水準器を使用して、シャーシがまっすぐ水平に取り付けられているかどうかを確認しま

す。

図 3-6 Catalyst 6504-E スイッチ シャーシのラックへの設置
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  Catalyst 6504-E スイッチ シャーシの設置
次の作業

シャーシを決められた位置に取り付けた後、次の手順に従って設置作業を続けます。

 • シャーシをシステムのアースに接続します。「システム アースの確立」（P.3-52） を参照してくださ

い。

 • 電源装置を取り付けて、電源に接続します。電源装置の取り付けおよび接続の方法については、第 
4 章を参照してください。

 • ネットワーク インターフェイス ケーブルをスーパーバイザ エンジンおよびモジュールに接続しま

す。ネットワーク インターフェイス ケーブルを接続する前に、トランシーバの取り付けが必要な

場合があります。「インターフェイス ケーブルの取り付け」（P.3-61） を参照してください。

 • シャーシの電源を入れて、設置の結果を確認します。「スイッチ シャーシのインストレーションの

確認」（P.3-85） を参照してください。

オプションの設置キット

Catalyst 6504-E スイッチ シャーシに使用できるオプションの設置キットはありません。
3-16
Catalyst 6500 シリーズ スイッチ インストレーション ガイド

OL-5781-07-J



第 3 章      スイッチの設置

  Catalyst 6506 または Catalyst 6506-E スイッチ シャーシの設置        
Catalyst 6506 または Catalyst 6506-E スイッチ シャーシ
の設置

ここでは、Catalyst 6506 または Catalyst 6506-E スイッチ シャーシをラック アセンブリに設置し、オ

プションのケーブル ガイド アセンブリを取り付ける手順について説明します。

設置アクセサリ キット

Catalyst 6506 および Catalyst 6506-E スイッチ シャーシは、標準の開放型または密閉型 19 インチ ラッ

クに設置するように設計されています。どちらのシャーシも、通常は、工場から出荷される時点で、

19 インチ ラックマウント L 型ブラケットがあらかじめ左右前面に取り付けられています。アクセサリ 
キットに付属する 10-32 x 0.75 インチのネジと 12-24 x 0.75 インチのネジを使用して、シャーシをラッ

クエンクロージャに固定します。

（注） 製造元によっては、10-32 または 12-24 のどちらかのネジに合わせてネジ山の切られた穴が、ラックの

支柱にあらかじめ設けられている場合があります。ラックの支柱にネジ穴がない場合は、10-32 または 
12-24 のクリップ ナットまたはケージ ナットを取り付けて、ラックマウントのネジを固定する必要が

あります。クリップ ナットまたはケージ ナットはアクセサリ キットには付属していないので、お客様

ご自身で用意していただく必要があります。

シャーシのモデルによっては、次のシャーシ設置キットもアクセサリ キットに含まれる場合がありま

す。

 • ラックマウント シェルフ キット（Catalyst 6506 および Catalyst 6506-E）。ラックマウント シェル

フ キットは、シャーシの L 型ブラケットをラックエンクロージャに固定する間、シャーシの重量

を支えるために使用します。

 • ゴム製脚取り付けキット（Catalyst 6506-E アクセサリ キットのみ）。Catalyst 6506-E シャーシを

棚または机に自立型ユニットとして設置する場合は、このキットを取り付ける必要があります。

アクセサリ キットには次のものも含まれます。

 • オプションの 2 個のケーブル ガイド：この 2 個のケーブル ガイドは、シャーシのラックマウント 
L 型ブラケットをラックの支柱に固定するものと同じネジ（10-32 または 12-24）を使用して、

シャーシの左右前面に取り付けます。

 • 電源装置ブランク パネル：シャーシのエアーフローと EMI シールドを保つため、使われていない

電源装置ベイには電源装置ブランク パネルを取り付ける必要があります。

Catalyst 6506 および Catalyst 6506-E スイッチ シャーシの L 型ブラケッ
ト

Catalyst 6506 および Catalyst 6506-E スイッチ シャーシは、シャーシの前面両側に 2 個の L 型ブラ

ケットが取り付けられた状態で出荷されます。L 型ブラケットは、図 3-7 に示すように、8 本の M3 さ
らネジ（両側に 4 本ずつ）を使用してシャーシに固定されています。

（注） もう 1 つの設置方法として、L 型ブラケットを逆にしてシャーシの背面に取り付けることもできます。
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  Catalyst 6506 または Catalyst 6506-E スイッチ シャーシの設置
（注） Catalyst 6506 および Catalyst 6506-E スイッチの L 型ブラケットは、左側用と右側用を区別するために 
L と R のマークが付いています。

図 3-7 Catalyst 6506 および Catalyst 6506-E スイッチ シャーシの L 型ブラケット

3 RU ラックマウント シェルフ キットの取り付け

3 RU ラックマウント シェルフ キットは、Catalyst 6506 および Catalyst 6506-E スイッチ シャーシの

アクセサリ キットに含まれています。シャーシをラックに設置する前に、このキットを取り付ける必

要があります。シェルフ キットは、シャーシをラックに設置して固定する間、シャーシの重量を支え

ます。

シェルフ キットの取り付け方法については、「3 RU ラックマウント シェルフ キットの取り付け」

（P.3-47）を参照してください。

1 M4 さらネジ（× 10） 2 ラックマウント L 型ブラケット（× 2）
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  Catalyst 6506 または Catalyst 6506-E スイッチ シャーシの設置        
シャーシのラックへの取り付け

（注） シャーシは、ANSI/EIA 310-D 規格および ETS 300-119 規格に適合する装置ラックに取り付けるよう

に設計されています。

警告 シャーシは必ず 2 人で持ち上げてください。けがをしないように、背中はまっすぐにして、背中では
なく足に力を入れて持ち上げます。ステートメント 164

ヒント この手順は、3 人で行うことを推奨します。

装置ラックにスイッチ シャーシを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 シャーシの両側にそれぞれ 1 人が付き、片方の手でシャーシのハンドルを持ち、もう一方の手をシャー

シ背面に添えてバランスを取ります。2 人の呼吸を合わせてシャーシをゆっくり持ち上げます。急に向

きを変えたり、動かしたりして、けがをしないように注意してください。

ステップ 2 シャーシの後端を、ラックマウント シェルフ キット レールの端に載せてから、慎重にシャーシをラッ

クに完全に挿入します。

ステップ 3 シャーシの L 型ブラケットの穴と位置が合うラック支柱の穴を確認します。ラック支柱の穴に既にネ

ジ山が切られている場合は、ネジが 10-32 または 12-24 のどちらであるかを確認します。ラック支柱の

穴にネジ山が切られていない場合は、少なくとも 8 個（両側に 4 個ずつ）の 10-32 または 12-24 のク

リップ ナットまたはケージ ナットをラック支柱の穴に取り付けて、取り付け用のネジを受け入れます。

（注） クリップ ナットまたはケージ ナットは、シャーシに付属するアクセサリ キットには含まれま

せん。お客様ご自身で用意していただく必要があります。

ステップ 4 オプションのケーブル ガイドの一方または両方を取り付ける場合は、ケーブル ガイドの取り付け穴が

ラックマウント ブラケットの穴およびラック支柱の穴と一致するように、ケーブル ガイドの位置を調

節します （図 3-8 を参照）。

ステップ 5 少なくとも 8 本の 10-32 または 12-24 のネジ（両側に 4 本ずつ）を、ケーブル ガイド取り付け穴、

ラックマウント L 型ブラケットの穴、ラック支柱の穴を通してクリップ ナットに取り付け、ケーブル 
ガイドとシャーシをラックの支柱に固定します。ネジをしっかりと締めます。
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  Catalyst 6506 または Catalyst 6506-E スイッチ シャーシの設置
図 3-8 Catalyst 6506 または Catalyst 6506-E スイッチのラックへの設置

次の作業

シャーシを決められた位置に取り付けた後、次の手順に従って設置作業を完了します。

 • シャーシをシステムのアースに接続します。「システム アースの確立」（P.3-52） を参照してくださ

い。

 • 電源装置を取り付けて、電源に接続します。電源装置の取り付けおよび接続の方法については、第 
4 章を参照してください。

 • ネットワーク インターフェイス ケーブルをスーパーバイザ エンジンおよびモジュールに接続しま

す。ネットワーク インターフェイス ケーブルを接続する前に、トランシーバの取り付けが必要な

場合があります。「インターフェイス ケーブルの取り付け」（P.3-61） を参照してください。

 • シャーシの電源を入れて、設置の結果を確認します。「スイッチ シャーシのインストレーションの

確認」（P.3-85） を参照してください。
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オプションの設置キット

Catalyst 6506-E スイッチ シャーシのアクセサリ キットには、オプションのゴム製脚取り付けキットが

含まれます。このキットには、シャーシを棚や机の上に設置できるようにシャーシの底面に 4 個のス

リップ防止用ゴム製脚を取り付けるために必要な部品が含まれます。ゴム製脚の取り付け方法について

は、「ゴム製脚キットの取り付け」（P.3-50）を参照してください。

23 インチ Telco スタイル ラック用のセンター ラックマウント キットを、Catalyst 6506 および 
Catalyst 6506-E スイッチ シャーシの両方でオプションとして使用できます。このキットはアクセサリ 
キットには含まれませんが、別途注文可能な品目（部品番号 WS-C6597=）として入手できます。設置

手順はキットに付属しています。

Catalyst 6509 または Catalyst 6509-E スイッチ シャーシ
の設置

ここでは、Catalyst 6509 または Catalyst 6509-E スイッチ シャーシをラック アセンブリに設置し、オ

プションのケーブル ガイド アセンブリを取り付ける手順について説明します。

設置アクセサリ キット

Catalyst 6509 および Catalyst 6509-E スイッチ シャーシは、標準の開放型または密閉型 19 インチ ラッ

クに設置するように設計されています。どちらのシャーシも、通常は、工場から出荷される時点で、

19 インチ ラックマウント L 型ブラケットがあらかじめ左右前面に取り付けられています。アクセサリ 
キットに付属する 10-32 x 0.75 インチのネジと 12-24 x 0.75 インチのネジを使用して、シャーシをラッ

クエンクロージャに固定します。

（注） 製造元によっては、10-32 または 12-24 のどちらかのネジに合わせてネジ山の切られた穴が、ラックの

支柱にあらかじめ設けられている場合があります。ラックの支柱にネジ穴がない場合は、10-32 または 
12-24 のクリップ ナットまたはケージ ナットを取り付けて、ラックマウントのネジを固定する必要が

あります。クリップ ナットまたはケージ ナットはアクセサリ キットには付属していないので、お客様

ご自身で用意していただく必要があります。

シャーシのモデルによっては、次のシャーシ設置キットもアクセサリ キットに含まれる場合がありま

す。

 • ラックマウント シェルフ キット（Catalyst 6509 および Catalyst 6509-E）。ラックマウント シェル

フ キットは、シャーシの L 型ブラケットをラックエンクロージャに固定する間、シャーシの重量

を支えるために使用します。

 • ゴム製脚取り付けキット（Catalyst 6509-E アクセサリ キットのみ）。Catalyst 6509-E シャーシを

棚または机に自立型ユニットとして設置する場合は、このキットを取り付けることができます。

アクセサリ キットには次のものも含まれます。

 • ケーブル ガイド：この 2 個のケーブル ガイドは、シャーシのラックマウント ブラケットをラック

の支柱に固定するものと同じネジを使用して、シャーシの前面に取り付けることができます。

 • 電源装置ブランク パネル：シャーシのエアーフローと EMI シールドを保つため、使われていない

電源装置ベイには電源装置ブランク パネルを取り付ける必要があります。
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  Catalyst 6509 または Catalyst 6509-E スイッチ シャーシの設置
Catalyst 6509 および Catalyst 6509-E スイッチの L 型ブラケット

Catalyst 6509 および Catalyst 6509-E スイッチ シャーシは、シャーシの前面両側に 2 個の L 型ブラ

ケットが取り付けられた状態で出荷されます。L 型ブラケットは、図 3-9 に示すように、10 本の M3 
さらネジ（両側に 5 本ずつ）を使用してシャーシに固定されています。

（注） もう 1 つの設置方法として、L 型ブラケットを逆にしてシャーシの背面に取り付けることもできます。

（注） Catalyst 6509 および Catalyst 6509-Eスイッチの L 型ブラケットは、左側用と右側用を区別するために 
L と R のマークが付いています。

図 3-9 Catalyst 6509 および Catalyst 6509-E スイッチ シャーシの L 型ブラケット

1 M4 さらネジ（× 10） 2 ラックマウント L 型ブラケット（× 2）

28
03

87

FAN
STATUS

INPUT
OK

FAN
OK

OUTPUT
FAIL

o

1

2

3

4

5

6

7

8

9

8 PORT GIGABIT ETHERNET

WS-X6408

1

LIN
K

STA
TUS 2 3 4 5 6 7 8

LIN
K

LIN
K

LIN
K

LIN
K

LIN
K

LIN
K

LIN
K

8 PORT GIGABIT ETHERNET

WS-X6408

1

LIN
K

STA
TUS 2 3 4 5 6 7 8

LIN
K

LIN
K

LIN
K

LIN
K

LIN
K

LIN
K

LIN
K

24 PORT 100FX

WS-X6224

STA
TUS

24 PORT 100FX

WS-X6224

STA
TUS

24 PORT 100FX

WS-X6224

STA
TUS

24 PORT 100FX

WS-X6224

STA
TUS

1

LIN
K

2

LIN
K

3

LIN
K

4

LIN
K

5

LIN
K

6

LIN
K

7

LIN
K

8

LIN
K

9

LIN
K

10

LIN
K

11

LIN
K

12

LIN
K

13

LIN
K

14

LIN
K

15

LIN
K

16

LIN
K

17

LIN
K

18

LIN
K

19

LIN
K

20

LIN
K

21

LIN
K

22

LIN
K

23

LIN
K

24

LIN
K

1

LIN
K

2

LIN
K

3

LIN
K

4

LIN
K

5

LIN
K

6

LIN
K

7

LIN
K

8

LIN
K

9

LIN
K

10

LIN
K

11

LIN
K

12

LIN
K

13

LIN
K

14

LIN
K

15

LIN
K

16

LIN
K

17

LIN
K

18

LIN
K

19

LIN
K

20

LIN
K

21

LIN
K

22

LIN
K

23

LIN
K

24

LIN
K

1

LIN
K

2

LIN
K

3

LIN
K

4

LIN
K

5

LIN
K

6

LIN
K

7

LIN
K

8

LIN
K

9

LIN
K

10

LIN
K

11

LIN
K

12

LIN
K

13

LIN
K

14

LIN
K

15

LIN
K

16

LIN
K

17

LIN
K

18

LIN
K

19

LIN
K

20

LIN
K

21

LIN
K

22

LIN
K

23

LIN
K

24

LIN
K

1

LIN
K

2

LIN
K

3

LIN
K

4

LIN
K

5

LIN
K

6

LIN
K

7

LIN
K

8

LIN
K

9

LIN
K

10

LIN
K

11

LIN
K

12

LIN
K

13

LIN
K

14

LIN
K

15

LIN
K

16

LIN
K

17

LIN
K

18

LIN
K

19

LIN
K

20

LIN
K

21

LIN
K

22

LIN
K

23

LIN
K

24

LIN
K

1 2
3-22
Catalyst 6500 シリーズ スイッチ インストレーション ガイド

OL-5781-07-J



第 3 章      スイッチの設置

  Catalyst 6509 または Catalyst 6509-E スイッチ シャーシの設置        
3 RU ラックマウント シェルフ キットの取り付け

3 RU ラックマウント シェルフ キットは、Catalyst 6509 および Catalyst 6509-E スイッチ シャーシの

アクセサリ キットに含まれています。シャーシをラックに設置する前に、このキットを取り付ける必

要があります。シェルフ キットは、シャーシをラックに設置して固定する間、シャーシの重量を支え

ます。

シェルフ キットの取り付け方法については、「3 RU ラックマウント シェルフ キットの取り付け」

（P.3-47）を参照してください。

シャーシのラックへの取り付け

（注） シャーシは、ANSI/EIA 310-D 規格および ETS 300-119 規格に適合する装置ラックに取り付けるよう

に設計されています。

警告 シャーシは必ず 2 人で持ち上げてください。けがをしないように、背中はまっすぐにして、背中では
なく足に力を入れて持ち上げます。ステートメント 164

ヒント この手順は、3 人で行うことを推奨します。

装置ラックにスイッチ シャーシを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 シャーシの両側にそれぞれ 1 人が付き、片方の手でシャーシのハンドルを持ち、もう一方の手をシャー

シ背面に添えてバランスを取ります。2 人の呼吸を合わせてシャーシをゆっくり持ち上げます。急に向

きを変えたり、動かしたりして、けがをしないように注意してください。

ステップ 2 シャーシの後端を、ラックマウント シェルフ キット レールの端に載せてから、慎重にシャーシをラッ

クに完全に挿入します。

ステップ 3 シャーシの L 型ブラケットの穴と位置が合うラック支柱の穴を確認します。ラック支柱の穴に既にネ

ジ山が切られている場合は、ネジが 10-32 または 12-24 のどちらであるかを確認します。ラック支柱の

穴にネジ山が切られていない場合は、8 個または 10 個（両側に 4 個または 5 個ずつ）の 10-32 または 
12-24 のクリップ ナットまたはケージ ナットをラック支柱の穴に取り付けて、取り付け用のネジを受

け入れます。

（注） クリップ ナットまたはケージ ナットは、シャーシに付属するアクセサリ キットには含まれま

せん。お客様ご自身で用意していただく必要があります。

ステップ 4 オプションのケーブル ガイド アセンブリの一方または両方を取り付ける場合は、図 3-10 に示すよう

に、ケーブル ガイドの取り付け穴がラックマウント ブラケットの穴およびラック支柱の穴と一致する

ように、ケーブル ガイドの位置を調節します。

ステップ 5 少なくとも 8 本の 10-32 または 12-24 のネジ（両側に 4 本ずつ）を、ケーブル ガイド取り付け穴、

ラックマウント L 型ブラケットの穴、ラック支柱の穴を通してクリップ ナットに取り付け、ケーブル 
ガイドとシャーシをラックの支柱に固定します。ネジをしっかりと締めます。
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第 3 章      スイッチの設置        

  Catalyst 6509 または Catalyst 6509-E スイッチ シャーシの設置
図 3-10 Catalyst 6509 スイッチまたは Catalyst 6509-E スイッチ シャーシのラックへの設置
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第 3 章      スイッチの設置

  Catalyst 6509 または Catalyst 6509-E スイッチ シャーシの設置        
次の作業

シャーシを決められた位置に取り付けた後、次の手順に従って設置作業を完了します。

 • シャーシをシステムのアースに接続します。「システム アースの確立」（P.3-52） を参照してくださ

い。

 • 電源装置を取り付けて、電源に接続します。電源装置の取り付けおよび接続の方法については、第 
4 章を参照してください。

 • ネットワーク インターフェイス ケーブルをスーパーバイザ エンジンおよびモジュールに接続しま

す。ネットワーク インターフェイス ケーブルを接続する前に、トランシーバの取り付けが必要な

場合があります。「インターフェイス ケーブルの取り付け」（P.3-61） を参照してください。

 • シャーシの電源を入れて、設置の結果を確認します。「スイッチ シャーシのインストレーションの

確認」（P.3-85） を参照してください。

オプションの設置キット

Catalyst 6509-E スイッチ シャーシのアクセサリ キットには、オプションのゴム製脚取り付けキットが

含まれます。このキットには、シャーシを棚や机の上に設置できるようにシャーシの底面に 4 個のス

リップ防止用ゴム製脚を取り付けるために必要な部品が含まれます。ゴム製脚の取り付け方法について

は、「ゴム製脚キットの取り付け」（P.3-50）を参照してください。

23 インチ Telco スタイル ラック用のセンター ラックマウント キットを、Catalyst 6509 および 
Catalyst 6509-E スイッチ シャーシの両方でオプションとして使用できます。このキットはアクセサリ 
キットには含まれませんが、別途注文可能な品目（部品番号 WS-C6597=）として入手できます。設置

手順はキットに付属しています。
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第 3 章      スイッチの設置        

  Catalyst 6509-NEB または Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシの設置
Catalyst 6509-NEB または Catalyst 6509-NEB-A スイッ
チ シャーシの設置

ここでは、Catalyst 6509-NEB または Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシをラック アセンブリに

設置し、オプションのケーブル ガイドを取り付ける手順について説明します。

設置アクセサリ キット

Catalyst 6509-NEB および Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシは、標準の開放型または密閉型 19 
インチ ラックに設置するように設計されています。どちらのシャーシも、通常は、工場から出荷され

る時点で、19 インチ ラックマウント L 型ブラケットがあらかじめ左右前面に取り付けられています。

アクセサリ キットに付属する 10-32 x 0.75 インチのネジと 12-24 x 0.75 インチのネジを使用して、

シャーシをラックエンクロージャに固定します。

（注） 製造元によっては、10-32 または 12-24 のどちらかのネジに合わせてネジ山の切られた穴が、ラックの

支柱にあらかじめ設けられている場合があります。ラックの支柱にネジ穴がない場合は、10-32 または 
12-24 のクリップ ナットまたはケージ ナットを取り付けて、ラックマウントのネジを固定する必要が

あります。クリップ ナットまたはケージ ナットはアクセサリ キットには付属していないので、お客様

ご自身で用意していただく必要があります。

シャーシのモデルによっては、次のシャーシ設置キットがアクセサリ キットに含まれる場合がありま

す。

 • ラックマウント シェルフ キット（Catalyst 6509-NEB および Catalyst 6509-NEB-A）。ラックマウ

ント シェルフ キットは、シャーシの L 型ブラケットをラックエンクロージャに固定する間、

シャーシの重量を支えるために使用します。

 • スタビライザ ブラケット キット（Catalyst 6509-NEB のみ）。Catalyst 6509-NEB スイッチをラッ

クに設置しない場合は、シャーシの底面にスタビライザ ブラケットを取り付ける必要があります。

スタビライザ ブラケットは、スイッチ シャーシを倒れにくくする効果があります。

Catalyst 6509-NEB のアクセサリ キットには次のものも含まれます。

 • ケーブル ガイド× 1：オプションのケーブル ガイドをシャーシの前面に取り付けることができま

す。

 • 電源装置ブランク パネル：シャーシのエアーフローと EMI シールドを保つため、使われていない

電源装置ベイには電源装置ブランク パネルを取り付ける必要があります。

Catalyst 6509-NEB-A のアクセサリ キットには次のものも含まれます。

 • ケーブル マネジメント システム：オプションのケーブル マネジメント キットを、シャーシの前面

上部に取り付けることができます。

 • 電源装置ブランク パネル：シャーシのエアーフローと EMI シールドを保つため、使われていない

電源装置ベイには電源装置ブランク パネルを取り付ける必要があります。
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第 3 章      スイッチの設置

  Catalyst 6509-NEB または Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシの設置        
Catalyst 6509-NEB スイッチの L 型ブラケットおよびオプションのケー
ブル ガイド

Catalyst 6509-NEB スイッチ シャーシは、シャーシ前面の両側に 2 個の L 型ブラケットを取り付けた

状態で出荷されます。L 型ブラケットは、図 3-12 に示すように、8 本の M4 さらネジ（両側に 4 本ず

つ）を使用してシャーシに固定されています。

（注） もう 1 つの設置方法として、L 型ブラケットを逆にしてシャーシの背面に取り付けることもできます。

（注） Catalyst 6509-NEB の L 型ブラケットのネジ穴には、+ と - マークが付いています。ブラケットは

シャーシの左側または右側のどちらにも取り付けることができます。一方の側ではブラケットの + の
穴、もう一方の側では - の穴を使用します。

オプションのケーブル ガイドを使用する場合は、アクセサリ キットに付属する M4 ネジを 4 本使用し

て、シャーシの前面に取り付けます （図 3-11 を参照）。

図 3-11 Catalyst 6509-NEB スイッチ シャーシへの L 型ブラケットおよびシャーシ ガイドの取り付け
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第 3 章      スイッチの設置        

  Catalyst 6509-NEB または Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシの設置
Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシの L 型ブラケット

Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシは、シャーシ前面の両側に 2 個の L 型ブラケットを取り付け

た状態で出荷されます。L 型ブラケットは、図 3-12 に示すように、14 本の M3 さらネジ（両側に 7 本
ずつ）を使用してシャーシに固定されています。必要であれば、これらのブラケットをシャーシの背面

に取り付けることもできます。

図 3-12 Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシの L 型ブラケット

3 RU ラックマウント シェルフ キットの取り付け

3 RU ラックマウント シェルフ キットは、Catalyst 6509-NEB および Catalyst 6509-NEB-A スイッチ 
シャーシのアクセサリ キットに含まれています。シャーシをラックに設置する前に、このキットを取

り付ける必要があります。シェルフ キットは、シャーシをラックに設置する間、シャーシの重量を支

えます。

シェルフ キットの取り付け方法については、「3 RU ラックマウント シェルフ キットの取り付け」

（P.3-47）を参照してください。
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第 3 章      スイッチの設置

  Catalyst 6509-NEB または Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシの設置        
シャーシのラックへの取り付け

ここでは、Catalyst 6509-NEB または Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシを 19 インチ ラックエ

ンクロージャに設置する手順について説明します。

（注） シャーシは、ANSI/EIA 310-D 規格および ETS 300-119 規格に適合する装置ラックに取り付けるよう

に設計されています。

警告 シャーシは必ず 2 人で持ち上げてください。けがをしないように、背中はまっすぐにして、背中では
なく足に力を入れて持ち上げます。ステートメント 164

ヒント この手順は、3 人で行うことを推奨します。

装置ラックにスイッチ シャーシを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 シャーシの両側にそれぞれ 1 人が付き、片方の手でシャーシのハンドルを持ち、もう一方の手をシャー

シ背面に添えてバランスを取ります。2 人の呼吸を合わせてシャーシをゆっくり持ち上げます。急に向

きを変えたり、動かしたりして、けがをしないように注意してください。

ステップ 2 シャーシの後端を、ラックマウント シェルフ キット レールの端に載せてから、慎重にシャーシをラッ

クに完全に挿入します。

ステップ 3 シャーシの L 型ブラケットの穴と位置が合うラック支柱の穴を確認します。ラック支柱の穴に既にネ

ジ山が切られている場合は、ネジが 10-32 または 12-24 のどちらであるかを確認します。ラック支柱の

穴にネジ山が切られていない場合は、8 個または 10 個（両側に 4 個または 5 個ずつ）の 10-32 または 
12-24 のクリップ ナットまたはケージ ナットをラック支柱の穴に取り付けて、取り付け用のネジを受

け入れます。

（注） クリップ ナットまたはケージ ナットは、シャーシに付属するアクセサリ キットには含まれま

せん。お客様ご自身で用意していただく必要があります。

ステップ 4 図 3-13 に示すように、少なくとも 8 本の 10-32 または 12-24 のネジ（両側に 4 本ずつ）を、ケーブル 
ガイド取り付け穴、ラックマウント L 型ブラケットの穴、ラック支柱の穴を通してクリップ ナットに

取り付け、ケーブル ガイドとシャーシをラックの支柱に固定します。ネジをしっかりと締めます。
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第 3 章      スイッチの設置        

  Catalyst 6509-NEB または Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシの設置
図 3-13 Catalyst 6509-NEB スイッチまたは Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシのラックへの設

置

1 12-24 または 10-32 のラック取り付けネジ

（× 10）
2 シェルフ ブラケット
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第 3 章      スイッチの設置

  Catalyst 6509-NEB または Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシの設置        
ケーブル マネジメント システムの取り付け（Catalyst 6509-NEB-A のみ）

ここでは、Catalyst 6509-NEB-A スイッチにケーブル マネジメント システム（CABLETRAY-09）を

取り付ける手順を説明します。

（注） ケーブル マネジメント システムは、拡張ケーブル ガイドを取り付けた状態で出荷されますが、付属品

の標準ケーブル ガイドを使用することもできます。拡張ケーブル ガイドは、10/100 ケーブルを使用す

るイーサネットおよびファスト イーサネット モジュール（24 ～ 48 ポート）とともに使用します。標

準ケーブル ガイドは、光ファイバおよび同軸ケーブルを使用する低ポート密度モジュール（16 ポート

まで）とともに使用します。ケーブル マネジメント システムを取り付けてから、ケーブル ガイドを交

換することを推奨します。交換手順については、「ケーブル ガイドの交換」（P.3-33）を参照してくださ

い。

ケーブル マネジメント システムを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 ケーブル マネジメント システムをシャーシに当て（図 3-14を参照）、非脱落型ネジを締めます。

ステップ 2 ヒンジがシャーシにきちんと重なっていることを確認し、6-32 ネジを 4 本使用して背面プレートを

シャーシに固定します。

図 3-14 Catalyst 6509-NEB-A ケーブル マネジメント システムの取り付け 

（注） ケーブル ガイドにケーブルを通すには、前面パネルを取り外し、モジュールにインターフェイ

ス ケーブルを取り付けます。インターフェイス ケーブルの取り付け手順については、「イン

ターフェイス ケーブルの取り付け」（P.3-61）を参照してください。
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第 3 章      スイッチの設置        

  Catalyst 6509-NEB または Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシの設置
ステップ 3 前面パネルの 2 本の非脱落型ネジを緩めます （図 3-15 を参照）。

図 3-15 前面パネルの取り外し 

ステップ 4 前面パネルを取り外し、脇へ置きます。

ステップ 5 モジュールにインターフェイス ケーブルを取り付け、ケーブル ガイドにケーブルを通します。

ステップ 6 前面パネルの上部をケーブル ガイドにかぶせるように配置して、前面パネルを取り付けます。

ステップ 7 2 本の非脱落型ネジを締めます （図 3-15 を参照）。
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第 3 章      スイッチの設置

  Catalyst 6509-NEB または Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシの設置        
ケーブル ガイドの交換

ケーブル マネジメント システムのケーブル ガイドを交換する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 前面パネルの 2 本の非脱落型ネジを緩めます （図 3-16 を参照）。

図 3-16 前面パネルの取り外し 

ステップ 2 前面パネルを取り外し、脇へ置きます。

ステップ 3 ケーブル ガイドを背面パネルに固定している 2 本のネジを取り外し、ケーブル ガイドを持ち上げて背

面パネルから取り外します （図 3-17 を参照）。

図 3-17 ケーブル ガイドの取り外し 
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第 3 章      スイッチの設置        

  Catalyst 6509-NEB または Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシの設置
ステップ 4 標準ケーブル ガイドの縁を背面パネルに固定して、ケーブル ガイドを背面パネルに取り付けます 
（図 3-17 を参照）。

ステップ 5 2 本のネジを取り付けて、ケーブル ガイドを背面プレートに固定します （図 3-17 を参照）。

（注） 前面パネルを取り付ける前に、モジュールにインターフェイス ケーブルを取り付け、ケーブル 
ガイドにケーブルを通します。インターフェイス ケーブルの取り付け手順については、「イン

ターフェイス ケーブルの取り付け」（P.3-61）を参照してください。

ステップ 6 モジュールにインターフェイス ケーブルを取り付け、ケーブル ガイドにケーブルを通します。

ステップ 7 前面パネルの上部をケーブル ガイドに掛けて、前面パネルを取り付けます。

ステップ 8 2 本の非脱落型ネジを締めます （図 3-18 を参照）。

図 3-18 前面パネルの取り付け
S

U
P

E
R

V
IS

O
R

2

W
S

-X
6K

-S
U

P
2-2G

E

STATUSSYSTEM

S
U

P
E

R
V

IS
O

R
2

W
S

-X
6K

-S
U

P
2-2G

E

STATUSSYSTEM

S
W

IT
C

H
 F

A
B

R
IC

 M
D

L STATUS

W
S

-C
6500-S

F
M

S
W

IT
C

H
 F

A
B

R
IC

 M
D

L STAT

W
S

-C
6500-S

F
M

O
C

12 P
O

S
 M

M

O
S

M
-40C

12-P
O

S
-M

M

STATUS

O
C

12 P
O

S
 M

M

O
S

M
-40C

12-P
O

S
-M

M

STATUS

O
C

12 P
O

S
 M

M

O
S

M
-40C

12-P
O

S
-M

M

STATUS

8
 P

O
R

T
 O

C
3
 P

O
S

 M
M

O
S

M
-8

O
C

3
-P

O
S

 M
M

STATUS

8
 P

O
R

T
 O

C
3
 P

O
S

O
S

M
-8

O
C

3
-P

O
S

 M
M

STATUS

99
97

0
FAN

STATUS

FAN
1

FAN
2

3-34
Catalyst 6500 シリーズ スイッチ インストレーション ガイド

OL-5781-07-J



第 3 章      スイッチの設置

  Catalyst 6509-NEB または Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシの設置        
次の作業

シャーシを決められた位置に取り付けた後、次の手順に従って設置作業を完了します。

 • シャーシをシステムのアースに接続します。「システム アースの確立」（P.3-52） を参照してくださ

い。

 • 電源装置を取り付けて、電源に接続します。電源装置の取り付けおよび接続の方法については、第 
4 章を参照してください。

 • ネットワーク インターフェイス ケーブルをスーパーバイザ エンジンおよびモジュールに接続しま

す。ネットワーク インターフェイス ケーブルを接続する前に、トランシーバの取り付けが必要な

場合があります。「インターフェイス ケーブルの取り付け」（P.3-61） を参照してください。

 • シャーシの電源を入れて、設置の結果を確認します。「スイッチ シャーシのインストレーションの

確認」（P.3-85） を参照してください。

オプションの設置キット

Catalyst 6509-NEB アクセサリ キットには、オプションのスタビライザ ブラケット取り付けキットが

付属しています。このキットには、シャーシをラックではなく棚や机の上に設置するときにシャーシの

安定性が増すように、シャーシの底面に 2 個のブラケットを取り付けるために必要な部品が含まれま

す。スタビライザ ブラケットの取り付け方法については、「スタビライザ ブラケット キットの取り付

け」（P.3-50）を参照してください。
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第 3 章      スイッチの設置        

  Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシの設置
Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシの設置
ここでは、Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシをラック アセンブリに設置し、オプションのケーブル 
ガイド システムを取り付ける手順について説明します。

設置アクセサリ キット

Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシは、標準の開放型または密閉型 19 インチ ラックに設置するよう

に設計されています。シャーシの左右前面には、出荷される時点で、19 インチ ラックマウント L 型ブ

ラケットがあらかじめ取り付けられています。アクセサリ キットに付属する 10-32 x 0.75 インチのネ

ジと 12-24 x 0.75 インチのネジを使用して、シャーシをラックエンクロージャに固定します。

（注） 製造元によっては、10-32 または 12-24 のどちらかのネジに合わせてネジ山の切られた穴が、ラックの

支柱にあらかじめ設けられている場合があります。ラックの支柱にネジ穴がない場合は、10-32 または 
12-24 のクリップ ナットまたはケージ ナットを取り付けて、ラックマウントのネジを固定する必要が

あります。クリップ ナットまたはケージ ナットはアクセサリ キットには付属していないので、お客様

ご自身で用意していただく必要があります。

アクセサリ キットにはラックマウント シェルフ キットが含まれます。ラックマウント シェルフ キッ

トは、シャーシの L 型ブラケットをラックエンクロージャに固定する間、シャーシの重量を支えるた

めに使用します。

Catalyst 6509-V-E スイッチのアクセサリ キットには次のものも含まれます。

 • ケーブル マネジメント システム：オプションのケーブル マネジメント システムを、シャーシの前

面に取り付けることができます。

 • 電源装置ブランク パネル：シャーシのエアーフローと EMI シールドを保つため、使われていない

電源装置ベイには電源装置ブランク パネルを取り付ける必要があります。

Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシの L 型ブラケット

Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシは、シャーシ前面の両側に 2 個の L 型ブラケットを取り付けた状

態で出荷されます。各 L 型ブラケットは、図 3-19 に示すように、14 本の M4 さらネジ（両側に 7 本ず

つ）を使用してシャーシに固定されています。

（注） もう 1 つの設置方法として、L 型ブラケットを逆にしてシャーシの背面に取り付けることもできます。
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第 3 章      スイッチの設置

  Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシの設置     
図 3-19 Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシの L 型ブラケット

3 RU ラックマウント シェルフの取り付け

3 RU ラックマウント シェルフは、Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシのアクセサリ キットに含まれ

ています。シャーシをラックに設置する前に、このキットを取り付ける必要があります。シェルフ 
キットは、シャーシをラックに設置する間、シャーシの重量を支えます。

シェルフ キットの取り付け方法については、「3 RU ラックマウント シェルフ キットの取り付け」

（P.3-47）を参照してください。
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第 3 章      スイッチの設置        

  Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシの設置
シャーシのラックへの取り付け

ヒント この手順は、3 人で行うことを推奨します。

注意 ラックにシャーシを取り付ける場合、取り付けがしやすいように、シャーシを空の状態にする必要

があります。

警告 シャーシは必ず 2 人で持ち上げてください。けがをしないように、背中はまっすぐにして、背中では
なく足に力を入れて持ち上げます。ステートメント 164

装置ラックにスイッチ シャーシを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 シャーシの両側にそれぞれ 1 人が付き、片方の手でシャーシのハンドルを持ち、もう一方の手をシャー

シ背面に添えてバランスを取ります。2 人の呼吸を合わせてシャーシをゆっくり持ち上げます。急に向

きを変えたり、動かしたりして、けがをしないように注意してください。

ステップ 2 次のようにしてラック内のシャーシの位置を決めます。

a. シャーシの前面（前面パネル）をラックの前面に向ける場合、支柱の間にシャーシを背面から収

め、シャーシをシェルフ ブラケット上に置いてから、慎重にシャーシをラックに挿入します。

b. シャーシの背面をラックの前面に向ける場合、支柱の間にシャーシを前面から収め、シャーシを

シェルフ ブラケット上に置いてから、慎重にシャーシをラックに挿入します。

ステップ 3 L 型ブラケットの穴（マウント ホール）を装置ラックの穴に合わせます。

ステップ 4 L 型ブラケットの取り付け穴から装置ラックの支柱のネジ穴に、8 本または 10 本（片側 4 本または 5 
本ずつ）の 12-24 x 3/4 インチまたは 10-32 x 3/4 インチのネジを差し込んで固定します （図 3-20 を参

照）。

ステップ 5 巻き尺と水準器を使用して、シャーシがまっすぐ水平に取り付けられているかどうかを確認します。
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図 3-20 Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシのラックへの設置

1 12-24 または 10-32 のラック取り付けネジ

（× 10）
2 シェルフ ブラケット
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  Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシの設置
ケーブル マネジメント システムの取り付け（省略可能）

Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシのアクセサリ キットに含まれるオプションのケーブル マネジメ

ント システムは、スイッチ シャーシの前面に取り付けます。このケーブル マネジメント システムは、

Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシでのみ使用できます。

（注） ケーブル マネジメント システムを取り付けると、シャーシ全体の奥行きが 6.8 インチ（17.3 cm）長く

なります（取り付けネジの外側まで）。

シャーシにケーブル マネジメント システムを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 梱包材からケーブル マネジメント アセンブリを取り出します。

ステップ 2 ケーブル マネジメント アセンブリに付属する 4 本の 6-32 ネジが入った袋があることを確認します。

ステップ 3 ケーブル マネジメント アセンブリの内側にある 2 本の非脱落型ネジを緩め、支点を中心にケーブル ガ
イド アセンブリを回転させて、取り付けブラケットから外します （図 3-21 を参照）。

ステップ 4 ケーブル マネジメント アセンブリをシャーシの前面に配置し、取り付けブラケットの 4 つのネジ穴と

シャーシの対応するネジ穴の位置を合わせて、4 本の 6-32 ネジでケーブル マネジメント アセンブリを

決められた位置に固定します （図 3-21 を参照）。

図 3-21 Catalyst 6509-V-E ケーブル マネジメント アセンブリの取り付け
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第 3 章      スイッチの設置

  Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシの設置     
ステップ 5 ヒンジを軸にケーブル マネジメント アセンブリを回転させて、アセンブリの背面プレートがシャーシ

にぴったりとつくようにします。2 本の非脱落型ネジを使用して、シャーシの前面の決められた位置に

ケーブル マネジメント アセンブリを固定します （図 3-22 を参照）。

図 3-22 シャーシの前面へのケーブル マネジメント アセンブリの固定

1 ケーブル ガイド アセンブリ 2 6-32 ネジ（× 4）
3 取り付けブラケット

1 非脱落型ネジ（× 2）

1

28
03
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  Catalyst 6513 スイッチ シャーシの設置
次の作業

シャーシを決められた位置に取り付けた後、次の手順に従って設置作業を完了します。

 • シャーシをシステムのアースに接続します。「システム アースの確立」（P.3-52） を参照してくださ

い。

 • 電源装置を取り付けて、電源に接続します。電源装置の取り付けおよび接続の方法については、第 
4 章を参照してください。

 • ネットワーク インターフェイス ケーブルをスーパーバイザ エンジンおよびモジュールに接続しま

す。ネットワーク インターフェイス ケーブルを接続する前に、トランシーバの取り付けが必要な

場合があります。「インターフェイス ケーブルの取り付け」（P.3-61） を参照してください。

（注） ケーブル マネジメント システムを使用してネットワーク インターフェイス ケーブルを配線す

る場合は、「Catalyst 6509-V-E ケーブル マネジメント システムの使用」（P.3-79）を参照して

ください。

 • シャーシの電源を入れて、設置の結果を確認します。「スイッチ シャーシのインストレーションの

確認」（P.3-85） を参照してください。

オプションの設置キット

Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシにはオプションの設置キットはありません。

Catalyst 6513 スイッチ シャーシの設置
ここでは、Catalyst 6513 スイッチ シャーシをラック アセンブリに設置し、オプションのケーブル ガイ

ド アセンブリを取り付ける手順について説明します。

設置アクセサリ キット

Catalyst 6513 スイッチ シャーシは、標準の開放型または密閉型 19 インチ ラックに設置するように設

計されています。シャーシの左右前面には、工場から出荷される時点で、19 インチ ラックマウント ブ
ラケットがあらかじめ取り付けられています。アクセサリ キットに付属する 10-32 x 0.75 インチのネ

ジと 12-24 x 0.75 インチのネジを使用して、シャーシをラックに固定します。

（注） 製造元によっては、10-32 または 12-24 のどちらかのネジに合わせてネジ山の切られた穴が、ラックの

支柱にあらかじめ設けられている場合があります。ラックの支柱にネジ穴がない場合は、10-32 または 
12-24 のクリップ ナットまたはケージ ナットを取り付けて、ラックマウントのネジを固定する必要が

あります。クリップ ナットまたはケージ ナットはアクセサリ キットには付属していないので、お客様

ご自身で用意していただく必要があります。
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  Catalyst 6513 スイッチ シャーシの設置     
アクセサリ キットには次のシャーシ設置キットも含まれます。

 • ラックマウント シェルフ キット。ラックマウント シェルフ キットは、シャーシの L 型ブラケット

をラックエンクロージャに固定する間、シャーシの重量を支えるために使用します。

 • スタビライザ ブラケット キット。Catalyst 6513 スイッチをラックに設置しない場合は、シャーシ

の底面にスタビライザ ブラケットを取り付ける必要があります。スタビライザ ブラケットは、ス

イッチ シャーシを倒れにくくする効果があります。

アクセサリ キットには次のものも含まれます。

 • オプションの 2 個のケーブル ガイド：この 2 個のケーブル ガイドは、シャーシのラックマウント 
L 型ブラケットをラックの支柱に固定するものと同じネジ（10-32 または 12-24）を使用して、

シャーシの左右前面に取り付けることができます。

 • 電源装置ブランク パネル：シャーシのエアーフローと EMI シールドを保つため、使われていない

電源装置ベイには電源装置ブランク パネルを取り付ける必要があります。

Catalyst 6513 スイッチ シャーシの L 型ブラケット

Catalyst 6513 スイッチ シャーシは、シャーシ前面の両側に 2 個の L 型ブラケットを取り付けた状態で

出荷されます。L 型ブラケットは、図 3-23 に示すように、14 本の M3 さらネジ（両側に 7 本ずつ）を

使用してシャーシに固定されています。

（注） もう 1 つの設置方法として、L 型ブラケットを逆にしてシャーシの背面に取り付けることもできます。
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  Catalyst 6513 スイッチ シャーシの設置
図 3-23 Catalyst 6513 スイッチ シャーシの L 型ブラケット

3 RU ラックマウント シェルフ キットの取り付け

3 RU ラックマウント シェルフ キットは、Catalyst 6513 スイッチ シャーシのアクセサリ キットに含ま

れています。シャーシをラックに設置する前に、このキットを取り付ける必要があります。シェルフ 
キットは、シャーシをラックに設置する間、シャーシの重量を支えます。

シェルフ キットの取り付け方法については、「3 RU ラックマウント シェルフ キットの取り付け」

（P.3-47）を参照してください。
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  Catalyst 6513 スイッチ シャーシの設置     
シャーシのラックへの取り付け

ヒント この手順は、3 人で行うことを推奨します。

注意 ラックにシャーシを取り付ける場合、取り付けがしやすいように、シャーシを空の状態にする必要

があります。

警告 シャーシは必ず 2 人で持ち上げてください。けがをしないように、背中はまっすぐにして、背中では
なく足に力を入れて持ち上げます。ステートメント 164

装置ラックにスイッチ シャーシを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 シャーシの両側にそれぞれ 1 人が付き、片方の手でシャーシのハンドルを持ち、もう一方の手をシャー

シ背面に添えてバランスを取ります。2 人の呼吸を合わせてシャーシをゆっくり持ち上げます。急に向

きを変えたり、動かしたりして、けがをしないように注意してください。

ステップ 2 次のようにしてラック内のシャーシの位置を決めます。

a. シャーシの前面（前面パネル）をラックの前面に向ける場合、支柱の間にシャーシを背面から収

め、シャーシをシェルフ ブラケット上に置いてから、慎重にシャーシをラックに挿入します。

b. シャーシの背面をラックの前面に向ける場合、支柱の間にシャーシを前面から収め、シャーシを

シェルフ ブラケット上に置いてから、慎重にシャーシをラックに挿入します。

ステップ 3 シャーシの L 型ブラケットの穴と位置が合うラック支柱の穴を確認します。ラック支柱の穴に既にネ

ジ山が切られている場合は、ネジが 10-32 または 12-24 のどちらであるかを確認します。ラック支柱の

穴にネジ山が切られていない場合は、8 個または 10 個（両側に 4 個または 5 個ずつ）の 10-32 または 
12-24 のクリップ ナットまたはケージ ナットをラック支柱の穴に取り付けて、取り付け用のネジを受

け入れます。

（注） クリップ ナットまたはケージ ナットは、シャーシに付属するアクセサリ キットには含まれま

せん。お客様ご自身で用意していただく必要があります。

ステップ 4 オプションのケーブル ガイド アセンブリの一方または両方を取り付ける場合は、図 3-24 に示すよう

に、ケーブル ガイドの取り付け穴がラックマウント ブラケットの穴およびラック支柱の穴と一致する

ように、ケーブル ガイドの位置を調節します。

ステップ 5 少なくとも 10 本（両側に 5 本ずつ）の 10-32 または 12-24 ネジを、ケーブル ガイド取り付け穴、ラッ

クマウント L 型ブラケットの穴、ラック支柱の穴を通してクリップ ナットに取り付け、ケーブル ガイ

ドとシャーシをラックの支柱に固定します。ネジをしっかりと締めます。（図 3-24 を参照）。

ステップ 6 巻き尺と水準器を使用して、シャーシがまっすぐ水平に取り付けられているかどうかを確認します。

（注） Catalyst 6513 スイッチをラックに搭載せず、ケーブル ガイド アセンブリを取り付ける場合は、12-24 
または 10-32 のナットを 10 個用意する必要があります。アクセサリ キットに入っているネジと用意し

たナットを使用して、ケーブル ガイド アセンブリを L 型ブラケットに取り付けます。
3-45
Catalyst 6500 シリーズ スイッチ インストレーション ガイド     

OL-5781-07-J



第 3 章      スイッチの設置        

  Catalyst 6513 スイッチ シャーシの設置
図 3-24 ラックへの Catalyst 6513 スイッチ シャーシの取り付け

次の作業

シャーシを決められた位置に取り付けた後、次の手順に従って設置作業を完了します。

 • シャーシをシステムのアースに接続します。「システム アースの確立」（P.3-52） を参照してくださ

い。

 • 電源装置を取り付けて、電源に接続します。電源装置の取り付けおよび接続の方法については、第 
4 章を参照してください。

 • ネットワーク インターフェイス ケーブルをスーパーバイザ エンジンおよびモジュールに接続しま

す。ネットワーク インターフェイス ケーブルを接続する前に、トランシーバの取り付けが必要な

場合があります。「インターフェイス ケーブルの取り付け」（P.3-61） を参照してください。

 • シャーシの電源を入れて、設置の結果を確認します。「スイッチ シャーシのインストレーションの

確認」（P.3-85） を参照してください。

FAN
STATUS

8 PORT GIGABIT ETHERNET

WS-X6408

1

LIN
K

STATUS
2

3
4

5
6

7
8

LIN
K

LIN
K

LIN
K

LIN
K

LIN
K

LIN
K

LIN
K

8 PORT GIGABIT ETHERNET

WS-X6408

1

LIN
K

STATUS
2

3
4

5
6

7
8

LIN
K

LIN
K

LIN
K

LIN
K

LIN
K

LIN
K

LIN
K

8 PORT GIGABIT ETHERNET

WS-X6408

1

LIN
K

STATUS
2

3
4

5
6

7
8

LIN
K

LIN
K

LIN
K

LIN
K

LIN
K

LIN
K

LIN
K

24 PORT 100FX

WS-X6224

STATUS

24 PORT 100FX

WS-X6224

STATUS

24 PORT 100FX

WS-X6224

STATUS

24 PORT 100FX

WS-X6224

STATUS

1

LIN
K

2

LIN
K

3

LIN
K

4

LIN
K

5

LIN
K

6

LIN
K

7

LIN
K

8

LIN
K

9

LIN
K

10

LIN
K

11

LIN
K

12

LIN
K

13

LIN
K

14

LIN
K

15

LIN
K

16

LIN
K

17

LIN
K

18

LIN
K

19

LIN
K

20

LIN
K

21

LIN
K

22

LIN
K

23

LIN
K

24

LIN
K

1

LIN
K

2

LIN
K

3

LIN
K

4

LIN
K

5

LIN
K

6

LIN
K

7

LIN
K

8

LIN
K

9

LIN
K

10

LIN
K

11

LIN
K

12

LIN
K

13

LIN
K

14

LIN
K

15

LIN
K

16

LIN
K

17

LIN
K

18

LIN
K

19

LIN
K

20

LIN
K

21

LIN
K

22

LIN
K

23

LIN
K

24

LIN
K

1

LIN
K

2

LIN
K

3

LIN
K

4

LIN
K

5

LIN
K

6

LIN
K

7

LIN
K

8

LIN
K

9

LIN
K

10

LIN
K

11

LIN
K

12

LIN
K

13

LIN
K

14

LIN
K

15

LIN
K

16

LIN
K

17

LIN
K

18

LIN
K

19

LIN
K

20

LIN
K

21

LIN
K

22

LIN
K

23

LIN
K

24

LIN
K

1

LIN
K

2

LIN
K

3

LIN
K

4

LIN
K

5

LIN
K

6

LIN
K

7

LIN
K

8

LIN
K

9

LIN
K

10

LIN
K

11

LIN
K

12

LIN
K

13

LIN
K

14

LIN
K

15

LIN
K

16

LIN
K

17

LIN
K

18

LIN
K

19

LIN
K

20

LIN
K

21

LIN
K

22

LIN
K

23

LIN
K

24

LIN
K

SUPERVISOR2

WS-X6K-SUP2-2GE

STATUS

SYSTEM

CONSOLE

PW
R M

GMT

RESET

CONSOLE

CONSOLE
PORT
MODE

PCMCIA EJECT

PORT 1
PORT 2

Switch    Load   100%

1%

LIN
K

LIN
K

SUPERVISOR2

WS-X6K-SUP2-2GE

STATUS

SYSTEM

CONSOLE

PW
R M

GMT

RESET

CONSOLE

CONSOLE
PORT
MODE

PCMCIA EJECT

PORT 1
PORT 2

Switch    Load   100%

1%

LIN
K

LIN
K

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

48
12

5

12 x 24

10 x 32
10x

 

L 
3-46
Catalyst 6500 シリーズ スイッチ インストレーション ガイド

OL-5781-07-J



第 3 章      スイッチの設置

  一般的な取り付け手順  
オプションの設置キット

Catalyst 6513 スイッチ シャーシのアクセサリ キットには、オプションのスタビライザ ブラケット取り

付けキットが含まれます。このキットには、シャーシをラックではなく棚や机の上に設置するときに

シャーシの安定性が増すように、シャーシの底面に 2 個のブラケットを取り付けるために必要な部品が

含まれます。スタビライザ ブラケットの取り付け方法については、「スタビライザ ブラケット キット

の取り付け」（P.3-50）を参照してください。

23 インチ Telco スタイル ラック用のセンター ラックマウント キットを、Catalyst 6513 スイッチ 
シャーシでオプションとして使用できます。センター ラックマウント キットはアクセサリ キットには

含まれませんが、別途注文可能な品目（部品番号 WS-6513-RACK-MNT=）として入手できます。設

置手順はキットに付属しています。

一般的な取り付け手順
ここでは、複数の Catalyst 6500 シリーズ シャーシのアクセサリ キットに含まれる 3 種類の取り付け

キットの取り付け手順について説明します。次の手順が含まれます。

 • 「3 RU ラックマウント シェルフ キットの取り付け」（P.3-47）

 • 「ゴム製脚キットの取り付け」（P.3-50）

 • 「スタビライザ ブラケット キットの取り付け」（P.3-50）

3 RU ラックマウント シェルフ キットの取り付け

ここでは、3 RU ラックマウント シェルフ キットの取り付け方法を説明します。このキットには、シェ

ルフ ブラケット、クロスバー ブラケット、およびネジが含まれます。シェルフ ブラケットはラックに

直接取り付け、L 型ブラケットをラックエンクロージャに固定する間、シャーシの重量を支えるために

使用します。ラックマウント シェルフ キットは、次のシャーシの Catalyst 6500 シリーズ スイッチ ア
クセサリ キットの一部として提供されます。

 • Catalyst 6506 および Catalyst 6506-E

 • Catalyst 6509 および Catalyst 6509-E

 • Catalyst 6509-NEB および Catalyst 6509-NEB-A
 • Catalyst 6509-V-E

 • Catalyst 6513

表 3-3 は、ラックマウント シェルフ キットの内容の一覧と説明です。

表 3-3 ラックマウント キットの内容と説明 

品目 数量 説明

ラックマウント シェルフ 
ブラケット

2 ラックの支柱に取り付けて、スイッチ シャーシを搭

載するための棚を形成します。

クロスバー ブラケット 1 2 つのサイド ラックマウント ブラケットの間に取り

付けて補強します。

12-24 x 0.75 インチのバイ

ンダヘッド ネジ

6 12-24 のネジが必要なラックにブラケットを固定しま

す（ブラケットごとに 3 本）。
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第 3 章      スイッチの設置        

  一般的な取り付け手順
（注） このラックマウント キットは、スイッチの Field-Replaceable Unit（FRU; 現場交換可能ユニット）の

交換作業を妨げるような障害物（パワー ストリップなど）があるラックには適していません。

必要な工具

ラックマウント シェルフ キットの取り付けには、次の工具および器具が必要です。

 • No.1 および No.2 プラス ドライバ

 • 3/16 インチ マイナス ドライバ 

 • メジャーおよび水準器

シェルフ ブラケットおよびクロスバー ブラケットの取り付け

（注） 古い装置ラックの多くでは、10-32 または 12-24 のどちらかのネジに合わせてネジ山の切られた穴が、

ラックの支柱にあらかじめ設けられています。新しいラックエンクロージャの支柱の穴には、ネジ山が

切られていない場合があります。このようなラックエンクロージャの支柱では、10-32 または 12-24 の
クリップ ナットまたはケージ ナットを取り付けて、ラックマウントのネジを固定する必要があります。

クリップ ナットまたはケージ ナットはアクセサリ キットには付属していないので、お客様ご自身で用

意していただく必要があります。

シェルフ ブラケットおよびクロスバー ブラケットは、次の手順で取り付けます。

ステップ 1 2 つのシェルフ ブラケットのどちらかをラックにあてて、位置を決めます（図 3-25を参照）。

ステップ 2 12-24 x 3/4 インチまたは 10-32 x 3/4 インチのネジを 3 本使用して、シェルフ ブラケットをラックに

固定します。

ステップ 3 もう 1 つのシェルフ ブラケットもステップ 1 およびステップ 2 の手順で取り付けます。2 つめのシェル

フ ブラケットが最初のブラケットと同じ高さになっていることを確認します。

ステップ 4 M3 ネジを 2 本使って、シェルフ ブラケットの後部にクロスバー ブラケットを取り付けます（図 3-26
を参照）。

10-32 x 0.75 インチのバイ

ンダヘッド ネジ

6 10-32 のネジが必要なラックにブラケットを固定しま

す（ブラケットごとに 3 本）。

M3 x 8 mm のなべネジ 2 クロスバー ブラケットをラックマウント サイド ブラ

ケットに固定します。

表 3-3 ラックマウント キットの内容と説明 （続き）

品目 数量 説明
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第 3 章      スイッチの設置

  一般的な取り付け手順  
図 3-25 シェルフ ブラケットの取り付け

図 3-26 シェルフ ブラケットへのクロスバー ブラケットの取り付け
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第 3 章      スイッチの設置        

  一般的な取り付け手順
ゴム製脚キットの取り付け

ここでは、ゴム製脚キットの取り付け方を説明します。このキットには、4 個のゴム製の脚と取り付け

ネジが含まれます。ゴム製の脚はシャーシの底面に直接取り付けて、シャーシの重量を支えます。ゴム

製脚キットは、次のシャーシの Catalyst 6500 シリーズ スイッチ アクセサリ キットの一部として提供

されます。

 • Catalyst 6506-E

 • Catalyst 6509-E

ゴム製脚キットの取り付けは、次の手順で行います。

ステップ 1 シャーシを片側に傾けて、シャーシの底に手が届くようにします。

ステップ 2 シャーシの底面の隅にあるネジ穴にゴム製脚の 1 つを配置します。

ステップ 3 取り付けキットに含まれる M5 x 12 mm ネジを 1 本使用して、ゴム製脚をシャーシに固定します。

ステップ 4 手順 1 から 3 を繰り返して、シャーシの底面の隅に残りの 3 個のゴム製脚を取り付けます。

ステップ 5 シャーシを直立させて、4 個のゴム製脚がシャーシを支えるようにします。

スタビライザ ブラケット キットの取り付け 
スタビライザ ブラケット キットは、次のシャーシ用のアクセサリ キットに含まれています。

 • Catalyst 6509-NEB スイッチ

 • Catalyst 6513 スイッチ 

Catalyst 6509-NEB または Catalyst 6513 スイッチをラックに設置しない場合は、シャーシの底面にス

タビライザ ブラケットを取り付ける必要があります。スタビライザ ブラケットは、スイッチ シャーシ

を倒れにくくする効果があります。

表 3-4 は、ラックマウント シェルフ キットの内容の一覧と説明です。

（注） この取り付けは、2 人で行ってください。

表 3-4 スタビライザ キットの内容

数量 部品

16 スタビライザ ブラケットをシャーシに固定す

るために使用する M4 さらネジ

2 スタビライザ ブラケット
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第 3 章      スイッチの設置

  一般的な取り付け手順  
スタビライザ ブラケットの取り付け手順は、次のとおりです。

ステップ 1 1 人がシャーシを片側に傾けて支えます。

ステップ 2 シャーシを少し傾けたまま、M4 ネジを 8 本使用して、シャーシの片側にスタビライザ ブラケットを取

り付けます（図 3-27を参照）。

ステップ 3 シャーシを反対側に傾けます。

ステップ 4 もう 1 つのスタビライザ ブラケットを M4 ネジ 8 本を使用してシャーシの反対側に取り付けます。

ステップ 5 両方のスタビライザ ブラケットの上に乗るようにシャーシを下ろします。

図 3-27 スタビライザ ブラケットの取り付け

（注） Catalyst 6513 スイッチ シャーシをラックに搭載せず、オプションのケーブル ガイド アセンブリを取り

付ける場合は、12-24 または 10-32 のナットを 10 個用意する必要があります。アクセサリ キットに

入っているネジと用意したナットを使用して、ケーブル ガイド アセンブリを L 型ブラケットに取り付

けます。
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第 3 章      スイッチの設置        

  システム アースの確立
システム アースの確立 
ここでは、Catalyst 6500 シリーズ スイッチのシステムのアース接続について説明します。

（注） このシステム アースは、NEBS アースとも呼ばれます。

注意 3P AC プラグ（アース付き）だけを使用してシャーシを設置すると、装置に問題が発生したり、

データが破損したりする危険性が、3P AC プラグ（アース付き）と NEBS 準拠のシステム アース

の両方を使用して適切に設置された場合よりもはるかに高くなります。

このシステム（NEBS）アースは、EMI（電磁波干渉）シールド要件に対する追加のアース、およびモ

ジュール上の低電圧装置（DC-DC コンバータ）に対するアースを提供し、補助的な結合およびアース

接続に関する Telcordia Technologies NEBS 要件を満たすことを目的としています。シャーシのシステ

ム アースについては、次の注意事項に従う必要があります。

 • システム（NEBS）アースは、すでに電力アース接続が確立されているその他のラックまたはシス

テムに接続する必要があります。FXS モジュールが取り付けられている場合、またはこの装置が

米国あるいは欧州の電話局に取り付けられている場合は、 システム（NEBS）のアース接続を行う

必要があります。

 • システム（NEBS）アース接続と電源アース接続の両方をアースにつなぐ必要があります。FXS モ
ジュールが取り付けられている場合、またはこの装置が米国あるいは欧州の電話局に取り付けられ

ている場合は、 システム（NEBS）のアース接続を行う必要があります。

 • DC 入力電源装置が搭載されている Catalyst 6503 または Catalyst 6503-E シャーシの場合、入力 
DC 電源コードを DC PEM に接続する前に、システム（NEBS）アースを取り付ける必要がありま

す。Catalyst 6503 または Catalyst 6503-E シャーシに電力を供給する場合、システム（NEBS）
アースを接続する前に、シャーシの電源を切っておく必要があります。AC 入力または DC 入力電

源装置を搭載した Catalyst 6500 シリーズ シャーシの別のモデルにシステム（NEBS）アースを取

り付ける場合は、シャーシの電源を切る必要はありません。

 • 8700 W AC 入力電源装置を Catalyst 6506、Catalyst 6509、または Catalyst 6509-NEB シャーシに

取り付ける場合は、システム アース（NEBS アース）をスイッチ シャーシにではなく、電源装置

に取り付ける必要があります。これは、8700 W 電源装置は奥行きが拡張されているため、これら

のシャーシではシステム アース パッドが電源装置によって隠れてしまうからです。システムの

アース接続ができるように、電源装置の前面プレートにアース ポストが 2 個設けられています。

（注） すべてのケースにおいて、アース接続の方法は、National Electric Code（NEC）の第 250 条に定める

要件またはその地域の法令に準拠する必要があります。シャーシからラック アースまたは Common 
Bonding Network（CBN; 共通ボンディング網）に直接アース接続する場合、6 AWG アース線を使用

することを推奨します。装置ラックも 6 AWG アース線を使用して、CBN に接続する必要があります。

（注） システム（NEBS）アースは、DC 入力電源装置を搭載した Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E 
シャーシのプライマリ セーフティ アースの役割を果たします。これらのシャーシの DC 入力電源装置

には、個別のアースはありません。
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必要な工具と部品

システム アースを接続するには、次の工具と部品が必要です。

 • アース ラグ：2 つのネジ穴がある標準のバレル ラグ。最大 6 AWG ワイヤを取り付けられるもの。

アクセサリ キットに同梱されています。

 • アース用ネジ：M4 x 8 mm（メトリック）なべネジ × 2。アクセサリ キットに同梱されています。

 • アース線：アクセサリ キットには同梱されていません。アース線のサイズは、地域および国内の

設置要件に従ってください。米国で設置する場合は、電源とシステムに応じて、 6 ～ 12 AWG の銅

の導体が必要です。一般に入手可能な 6 AWG 線を推奨します。アース線の長さは、スイッチと

アース設備の間の距離によって決まります。

 • No.  1 プラス ドライバ。

 • アース線をアース ラグに取り付ける圧着工具。

 • アース線の絶縁体をはがすワイヤ ストリッパ。

システムのアース接続手順

次の手順でアース ラグとアース線をアース パッドに接続します。

ステップ 1 ワイヤ ストリッパを使用して、アース線の端の被覆を約 0.75 インチ（19 mm）はぎとります。

ステップ 2 アース線の被覆をはぎとった端をアース ラグの開口端に挿入します。

ステップ 3 アース線をアース ラグのバレルに圧着します。アース線がアース ラグに確実に接続されていることを

確認します。

ステップ 4 スイッチ上のシステム アース パッドから、粘着ラベルをはがします。システム アース パッドの位置

は、Catalyst 6500 シリーズ シャーシでそれぞれ異なります。

図を参考にして、シャーシのシステム アース パッドの位置を確認してください。

 • Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E シャーシ ： 図 3-28

注意 システム（NEBS）アースは、DC 入力電源装置を搭載した Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E 
シャーシのプライマリ セーフティ アースの役割を果たします。システム（NEBS）アースを取り付

けてから DC 電源コードを DC PEM に接続する必要があります。Catalyst 6503 または 
Catalyst 6503-E シャーシがすでに起動している場合、DC 電源を Catalyst 6503 および 
Catalyst 6503-E シャーシから取り外したあと、システム（NEBS）アースを接続する必要がありま

す。

 • Catalyst 6504-E シャーシ ： 図 3-29

 • Catalyst 6506、Catalyst 6509、および Catalyst 6509-NEB シャーシ ： 図 3-30

 • Catalyst 6506-E、Catalyst 6509-E、および Catalyst 6513 シャーシ ： 図 3-31

 • Catalyst 6509-NEB-A および Catalyst 6509-V-E シャーシ ： 図 3-32

ステップ 5 アース パッドの位置にアース ラグを合わせて、金属同士がしっかり接触するようにします。
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  システム アースの確立
（注） Catalyst 6509-NEB-A および Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシには、2 つのシステム アー

ス パッドがあります。片方のパッドがシャーシの左上隅にあり、もう一方のパッドがシャーシ

の右上隅にあります。さらに、両方のシステム アース パッドには、M4 ネジの穴が 3 つあるの

で、システム アース ラグを垂直または水平に取り付けられます。

ステップ 6 2 本の M4 ネジでシャーシにアース ラグを固定します。アース ラグおよびアース線が他のスイッチ 
ハードウェアまたはラック内の機器の妨げにならないようにしてください。

ステップ 7 アース線のもう一方の端を設置場所のアース設備に接続し、スイッチが適切にアースされるようにしま

す。

図 3-28 システム アースの位置（Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E シャーシ）
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第 3 章      スイッチの設置

  システム アースの確立   
図 3-29 システム アースの位置（Catalyst 6504-E シャーシ）
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第 3 章      スイッチの設置        

  システム アースの確立
図 3-30 システム アースの位置（Catalyst 6506、Catalyst 6509、および Catalyst 6509-NEB シャー

シ）
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第 3 章      スイッチの設置

  システム アースの確立   
図 3-31 システム アースの位置（Catalyst 6506-E、Catalyst 6509-E、および Catalyst 6513 シャー

シ）
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第 3 章      スイッチの設置        

  システム アースの確立
図 3-32 システム アースの位置（Catalyst 6509-NEB-A および Catalyst 6509-V-E）
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  システム アースの確立   
8700 W 電源装置へのシステム アースの取り付け

8700 W 電源装置を Catalyst 6506、 Catalyst 6509、または Catalyst 6509-NEB シャーシに取り付ける場

合は、システム アース ラグを電源装置の前面プレートにある 2 本のシステム アース スタッドに取り付

ける必要があります。これは、8700 W 電源装置は奥行きが拡張されているため、このスイッチ シャー

シではシステム アース パッドが電源装置によって隠れてしまうからです。

システム アース ラグおよびアース線を電源装置のアース スタッドに取り付ける手順は、次のとおりで

す。

ステップ 1 ワイヤ ストリッパを使用して、アース線の端の被覆を約 0.75 インチ（19 mm）はぎとります。

ステップ 2 アース線の被覆をはぎとった端をアース ラグの開口端に挿入します。

ステップ 3 アース線をアース ラグのバレルに圧着します。アース線がアース ラグに確実に接続されていることを

確認します。

ステップ 4 電源装置上の 2 本のシステム アース スタッドから、M4 ナット、分割リング ワッシャ、フラット ワッ

シャを取り外します。

ステップ 5 8700 W 電源装置の前面プレートにアース ラグを 2 本のシステム アース スタッド上に取り付けます 
（図 3-33 を参照）。アース ラグおよびアース線が他のスイッチ ハードウェアまたはラック内の機器の妨

げにならないようにしてください。

ステップ 6 それぞれのシステム アース スタッドにフラット ワッシャと分割リング ワッシャを 1 つずつ取り付けま

す。システム アース ラグとワッシャを M4 ナット 2 個で所定の位置に固定します。

ステップ 7 アース線のもう一方の端を設置場所のアース設備に接続し、スイッチが適切にアースされるようにしま

す。
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  システム アースの確立
図 3-33 8700 W 電源装置へのシステム アース ラグの取り付け
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  スイッチ シャーシへの電源装置の取り付け   
スイッチ シャーシへの電源装置の取り付け
シャーシの第 2 の電源装置（AC または DC）は、スイッチ シャーシとは別に梱包されています。電源

装置をパッケージから取り出し、「AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け」（P.4-2）または「DC 
入力電源装置の取り外しおよび取り付け」（P.4-15）を参照して、スイッチに取り付け、設置場所の電

源に接続します。コンフィギュレーションに適した電源装置（AC 入力または DC 入力および正しい

ワット数）があることを確認します。

（注） 1 つのシャーシに AC 入力電源装置と DC 入力電源装置を混在させることができます。

インターフェイス ケーブルの取り付け
ここでは、スーパーバイザ エンジンおよびモジュールにインターフェイス ケーブルを取り付ける場合

の一般的な手順を説明します。

（注） モジュールについての詳細は、『Catalyst 6500 Series Switch Module Guide』を参照してください。

スーパーバイザ エンジンのコンソール ポートの接続

ここでは、スーパーバイザ エンジンのコンソール ポートに端末またはモデムを接続する手順を説明し

ます。

スーパーバイザ エンジン上のコンソール ポートは次の用途に使用できます。

 • CLI（コマンドライン インターフェイス）を使用してスイッチを設定する。

 • ネットワークの統計データおよびエラーを監視する。

 • SNMP（簡易ネットワーク管理プロトコル）エージェント パラメータを設定する。

 • ソフトウェア アップデートをスイッチにダウンロードする。またはフラッシュ メモリ内のソフト

ウェア イメージを接続デバイスに配布する。

スーパーバイザ エンジンの前面パネルにあるコンソール ポートを図 3-34に示します。

図 3-34 スーパーバイザ エンジンのコンソール ポート コネクタ
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第 3 章      スイッチの設置        

  インターフェイス ケーブルの取り付け
（注） コンソール ポートに端末またはモデムを接続するために必要なケーブルおよびアダプタは、Catalyst 
6500シリーズ スイッチに付属のアクセサリ キットに入っています。

付属品のケーブルおよびアダプタを使用してコンソール ポートに端末を接続する手順は、次のとおり

です。

ステップ 1 コンソール ポート モード スイッチを inの位置にします（出荷時のデフォルト）。

ステップ 2 RJ-45 to RJ-45 ケーブルおよび RJ-45 to DB-25 DTE アダプタまたは RJ-45 to DB-9 DTE アダプタ

（[Terminal] のラベル）を使用してポートに接続します。

ステップ 3 ケーブル ガイドにケーブルを収めます（ケーブル ガイドを使用する場合）。ケーブルが折れ曲がってい

ないことを確認します。

ステップ 4 端末のマニュアルを調べて、ボー レートを確認します。端末のボー レートがコンソール ポートのデ

フォルトのボー レート（9,600 ボー）と一致していなければなりません。端末を次のように設定しま

す。

 • 9600 ボー

 • 8 データ ビット

 • パリティなし

 • 2 ストップ ビット

Catalyst 5000 ファミリーの Supervisor Engine III コンソール ケーブルを使用する場合は、次の手順で

端末を接続します。

ステップ 1 コンソール ポート モード スイッチを outの位置にします。

ステップ 2 Supervisor Engine III ケーブルおよびその端末の接続に適したアダプタを使用して、ポートに接続しま

す。

ステップ 3 ケーブル ガイドにケーブルを収めます（ケーブル ガイドを使用する場合）。ケーブルが折れ曲がってい

ないことを確認します。

ステップ 4 端末のマニュアルを調べて、ボー レートを確認します。端末のボー レートがコンソール ポートのデ

フォルトのボー レート（9,600 ボー）と一致していなければなりません。端末を次のように設定しま

す。

 • 9600 ボー

 • 8 データ ビット

 • パリティなし

 • 2 ストップ ビット
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  インターフェイス ケーブルの取り付け   
コンソール ポートにモデムを接続する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 コンソール ポート モード スイッチを inの位置にします。

ステップ 2 RJ-45 to RJ-45 ロールオーバー ケーブルおよび RJ-45 to DB-25 DCE アダプタ（[Modem] のラベル）

を使用してポートに接続します。

ステップ 3 ケーブル ガイドにケーブルを収めます（ケーブル ガイドを使用する場合）。ケーブルが折れ曲がってい

ないことを確認します。

スーパーバイザ エンジンのアップリンク ポートの接続

ここでは、スーパーバイザ エンジンのアップリンク ポートに接続する手順を説明します。スーパーバ

イザ エンジンの種類とアップリンク ポートの対応については、表 3-5 を参照してください。

警告 接続されていない光ファイバ ケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されている可
能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでください。ス
テートメント 1051

警告 クラス 1 レーザー製品です。ステートメント 1008

（注） 2 台のスーパーバイザ エンジンを冗長構成で使用する場合、冗長（スタンバイ）側のスーパーバイザ 
エンジンのアップリンク ポートはアクティブで、シャーシ内の他のポートと同様に通常のトラフィッ

クに使用できます。

表 3-5 スーパーバイザ エンジンのアップリンク ポートの取り付け 

スーパーバイザ エンジン アップリンク ポート 手順

スーパーバイザ エンジン 2 2 個のアップリンク ポート。両方のポートに GBIC トラン

シーバを取り付ける必要があります。

「GBIC トランシーバ 
アップリンク ポートの取

り付けとケーブル接続」

（P.3-64）
スーパーバイザ エンジン 32 WS-SUP32-GE-3B：9 個のアップリンク ポート。8 個の

ポートには 1000BASE-X SFP トランシーバを取り付ける

必要があります。1 個のポートは RJ-45 コネクタを備えた 
10/100/1000 ポートです。

WS-SUP32-10GE-3B：3 個のアップリンク ポート。2 個
のポートには 10GBASE XENPAK トランシーバを取り付

ける必要があります。1 個のポートは RJ-45 コネクタを備

えた 10/100/1000 ポートです。

「光 SFP トランシーバ 
アップリンク ポートの取

り付けとケーブル接続」

（P.3-67）

「銅線 SFP トランシーバ 
アップリンク ポートの取

り付けとケーブル接続」

（P.3-69）

「10GBASE-X XENPAK 
トランシーバ アップリン

ク ポートの取り付けと

ケーブル接続」（P.3-71）
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  インターフェイス ケーブルの取り付け
GBIC トランシーバ アップリンク ポートの取り付けとケーブル接続

注意 ケーブル、コネクタ、または SFP トランシーバ内の光インターフェイスを損傷する恐れがあるた

め、光ファイバ ケーブルが接続されたまま GBIC トランシーバ モジュールの取り付けまたは取り外

しを行わないことを強く推奨します。SFP トランシーバの取り外しまたは取り付けを行う前に、す

べてのケーブルを外してください。

注意 GBIC トランシーバの取り外しおよび取り付けを行うと、耐用年数が短くなる可能性があります。

絶対に必要な場合以外は GBIC トランシーバの取り外しおよび取り付けを行わないでください。

スーパーバイザ エンジン 32 
PISA

WS-S32-GE-PISA：9 個のアップリンク ポート。8 個の

ポートには 1000BASE-X SFP トランシーバを取り付ける

必要があります。1 個のポートは RJ-45 コネクタを備えた 
10/100/1000 ポートです。

WS-S32-10GE-PISA：3 個のアップリンク ポート。2 個
のポートには 10GBASE XENPAK トランシーバを取り付

ける必要があります。1 個のポートは RJ-45 コネクタを備

えた 10/100/1000 ポートです。

「光 SFP トランシーバ 
アップリンク ポートの取

り付けとケーブル接続」

（P.3-67）

「銅線 SFP トランシーバ 
アップリンク ポートの取

り付けとケーブル接続」

（P.3-69）

「10GBASE-X XENPAK 
トランシーバ アップリン

ク ポートの取り付けと

ケーブル接続」（P.3-71）
スーパーバイザ エンジン 720 3 個のアップリンク ポート。2 個のポートには 

1000BASE-X GBIC トランシーバを取り付ける必要があ

ります。1 個のポートは RJ-45 コネクタを備えた 
10/100/1000 ポートです。

「GBIC トランシーバ 
アップリンク ポートの取

り付けとケーブル接続」

（P.3-64）
スーパーバイザ エンジン 
720-10GE

5 個のアップリンク ポート。2 個のポートには SFP トラン

シーバを取り付ける必要があります。1 個のポートは 
RJ-45 コネクタを備えた 10/100/1000 ポートです。2 個の

ポートには 10GBASE X2 トランシーバを取り付ける必要

があります。

「光 SFP トランシーバ 
アップリンク ポートの取

り付けとケーブル接続」

（P.3-67）

「銅線 SFP トランシーバ 
アップリンク ポートの取

り付けとケーブル接続」

（P.3-69）

「10GBASE-X X2 トラン

シーバ アップリンク ポー

トの取り付けとケーブル

接続」（P.3-75）

表 3-5 スーパーバイザ エンジンのアップリンク ポートの取り付け （続き）

スーパーバイザ エンジン アップリンク ポート 手順
3-64
Catalyst 6500 シリーズ スイッチ インストレーション ガイド

OL-5781-07-J



第 3 章      スイッチの設置

  インターフェイス ケーブルの取り付け   
注意 GBIC トランシーバ モジュールは静電気の影響を受けやすいデバイスです。GBIC トランシーバを

扱うとき、またはモジュールに接触するときは、静電気防止用リスト ストラップまたは類似のアー

ス デバイスを必ず使用してください。

GBIC トランシーバ アップリンク ポートを取り付けてケーブルを接続する手順は、次のとおりです

（図 3-35を参照）。

ステップ 1 静電気防止用リスト ストラップを、手首と静電気防止用アース コネクタまたはシャーシのベア メタル

表面に取り付けます。

ステップ 2 GBIC トランシーバを保護パッケージから取り出します。

（注） この手順内で指示されるまで、光ファイバ ケーブル用の穴からダスト プラグを外さないでくだ

さい。

ステップ 3 GBIC トランシーバ本体に貼付されているラベルを見て、ネットワークに適合するモデルであることを

確認します。

ステップ 4 GBIC トランシーバの上面を示す、送信（TX）と受信（RX）のマーキングを確認します。

（注） 一部の GBIC トランシーバでは TX と RX の代わりに、GBIC トランシーバ コネクタから出る

矢印（送信方向すなわち TX）およびコネクタに向かう矢印（受信方向すなわち RX）がマーキ

ングされています。

ステップ 5 GBIC トランシーバをソケット開口部の前に配置し、ソケットに差し込んで、GBIC トランシーバ モ
ジュール コネクタをソケット コネクタに確実にはめ込みます。

（注） 光 GBIC トランシーバの場合は、ダスト プラグを取り外して光接続を行う前に、次のガイドラインに

従ってください。

 • 接続の準備ができるまで、未接続の光ファイバ ケーブル コネクタおよびトランシーバの光ファイ

バ ケーブル用の穴には常に保護用ダスト プラグを付けておきます。

 • 接続の直前に、SC コネクタの終端を必ず点検および清掃してください 

 • 光ファイバケーブルを抜き差しするときは、SC コネクタをしっかりつかんでください。

ステップ 6 ネットワーク インターフェイス ケーブルの SC コネクタからダスト プラグを外します。ダスト プラグ

は将来の使用に備えて保管しておいてください。

ステップ 7 SC コネクタの光ファイバ終端を点検および清掃します （「光ファイバ コネクタの清掃」（P.B-38）を参

照）。

ステップ 8 GBIC トランシーバの光ファイバ ケーブル用の穴からダスト プラグを取り外します。

ステップ 9 ネットワーク インターフェイス ケーブルの SC コネクタを GBIC トランシーバにただちに接続します。
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ステップ 10 1000BASE-T GBIC トランシーバを銅線ネットワークに接続する手順は、次のとおりです。

注意 GR-1089 の建物内雷サージ耐性要件に適合するためには、アースとシールド付きのカテゴリ 5 ツイ

ストペア ケーブルを使用する必要があります。

a. カテゴリ 5 ネットワーク ケーブルの RJ-45 コネクタを GBIC トランシーバに差し込みます。

（注） 1000BASE-T 対応のサーバ、ワークステーション、またはルータに接続する場合は、カテ

ゴリ 5 ツイストペア ストレート ケーブルを 4 本、GBIC トランシーバ ポートに対して使用

します。1000BASE-T 対応のスイッチまたはリピータに接続する場合は、カテゴリ 5 の ツ
イストペア クロス ケーブルを 4 本使用します。

b. ネットワーク ケーブルのもう一方の端を、1000BASE-T 対応ターゲット デバイスの RJ-45 ポート

に差し込みます。

ステップ 11 ポート ステータス LED を確認します。

 • GBIC トランシーバとターゲット デバイスがリンクを確立した場合は、LED はグリーンに点

灯します。

 • GBIC がネットワークトポロジを検出し、ループを検索している間は、LED はオレンジに点灯

します。このプロセスには約 30 秒を要し、その後 LED はグリーンに変わります。

 • LED が消灯している場合は、ターゲット デバイスがオンになっていないか、ケーブルに障害

があるか、またはターゲット デバイスに取り付けられているアダプタに問題がある可能性が

あります。

図 3-35 スーパーバイザ エンジンのアップリンク ポートの接続

（注） LX/LH GBICにMMF（マルチモード ファイバ）を接続して使用する場合は、GBIC と MMF ケーブル

との間にパッチ コードを取り付ける必要があります。
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第 3 章      スイッチの設置

  インターフェイス ケーブルの取り付け   
光 SFP トランシーバ アップリンク ポートの取り付けとケーブル接続

注意 ケーブル、コネクタ、または SFP トランシーバ内の光インターフェイスを損傷する恐れがあるた

め、光ファイバ ケーブルが接続されたまま SFP トランシーバ モジュールの取り付けまたは取り外

しを行わないことを強く推奨します。SFP トランシーバの取り外しまたは取り付けを行う前に、す

べてのケーブルを外してください。

注意 SFP トランシーバの取り外しおよび取り付けを行うと、耐用年数が短くなる可能性があります。絶

対に必要な場合以外は SFP トランシーバの取り外しおよび取り付けを行わないでください。

注意 SFP トランシーバ モジュールは静電気の影響を受けやすいデバイスです。SFP トランシーバを扱う

とき、またはモジュールに接触するときは、静電気防止用リスト ストラップまたは類似のアース デ
バイスを必ず使用してください。

光 SFP トランシーバ アップリンク ポートを取り付けてケーブルを接続する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 静電気防止用リスト ストラップを、手首と、シャーシの静電気防止用アース コネクタまたは適切に

アースされたベア メタル表面に取り付けます。

ステップ 2 光 SFP トランシーバ モジュールを保護パッケージから取り出します。

（注） この手順内で指示されるまで、光ファイバ ケーブル用の穴からダスト プラグを外さないでくだ

さい。

ステップ 3 SFP トランシーバ本体に貼付されているラベルを見て、ネットワークに適合するモデルであることを

確認します。

ステップ 4 SFP トランシーバの上面を示す、送信（TX）と受信（RX）のマーキングを確認します。

（注） 一部の SFP トランシーバでは TX と RX の代わりに、SFP トランシーバ コネクタから出る矢印

（送信方向すなわち TX）およびコネクタに向かう矢印（受信方向すなわち RX）がマーキング

されています。

ステップ 5 SFP トランシーバを空きソケットの前に持っていきます。（図 3-36 を参照）。

（注） SFP モジュールのソケット構成はシスコのデバイスごとに異なります。ラッチが上向きまたは

下向きの場合があります。SFP トランシーバを、シスコのデバイスに合わせて正しい向きに取

り付けてください。詳細については、デバイスに付属のハードウェア インストレーション マ
ニュアルを参照してください。
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第 3 章      スイッチの設置        

  インターフェイス ケーブルの取り付け
ステップ 6 ベールクラスプを閉じた（ロックされた）位置のままにし、SFP トランシーバをソケットに差し込ん

で、SFP トランシーバをソケットに確実にはめ込みます。SFP トランシーバのラッチがソケットには

まると、カチッという音がする場合もあります （図 3-39 を参照）。

図 3-36 Supervisor Engine 720 SFP のアップリンク ポート

（注） ダスト プラグを取り外して光接続を行う前に、次のガイドラインに従ってください。

 • 接続の準備ができるまで、未接続の光ファイバ ケーブル コネクタおよびトランシーバの光ファイ

バ ケーブル用の穴には常に保護用ダスト プラグを付けておきます。

 • 接続の直前に、LC コネクタの終端を必ず点検および清掃してください 

 • 光ファイバケーブルを抜き差しするときは、LC コネクタをしっかりつかんでください。

ステップ 7 ネットワーク インターフェイス ケーブルの LC コネクタからダスト プラグを外します。ダスト プラグ

は将来の使用に備えて保管しておいてください。

ステップ 8 LC コネクタの光ファイバ終端を点検および清掃します （光ファイバの点検と清掃の詳細については、

下記のヒントを参照してください）。

ステップ 9 SFP トランシーバの光ファイバ ケーブル用の穴からダスト プラグを取り外します。LC コネクタの光

ファイバ終端を点検および清掃します （「光ファイバ コネクタの清掃」（P.B-38）を参照）。

ステップ 10 ネットワーク インターフェイス ケーブルの LC コネクタを SFP トランシーバにただちに接続します。
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第 3 章      スイッチの設置

  インターフェイス ケーブルの取り付け   
銅線 SFP トランシーバ アップリンク ポートの取り付けとケーブル接続

銅線 SFP トランシーバ（図 3-37 を参照）には、モジュール ソケット内のトランシーバを固定するベー

ルクラスプ ロック機構があります。RJ-45 コネクタは、ネットワークに対するトランシーバのイン

ターフェイス ポイントを提供します。

図 3-37 SFP トランシーバ（銅線）

注意 GR-1089 の建物内雷サージ耐性要件に適合するためには、アースとシールド付きのカテゴリ 5 ツイ

ストペア ケーブルを使用する必要があります。

（注） 1000BASE-T 対応のサーバ、ワークステーション、またはルータに接続する場合は、カテゴリ 5 の ツ
イストペア ストレート ケーブルを SFP トランシーバ ポートに対して 4 本使用します。1000BASE-T 
対応のスイッチまたはリピータに接続する場合は、カテゴリ 5 の ツイストペア クロス ケーブルを 4 本
使用します。

1 RJ-45 3 開いた（ロック解除された）位置のベールク

ラスプ ラッチ機構

2 閉じた（ロックされた）位置のベールクラス

プ ラッチ機構
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第 3 章      スイッチの設置        

  インターフェイス ケーブルの取り付け
銅線 SFP トランシーバを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 静電気防止用リスト ストラップを、手首と、シャーシの静電気防止用アース コネクタまたは適切に

アースされたベア メタル表面に取り付けます。

注意 静電破壊を防ぐため、SFP の側面を持つようにして、コネクタ ピンには触れないでください。

ステップ 2 新しい銅線 SFP を保護パッケージから取り出します。

ステップ 3 SFP トランシーバのマーキングを見て、ネットワークに適合するモデルであることを確認します。

ステップ 4 SFP トランシーバをポート ソケットの開口部の前に持っていきます。

（注） SFP トランシーバのソケット構成はシスコのデバイスごとに異なります。デバイスにより、

SFP トランシーバを取り付けるときに、ベールクラスプをラッチアップまたはラッチダウンの

向きにする必要があります。図 3-38 の左側の図では、ベールクラスプ ラッチ機構を上げて閉

じた（ロックされた）位置にしたラッチアップの向きで SFP を取り付けています。 図 3-38 の
右側の図では、ベールクラスプ ラッチ機構を下げて閉じた（ロックされた）位置にしたラッチ

ダウンの向きで SFP を取り付けています。SFP トランシーバをポート ソケットの前に持って

行くときに、正しい向きになっていることを確認してください。

図 3-38 SFP トランシーバのソケットの向き

ステップ 5 ベールクラスプを閉じた（ロックされた）位置のままにし、SFP トランシーバをソケットに差し込ん

で、SFP トランシーバをソケットに確実にはめ込みます。SFP トランシーバのラッチがソケットには

まると、カチッという音がする場合もあります （図 3-39 を参照）。
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第 3 章      スイッチの設置

  インターフェイス ケーブルの取り付け   
図 3-39 銅線 SFP トランシーバの取り付け

ステップ 6 ネットワーク インターフェイス ケーブルの RJ-45 プラグを SFP RJ-45 コネクタに接続します。

ステップ 7 ポート ステータス LED を確認します。

 • SFP トランシーバとターゲット デバイスがリンクを確立した場合は、LED はグリーンに点灯しま

す。

 • ポートがネットワーク トポロジを検出し、ループの有無を確認している間、LED はオレンジに点

灯します。このプロセスには約 30 秒を要し、その後 LED はグリーンに変わります。

 • LED が消灯している場合は、ターゲット デバイスがオンになっていないか、ケーブルに障害があ

るか、またはターゲット デバイスに取り付けられているアダプタに問題がある可能性があります。

ケーブル接続の問題を解決するには、スイッチのハードウェア ガイドのトラブルシューティング

の項を参照してください。

10GBASE-X XENPAK トランシーバ アップリンク ポートの取り付けとケーブル接続

注意 ケーブル、コネクタ、または XENPAK トランシーバ内の光インターフェイスを損傷する恐れがあ

るため、光ファイバ ケーブルが接続されたまま XENPAK トランシーバの取り付けまたは取り外し

を行わないことを強く推奨します。XENPAK トランシーバの取り外しまたは取り付けを行う前に、

すべてのケーブルを外してください。

注意 XENPAK トランシーバの取り外しおよび取り付けを行うと、耐用年数が短くなる可能性がありま

す。絶対に必要な場合以外は XENPAK トランシーバの取り外しおよび取り付けを行わないでくだ

さい。

注意 XENPAK トランシーバは静電気の影響を受けやすいデバイスです。XENPAK トランシーバを扱う

とき、またはモジュールに接触するときは、静電気防止用リスト ストラップまたは類似のアース デ
バイスを必ず使用してください。
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第 3 章      スイッチの設置        

  インターフェイス ケーブルの取り付け
XENPAK トランシーバ アップリンク ポートを取り付けてケーブルを接続する手順は、次のとおりで

す。

ステップ 1 静電気防止用リスト ストラップを、手首と、静電気防止用アース コネクタまたは適切にアースされた

ベア メタル表面に取り付けます。

ステップ 2 スーパーバイザ エンジンの前面プレートにアップリンク ポートのカバー プレートを固定している 2 本
のねじを緩めて、カバープレートを取り外します。カバー プレートは将来の使用に備えて保管してお

いてください。

ステップ 3 XENPAK トランシーバを保護パッケージから取り出します。

（注） この手順内で指示されるまで、光ファイバ ケーブル用の穴からダスト プラグを外さないでくだ

さい。

ステップ 4 XENPAK トランシーバ本体に貼付されているラベルを見て、ネットワークに適合するモデルであるこ

とを確認します。

ステップ 5 XENPAK トランシーバの上面を示す、送信（TX）と受信（RX）のマーキングを確認します。

（注） 一部の XENPAK トランシーバでは TX と RX の代わりに、XENPAK トランシーバ コネクタか

ら出る矢印（送信方向すなわち TX）およびコネクタに向かう矢印（受信方向すなわち RX）が

マーキングされています。

ステップ 6 XENPAK トランシーバをアップリンク ポートの開口部の前に配置し、開口部に差し込んで、

XENPAK トランシーバの前面プレートがスーパーバイザ エンジンの前面プレートと接触するまで確実

にはめ込みます （図 3-40 を参照）。この手順では、XENPAK トランシーバがスーパーバイザ エンジン

のソケットに完全に収まったことを確認します。
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第 3 章      スイッチの設置

  インターフェイス ケーブルの取り付け   
図 3-40 XENPAK トランシーバの取り付け

ステップ 7 2 個の非脱落型ネジを締め付けて、XENPAK トランシーバをソケット内に固定します。非脱落型ネジ

を斜めに締めたり締め付けすぎたりしないように注意してください。

（注） 光 XENPAK トランシーバの場合は、ダスト プラグを取り外して光接続を行う前に、次のガイドライン

に従ってください。

 • 接続の準備ができるまで、未接続の光ファイバ ケーブル コネクタおよびトランシーバの光ファイ

バ ケーブル用の穴には常に保護用ダスト プラグを付けておきます。

 • 接続の直前に、SC コネクタの終端を必ず点検および清掃してください （光ファイバの点検と清掃

の詳細については、このページ内のヒントを参照してください）。

 • 光ファイバケーブルを抜き差しするときは、LC コネクタをしっかりつかんでください。

ステップ 8 ネットワーク インターフェイス ケーブルの SC コネクタからダスト プラグを外します。ダスト プラグ

は将来の使用に備えて保管しておいてください。

ステップ 9 SC コネクタの光ファイバ終端を点検および清掃します （「光ファイバ コネクタの清掃」（P.B-38）を参

照）。

ステップ 10 XENPAK トランシーバの光ファイバ ケーブル用の穴からダスト プラグを取り外します。

ステップ 11 ネットワーク インターフェイス ケーブルの SC コネクタを XENPAK トランシーバにただちに接続しま

す（図 3-41 を参照）。

ステップ 12 XENPAK-10GB-CX4 トランシーバをネットワークに接続する手順は、次のとおりです。

a. ネットワーク ケーブル InfiniBand 4x コネクタを XENPAK トランシーバ ポートに挿入します

（図 3-42 を参照）。

b. ネットワーク ケーブルのもう一端を InfiniBand 対応のターゲット デバイスに挿入します。
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第 3 章      スイッチの設置        

  インターフェイス ケーブルの取り付け
ステップ 13 ポート ステータス LED を確認します。

 • SFP トランシーバとターゲット デバイスがリンクを確立した場合は、LED はグリーンに点灯しま

す。

 • SFP がネットワークトポロジを検出し、ループを検索している間は、LED はオレンジに点灯しま

す。このプロセスには約 30 秒を要し、その後 LED はグリーンに変わります。

 • LED が消灯している場合は、ターゲット デバイスがオンになっていないか、ケーブルに障害があ

るか、またはターゲット デバイスに取り付けられているアダプタに問題がある可能性があります。

ケーブル接続の問題を解決するには、スイッチのハードウェア ガイドのトラブルシューティング

の項を参照してください。

図 3-41 光 XENPAK トランシーバのケーブル接続

図 3-42 CX4（銅線）XENPAK トランシーバのケーブル接続
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  インターフェイス ケーブルの取り付け   
10GBASE-X X2 トランシーバ アップリンク ポートの取り付けとケーブル接続

10 ギガビット X2 トランシーバには、バネ式のラッチ スリーブまたはバネ機構のないラッチ スリーブ

が付いています。どちらの種類のトランシーバも同じように機能します。

注意 X2 トランシーバは静電気の影響を受けやすいデバイスです。X2 トランシーバを扱うとき、または

システム モジュールに接触するときは、静電気防止用リスト ストラップまたは類似のアース デバ

イスを必ず使用してください。

X2 トランシーバ アップリンク ポートを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 小型のマイナス ドライバを使用して、スーパーバイザ エンジンの前面プレートから X2 トランシーバ 
ポートのカバーを慎重に取り外します。

ドライバの歯を差し込むときは、ポート カバー上の 2 つの矢印を参考にしてください。ポート カバー

は将来の使用に備えて保管しておいてください。

ステップ 2 X2 トランシーバを保護パッケージから取り出します。

（注） この手順内で指示されるまで、光ファイバ ケーブル用の穴からダスト プラグを外さないでくだ

さい。

ステップ 3 X2 トランシーバ本体に貼付されているラベルを見て、ネットワークに適合するモデルであることを確

認します。

ステップ 4 X2 トランシーバを取り付ける手順は、次のとおりです。

a. X2 トランシーバをスーパーバイザ エンジンの前面プレートのトランシーバ ソケットに差し込みま

す （図 3-43 を参照）。そのまま、X2 トランシーバの EMI ガスケットがシステム モジュールの前

面プレートにしっかり接触するまで、X2 トランシーバをソケット内に押し込みます。X2 トラン

シーバがソケット コネクタと接続されます。

b. X2 トランシーバのラッチ スリーブをスーパーバイザ エンジンの前面プレートの方にスライドさ

せ、トランシーバのラッチが完全にかみ合って固定したことを確認します （図 3-43 を参照）。

注意 ラッチが完全にかみ合っていないと、X2 トランシーバが何かの拍子に外れる場合があります。
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図 3-43 10 ギガビット X2 トランシーバの取り付け 

（注） 10 ギガビット X2 トランシーバは、誤った挿入を防ぐために、特定の向きでしか挿入できない

ようになっています。

ステップ 5 光 X2 トランシーバを接続するときは、次の手順を実行します。CX4 X2 トランシーバを接続する場合

は、手順 6 に進んでください。

（注） ダスト プラグを取り外して光接続を行う前に、次のガイドラインに従ってください。

 • 接続の準備ができるまで、未接続の光ファイバ ケーブル コネクタおよびトランシーバの光ファイ

バ ケーブル用の穴には常に保護用ダスト プラグを付けておきます。

 • 接続の直前に、SC コネクタの終端を必ず点検および清掃してください 光ファイバの点検と清掃に

ついては、このページ内のヒントを参考にしてください。

 • 光ファイバケーブルを抜き差しするときは、SC コネクタをしっかりつかんでください。
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a. 光ネットワーク インターフェイス ケーブルの SC コネクタからダスト プラグを外します。ダスト 
プラグは将来の使用に備えて保管しておいてください。

b. SC コネクタの光ファイバ終端を点検および清掃します 「光ファイバ コネクタの清掃」（P.B-38） 
を参照してください。

c. X2 トランシーバの光ファイバ ケーブル用の穴からダスト プラグを取り外します。

d. ネットワーク インターフェイス ケーブルの SC コネクタを X2 トランシーバにただちに接続します 
（光 X2 トランシーバのケーブル接続については図 3-44 を参照してください）。

図 3-44 光 10 ギガビット X2 トランシーバのケーブル接続 

ステップ 6 InfiniBand ケーブル コネクタを CX4 X2 トランシーバ コネクタに取り付けます （図 3-45 を参照）。

InfiniBand ケーブル コネクタが X2 トランシーバと整合していることを確認します。

図 3-45 CX4（銅線）10 ギガビット X2 トランシーバのケーブル接続 
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ステップ 7 InfiniBand ネットワーク ケーブルをシステムのケーブル マネジメント ブラケットを通して慎重に配線

します。図 3-46 は、コネクタが垂れ下がったりねじれたりしない適切な張力と支持が得られるように、

水平ケーブル マネジメント ブラケットまたは垂直ケーブル マネジメント ブラケットを通して 
Infiniband ケーブルを配線する方法を示しています。

（注） CX4 X2 トランシーバのケーブルを接続するときは、ケーブル マネジメント ブラケットを通し

て InfiniBand ケーブルを配線し、適切な張力と支持が得られるようにしてください。

InfiniBand ケーブルは重量があります。適切な支持がないと、InfiniBand ケーブルによって

ケーブル コネクタが垂れ下がったりねじれたりする可能性があります。ケーブルのコネクタと

トランシーバのコネクタが正しく接続されていないと、ケーブル コネクタのピンと CX4 X2 ト
ランシーバのピンの間の接続が途切れる場合があります。

図 3-46 InfiniBand ケーブルの支持 
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Catalyst 6509-V-E ケーブル マネジメント システムの使用 
Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシのオプションのケーブル マネジメント システムは、カテゴリ 5、
6、または 6a の銅線ネットワーク インターフェイス ケーブルまたは光ファイバネットワーク インター

フェイス ケーブルを数百本まで収容できます。このケーブル マネジメント システムの容量を最大にす

るため、次のガイドラインに従ってください。

 • すべてのポートを使用しているシャーシでは、スロット 9（シャーシの左端のスロット）内のモ

ジュールのポートからのネットワーク ケーブルはシャーシの左側から出し、モジュールのスロッ

ト 1（シャーシの右端のスロット）内のモジュールのポートからのネットワーク ケーブルはシャー

シの右側から出し、シャーシのケーブル マネジメント システムではなく部屋のオーバーヘッド 
ケーブル トラフに通します。このようにすると、シャーシの内側のスロットからのケーブルのた

めの余裕ができます（スロット 2 からスロット 8 は、ケーブル マネジメント アセンブリのガイド

を通してからオーバーヘッド トラフに配線します）。

 • ケーブル マネジメント アセンブリを外して下に回転させてファン トレイに手が届くように、各

ネットワーク ケーブルに適切な余裕があることを確認する必要があります。

 • ネットワーク ケーブルをモジュール ポートからケーブル マネジメント ガイドを通して上に配線す

るときは、屈曲が緩やかになるようにケーブルに適切な余裕を持たせることも必要です。屈曲がき

つすぎると、ワイヤが断線したり、コネクタが壊れたりする可能性があります。銅線ケーブルより

過剰な屈曲や不適切な張力によって損傷を受けやすい光ファイバ ケーブルの場合には特に注意が

必要です。

ケーブル マネジメント システムを取り付けた Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシでネットワーク イ
ンターフェイス ケーブルを接続および配線する場合は、次の手順に従います。

ステップ 1 2 本の非脱落型ネジを緩めて、ケーブル マネジメント システムの前面パネル アセンブリを外します 
（図 3-47 を参照）。

ステップ 2 前面パネル アセンブリを上向きに回転させて、ケーブル マネジメント アセンブリの背面にあるスロッ

トから前面パネルのタブを外します （図 3-48 を参照）。これにより 6 個のケーブル ガイドが見えるよ

うになり、ネットワーク インターフェイス ケーブルを配線できます。前面パネルを脇に置きます。
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図 3-47 ケーブル マネジメント前面パネル アセンブリの取り外し

1 前面パネル アセンブリ 2  前面パネル タブ
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図 3-48 ケーブル ガイド アセンブリの背面からの前面パネル タブの切り離し

ステップ 3 ネットワーク ケーブルをシャーシ モジュール ポートの 1 つからケーブル マネジメント ガイドを通し

て部屋のオーバーヘッド ケーブル トラフに配線します。ケーブル ガイドを通してネットワーク イン

ターフェイス ケーブルを配線するときは、ネットワーク ケーブルに適切な余裕を設け、ネットワーク 
ケーブルの屈曲の半径が常に浅く、ケーブル マネジメント アセンブリを下に回転させてシャーシの

ファン トレイ アセンブリに手が届くようにする必要があります。

ヒント ネットワーク インターフェイス ケーブルを整理してできるだけ場所をとらないようにするには、12 
ケーブルを 1 つのバンドルにまとめてみてください（48 ポート モジュールにつき 12 ケーブルのバン

ドルが 4 つ） （図 3-49 を参照）。

28
03

79
3-81
Catalyst 6500 シリーズ スイッチ インストレーション ガイド     

OL-5781-07-J



第 3 章      スイッチの設置        

  インターフェイス ケーブルの取り付け
図 3-49 ケーブル マネジメント アセンブリを通したネットワーク ケーブルの配線

ステップ 4 残りのネットワーク インターフェイス ケーブルについて手順 3 を繰り返します。ケーブル マネジメン

ト ガイドへの残りのネットワーク インターフェイス ケーブルの配線が終了したら、ケーブル マネジメ

ント アセンブリの前面パネルを再び取り付けることができます。

ステップ 5 前面パネル アセンブリの位置を合わせて、前面パネルのタブをケーブル ガイド システムの背面にある

スロットに挿入します （図 3-50 を参照）。

ステップ 6 前面パネル アセンブリを回して下げます。すべてのネットワーク ケーブルが適切に配線されていて前

面パネルから引き出されていること、およびケーブルが挟まれていないことを確認します。前面パネル

の 2 本の非脱落型ネジを締められるように、前面パネルの位置を合わせます。

注意 前面パネル アセンブリを取り付けるときは、すべてのネットワーク ケーブルがケーブル ガイド上

を適切に配線されていること、すべてのネットワーク ケーブルの屈曲の半径が適切に維持されてい

ること、およびケーブル ガイドと前面パネル アセンブリの間に挟まれているネットワーク ケーブ

ルがないことを確認します。

ステップ 7 タブがケーブル ガイド アセンブリの背面のスロットにはまっていることを確認し、前面パネル アセン

ブリの 2 本の非脱落型ネジを締め付けます （図 3-51 を参照）。
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図 3-50 ケーブル ガイド前面パネル アセンブリの取り付け

1 前面パネル アセンブリのタブ 2 スロット
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図 3-51 ケーブル ガイド前面パネル アセンブリの固定
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スイッチ シャーシのインストレーションの確認
次の手順でスイッチ シャーシのインストレーションを確認します。

ステップ 1 各モジュールのイジェクト レバーが完全に閉じていて（前面プレートと平行な状態）、スーパーバイザ 
エンジンおよびすべてのスイッチング モジュールがバックプレーンのコネクタに完全に装着されてい

ることを確認します。

ステップ 2 各モジュール、電源装置、ファン アセンブリの非脱落型ネジを確認し、 緩んでいる非脱落型ネジがあれ

ば締めます。

ステップ 3 空のモジュール スロットすべてにブランクの前面プレートが取り付けられて、プレートの取り付けネ

ジが締まっていることを確認します。ブランクの前面プレートを取り付けると、シャーシのエアーフ

ローが最適になり、電磁波干渉が抑えられます。

警告 ブランクの前面プレートおよびカバー パネルには、3 つの重要な機能があります。シャーシ内の危険
な電圧および電流による感電を防ぐこと、他の装置への EMI の影響を防ぐこと、およびシャーシ内の
空気の流れを適切な状態に保つことです。必ずすべてのカード、前面プレート、前面カバー、および
背面カバーをスロットに正しく取り付けた状態で、システムを運用してください。 
ステートメント 1029

ステップ 4 電源装置のスイッチをオンにして、システムに電力を供給します。電源投入シーケンスの間に、システ

ムは一連のブートアップ診断テストを実行します。

追加のシステム診断テストも実行できます。これらのテストを行うと、システムをネットワークに追加

する前にシステムで完全な健全性チェックを行い、システムの実行中にシステムの健全性を監視するこ

とが可能になります。詳細については、「オンライン診断」（P.3-86）を参照してください。

ヒント 非実働環境でシステムを計画する場合、破壊テストを含むすべての診断テストを行い、事前に

あらゆる障害からシステムを保護することを推奨します。
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オンライン診断

Cisco IOS を実行している Catalyst 6500 シリーズ システムには、多数のレベルのオンライン診断機能

が備わっています。オンライン診断は、次の 4 つのカテゴリに分けられます。

 • ブートアップ：ブートアップ、モジュール 活性挿抜（Online Insertion and Removal; OIR）、また

はバックアップのスーパーバイザ エンジンへの切り替えの間に、ブートアップ診断が自動的に実

行されます。

 • バックグラウンド ヘルス：システムによってモニタリング診断テストが絶えず行われて、システ

ムの健全性を監視します。

 • オンデマンド オンライン診断：オンデマンド オンライン診断は、CLIから任意のテストを行う場

合に使用できます。また、オンデマンド オンライン診断を実行して、システム ハードウェアにつ

いて健全性チェックを行うこともできます。これらのテストの一部には破壊テストがあり、トラ

フィック フローに影響を与えます。疑似障害を避けるためにオンデマンド診断の注意事項には正

確に従う必要があります。

 • スケジュール診断：スケジュール診断は、上記のテストのいずれかをユーザが指定した間隔で実行

する際に使用できます。

オンライン診断テストの詳細およびその実行方法については、『Catalyst 6500 Series Switch Cisco IOS 
Software Configuration Guide』Release 12.2SX の Chapter 51 を参照してください。
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取り外しおよび取り付け手順

（注） このマニュアルでは、Catalyst 6500 シリーズという名称は第 1 章で示されているスイッチ シャーシだ

けを指しています。Catalyst 6000 シリーズ スイッチ（Catalyst 6006 スイッチおよび Catalyst 6009 ス
イッチ）については、『Catalyst 6000 Series Switch Installation Guide』に記載されています。

この章では、Catalyst 6500 シリーズの Field-Replaceable Unit（FRU; 現場交換可能ユニット）の取り

外しおよび取り付け手順を説明します。具体的な内容は次のとおりです。

 • 「AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け」（P.4-2）

 • 「DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け」（P.4-15）

 • 「PEM の取り外しおよび取り付け」（P.4-75）

 • 「ファン アセンブリの取り外しおよび取り付け」（P.4-82）

 • 「Catalyst 6509-NEB-A スイッチまたは Catalyst 6509-V-E へのエア フィルタ アセンブリの取り付

け（オプション）」（P.4-92）

 • 「リモート パワー サイクリング機能用制御線の取り付け（オプション）」（P.4-97）

警告 この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。ステー
トメント 1030

モジュールの取り付けおよび取り外しについては、『Catalyst 6500 Series Switch Module Guide』を参

照してください。 
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AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
ここでは、Catalyst 6500 シリーズ シャーシの AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け方法につい

て説明します。AC 入力電源装置には、3 つの異なるフォーム ファクタがあり、これらは 
Catalyst 6500 シリーズ シャーシどうしでも交換できません。表 4-1 に、AC 入力電源装置、これら AC 
入力電源装置がサポートされるシャーシ、対応する取り外しおよび取り付け手順を示します。

（注） Catalyst 6500 シリーズ シャーシには、電源装置に関する次の制限があります。

 • 6000 W および 8700 W 電源装置を Catalyst 6506、Catalyst 6509、および Catalyst 6509-NEB 
シャーシに取り付けた場合、出力は 4000 W に制限されます。

 • 8700 W 電源装置を Catalyst 6509-NEB-A シャーシに取り付けた場合、出力は 4500 W に制限され

ます。

 • 8700 W 電源装置を Catalyst 6513 シャーシに取り付けた場合、出力は 6000 W に制限されます。

表 4-1 Catalyst 6500 シリーズ AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け手順

電源装置 サポートされるシャーシ 取り外しおよび取り付け手順

950 W（PWR-950-AC）

1400 W（PWR-1400-AC）

Catalyst 6503、Catalyst 6503-E 「950 W および 1400 W AC 入力電源装置の取

り外しおよび取り付け」（P.4-3）

2700 W（PWR-2700W-AC） Catalyst 6504-E 「2700 W AC 入力電源装置の取り外しおよび

取り付け」（P.4-6）
1000 W（WS-CAC-1000W）

1300 W（WS-CAC-1300W）

Catalyst 6506、Catalyst 6509、
Catalyst 6509-NEB

「1000 W、1300 W、2500 W、3000 W、

4000 W、6000 W、および 8700 W AC 入力電

源装置の取り外しおよび取り付け」（P.4-9）
2500 W（WS-CAC-2500W）

3000 W（WS-CAC-3000W）

4000 W（WS-CAC-4000W）

6000 W（WS-CAC-6000W）

8700 W1（WS-CAC-8700W-E）
1. 8700 W 電源装置は、3 スロットおよび 4 スロット シャーシを除く Catalyst 6500 シリーズ シャーシのいずれにも取り付け可能ですが、電

源装置のフォーム ファクタは上記の他の電源装置と若干異なります。フォーム ファクタが異なるため、Catalyst 6506、Catalyst 6509、
Catalyst 6509-NEB シャーシでは、システム アースの接続先をシャーシ アース パッドから電源システムのアース ラグに変更する必要が
あります。

Catalyst 6506、Catalyst 6509、
Catalyst 6509-NEB、

Catalyst 6506-E、Catalyst 6509-E、
Catalyst 6509-NEB、

Catalyst 6509-NEB-A、
Catalyst 6513

「1000 W、1300 W、2500 W、3000 W、

4000 W、6000 W、および 8700 W AC 入力電

源装置の取り外しおよび取り付け」（P.4-9）
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順

  AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
950 W および 1400 W AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け

ここでは、Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E スイッチの 950 W および 1400 W AC 入力電源装置

の取り外しおよび取り付け方法について説明します。内容は次のとおりです。

 • 「必要な工具」（P.4-3）

 • 「950 W または 1400 W AC 入力電源装置の取り外し」（P.4-3）

 • 「950 W または 1400 W AC 入力電源装置の取り付け」（P.4-5）

（注） 950 W および 1400 W AC 入力電源装置が設置できるのは、Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E 
スイッチ シャーシだけです。

必要な工具

電源装置の非脱落型ネジを緩めたり締めたりするために、マイナス ドライバまたは No.2 プラス ドライ

バが必要になることがあります。

950 W または 1400 W AC 入力電源装置の取り外し

警告 システムの稼動時には、バックプレーンに危険な電圧または電流が流れています。保守を行う場
合は注意してください。 ステートメント 1034

（注） 冗長電源装置を備えたシステムでは、システムの稼動中に障害のある電源装置を交換できます。

（注） この手順は、電源装置を取り外す場合だけ適用されます。Power Entry Module（PEM; パワー エン

トリ モジュール）の取り外しに関しての情報は、「PEM の取り外しおよび取り付け」（P.4-75）を参

照してください。

電源装置の取り外し手順は、次のとおりです。

ステップ 1 取り外す電源装置の PEM の電源スイッチをオフ（0）の位置にします。図 4-1 に、Catalyst 6503 およ

び Catalyst 6503-E スイッチ シャーシ上の AC 入力 PEM の位置を示します。

ステップ 2 電源コードを電源から外します。PEM に接続されているときは、電源コードの金属部分に手を触れな

いでください。

ステップ 3 電源コードを PEM の電源から取り外します。PEM に組み込まれている金属部分に手を触れないでく

ださい。

ステップ 4 電源装置の非脱落型ネジを緩めます。Catalyst 6503 および 6503-E スイッチについては、図 4-2 を参

照してください。

ステップ 5 片手で電源装置のハンドルをつかみ、電源装置をシャーシから少し引き出します。もう一方の手を電源

装置の下に添えて（図 4-3 を参照）、電源装置をシャーシから完全に引き出します。

ステップ 6 電源装置ベイを空のままにしておく場合は、ブランク電源装置フィラー プレート（Catalyst 6503 およ

び Catalyst 6503-E スイッチ用の部品番号：800-16727-01）を開口部に取り付け、非脱落型ネジで固定

します。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
図 4-1 Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E スイッチ：PEM の位置

図 4-2 電源装置の非脱落型ネジ
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順

  AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
図 4-3 AC 入力電源装置の取り扱い

950 W または 1400 W AC 入力電源装置の取り付け

AC 入力電源装置の取り付け手順は、次のとおりです。

ステップ 1 システム アースが接続されていることを確認します。

アース接続手順については、「システム アースの確立」（P.3-52）を参照してください。

ステップ 2 必要な場合は、シャーシの電源装置ベイの非脱落型ネジを緩めて、ブランク電源装置フィラー プレー

トをシャーシの電源装置から取り外します。

ステップ 3 片手で電源装置のハンドルを持ちます。もう一方の手を電源装置の下に添えます（図 4-3 を参照）。滑

らせるようにして電源装置を電源装置ベイに入れます。電源装置がベイに完全に装着されていることを

確認します。

ステップ 4 電源装置の非脱落型ネジを確実に締めます。

Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E スイッチについては、図 4-2 を参照してください。

注意 電源装置の非脱落型ネジは必ずしっかりと締め、保護アースの導通を確保してください。

ステップ 5 シャーシの前面で、電源コードを PEM に差し込みます。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
ステップ 6 電源コードのもう一方の端を AC 入力電源に接続します。

注意 電源装置が 2 台搭載されているシステムでは、各電源装置をそれぞれ別の電源に接続してください。

一方の電源に障害が発生しても、もう一方の電源が使用できるはずです。

ステップ 7 PEM の電源スイッチを、オン（|）の位置にします。

ステップ 8 電源装置の正常な動作を確認するために、LED が次の状態になっていることを確認します。

 • INPUT OK LED：グリーン

 • FAN OK LED：グリーン

 • OUTPUT FAIL LED：消灯

LED が電源に問題のあることを示した場合は、「起動時の問題の特定」（P.E-3）のトラブルシューティ

ング情報を参照してください。

2700 W AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け

ここでは、Catalyst 6504-E スイッチの 2700 W AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け方法につ

いて説明します。内容は次のとおりです。

 • 「必要な工具」（P.4-6）

 • 「2700 W AC 入力電源装置の取り外し」（P.4-7）

 • 「2700 W AC 入力電源装置の取り付け」（P.4-8）

警告 システムの稼動時には、バックプレーンに危険な電圧または電流が流れています。保守を行う場合は
注意してください。 ステートメント 1034

（注） 冗長電源装置を備えたシステムでは、システムの稼動中に障害のある電源装置を交換できます。

必要な工具

電源装置の非脱落型ネジを緩めたり締めたりするために、マイナス ドライバまたは No.2 プラス ドライ

バが必要になることがあります。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順

  AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
2700 W AC 入力電源装置の取り外し

2700 W AC 入力電源装置の取り外し手順は、次のとおりです。

ステップ 1 取り外す電源装置の電源スイッチをオフ（0）の位置にします。

ステップ 2 電源コードを電源から外します。電源に接続されているときは、電源コードの金属部分に手を触れない

でください。

ステップ 3 電源コードを電源装置から取り外します。

ステップ 4 電源装置の非脱落型ネジを緩めます （図 4-4 を参照）。

図 4-4 2700 W AC 入力電源装置の非脱落型ネジ

ステップ 5 電源装置の両方のハンドルをつかみ（図 4-5 を参照）、電源装置をシャーシから完全に引き出します。

1 電源オン /オフ スイッチ 4 ステータス LED
2 電源装置ファン 5 AC 入力レセプタクル

3 非脱落型ネジ

15
40

28

ALL FASTENERS MUST BE FULLY ENGAGED

PRIOR TO OPERATING THE POWER SUPPLY

PWR-2700-AC/4

1

2

4

5

3

3
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
図 4-5 2700 W AC 入力電源装置の取り扱い

ステップ 6 電源装置ベイを空のままにしておく場合は、ブランク電源装置フィラー プレート（部品番号：

800-16727-01）を開口部に取り付け、非脱落型ネジで固定します。

2700 W AC 入力電源装置の取り付け

警告 この製品は、設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計されてい
ます。一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。ステートメント 1045

AC 入力電源装置の取り付け手順は、次のとおりです。

ステップ 1 システム アースが接続されていることを確認します。アース接続手順については、「システム アースの

確立」（P.3-52）を参照してください。

ステップ 2 必要な場合は、シャーシの電源装置ベイの非脱落型ネジを緩めて、ブランク電源装置フィラー プレー

トをシャーシの電源装置から取り外します。

ステップ 3 電源装置の電源スイッチがオフ（0）の位置になっていることを確認します。

ステップ 4 電源装置の両方のハンドルをつかみ （図 4-5 を参照）、滑らせるようにして電源装置を電源装置ベイに

入れます。電源装置がベイに完全に装着されていることを確認します。

ステップ 5 電源装置の非脱落型ネジを確実に締めます。

警告 電源装置の非脱落型ネジは必ずしっかりと締め、保護アースの導通を確保してください。ステートメ
ント 289
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  AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
ステップ 6 電源コードを電源装置の AC レセプタクルに差し込みます。

ステップ 7 電源コードのもう一方の端を AC 入力電源に接続します。

注意 電源装置が 2 台搭載されているシステムでは、各電源装置をそれぞれ別の電源回路に接続してくだ

さい。一方の電源に障害が発生しても、もう一方の電源を使用できる可能性が高くなります。

ステップ 8 電源装置の電源スイッチを、オン（|）の位置にします。

ステップ 9 電源装置の正常な動作を確認するために、LED が次の状態になっていることを確認します。

 • INPUT OK LED：グリーン

 • FAN OK LED：グリーン

 • OUTPUT FAIL LED：消灯

LED が電源に問題のあることを示した場合は、「起動時の問題の特定」（P.E-3）のトラブルシューティ

ング情報を参照してください。

1000 W、1300 W、2500 W、3000 W、4000 W、6000 W、および 
8700 W AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け

ここでは、Catalyst 6500 シリーズ スイッチでサポートされている 1000 W、1300 W、2500 W、

3000 W、4000 W、6000 W、および 8700 W AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け方法につい

て説明します。内容は次のとおりです。

 • 「必要な工具」（P.4-9）

 • 「1000 W、1300 W、2500 W、3000 W、4000 W、6000 W、および 8700 W AC 入力電源装置の

取り外し」（P.4-10）

 • 「1000 W、1300 W、2500 W、3000 W、4000 W、6000 W、および 8700 W AC 入力電源装置の

取り付け」（P.4-13）

6 台の電源装置はすべて同じ基本フォーム ファクタのため、取り外しおよび取り付け手順も同じになり

ます。

（注） 8700 W 電源装置を Catalyst 6506、Catalyst 6509、または Catalyst 6509-NEB シャーシに取り付ける

場合は、システムのアース線をシャーシ システムのアース パッドではなく、電源装置のシステム アー

ス ラグに取り付ける必要があります。

（注） 冗長電源装置を備えたシステムでは、システムの稼動中に障害のある電源装置を交換できます。

必要な工具

電源装置の非脱落型ネジを緩めたり締めたりするために、マイナス ドライバまたは No.2 プラス ドライ

バが必要になることがあります。
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  AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
1000 W、1300 W、2500 W、3000 W、4000 W、6000 W、および 8700 W AC 入力電源装
置の取り外し

警告 システムの稼動時には、バックプレーンに危険な電圧または電流が流れています。保守を行う場合は
注意してください。 ステートメント 1034

AC 入力電源装置の取り外し手順は、次のとおりです。

ステップ 1 取り外す電源装置の電源スイッチをオフ（0）の位置にします （図 4-6 を参照）。電源スイッチをオフ

の位置にすると、ロックが解除され、電源装置がシャーシから外れます。

ステップ 2 電源コードを電源から外します。

ステップ 3 8700 W 電源装置を Catalyst 6506、Catalyst 6509、または Catalyst 6509-NEB シャーシからを取り外

す場合は、次のサブステップを実行して、電源装置のシステム アース ポストからシステム アース線を

取り外します。

a. システム アース ラグを電源装置の 2 つのシステム アース ポストに固定している M4 ナット 2 本を

緩めて取り外し、 外した 2 本のナットを脇に置きます。

b. それぞれのポストから 2 つのワッシャを取り外し、脇に置きます。

c. システム アース ラグをシステム アース ポストから取り外し、脇に置きます。

ステップ 4 ケーブル留めのネジを緩めて、取り外す電源装置から電源コードを外します。

（注） 4000 W 電源装置の AC 電源コードは電源装置に固定されているため、取り外せません。

ステップ 5 非脱落型ネジを緩めます （図 4-6 を参照）。

注意 電源装置の取り付けおよび取り外しは、両手で行ってください。Catalyst 6500 シリーズの AC 入力

電源装置の重量は、14.5 ～ 29.0 ポンド（6.58 ～ 13.15 kg）です。
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  AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
図 4-6 AC 入力電源装置の前面パネル

ステップ 6 片手で電源装置のハンドルをつかみ、電源装置をシャーシから少し引き出します。もう一方の手を電源

装置の下に添えて（図 4-7 を参照）、電源装置をシャーシから完全に引き出します。

ステップ 7 電源装置ベイを空のままにしておく場合は、ブランクの前面プレート（部品番号：700-03104-01）を

開口部に取り付け、非脱落型ネジで固定します。

ステップ 8 Catalyst 6506、Catalyst 6509、または Catalyst 6509 NEB シャーシから 8700 W 電源装置を取り外し、

電源システム アース スタッドからシステム（NEBS）アースを外したときに、新しい 8700 W 電源を

取り付けない場合は、システム アース ラグをシャーシ システム アース パッドに取り付け、新しい 
8700 W 電源装置を取り付ける場合は、システム アース ラグをシステム アース スタッドに取り付けて

ください。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
図 4-7 AC 入力電源装置の取り扱い
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順

  AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
1000 W、1300 W、2500 W、3000 W、4000 W、6000 W、および 8700 W AC 入力電源装
置の取り付け

注意 電源装置の取り付けおよび取り外しは、両手で行ってください。Catalyst 6500 シリーズの各 AC 入
力電源装置の重量は、14.5 ～ 40 ポンド（6.6 ～ 18.14 kg）です。

AC 入力電源装置の取り付け手順は、次のとおりです。

ステップ 1 システム アースが接続されていることを確認します。アース接続手順については、「システム アースの

確立」（P.3-52）を参照してください。

（注） 8700 W 電源装置を Catalyst 6506、Catalyst 6509、または Catalyst 6509-NEB シャーシを取り

付ける場合は、システム（NEBS）アース ラグをシャーシのシステム アース パッドではなく電

源装置の前面プレートにあるシステム アース スタッドに取り付ける必要があります。8700 W 
電源装置は奥行きが増しているため、これらの 3 つのシャーシではシステム（NEBS）アース 
パッドが電源装置によって隠れてしまいます。8700 W 電源装置にシステム アースを取り付け

る場合は、「8700 W 電源装置へのシステム アースの取り付け」（P.3-59）を参照してください。

ステップ 2 必要な場合は、シャーシの電源装置ベイの非脱落型ネジを緩めて、ブランクの前面プレート（部品番

号：800-27924-xx）を取り外します。

ステップ 3 電源装置をパッケージから取り出します。

ステップ 4 取り付ける電源装置の電源スイッチがオフ（0）の位置になっていることを確認します （図 4-6 を参

照）。

ステップ 5 片手で電源装置のハンドルを持ちます。もう一方の手を電源装置の下に添えます（図 4-7 を参照）。滑

らせるようにして電源装置を電源装置ベイに入れます。電源装置がベイに完全に装着されていることを

確認します。

ステップ 6 電源装置の非脱落型ネジを締めます （図 4-6 を参照）。

ステップ 7 8700 W 電源装置を Catalyst 6506、Catalyst 6509、または Catalyst 6509-NEB シャーシに取り付ける

場合は、システム（NEBS）アース ラグを電源装置システムのアース スタッドに取り付けます。取り

付け手順については、「8700 W 電源装置へのシステム アースの取り付け」（P.3-59）を参照してくださ

い。

ステップ 8 電源装置に電源コードを差し込み、ケーブル留めのネジを締めます。特定の AC 電源装置でサポートさ

れる AC 電源コードのリストについては、付録 A を参照してください。

（注） 4000 W 電源装置の AC 電源コードは電源装置に固定されています。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  AC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
ステップ 9 電源コードのもう一方の端を AC 入力電源に接続します。

注意 2 台の電源装置または複数の AC 入力を持つ電源装置を備えたシャーシでは、各 AC 電源コードを

それぞれ別の入力電源に接続してください。一方の電源に障害が発生しても、代替電源が使用でき

ます。

ステップ 10 8700 W 電源装置では、電源装置前面プレートの右隅にリレー コントローラ スイッチがあります。

8700 W 電源装置のリモート電源サイクリング機能を使用しない場合、あるいはリモート パワー サイ

クリング機能を取り付けてノーマル オープン（NO）リレーを使用する場合は、スイッチが Down（デ

フォルト）位置にあることを確認してください。Down 位置になっていないと電源装置に電源が投入さ

れません。

ステップ 11 電源装置の電源スイッチをオン（|）の位置にします。電源装置のスイッチをオンにすると、ベイ内に

電源装置がロックされます。

ステップ 12 電源装置の正常な動作を確認するために、前面パネルの LED が、次の状態になっていることを確認し

ます。

 • INPUT OK LED：グリーン

（注） 6000 W および 8700 W 電源装置では、AC 電源コードごとに個別の INPUT LED がありま

す。AC 電源コードが接続されている電源装置の INPUT LED だけが点灯します。

 • FAN OK LED：グリーン

 • OUTPUT FAIL LED：消灯

LED が電源に問題のあることを示した場合は、「起動時の問題の特定」（P.E-3）のトラブルシューティ

ング情報を参照してください。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順

  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
ここでは、Catalyst 6500 シリーズ スイッチの DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け手順を説明

します。内容は次のとおりです。

 • 「950 W DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け」（P.4-15）

 • 「1300 W または 2500 W DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け」（P.4-19）

 • 「2700 W DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け」（P.4-27）

 • 「4000 W DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け」（P.4-36）

（注） DC 電源の戻り線は、システム フレームおよびシャーシ（DC-I）から分離した状態にしておきます。

950 W DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け

ここでは、Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E スイッチの 950 W および 1400 W AC 入力電源装置

の取り外しおよび取り付け方法について説明します。内容は次のとおりです。

 • 「必要な工具」（P.4-15）

 • 「950 W DC 入力電源装置の取り外し」（P.4-16）

 • 「950 W DC 入力電源装置の取り付け」（P.4-18）

（注） 950 W DC 入力電源装置が設置できるのは、Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E スイッチ シャー

シだけです。

必要な工具

電源装置の非脱落型ネジを緩めたり締めたりするために、マイナス ドライバまたは No.2 プラス ドライ

バが必要になることがあります。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
950 W DC 入力電源装置の取り外し

警告 次の作業を行う前に、DC 回路に電気が流れていないことを確認します。すべての電源を確実に切
断するには、DC 回路に給電する DC 電力線の回路ブレーカーまたはヒューズの位置を確認してく
ださい。DC 電力線の回路ブレーカーをオフにして、DC 電力線のヒューズを切り離します。ス
テートメント 322 

警告 システムの稼動時には、バックプレーンに危険な電圧または電流が流れています。保守を行う場
合は注意してください。ステートメント 1034

DC 入力電源装置の取り外し手順は、次のとおりです。

ステップ 1 取り外す電源装置に取り付けられている PEM を確認します（PEM 1 または PEM 2）。その PEM に接

続されている回路への電源がオフになっていることを確認します。

図 4-8 に、Catalyst 6503 スイッチ シャーシ上の DC 入力 PEM の位置を示します。

（注） システム（NEBS）アースは、DC 入力電源装置を搭載した Catalyst 6503 および 
Catalyst 6503-E シャーシのプライマリ セーフティ アースの役割を果たします。これらの

シャーシの DC 入力電源装置には、個別のアースはありません。作業するシャーシにシステム

（NEBS）アースが取り付けられていることを確認してください。

ステップ 2 電源装置の非脱落型ネジを緩めます （図 4-9 を参照）。

ステップ 3 片手で電源装置のハンドルをつかみ、電源装置をシャーシから少し引き出します。もう一方の手を電源

装置の下に添えて（図 4-10 を参照）、電源装置をシャーシから完全に引き出します。

ステップ 4 電源装置ベイを空のままにしておく場合は、ブランク電源装置フィラー プレート（部品番号：

800-16727-01）を開口部に取り付け、非脱落型ネジで固定します。

図 4-8 Catalyst 6503 スイッチ：DC 入力 PEM の位置
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順

  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
図 4-9 950 W DC 入力電源装置の非脱落型ネジ

図 4-10 Catalyst 6503 スイッチ：DC 入力電源装置の取り扱い
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
950 W DC 入力電源装置の取り付け

警告 次の作業を行う前に、DC 回路に電気が流れていないことを確認します。すべての電源を確実に切
断するには、DC 回路に給電する DC 電力線の回路ブレーカーまたはヒューズの位置を確認してく
ださい。DC 電力線の回路ブレーカーをオフにして、DC 電力線のヒューズを切り離します。ス
テートメント 322

950 W DC 入力電源装置の取り付け手順は、次のとおりです。

ステップ 1 システム アースが接続されていることを確認します。アース接続の手順については、「システム アース

の確立」（P.3-52）を参照してください。

（注） システム（NEBS）アースは、DC 入力電源装置を搭載した Catalyst 6503 および 
Catalyst 6503-E シャーシのプライマリ セーフティ アースの役割を果たします。これらの

シャーシの DC 入力電源装置には、個別のアースはありません。作業するシャーシにシステム

（NEBS）アースが取り付けられていることを確認してください。

ステップ 2 電源装置を取り付ける場合、DC PEM に接続している DC 回路への電源がオフになっていることを確

認します。さらに予防策として、回路の作業をしている場合に誤って電源が再投入されないように、電

源回路ブレーカーに適切な安全フラグおよびロックアウト装置を設置するか、または回路ブレーカーの

ハンドルに粘着テープを貼り付けます。

ステップ 3 片手で電源装置のハンドルを持ちます。もう一方の手を電源装置の下に添えます（図 4-10 を参照）。滑

らせるようにして電源装置を電源装置ベイに入れます。電源装置がベイに完全に装着されていることを

確認します。

ステップ 4 電源装置の非脱落型ネジを締めます （図 4-9 を参照）。

注意 電源装置の非脱落型ネジは必ずしっかりと締め、保護アースの導通を確保してください。

注意 電源装置が 2 台搭載されているシステムでは、各電源装置をそれぞれ別の入力電源に接続してくだ

さい。一方の電源に障害が発生しても、もう一方の電源が使用できるはずです。

ステップ 5 DC PEM のすべての配線がきちんと接続されていることを確認します。

ステップ 6 安全フラグ、ロックアウト装置、または回路ブレーカーのスイッチ ハンドルからテープを取り除き、

回路ブレーカーのスイッチ ハンドルをオン（|）の位置にして電源を再投入します。

ステップ 7 電源装置の正常な動作を確認するために、前面パネルの LED が、次の状態になっていることを確認し

ます。

 • INPUT OK LED：グリーン

 • FAN OK LED：グリーン

 • OUTPUT FAIL LED：消灯

LED が電源に問題のあることを示した場合は、「起動時の問題の特定」（P.E-3）を参照してください。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順

  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
1300 W または 2500 W DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け

ここでは、1300 W および 2500 W DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け手順を説明します。内

容は次のとおりです。

 • 「必要な工具」（P.4-19）

 • 「1300 W または 2500 W DC 入力電源装置の取り外し」（P.4-19）

 • 「1300 W または 2500 W DC 入力電源装置の取り付け」（P.4-24）

必要な工具

次の手順を実行するには、マイナス ドライバまたは No.2 プラス ドライバを使用します。電源装置に取

り付けられているケーブル タイを切断するために、カッターも必要になることがあります。

1300 W または 2500 W DC 入力電源装置の取り外し

警告 次の作業を行う前に、DC 回路に電気が流れていないことを確認します。すべての電源を確実に切断
するには、DC 回路に給電する DC 電力線の回路ブレーカーまたはヒューズの位置を確認してくださ
い。DC 電力線の回路ブレーカーをオフにして、DC 電力線のヒューズを切り離します。ステートメ
ント 322

警告 システムの稼動時には、バックプレーンに危険な電圧または電流が流れています。保守を行う場合は
注意してください。ステートメント 1034

警告 装置を設置または交換する際は、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステートメント 
1046

DC 入力電源装置の取り外し手順は、次のとおりです。

ステップ 1 取り外す電源装置の DC 回路への電源がオフになっていることを確認します。さらに予防策として、回

路の作業をしている場合に誤って電源が再投入されないように、電源回路ブレーカーに適切な安全フラ

グおよびロックアウト装置を設置するか、または回路ブレーカーのハンドルに粘着テープを貼り付けま

す。

ステップ 2 取り外す電源装置の電源スイッチをオフ（0）の位置にします。電源スイッチをオフの位置にすると、

ロックが解除され、電源装置がシャーシから外れます。

1300 W DC 電源装置については図 4-11 を、2500 W DC 電源装置については図 4-12 を参照してくださ

い。

ステップ 3 端子ブロック カバーを固定している 2 本のネジを外し、カバーを端子ブロックから取り外します。

1300 W DC 電源装置については図 4-11 を、2500 W DC 電源装置については図 4-12 を参照してくださ

い。
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
ステップ 4 DC 入力導線を次の順序で端子ブロックから外します（1300 W DC 電源装置については図 4-13 を、

2500 W DC 電源装置については図 4-14 を参照してください）。

1. プラス（+）

2. マイナス（–）

3. アース

（注） 1300 W DC 電源装置 DC 電源コード端子ブロックの端子には、上から +、–、アースのラベル

が付いています。2500 W DC 電源装置 DC 電源コード端子ブロックの端子には、上から –、+、
アースのラベルが付いています。

ステップ 5 電源装置の非脱落型ネジを緩めます。

1300 W DC 電源装置については図 4-13 を、2500 W DC 電源装置については図 4-14 を参照してくださ

い。

注意 電源装置の取り付けおよび取り外しは、両手で行ってください。Catalyst 6500 シリーズの各 DC 入
力電源装置の重量は、22 ～ 33 ポンド（10 ～ 15 kg）です。

ステップ 6 片手で電源装置のハンドルをつかみ、電源装置をシャーシから少し引き出します。もう一方の手を電源

装置の下に添えて（図 4-15 を参照）、電源装置をシャーシから完全に引き出し、 電源装置を脇に置きま

す。

ステップ 7 電源装置ベイを空のままにしておく場合は、ブランクの前面プレート（部品番号：700-03104-01）を

開口部に取り付け、非脱落型ネジで固定します。

図 4-11 DC 入力電源装置の前面パネル（WS-CDC-1300W）
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
図 4-12 DC 入力電源装置の前面パネル（WS-CDC-2500W）

図 4-13 端子ブロックへの DC 入力導線の接続（WS-CDC-1300W）
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
図 4-14 端子ブロックへの DC 入力導線の接続（WS-CDC-2500W）
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
図 4-15 DC 入力電源装置の取り扱い
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
1300 W または 2500 W DC 入力電源装置の取り付け

警告 次の作業を行う前に、DC 回路に電気が流れていないことを確認します。すべての電源を確実に切断
するには、DC 回路に給電する DC 電力線の回路ブレーカーまたはヒューズの位置を確認してくださ
い。DC 電力線の回路ブレーカーをオフにして、DC 電力線のヒューズを切り離します。ステートメ
ント 322

警告 装置を設置または交換する際は、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステートメント 
1046

DC 入力電源装置の取り付け手順は、次のとおりです。

ステップ 1 システム アースが接続されていることを確認します。アース接続の手順については、「システム アース

の確立」（P.3-52）を参照してください。

ステップ 2 取り付ける電源装置の DC 回路への電源がオフになっていることを確認します。さらに予防策として、

回路の作業をしている場合に誤って電源が再投入されないように、電源回路ブレーカーに適切な安全フ

ラグおよびロックアウト装置を設置するか、または回路ブレーカーのハンドルに粘着テープを貼り付け

ます。

ステップ 3 取り付ける電源装置の電源スイッチがオフ（0）の位置になっていることを確認します。

1300 W DC 電源装置については図 4-11 を、2500 W DC 電源装置については図 4-12 を参照してくださ

い。

注意 電源装置の取り付けおよび取り外しは、両手で行ってください。Catalyst 6500 シリーズの各 DC 入
力電源装置の重量は、22 ～ 28 ポンド（10 ～ 12.7 kg）です。

ステップ 4 片手で電源装置のハンドルを持ち、もう一方の手を下に添えます。滑らせるようにして電源装置を電源

装置ベイに入れます。電源装置がベイに完全に装着されていることを確認します （図 4-15 を参照）。

ステップ 5 電源装置の非脱落型ネジを締めます （1300 W DC 電源装置については図 4-11 を、2500 W DC 電源装

置については図 4-12 を参照してください）。

ステップ 6 端子ブロック カバーを固定している 2 本のネジを外し、カバーを端子ブロックから取り外します。

1300 W DC 電源装置については図 4-11 を、2500 W DC 電源装置については図 4-12 を参照してくださ

い。
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
ステップ 7 DC 入力導線に適切な端子を取り付けます。端子の最大幅は、0.300 インチ（7.6 mm）です。

（注） 導線は、使用する地域および国の取り付け要件および電気規定に適したサイズのものを使用し

ます。使用できるのは銅線だけです。北米での 2500 W DC 入力電源装置の設置には、90℃ 耐
性の撚りの細かい銅線を使用してください。

ステップ 8 DC 入力導線を次の順序で端子ブロックに接続します（1300 W DC 電源装置については図 4-16、2500 
W DC 電源装置については図 4-17 を参照してください）。

1. アース

2. マイナス（–）

3. プラス（+）

（注） 1300 W DC 電源装置 DC 電源コード端子ブロックの端子には、上から +、–、アースのラベル

が付いています。2500 W DC 電源装置 DC 電源コード端子ブロックの端子には、上から –、+、
アースのラベルが付いています。

ステップ 9 導線がすべて完全に接続されていることを確認し、端子ブロック カバーを再度取り付けます。

注意 DC 入力電源装置の配線後にショートまたは感電が起きないようにするため、必ず端子ブロック カ
バーを再度取り付ける必要があります。

注意 システムに 2 つの電源装置を搭載する場合には、各電源モジュールを個別の電源に接続してくださ

い。一方の電源に障害が発生しても、もう一方の電源が使用できます。

ステップ 10 安全フラグおよびロックアウト装置、または回路ブレーカーのスイッチ ハンドルからテープを取り除

き、回路ブレーカーのスイッチ ハンドルをオン（|）の位置にして電源を再投入します。

ステップ 11 電源装置の電源スイッチをオン（|）の位置にします。電源装置のスイッチをオンにすると、シャーシ

内に電源装置がロックされます。

ステップ 12 電源装置の正常な動作を確認するために、前面パネルの LED が、次の状態になっていることを確認し

ます。

 • INPUT OK LED：グリーン

 • FAN OK LED：グリーン

 • OUTPUT FAIL LED：消灯

LED が電源に問題のあることを示した場合は、「起動時の問題の特定」（P.E-3）を参照してください。
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
図 4-16 DC 入力電源装置のコネクタ（WS-CDC-1300W）

図 4-17 DC 入力電源装置のコネクタ（WS-CDC-2500W）
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
2700 W DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け

ここでは、2700 W DC 入力電源装置の Catalyst 6504-E シャーシでの取り外しおよび取り付け手順を

説明します。内容は次のとおりです。

 • 「必要な工具」（P.4-28）

 • 「2700 W DC 入力電源装置の取り外し」（P.4-29）

 • 「2700 W DC 入力電源装置の取り付け」（P.4-32）

2700 W DC 入力電源は、1350 W または 2700 W で動作させることができます。1350 W で動作させる

場合は、DC 電源コードの 1 つのペアだけを、電源装置の端子ブロックの VE-1 または VE-2 ポスト ペ
アに接続する必要があります。電源装置を 2700 W で動作させる場合は、DC 電源コードの 2 つのペア

を、電源装置の端子ブロックの VE-1 または VE-2 ポスト ペアに接続する必要があります。

（注） 2700 W DC 入力の冗長電源構成を適正に行うには、1 台の 2700 W DC 入力電源装置のすべての DC 電
源が同じバッテリ システム（A フィード）に接続され、もう 1 台の 2700 W DC 入力電源装置のすべて

の DC 電源が別のバッテリ システム（B フィード）に接続されている必要があります。

（注） DC 入力電源装置が複数ある場合、各 DC 入力を専用の回路ブレーカーまたはヒューズで保護する必要

があります。回路ブレーカーまたはヒューズは、電源装置の入力定格および地方自治体または国が定め

る電気規定に適合するサイズのものを使用してください。

図 4-18 に、2700 W 動作用に接続された 2700 W DC 入力電源装置（製品番号 PWR-2700-DC/4）と取

り付け対象のコンポーネントの名称を示します。

（注） この図では、DC 電源コードとアース ケーブルが右側から電源装置に入っています。2 つの DC 電源

コードのペアが表示されているため、この電源装置が 2700 W で動作することがわかります。DC 電源

コードとアース ケーブルは、必要に応じて電源装置の左側から接続することもできます。

この図を参照して、電源装置の取り外しまたは取り付けのときにコンポーネントを確認してください。
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
図 4-18 2700 W DC 入力電源装置の各部
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電源装置の取り外しおよび取り付け手順には次の工具が必要です。

 • No. 2 プラス ネジ用ドライバ 

 • 1/4 インチ スパナまたは 1/4 インチ ナットドライバ

 • ケーブル タイラップを切断するためのワイヤ カッター

DC 電源コードおよびアース ケーブルに端子を取り付けるために他の工具が必要になることもありま

す。さらに、DC 電源コードとアース ケーブルの端子は同梱されていないため、ご自身で購入する必要

があります。

1 非脱落型ネジ（× 4） 7 固定型ケーブル ガイド、上半分

2 DC 電源端子ブロック 8 分離型ケーブル ガイド、下半分

3 ステータス LED 9 タイラップ（DC 電源コード用）

4 端子ブロック カバー 10 固定型ケーブル ガイド、下半分

5 分離型ケーブル ガイド、上半分 11 タイラップ（アース ケーブル用）

6 アース端子ブロック
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
2700 W DC 入力電源装置の取り外し

警告 次の作業を行う前に、DC 回路に電気が流れていないことを確認します。すべての電源を確実に切断
するには、DC 回路に給電する DC 電力線の回路ブレーカーまたはヒューズの位置を確認してくださ
い。DC 電力線の回路ブレーカーをオフにして、DC 電力線のヒューズを切り離します。ステートメ
ント 322

警告 システムが稼動しているときは、バックプレーンに電圧がかかっています。感電事故を防ぐため、電
源装置ベイおよびバックプレーンに手や指で触れないようにしてください。ステートメント 166

DC 入力電源装置の取り外し手順は、次のとおりです。

ステップ 1 取り外す電源装置に接続する DC 回路への DC 電源がオフになっていることを確認します。さらに予防

策として、回路の作業をしている場合に誤って電源が再投入されないように、DC 電源回路ブレーカー

に適切な安全フラグおよびロックアウト装置を設置するか、または回路ブレーカーのハンドルに粘着

テープを貼り付けます。

ステップ 2 端子ブロック カバー（透明のプラスチック製）を固定している 4 本のネジを外し、カバーを端子ブ

ロックから滑らせて取り外します。カバーとネジを脇に置きます （図 4-19 を参照）。

ステップ 3 固定型ケーブル ガイドの上半分を固定している 2 本のネジを取り外し、ケーブル ガイドの一部とネジ

を脇に置きます （図 4-19 を参照）。

ステップ 4 分離型ケーブルガイドの上半分を下半分に固定している 2 本のネジを取り外します。ケーブル ガイド

の上下両方とネジを取り外し、脇に置きます。

（注） 2 つのケーブル ガイドに加えて、DC 電源コードを固定する 1 つのタイラップと、アース ケー

ブルを固定型ケーブル ガイドに固定する 2 つのタイラップが使用されている場合もあります。

その場合は、DC 電源コードとアース ケーブルを取り外せるように、これらのすべてのタイ

ラップを切断する必要があります。
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
図 4-19 端子ブロック カバーとケーブル ガイドの取り外し

ステップ 5 DC 入力コードを次の順序で端子ブロックから外します（図 4-20 を参照）。

 • プラス（+）側 DC 電源コードを +VE-1 端子ブロック ポストから

 • マイナス（-）側 DC 電源コードを -VE-1 端子ブロック ポストから

（注） VE-2 端子ブロック ポストに別の DC 電源コード ペアが接続されている場合は、アース ケーブ

ルを取り外す前に、そのペアのプラス（+）およびマイナス（–）側 DC 電源コードをこの順序

で取り外す必要があります。

 • アース ケーブルをアース端子ポストから

1/4-20 ナットと分割リング ワッシャを各端子ブロック ポストから外し、脇に置きます。

警告 装置を設置するときには、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステートメント 42

1 端子ブロック カバー 4 分離型ケーブル ガイド、下半分

2 分離型ケーブル ガイド、上半分 5 タイラップ（DC 電源コード用）

3 固定型ケーブル ガイド、上半分
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図 4-20 DC 電源コードとアース ケーブルの取り外し

ステップ 6 電源装置の 4 本の非脱落型ネジを緩めます。

注意 電源装置の取り付けおよび取り外しは、両手で行ってください。各 PWR-2700-DC/4 DC 入力電源

装置の重量は、19.8 ポンド（9.0 kg）です。

ステップ 7 電源装置の両方のハンドルをつかみ（図 4-21 を参照）、電源装置をシャーシから完全に引き出して、脇

に置きます。

図 4-21 DC 入力電源装置の取り扱い 

ステップ 8 電源装置ベイを空のままにしておく場合は、ブランク電源装置フィラー プレート（部品番号：

700-03104-01）を開口部に取り付け、非脱落型ネジで固定します。
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2700 W DC 入力電源装置の取り付け

ここでは、Catalyst 6504-E スイッチ シャーシに 2700 W DC 入力電源装置を取り付ける手順を説明し

ます。2700 W DC 入力電源は、1350 W または 2700 W で動作させることができます。電源装置を 
1350 W で動作させる場合は、DC 電源コードの 1 つのペアだけを、電源装置の端子ブロックの VE-1 
または VE-2 ラグに接続する必要があります。電源装置を 2700 W で動作させる場合は、DC 電源コー

ドの 2 つのペアを、電源装置の端子ブロックの VE-1 および VE-2 ラグに接続する必要があります。

警告 次の作業を行う前に、DC 回路に電気が流れていないことを確認します。すべての電源を確実に切断
するには、DC 回路に給電する DC 電力線の回路ブレーカーまたはヒューズの位置を確認してくださ
い。DC 電力線の回路ブレーカーをオフにして、DC 電力線のヒューズを切り離します。ステートメ
ント 322 

（注） 2700 W DC 入力の冗長電源構成を適正に行うには、1 台の 2700 W DC 入力電源装置のすべての DC 電
源が同じバッテリ システム（A フィード）に接続され、もう 1 台の 2700 W DC 入力電源装置のすべて

の DC 電源が別のバッテリ システム（B フィード）に接続されている必要があります。

（注） DC 入力電源装置が複数ある場合、各 DC 入力を専用の回路ブレーカーまたはヒューズで保護する必要

があります。回路ブレーカーまたはヒューズは、電源装置の入力定格および地方自治体または国が定め

る電気規定に適合するサイズのものを使用してください。

Catalyst 6504-E シャーシに 2700 W DC 入力電源装置を取り付け、DC 電源に接続する手順は、次のと

おりです。

ステップ 1 システム アースが接続されていることを確認します。システムのアース接続の手順については、「シス

テム アースの確立」（P.3-52）を参照してください。

ステップ 2 梱包用の箱から電源装置を取り出し、梱包材を取り除きます。

ステップ 3 電源装置に付属のビニール袋を捜し、脇に置きます。1 つの袋には、DC 電源コードのケーブル ガイド

が 1 つ、4 本のネジが付いた端子ブロック カバー（プラスチック製）、および 2 つのケーブル タイが含

まれます。もう 1 つのビニール袋には、端子ポスト用の 1/4-20 ナットとロック ワッシャが含まれます。

手順の後半でこれらの部品を使用します。

ステップ 4 取り付ける電源装置に接続する DC 回路への DC 電源がオフになっていることを確認します。さらに予

防策として、回路の作業をしている場合に誤って電源が再投入されないように、DC 電源回路ブレー

カーに適切な安全フラグおよびロックアウト装置を設置するか、または回路ブレーカーのハンドルに粘

着テープを貼り付けます。

ステップ 5 電源装置の両方のハンドルをつかみ（図 4-22 を参照）、 滑らせるようにして電源装置を電源装置ベイに

入れます。電源装置がベイに完全に装着されていることを確認します。4 本の非脱落型ネジを締めま

す。

警告 電源装置の非脱落型ネジは必ずしっかりと締め、保護アースの導通を確保してください。ステートメ
ント 289
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図 4-22 シャーシへの電源装置の取り付け

ステップ 6 電源装置の左と右のいずれの方向から DC 電源コードを接続するのかを決定します。DC 電源コードを

接続する方の固定型ケーブル ガイドの上半分を固定している 2 本のネジを緩めて取り外します。ケー

ブル ガイドの上半分を取り外し、ネジとともに脇に置きます。

ステップ 7 適切なサイズとタイプの端子を DC 電源コードとアース ケーブルに接続します。

端子の最大幅は、0.300 インチ（7.6 mm）です。DC 電源コードとアース ケーブルは、使用する地域お

よび国の取り付け要件に適したサイズのものを使用します。使用できるのは銅線だけです。電源端子ブ

ロック端子の開口部の幅は、0.62 インチ（15.8 mm）です。端子ポストは中心から 0.63 インチ

（15.88 mm）離れており、1/4-20 スレッドがあります。適切な大きさの業界標準 2 穴の標準バレル圧

縮ラグ端子を使用することを推奨します。電源装置アース ポストにも 1/4-20 スレッドがあり、1/4 イ
ンチの分割リング ワッシャ 2 個と 1/4-20 六角ナット 2 個が必要です（ポストごとに 1 個）。

（注） 北米での 2700 W 電源装置の設置には、90℃ 耐性の撚りの細かい銅線を使用してください。

（注） 2700 W DC 入力の冗長電源構成を適正に行うには、1 台の 2700 W DC 入力電源装置のすべて

の DC 電源が同じバッテリ システム（A フィード）に接続され、もう 1 台の 2700 W DC 入力

電源装置のすべての DC 電源が別のバッテリ システム（B フィード）に接続されている必要が

あります。

（注） DC 入力電源装置が複数ある場合、各 DC 入力を専用の回路ブレーカーまたはヒューズで保護

する必要があります。回路ブレーカーまたはヒューズは、電源装置の入力定格および地方自治

体または国が定める電気規定に適合するサイズのものを使用してください。
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ステップ 8 DC 電源コードの端子を、次の順序で 2700 W 電源装置の端子ブロック ポストに接続します（図 4-23 
を参照）。

 • アース ケーブル ラグからアース端子ポスト

 • マイナス（–）側 DC 電源コードの端子から端子ポスト –VE-1

 • プラス（+）側 DC 電源コードの端子から端子ポスト +VE-1

（注） 電源 DC コードの 1 つのペアだけを取り付ける場合は（1350 W 動作）、端子ポストの VE-1 と 
VE-2 のいずれかのペアに DC 電源コードを接続できます。電源装置の前面プレートにある

アース接続が 1 つだけであることにも注意してください。

注意 端子ナットを締める場合、ナットの大きさが合っているか確認します。ナットを締めすぎないでく

ださい。端子ナットを締めすぎると、ナットに損傷を与えることがあります。端子ナットを締める

ときの推奨トルク値は、15 インチポンド（1.7 Nm）および 20 インチポンド（2.2 Nm）（最大値）

です。

図 4-23 DC 電源コードとアース ケーブルの取り付け

固定型ケーブル ガイドに DC 電源コードを置きます。固定型ケーブル ガイドの上半分を DC 電源コー

ドの上にかぶせ、2 本のネジを使用して、ケーブル ガイドの上半分を下半分に固定します。図 4-24 に、

DC 電源コードを電源装置の左側から接続する方法を示します。

警告 装置を設置するときには、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステートメント 42

ステップ 9 電源装置に付属の 2 つのケーブル タイを使用して、アース ケーブルを固定型ケーブル ガイドのループ

に通して固定します （図 4-24 を参照）。

ステップ 10 透明のプラスチック製端子ブロック カバーを端子ブロックにかぶせ、付属の 4 本のネジを使用して電

源装置に固定します （図 4-24 を参照）。
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図 4-24 ケーブル ガイドへのコードの固定

ステップ 11 電源装置に付属の DC 電源コードの分離型ケーブル ガイドを取り付けます（図 4-25 を参照）。

a. ケーブル ガイドの太い方を 2 本または 4 本の DC 電源コードの下に置き、コードをケーブル ガイ

ドの溝と合わせます。ケーブル ガイドは、端子ブロックと固定型ケーブル ガイドの間に配置する

必要があります。

b. ケーブル ガイドの上半分を DC 電源コードの上にかぶせ、ケーブル ガイドの両側を付属の 2 本の

ネジで固定します。この時点ではネジを締めないでください。

c. ケーブル ガイドを端子ブロックの方に滑らせて、端子ブロックにできる限り近付けて配置します。

d. 2 本のケーブル ガイド ネジを締めます。

e. DC 電源コードの分離型ケーブル ガイドに近い部分にタイラップを巻きます。分離型ケーブル ガ
イドの横にタイラップを配置し、タイラップを確実に締めます。端子ブロックから離れる方向に分

離型ケーブル ガイドが滑らないことを確認します。

図 4-25 DC 電源コードの分離型ケーブル ガイドの取り付け
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27
08

55

PWR-2700-DC/4

-VE-1

-VE-1

-VE-2

-VE-2

INPUT1
OK

48V-60V
=40A

INPUT2
OK

48V-60V
=40A

FAN
OK

OUTPUT
FAIL

ALL FASTENERS MUST BE FULLY ENGAGED

PRIOR TO OPERATING THE POWER SUPPLY

1 2
4-35
Catalyst 6500 シリーズ スイッチ インストレーション ガイド     

OL-5781-07-J



第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        
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ステップ 12 警告フラグと注意を促すテープを DC メイン電源から外し、DC 電源をオンにします。

ステップ 13 電源装置の動作を確認するために、前面パネルの LED が次の状態になっていることを確認します。

 • INPUT 1 OK LED：電源装置の入力の VE-1 ペアに DC 電源コードを接続している場合は、LED 
がグリーンに点灯していることを確認します。それ以外の場合は LED は点灯しません。

 • INPUT 2 OK LED：電源装置の入力の VE-2 ペアに DC 電源コードを接続している場合は、LED 
がグリーンに点灯していることを確認します。それ以外の場合は LED は点灯しません。 

 • FAN OK LED：グリーン

 • OUTPUT FAIL LED：消灯

LED が電源に問題のあることを示した場合は、「起動時の問題の特定」（P.E-3）を参照してください。

4000 W DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け

ここでは、4000 W DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け手順を説明します。内容は次のとおり

です。

 • 「必要な工具」（P.4-37）

 • 「4000 W DC 入力電源装置の取り外し」（P.4-38）

 • 「4000 W DC 入力電源装置の取り付け」（P.4-40）

（注） 4000 W DC 入力の冗長電源構成を適正に行うには、1 台の 4000 W DC 入力電源装置のすべての DC 電
源が同じバッテリ システム（A フィード）に接続され、もう 1 台の 4000 W DC 入力電源装置のすべて

の DC 電源が別のバッテリ システム（B フィード）に接続されている必要があります。

4000 W DC 入力電源は、2700 W または 4000 W で動作させることができます。電源装置を 2700 W 
で動作させる場合は、DC 電源コードの 2 つのペアを、電源装置の端子ブロックの VE-1 および VE-2 
ポストに接続する必要があります。電源装置を 4000 W で動作させる場合は、DC 電源コードの 3 番め

のペアを、端子ブロックの VE-3 ポストに接続する必要があります。

（注） DC 入力電源装置が複数ある場合、各 DC 入力を専用の回路ブレーカーまたはヒューズで保護する必要

があります。回路ブレーカーまたはヒューズは、電源装置の入力定格および地方自治体または国が定め

る電気規定に適合するサイズのものを使用してください。

図 4-26 に 4000 W DC 入力電源装置の各部を示します。この図を参照して、電源装置を取り外したり、

取り付けたりしてください。
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図 4-26 4000 W DC 入力電源装置の取り付けに関連する部分

必要な工具

電源装置の取り外しおよび取り付け手順には次の工具が必要です。

 • No. 2 プラス ネジ用ドライバ 

 • 1/4 インチ スパナまたは 1/4 インチ ナットドライバ

 • ケーブル タイラップを切断するためのワイヤ カッター

DC 電源コードおよびアース ケーブルに端子を取り付けるために他の工具が必要になることもありま

す。さらに、DC 電源コードとアース ケーブルの端子は同梱されていないため、ご自身で購入する必要

があります。

1 内部端子ブロック カバー（VE-3 のカバー） 7 電源スイッチ

2 プラスチック製の絶縁体（VE-3 のカバー） 8 外部端子ブロック カバー

3 DC 電源コード端子ブロック VE-3 9 内部端子ブロック カバー（VE-1/VE-2 のカ

バー）

4 アース ポスト 10 プラスチック製の絶縁体（VE-1/VE-2 のカ

バー）

5 ステータス LED 11 DC 電源コード端子ブロック VE-1/VE-2
6 非脱落型ネジ
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
4000 W DC 入力電源装置の取り外し

警告 装置を設置するときには、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステートメント 42

警告 次の作業を行う前に、DC 回路に電気が流れていないことを確認します。すべての電源を確実に切断
するには、DC 回路に給電する DC 電力線の回路ブレーカーまたはヒューズの位置を確認してくださ
い。DC 電力線の回路ブレーカーをオフにして、DC 電力線のヒューズを切り離します。ステートメ
ント 322 

警告 システムが稼動しているときは、バックプレーンに電圧がかかっています。感電事故を防ぐため、電
源装置ベイおよびバックプレーンに手や指で触れないようにしてください。ステートメント 166

4000 W DC 入力電源装置の取り外し手順は、次のとおりです。

ステップ 1 取り外す電源装置に接続する DC 回路への電源がオフになっていることを確認します。さらに予防策と

して、回路の作業をしている場合に誤って電源が再投入されないように、電源回路ブレーカーに適切な

安全フラグおよびロックアウト装置を設置するか、または回路ブレーカーのハンドルに粘着テープを貼

り付けます。

ステップ 2 取り外す電源装置の電源スイッチをオフ（0）の位置にします （図 4-26 を参照）。

電源スイッチをオフの位置にすると、ロックが解除され、電源装置がシャーシから外れます。

（注） 図 4-26 に、外部端子ブロック カバーがある PWR-4000-DC 電源装置を示します。この電源装置の以前

のバージョンには、外部端子ブロック カバーはありません。このカバーが含まれる改良キットを発注

するときは、部品番号 CVR-4000DC-TERM= を使用してください。

ステップ 3 外部端子ブロック カバーを固定している 2 本のネジを外します。カバーを持ち上げ、電源装置のス

ロットから 2 つのタブを外します。カバーを取り外し、ネジとともに脇に置きます （図 4-26 を参照）。

ステップ 4 左側の内部端子ブロック カバーを固定している 2 本のネジを取り外します（VE-1/VE-2 端子ブロック

のカバー）。カバーを持ち上げ、電源装置のスロットからタブを外します。カバーを取り外し、ネジと

ともに脇に置きます。

ステップ 5 右側の内部端子ブロック カバーを固定している 1 本のネジを取り外します（VE-3 端子ブロックのカ

バー）。カバーを持ち上げ、電源装置のスロットからタブを外します。カバーを取り外し、ネジととも

に脇に置きます。

ステップ 6 DC 電源コードを次の順序で端子ブロックから外します。

1. プラス（+）側 DC 電源コードを +VE-1、+VE-2、+VE-3 端子ポストから

2. マイナス（–）側 DC 電源コードを –VE-1、–VE-2、–VE-3 端子ポストから

3. アース ケーブルをアース端子ポストから

電源装置のシャーシを物理的に取り外す前に、両方の端子ブロックからすべての DC 入力配線を取り外

す必要があります。
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ステップ 7 電源装置の非脱落型ネジを緩めます （図 4-27 を参照）。

注意 電源装置の取り付けおよび取り外しは、両手で行ってください。4000 W DC 入力電源装置の重量

は、32 ポンド（14.5 kg）です。

ステップ 8 片手で電源装置のハンドルをつかみ、電源装置をシャーシから少し引き出します。もう一方の手を電源

装置の下に添えて（図 4-28 を参照）、電源装置をシャーシから完全に引き出し、脇に置きます。

図 4-27 4000 W DC 入力電源装置の DC 電源コードの接続
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
図 4-28 4000 W DC 入力電源装置の取り扱い 

ステップ 9 電源装置ベイを空のままにしておく場合は、ブランク電源装置フィラー プレート（部品番号：

700-03104-01）を開口部に取り付け、非脱落型ネジで固定します。

4000 W DC 入力電源装置の取り付け

4000 W DC 入力電源装置は、2700 W または 4000 W で動作するように配線できます。電源装置から

の電源出力のタイプによって、DC 電源コードの数と、シャーシへの配線と接続の方法が決まります。

設置場所による取り付け手順を正しく選択するには、表 4-2 を参照してください。
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表 4-2 4000 W DC 入力電源装置の取り付けオプション

4000 W 電源装置の動作 取り付ける電源装置 参照する手順

2700 W 動作 左側の電源装置ベイに 1 台の 
4000 W 電源装置

「4000 W 電源装置の取り付け（2700 W 動
作の配線：左側の電源装置ベイ）」（P.4-42）

2700 W 動作 右側の電源装置ベイに冗長

（2 台めの）4000 W 電源装置 
1 台

「4000 W 電源装置の取り付け（2700 W 動
作の配線：右側の電源装置ベイ）」（P.4-46）

4000 W 動作 左側の電源装置ベイに 1 台の 
4000 W 電源装置

「4000 W 電源装置の取り付け（4000 W 動
作の配線：左側の電源装置ベイ）」（P.4-50）

4000 W 動作 右側の電源装置ベイに冗長

（2 台めの）4000 W 電源装置 
1 台

「4000 W 電源装置の取り付け（4000 W 動
作の配線：右側の電源装置ベイ）」（P.4-54）
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4000 W DC 入力電源装置を取り付ける場合、次の注意事項に従ってください。

 • 4000 W DC 入力の冗長電源構成を適正に行うには、1 台の 4000 W DC 入力電源装置のすべての 
DC 電源コードが同じバッテリ システム（A フィード）に接続され、2 台めの 4000 W DC 入力電

源装置のすべての DC 電源コードが別のバッテリ システム（B フィード）に接続されている必要

があります。

（注） DC 入力電源装置が複数ある場合、各 DC 入力を専用の回路ブレーカーまたはヒューズで

保護する必要があります。回路ブレーカーまたはヒューズは、電源装置の入力定格および

地方自治体または国が定める電気規定に適合するサイズのものを使用してください。

 • 4000 W DC 入力電源装置は、2700 W または 4000 W で動作するように設計されています。電源装

置を 2700 W で動作させるには、任意の 2 つのプラス（+）マイナス（–）端子ペア（VE-1 と 
VE-2、VE-2 と VE-3、または VE-1 と VE-3）を配線できます。電源を 4000 W で動作させるに

は、3 つのすべての端子ペアを配線する必要があります。

（注） 1 つの DC 電源コードのペアだけを接続している場合は、4000 W DC 入力電源装置は動作

しません。

 • 1 台の 4000 W DC 入力電源装置を取り付ける場合は、左側の電源装置ベイ（POWER 1）に搭載し

ます。

警告 次の作業を行う前に、DC 回路に電気が流れていないことを確認します。すべての電源を確実に切断
するには、DC 回路に給電する DC 電力線の回路ブレーカーまたはヒューズの位置を確認してくださ
い。DC 電力線の回路ブレーカーをオフにして、DC 電力線のヒューズを切り離します。ステートメ
ント 322

警告 電源装置の非脱落型ネジは必ずしっかりと締め、保護アースの導通を確保してください。ステートメ
ント 289

主要なコンポーネントの名称を記した電源装置の前面図については、図 4-26 を参照してください。

（注） 図 4-26 に、外部端子ブロック カバーがある PWR-4000-DC 電源装置を示します。この電源装置の以前

のバージョンには、外部端子ブロック カバーはありません。このカバーが含まれる改良キットを発注

するときは、部品番号 CVR-4000DC-TERM= を使用してください。
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4000 W 電源装置の取り付け（2700 W 動作の配線：左側の電源装置ベイ）

4000 W DC 入力電源装置上の各コンポーネントの位置と名称については、図 4-26 を参照してくださ

い。

（注） 電源装置の側面と障害物（囲いのある装置ラックの側面など）の間は最低 2.5 ～ 3 インチ（63.5 ～ 
76.2 mm）離してください。この空間は、DC 入力電源コードを正しく取り付け、固定するために必要

です。DC 入力電源コードの配線を誤ると、電源装置へのエアーフローが遮断され、コードに不適切な

張力がかかります。必要な空間の正確な大きさは、使用する DC 入力電源コードの口径と屈曲性によっ

て異なります。

（注） 2700 W 冗長電源構成を適切に行うには、1 台の 4000 W DC 入力電源装置の DC 電源が同じバッテリ 
システム（A フィード）に接続され、もう 1 台の 4000 W DC 入力電源装置の DC 電源が別のバッテリ 
システム（B フィード）に接続されている必要があります。

（注） DC 入力電源装置が複数ある場合、各 DC 入力を専用の回路ブレーカーまたはヒューズで保護する必要

があります。回路ブレーカーまたはヒューズは、電源装置の入力定格および地方自治体または国が定め

る電気規定に適合するサイズのものを使用してください。

4000 W DC 入力電源装置を取り付け、左側の電源装置ベイ（POWER 1）で 2700 W 動作用に配線する

手順は、次のとおりです。

ステップ 1 システム アースが接続されていることを確認します。

アース接続の手順については、「システム アースの確立」（P.3-52）を参照してください。

ステップ 2 梱包用の箱から電源装置を取り出し、梱包材を取り除きます。

ステップ 3 取り付ける電源装置に接続する DC 回路への DC 電源がオフになっていることを確認します。さらに予

防策として、回路の作業をしている場合に誤って電源が再投入されないように、電源回路ブレーカーに

適切な安全フラグおよびロックアウト装置を設置するか、または回路ブレーカーのハンドルに粘着テー

プを貼り付けます。

ステップ 4 適切な大きさの端子を取り付けた DC 電源コードを準備します。

電源端子ブロック端子の開口部の幅は、0.62 インチ（15.8 mm）です。端子ポストは中心から 0.63 イ
ンチ（15.88 mm）離れており、1/4-20 スレッドがあります。適切な大きさの業界標準 2 穴の標準バレ

ル圧縮ラグ端子を使用することを推奨します （図 4-29 を参照）。端子ブロックの下にある電源装置

アース ポストにも 1/4-20 スレッドがあり、1/4 インチの分割リング ワッシャ 2 個と 1/4-20 六角ナット 
2 個が必要です。

DC 入力導線および DC 電源装置アース線は、使用する地域および国の取り付け要件に適したサイズの

ものを使用します。使用できるのは銅線だけです。北米での設置には、90 ℃ 耐性の撚りの細かい銅線

を使用してください。
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図 4-29 DC 電源コード端子

注意 電源装置の取り付けおよび取り外しは、両手で行ってください。各 DC 入力電源装置の重量は、32 
ポンド（14.5 kg）です。

ステップ 5 片手で電源装置のハンドルを持ち、もう一方の手を下に添えます。滑らせるようにして電源装置を電源

装置ベイに入れます。電源装置がベイに完全に装着されていることを確認します （図 4-30 を参照）。

図 4-30 4000 W DC 入力電源装置の取り扱い 

ステップ 6 電源装置の非脱落型ネジを締めます （図 4-26 を参照）。

ステップ 7 外部端子ブロック カバーを固定している 2 本のネジを外します。カバーを持ち上げ、電源装置のス

ロットからカバー タブを外します。カバーとネジを脇に置きます。
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ステップ 8 左側の内部端子ブロック カバーを固定している 2 本のネジを外します。カバーを持ち上げ、電源装置

のスロットからカバー タブを外します。カバーとネジを脇に置きます。

ステップ 9 右側の内部端子ブロック カバーを固定している 1 本のネジを外します。カバーを持ち上げ、電源装置

のスロットからカバー タブを外します。カバーとネジを脇に置きます。

ステップ 10 電源装置に付属のビニール袋から 2 つのプラスチック製絶縁体を取り出します。大きい方のプラスチッ

ク製絶縁体（8 穴）を、8 ポストの端子ブロック（VE-1/VE-2）にかぶせます。プラスチックの穴を端

子ブロック ポストに揃えます。絶縁体のエンド フラップは、DC 電源コードが入る向きとは逆の方向

を向いているはずです。

ステップ 11 小さい方のプラスチック絶縁体（4 穴）を、4 ポストの端子ブロック VE-3 にかぶせます。プラスチッ

クの穴を端子ブロック ポストに揃えます。絶縁体のエンド フラップは、DC 電源コードが入る向きと

は逆の方向を向いているはずです。

ステップ 12 両方の絶縁体でエンド フラップを下向きに下げ、端子ブロックの開いている方を覆います（コードが

入る向きとは逆）。

（注） DC 電源ケーブルを接続していない場合でも、必ずプラスチック製絶縁体を両方の端子ブロッ

クにかぶせてください。これで、プラスチック製絶縁体を後で使用できるようになります。

ステップ 13 電源装置の左側から、電源装置のアース ケーブルと DC 電源コードを、次の順序で電源装置の端子ブ

ロックに接続します（図 4-31 を参照）。

1. アース ケーブル ラグからアース端子ポスト

2. マイナス（–）側 DC 電源コードから（–）端子ポストの任意の 2 つのペア（VE-1 と VE-2、VE-1 
と VE-3、または VE-2 と VE-3）

3. プラス（+）側 DC 電源コードから（+）端子ポストの任意の 2 つのペア（VE-1 と VE-2、VE-1 と 
VE-3、または VE-2 と VE-3）

注意 端子ナットを締める場合、ナットの大きさが合っているか確認します。ナットを締めすぎないでく

ださい。端子ナットを締めすぎると、ナットに損傷を与えることがあります。端子ナットを締める

ときの推奨トルク値は、15 インチポンド（1.7 Nm）および 20 インチポンド（2.2 Nm）（最大値）

です。
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図 4-31 2700 W 動作の DC 入力導線の接続（左側の電源装置ベイ）

ステップ 14 絶縁体の穴の開いた大きいフラップで DC 電源コードの各ペアを包み、スロットの奥に各ロッキング 
タブを差し込みます。電源コードにカバーが固定されるまでタブを引き、タブの余分なプラスチックを

捨てます。

ステップ 15 左側の内部端子ブロック カバーの位置を合わせ、2 本のネジで固定します。右側の内部端子ブロック 
カバーの位置を合わせ、1 本のネジで固定します。

ステップ 16 外部端子ブロック カバーを取り付け、2 本のネジで固定します。

ステップ 17 右側の電源装置ベイに 2700 W で動作する 2 番めの電源装置を搭載する場合、「4000 W 電源装置の取

り付け（2700 W 動作の配線：右側の電源装置ベイ）」（P.4-46）に進みます。そうでない場合は、ス

テップ 18 に進みます。

注意 DC 入力電源装置の配線後にショートまたは感電が起きないようにするため、必ず端子ブロック カ
バーを取り付けてください。

ステップ 18 すべての取り付け手順が正しく行われたことを確認してから、DC 電源回路ブレーカーから安全フラ

グ、ロックアウト装置、または粘着テープを取り除き、電源装置への入力回路に通電できます。
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ステップ 19 電源装置の電源スイッチをオン（|）の位置にします。電源装置のスイッチをオンにすると、シャーシ

内に電源装置がロックされます。

ステップ 20 電源装置の正常な動作を確認するために、前面パネルの LED が、次の状態になっていることを確認し

ます。

 • INPUT OK 1 LED：DC 電源コードを電源装置の入力の VE-1 ペアに接続している場合は、LED が
グリーンに点灯していることを確認します。DC 電源ケーブルが接続され、LED が点灯していない

場合は、DC 電源がオンになっていないか、または DC 電源電圧が –33 VDC 以下になっています。

DC 電源電圧が –33 ～ –40.5 VDC の場合は、LED は点灯、消灯、点滅のいずれかになります。

 • INPUT OK 2 LED：DC 電源コードを電源装置の入力の VE-2 ペアに接続している場合は、LED が
グリーンに点灯していることを確認します。DC 電源ケーブルが接続され、LED が点灯していない

場合は、DC 電源がオンになっていないか、または DC 電源電圧が –33 VDC 以下になっています。

DC 電源電圧が –33 ～ –40.5 VDC の場合は、LED は点灯、消灯、点滅のいずれかになります。 

 • INPUT OK 3 LED：DC 電源コードを電源装置の入力の VE-3 ペアに接続している場合は、LED が
グリーンに点灯していることを確認します。DC 電源ケーブルが接続され、LED が点灯していない

場合は、DC 電源がオンになっていないか、または DC 電源電圧が –33 VDC 以下になっています。

DC 電源電圧が –33 ～ –40.5 VDC の場合は、LED は点灯、消灯、点滅のいずれかになります。 

 • FAN OK LED：グリーン

 • OUTPUT FAIL LED：消灯

LED が電源に問題のあることを示した場合は、「起動時の問題の特定」（P.E-3）を参照してください。

4000 W 電源装置の取り付け（2700 W 動作の配線：右側の電源装置ベイ）

4000 W DC 入力電源装置上の各コンポーネントの位置と名称については、図 4-26 を参照してくださ

い。

（注） 電源装置の側面と障害物（囲いのある装置ラックの側面など）の間は最低 2.5 ～ 3 インチ（63.5 ～ 
76.2 mm）離してください。この空間は、DC 入力電源コードを正しく取り付け、固定するために必要

です。DC 入力電源コードの配線を誤ると、電源装置へのエアーフローが遮断され、コードに不適切な

張力がかかります。必要な空間の正確な大きさは、使用する DC 入力電源コードの口径と屈曲性によっ

て異なります。

（注） 2700 W DC 入力の冗長電源構成を適正に行うには、1 台の 4000 W DC 入力電源装置の DC 電源が同じ

バッテリ システム（A フィード）に接続され、もう 1 台の 4000 W DC 入力電源装置の DC 電源が別の

バッテリ システム（B フィード）に接続されている必要があります。

（注） DC 入力電源装置が複数ある場合、各 DC 入力を専用の回路ブレーカーまたはヒューズで保護する必要

があります。回路ブレーカーまたはヒューズは、電源装置の入力定格および地方自治体または国が定め

る電気規定に適合するサイズのものを使用してください。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順

  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
4000 W DC 入力電源装置を取り付け、右側の電源装置ベイ（POWER 2）で 2700 W 動作用に配線する

手順は、次のとおりです。

ステップ 1 システム アースが接続されていることを確認します。

アース接続の手順については、「システム アースの確立」（P.3-52）を参照してください。

ステップ 2 梱包用の箱から電源装置を取り出し、梱包材を取り除きます。

ステップ 3 取り付ける電源装置に接続する DC 回路への DC 電源がオフになっていることを確認します。さらに予

防策として、回路の作業をしている場合に誤って電源が再投入されないように、電源回路ブレーカーに

適切な安全フラグおよびロックアウト装置を設置するか、または回路ブレーカーのハンドルに粘着テー

プを貼り付けます。

ステップ 4 適切な大きさの端子を取り付けた DC 電源コードを準備します。

電源端子ブロック端子の開口部の幅は、0.62 インチ（15.8 mm）です。端子ポストは中心から 0.63 イ
ンチ（15.88 mm）離れており、1/4-20 スレッドがあります。適切な大きさの業界標準 2 穴の標準バレ

ル圧縮ラグ端子を使用することを推奨します （図 4-32 を参照）。端子ブロックの下にある電源装置

アース ポストにも 1/4-20 スレッドがあり、1/4 インチの分割リング ワッシャ 2 個と 1/4-20 六角ナット 
2 個が必要です。

DC 入力導線および DC 電源装置アース線は、使用する地域および国の取り付け要件に適したサイズの

ものを使用します。使用できるのは銅線だけです。北米での設置には、90 ℃ 耐性の撚りの細かい銅線

を使用してください。

図 4-32 DC 電源コード端子

注意 電源装置の取り付けおよび取り外しは、両手で行ってください。各 DC 入力電源装置の重量は、32 
ポンド（14.5 kg）です。

ステップ 5 片手で電源装置のハンドルを持ち、もう一方の手を下に添えます。滑らせるようにして電源装置を右側

の電源装置ベイに入れます。電源装置がベイに完全に装着されていることを確認します （図 4-33 を参

照）。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
図 4-33 4000 W DC 入力電源装置の取り扱い 

ステップ 6 電源装置の非脱落型ネジを締めます。

ステップ 7 外部端子ブロック カバーを固定している 2 本のネジを外します。カバーを持ち上げ、電源装置のス

ロットからカバー タブを外します。カバーとネジを脇に置きます。

ステップ 8 左側の内部端子ブロック カバーを固定している 2 本のネジを外します。カバーを持ち上げ、電源装置

のスロットからカバー タブを外します。カバーとネジを脇に置きます。

ステップ 9 右側の内部端子ブロック カバーを固定している 1 本のネジを外します。カバーを持ち上げ、電源装置

のスロットからカバー タブを外します。カバーとネジを脇に置きます。

ステップ 10 電源装置に付属のビニール袋から 2 つのプラスチック製絶縁体を取り出します。大きい方のプラスチッ

ク製絶縁体（8 穴）を端子ブロック VE-1/VE-2 にかぶせます。プラスチックの穴を端子ブロック ポス

トに揃えます。絶縁体のエンド フラップは、DC 電源コードが入る向きとは逆の方向を向いているはず

です。

ステップ 11 小さい方のプラスチック絶縁体（4 穴）を、4 ポストの端子ブロック VE-3 にかぶせます。プラスチッ

クの穴を端子ブロック ポストに揃えます。絶縁体のエンド フラップは、DC 電源コードが入る向きと

は逆の方向を向いているはずです。

ステップ 12 両方の絶縁体でエンド フラップを下向きに下げ、端子ブロックの開いている方を覆います（コードが

入る向きとは逆）。

（注） DC 電源ケーブルを端子ブロックに接続していない場合でも、必ずプラスチック製絶縁体を両

方の端子ブロックにかぶせてください。両方の絶縁体を取り付けておくと、後で使用できるよ

うになります。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順

  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
ステップ 13 電源装置の右側から、電源装置のアース ケーブルと DC 電源コードを、次の順序で端子ブロックの DC 
入力導線に接続します（図 4-34 を参照）。

1. アース ケーブル ラグからアース端子ポスト

2. マイナス（–）側 DC 電源コードから（–）端子ポストの任意の 2 つのペア（VE-1 と VE-2、VE-1 
と VE-3、または VE-2 と VE-3）

3. プラス（+）側 DC 電源コードから（+）端子ポストの任意の 2 つのペア（VE-1 と VE-2、VE-1 と 
VE-3、または VE-2 と VE-3）

注意 端子ナットを締める場合、ナットの大きさが合っているか確認します。ナットを締めすぎないでく

ださい。端子ナットを締めすぎると、ナットに損傷を与えることがあります。端子ナットを締める

ときの推奨トルク値は、15 インチポンド（1.7 Nm）および 20 インチポンド（2.2 Nm）（最大値）

です。

図 4-34 2700 W 動作の DC 入力導線の接続（右側の電源装置ベイ）

ステップ 14 絶縁体の穴の開いた大きいフラップで DC 電源コードの各ペアを包み、スロットの奥に各ロッキング 
タブを差し込みます。電源コードにカバーが固定されるまでタブを引き、タブの余分なプラスチックを

捨てます。

ステップ 15 左側の内部端子ブロック カバーの位置を合わせ、2 本のネジで固定します。右側の内部端子ブロック 
カバーの位置を合わせ、1 本のネジで固定します。

ステップ 16 付属のケーブル タイを使用して、右側の端子ブロック カバーの上部にあるスロットにケーブル タイを

通し、配線を左側の端子ブロックに固定します。

ステップ 17 外部端子ブロック カバーを取り付け、2 本のネジで固定します。

注意 DC 入力電源装置の配線後にショートまたは感電が起きないようにするため、必ず端子ブロック カ
バーを取り付けてください。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
ステップ 18 すべての取り付け手順が正しく行われたことを確認してから、DC 電源回路ブレーカーから安全フラ

グ、ロックアウト装置、または粘着テープを取り除き、電源装置への入力回路に通電できます。

ステップ 19 電源装置の電源スイッチをオン（|）の位置にします。電源装置のスイッチをオンにすると、シャーシ

内に電源装置がロックされます。

ステップ 20 電源装置の正常な動作を確認するために、前面パネルの LED が、次の状態になっていることを確認し

ます。

 • INPUT OK 1 LED：DC 電源コードを電源装置の入力の VE-1 ペアに接続している場合は、LED が
グリーンに点灯していることを確認します。DC 電源ケーブルが接続され、LED が点灯していない

場合は、DC 電源がオンになっていないか、または DC 電源電圧が –33 VDC 以下になっています。

DC 電源電圧が –33 ～ –40.5 VDC の場合は、LED は点灯、消灯、点滅のいずれかになります。

 • INPUT OK 2 LED：DC 電源コードを電源装置の入力の VE-2 ペアに接続している場合は、LED が
グリーンに点灯していることを確認します。DC 電源ケーブルが接続され、LED が点灯していない

場合は、DC 電源がオンになっていないか、または DC 電源電圧が –33 VDC 以下になっています。

DC 電源電圧が –33 ～ –40.5 VDC の場合は、LED は点灯、消灯、点滅のいずれかになります。 

 • INPUT OK 3 LED：DC 電源コードを電源装置の入力の VE-3 ペアに接続している場合は、LED が
グリーンに点灯していることを確認します。DC 電源ケーブルが接続され、LED が点灯していない

場合は、DC 電源がオンになっていないか、または DC 電源電圧が –33 VDC 以下になっています。

DC 電源電圧が –33 ～ –40.5 VDC の場合は、LED は点灯、消灯、点滅のいずれかになります。 

 • FAN OK LED：グリーン

 • OUTPUT FAIL LED：消灯

LED が電源に問題のあることを示した場合は、「起動時の問題の特定」（P.E-3）を参照してください。

4000 W 電源装置の取り付け（4000 W 動作の配線：左側の電源装置ベイ）

4000 W DC 入力電源装置上の各コンポーネントの位置と名称については、図 4-26 を参照してくださ

い。

（注） 電源装置の側面と障害物（囲いのある装置ラックの側面など）の間は最低 2.5 ～ 3 インチ（63.5 ～ 
76.2 mm）離してください。この空間は、DC 入力電源コードを正しく取り付け、固定するために必要

です。DC 入力電源コードの配線を誤ると、電源装置へのエアーフローが遮断され、コードに不適切な

張力がかかります。必要な空間の正確な大きさは、使用する DC 入力電源コードの口径と屈曲性によっ

て異なります。

（注） 4000 W DC 入力の冗長電源構成を適正に行うには、1 台の 4000 W DC 入力電源装置の DC 電源が同じ

バッテリ システム（A フィード）に接続され、もう 1 台の 4000 W DC 入力電源装置の DC 電源が別の

バッテリ システム（B フィード）に接続されている必要があります。

（注） DC 入力電源装置が複数ある場合、各 DC 入力を専用の回路ブレーカーまたはヒューズで保護する必要

があります。回路ブレーカーまたはヒューズは、電源装置の入力定格および地方自治体または国が定め

る電気規定に適合するサイズのものを使用してください。
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
4000 W DC 入力電源装置を取り付け、左側の電源装置ベイ（POWER 1）で 4000 W 動作用に配線する

手順は、次のとおりです。

ステップ 1 システム アースが接続されていることを確認します。

アース接続の手順については、「システム アースの確立」（P.3-52）を参照してください。

ステップ 2 梱包用の箱から電源装置を取り出し、梱包材を取り除きます。

ステップ 3 取り付ける電源装置に接続する DC 回路への DC 電源がオフになっていることを確認します。さらに予

防策として、回路の作業をしている場合に誤って電源が再投入されないように、電源回路ブレーカーに

適切な安全フラグおよびロックアウト装置を設置するか、または回路ブレーカーのハンドルに粘着テー

プを貼り付けます。

ステップ 4 適切な大きさの端子を取り付けた DC 電源コードを準備します。

電源端子ブロック端子の開口部の幅は、0.62 インチ（15.8 mm）です。端子ポストは中心から 0.63 イ
ンチ（15.88 mm）離れており、1/4-20 スレッドがあります。適切な大きさの業界標準 2 穴の標準バレ

ル圧縮ラグ端子を使用することを推奨します （図 4-35 を参照）。端子ブロックの下にある電源装置

アース ポストにも 1/4-20 スレッドがあり、1/4 インチの分割リング ワッシャ 2 個と 1/4-20 六角ナット 
2 個が必要です。

DC 入力導線および DC 電源装置アース線は、使用する地域および国の取り付け要件に適したサイズの

ものを使用します。使用できるのは銅線だけです。北米での設置には、90 ℃ 耐性の撚りの細かい銅線

を使用してください。

図 4-35 DC 電源コード端子

注意 電源装置の取り付けおよび取り外しは、両手で行ってください。各 DC 入力電源装置の重量は、32 
ポンド（14.5 kg）です。

ステップ 5 片手で電源装置のハンドルを持ち、もう一方の手を下に添えます。滑らせるようにして電源装置を電源

装置ベイに入れます。電源装置がベイに完全に装着されていることを確認します （図 4-36 を参照）。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
図 4-36 4000 W DC 入力電源装置の取り扱い 

ステップ 6 電源装置の非脱落型ネジを締めます。

ステップ 7 外部端子ブロック カバーを固定している 2 本のネジを外します。カバーを持ち上げ、電源装置のス

ロットからカバー タブを外します。カバーとネジを脇に置きます （図 4-26 を参照）。

ステップ 8 左側の内部端子ブロック カバーを固定している 2 本のネジを外します。カバーを持ち上げ、電源装置

のスロットからカバー タブを外します。カバーとネジを脇に置きます

ステップ 9 右側の内部端子ブロック カバーを固定している 1 本のネジを外します。カバーを持ち上げ、電源装置

のスロットからカバー タブを外します。カバーとネジを脇に置きます。

ステップ 10 電源装置に付属のビニール袋から 2 つのプラスチック製絶縁体を取り出します。大きい方のプラスチッ

ク製絶縁体（8 穴）を端子ブロック VE-1/VE-2 にかぶせます。プラスチックの穴を端子ブロック ポス

トに揃えます。絶縁体のエンド フラップは、DC 電源コードが入る向きとは逆の方向を向いているはず

です。

ステップ 11 小さい方のプラスチック絶縁体（4 穴）を、4 ポストの端子ブロック VE-3 にかぶせます。プラスチッ

クの穴を端子ブロック ポストに揃えます。絶縁体のエンド フラップは、DC 電源コードが入る向きと

は逆の方向を向いているはずです。

ステップ 12 両方の絶縁体でエンド フラップを下向きに下げ、端子ブロックの開いている方を覆います（コードが

入る向きとは逆）。

ステップ 13 電源装置の左側から、電源装置のアース ケーブルと DC 電源コードを、次の順序で端子ブロックの DC 
入力導線に接続します（図 4-37 を参照）。

1. アース ケーブル ラグからアース端子ポスト

2. マイナス（–）側 DC 電源コードから端子ポスト –VE-1 および -VE-2

3. プラス（+）側 DC 電源コードから端子ポスト +VE-1 および +VE-2

注意 端子ナットを締める場合、ナットの大きさが合っているか確認します。ナットを締めすぎないでく

ださい。端子ナットを締めすぎると、ナットに損傷を与えることがあります。端子ナットを締める

ときの推奨トルク値は、15 インチポンド（1.7 Nm）および 20 インチポンド（2.2 Nm）（最大値）

です。
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ステップ 14 電源装置の左側から、DC 電源コードの 3 番めのペアを、次の順序で電源装置の端子ブロック VE-3 に
接続します（図 4-37 を参照）。

1. マイナス（-）側 DC 電源コードから端子ポスト –VE-3

2. プラス（+）側 DC 電源コードから端子ポスト +VE-3 

注意 端子ナットを締める場合、ナットの大きさが合っているか確認します。ナットを締めすぎないでく

ださい。端子ナットを締めすぎると、ナットに損傷を与えることがあります。端子ナットを締める

ときの推奨トルク値は、15 インチポンド（1.7 Nm）および 20 インチポンド（2.2 Nm）（最大値）

です。

図 4-37 4000 W 動作の DC 入力導線の接続（左側の電源装置ベイ）

ステップ 15 絶縁体の穴の開いた大きいフラップで DC 電源コードの各ペアを包み、スロットの奥に各ロッキング 
タブを差し込みます。電源コードにカバーが固定されるまでタブを引き、タブの余分なプラスチックを

捨てます。

ステップ 16 左側の内部端子ブロック カバーの位置を合わせ、2 本のネジで固定します。右側の内部端子ブロック 
カバーの位置を合わせ、1 本のネジで固定します。

ステップ 17 付属のケーブル タイを使用して、左側の端子ブロック カバーの上部にあるスロットにケーブル タイを

通し、配線を右側の端子ブロックに固定します。

ステップ 18 外部端子ブロック カバーを取り付け、2 本のネジで固定します。

ステップ 19 右側の電源装置ベイに 4000 W で動作する 2 番めの電源装置を搭載する場合、「4000 W 電源装置の取

り付け（4000 W 動作の配線：右側の電源装置ベイ）」（P.4-54）に進みます。そうでない場合は、ス

テップ 20 に進みます。
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注意 DC 入力電源装置の配線後にショートまたは感電が起きないようにするため、必ず端子ブロック カ
バーを取り付けてください。

ステップ 20 すべての取り付け手順が正しく行われたことを確認してから、DC 電源回路ブレーカーから安全フラ

グ、ロックアウト装置、または粘着テープを取り除き、電源装置への入力回路に通電できます。

ステップ 21 電源装置の電源スイッチをオン（|）の位置にします。電源装置のスイッチをオンにすると、シャーシ

内に電源装置がロックされます。

ステップ 22 電源装置の正常な動作を確認するために、前面パネルの LED が、次の状態になっていることを確認し

ます。

 • INPUT OK 1 LED：DC 電源コードを電源装置の入力の VE-1 ペアに接続している場合は、LED が
グリーンに点灯していることを確認します。DC 電源ケーブルが接続され、LED が点灯していない

場合は、DC 電源がオンになっていないか、または DC 電源電圧が –33 VDC 以下になっています。

DC 電源電圧が –33 ～ –40.5 VDC の場合は、LED は点灯、消灯、点滅のいずれかになります。

 • INPUT OK 2 LED：DC 電源コードを電源装置の入力の VE-2 ペアに接続している場合は、LED が
グリーンに点灯していることを確認します。DC 電源ケーブルが接続され、LED が点灯していない

場合は、DC 電源がオンになっていないか、または DC 電源電圧が –33 VDC 以下になっています。

DC 電源電圧が –33 ～ –40.5 VDC の場合は、LED は点灯、消灯、点滅のいずれかになります。 

 • INPUT OK 3 LED：DC 電源コードを電源装置の入力の VE-3 ペアに接続している場合は、LED が
グリーンに点灯していることを確認します。DC 電源ケーブルが接続され、LED が点灯していない

場合は、DC 電源がオンになっていないか、または DC 電源電圧が –33 VDC 以下になっています。

DC 電源電圧が –33 ～ –40.5 VDC の場合は、LED は点灯、消灯、点滅のいずれかになります。 

 • FAN OK LED：グリーン

 • OUTPUT FAIL LED：消灯

LED が電源に問題のあることを示した場合は、「起動時の問題の特定」（P.E-3）を参照してください。

4000 W 電源装置の取り付け（4000 W 動作の配線：右側の電源装置ベイ）

4000 W DC 入力電源装置上の各コンポーネントの位置と名称については、図 4-26 を参照してくださ

い。

（注） 電源装置の側面と障害物（囲いのある装置ラックの側面など）の間は最低 2.5 ～ 3 インチ（63.5 ～ 
76.2 mm）離してください。この空間は、DC 入力電源コードを正しく取り付け、固定するために必要

です。DC 入力電源コードの配線を誤ると、電源装置へのエアーフローが遮断され、コードに不適切な

張力がかかります。必要な空間の正確な大きさは、使用する DC 入力電源コードの口径と屈曲性によっ

て異なります。

（注） 4000 W DC 入力の冗長電源構成を適正に行うには、1 台の 4000 W DC 入力電源装置の DC 電源が同じ

バッテリ システム（A フィード）に接続され、もう 1 台の 4000 W DC 入力電源装置の DC 電源が別の

バッテリ システム（B フィード）に接続されている必要があります。
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（注） DC 入力電源装置が複数ある場合、各 DC 入力を専用の回路ブレーカーまたはヒューズで保護する必要

があります。回路ブレーカーまたはヒューズは、電源装置の入力定格および地方自治体または国が定め

る電気規定に適合するサイズのものを使用してください。

4000 W DC 入力電源装置を取り付け、右側の電源装置ベイ（POWER 2）で 4000 W 動作用に配線する

手順は、次のとおりです。

ステップ 1 システム アースが接続されていることを確認します。アース接続の手順については、「システム アース

の確立」（P.3-52）を参照してください。

ステップ 2 取り付ける電源装置に接続する DC 回路への DC 電源がオフになっていることを確認します。さらに予

防策として、回路の作業をしている場合に誤って電源が再投入されないように、電源回路ブレーカーに

適切な安全フラグおよびロックアウト装置を設置するか、または回路ブレーカーのハンドルに粘着テー

プを貼り付けます。

ステップ 3 適切な大きさの端子を取り付けた DC 入力電源コードを準備します。

電源端子ブロック端子の開口部の幅は、0.62 インチ（15.8 mm）です。端子ポストは中心から 0.63 イ
ンチ（15.88 mm）離れており、1/4-20 スレッドがあります。適切な大きさの業界標準 2 穴の標準バレ

ル圧縮ラグ端子を使用することを推奨します （図 4-38 を参照）。端子ブロックの下にある電源装置

アース ポストにも 1/4-20 スレッドがあり、1/4 インチの分割リング ワッシャ 2 個と 1/4-20 六角ナット 
2 個が必要です。

DC 入力導線および DC 電源装置アース線は、使用する地域および国の取り付け要件に適したサイズの

ものを使用します。使用できるのは銅線だけです。北米での設置には、90 ℃ 耐性の撚りの細かい銅線

を使用してください。

図 4-38 DC 電源コード端子

注意 電源装置の取り付けおよび取り外しは、両手で行ってください。各 DC 入力電源装置の重量は、32 
ポンド（14.5 kg）です。

ステップ 4 片手で電源装置のハンドルを持ち、もう一方の手を下に添えます。滑らせるようにして電源装置を電源

装置ベイに入れます。電源装置がベイに完全に装着されていることを確認します （図 4-39 を参照）。
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図 4-39 4000 W DC 入力電源装置の取り扱い 

ステップ 5 電源装置の非脱落型ネジを締めます。

ステップ 6 外部端子ブロック カバーを固定している 2 本のネジを外します。カバーを持ち上げ、電源装置のス

ロットからカバー タブを外します。カバーとネジを脇に置きます。

ステップ 7 左側の内部端子ブロック カバーを固定している 2 本のネジを外します。カバーを持ち上げ、電源装置

のスロットからカバー タブを外します。カバーとネジを脇に置きます。

ステップ 8 右側の内部端子ブロック カバーを固定している 1 本のネジを外します。カバーを持ち上げ、電源装置

のスロットからカバー タブを外します。カバーとネジを脇に置きます。

ステップ 9 電源装置に付属のビニール袋から 2 つのプラスチック製絶縁体を取り出します。大きい方のプラスチッ

ク製絶縁体（8 穴）を端子ブロック VE-1/VE-2 にかぶせます。プラスチックの穴を端子ブロック ポス

トに揃えます。絶縁体のエンド フラップは、DC 電源コードが入る向きとは逆の方向を向いているはず

です。

ステップ 10 小さい方のプラスチック絶縁体（4 穴）を、4 ポストの端子ブロック VE-3 にかぶせます。プラスチッ

クの穴を端子ブロック ポストに揃えます。絶縁体のエンド フラップは、DC 電源コードが入る向きと

は逆の方向を向いているはずです。

ステップ 11 両方の絶縁体でエンド フラップを下向きに下げ、端子ブロックの開いている方を覆います（コードが

入る向きとは逆）。

ステップ 12 電源装置の右側から、電源装置のアース ケーブルと DC 電源コードを、次の順序で端子ブロックの DC 
入力導線に接続します（図 4-40 を参照）。

1. アース ケーブル ラグからアース端子ポスト

2. マイナス（–）側 DC 電源コードから端子ポスト –VE-1 および -VE-2

3. プラス（+）側 DC 電源コードから端子ポスト +VE-1 および +VE-2

注意 端子ナットを締める場合、ナットの大きさが合っているか確認します。ナットを締めすぎないでく

ださい。端子ナットを締めすぎると、ナットに損傷を与えることがあります。端子ナットを締める

ときの推奨トルク値は、15 インチポンド（1.7 Nm）および 20 インチポンド（2.2 Nm）（最大値）

です。
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ステップ 13 電源装置の右側から、DC 電源コードの 3 番めのペアを、次の順序で電源装置の端子ブロック VE-3 に
接続します（図 4-40 を参照）。

1. マイナス（-）側 DC 電源コードから端子ポスト –VE-3

2. プラス（+）側 DC 電源コードから端子ポスト +VE-3 

注意 端子ナットを締める場合、ナットの大きさが合っているか確認します。ナットを締めすぎないでく

ださい。端子ナットを締めすぎると、ナットに損傷を与えることがあります。端子ナットを締める

ときの推奨トルク値は、15 インチポンド（1.7 Nm）および 20 インチポンド（2.2 Nm）（最大値）

です。

図 4-40 4000 W 動作の DC 入力導線の接続（右側の電源装置ベイ）

ステップ 14 絶縁体の穴の開いた大きいフラップで DC 電源コードの各ペアを包み、スロットの奥に各ロッキング 
タブを差し込みます。電源コードにカバーが固定されるまでタブを引き、タブの余分なプラスチックを

捨てます。

ステップ 15 左側の内部端子ブロック カバーの位置を合わせ、2 本のネジで固定します。右側の内部端子ブロック 
カバーの位置を合わせ、1 本のネジで固定します。

ステップ 16 付属のケーブル タイを使用して、右側の端子ブロック カバーの上部にあるスロットにケーブル タイを

通し、配線を左側の端子ブロックに固定します。

ステップ 17 外部端子ブロック カバーを取り付け、2 本のネジで固定します。
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警告 装置を設置または交換する際は、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステートメント 
1046

注意 DC 入力電源装置の配線後にショートまたは感電が起きないようにするため、必ず端子ブロック カ
バーを取り付けてください。

ステップ 18 すべての取り付け手順が正しく行われたことを確認してから、DC 電源回路ブレーカーから安全フラ

グ、ロックアウト装置、または粘着テープを取り除き、電源装置への DC 電源回路に通電できます。

電源装置の電源スイッチをオン（|）の位置にします。電源装置のスイッチをオンにすると、シャーシ

内に電源装置がロックされます。

ステップ 19 電源装置の正常な動作を確認するために、前面パネルの LED が、次の状態になっていることを確認し

ます。

 • INPUT OK 1 LED：DC 電源コードを電源装置の入力の VE-1 ペアに接続している場合は、LED が
グリーンに点灯していることを確認します。DC 電源ケーブルが接続され、LED が点灯していない

場合は、DC 電源がオンになっていないか、または DC 電源電圧が –33 VDC 以下になっています。

DC 電源電圧が –33 ～ –40.5 VDC の場合は、LED は点灯、消灯、点滅のいずれかになります。

 • INPUT OK 2 LED：DC 電源コードを電源装置の入力の VE-2 ペアに接続している場合は、LED が
グリーンに点灯していることを確認します。DC 電源ケーブルが接続され、LED が点灯していない

場合は、DC 電源がオンになっていないか、または DC 電源電圧が –33 VDC 以下になっています。

DC 電源電圧が –33 ～ –40.5 VDC の場合は、LED は点灯、消灯、点滅のいずれかになります。 

 • INPUT OK 3 LED：DC 電源コードを電源装置の入力の VE-3 ペアに接続している場合は、LED が
グリーンに点灯していることを確認します。DC 電源ケーブルが接続され、LED が点灯していない

場合は、DC 電源がオンになっていないか、または DC 電源電圧が –33 VDC 以下になっています。

DC 電源電圧が –33 ～ –40.5 VDC の場合は、LED は点灯、消灯、点滅のいずれかになります。 

 • FAN OK LED：グリーン

 • OUTPUT FAIL LED：消灯

LED が電源に問題のあることを示した場合は、「起動時の問題の特定」（P.E-3）を参照してください。
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6000 W DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け

ここでは、6000 W DC 入力電源装置（PWR-6000-DC）の取り外しおよび取り付け手順を説明します。

内容は次のとおりです。

 • 「必要な工具」（P.4-59）

 • 「6000 W DC 入力電源装置の取り外し」（P.4-59）

 • 「6000 W DC 入力電源装置の取り付け」（P.4-64）

（注） 6000 W DC 入力の冗長電源構成を適正に行うには、1 台の 6000 W DC 入力電源装置のすべての DC 電
源が同じバッテリ システム（A フィード）に接続され、もう 1 台の 6000 W DC 入力電源装置のすべて

の DC 電源が別のバッテリ システム（B フィード）に接続されている必要があります。

必要な工具

電源装置の取り外しおよび取り付け手順には次の工具が必要です。

 • No. 2 プラス ネジ用ドライバ 

 • 1/4 インチ スパナまたは 1/4 インチ ナットドライバ

 • ケーブル タイラップを切断するためのワイヤ カッター

DC 電源コードおよびアース ケーブルに端子を取り付けるために他の工具が必要になることもありま

す。さらに、DC 電源コードとアース ケーブルの端子は同梱されていないため、ご自身で購入する必要

があります。

6000 W DC 入力電源装置の取り外し

警告 次の作業を行う前に、DC 回路に電気が流れていないことを確認します。すべての電源を確実に切断
するには、DC 回路に給電する DC 電力線の回路ブレーカーまたはヒューズの位置を確認してくださ
い。DC 電力線の回路ブレーカーをオフにして、DC 電力線のヒューズを切り離します。ステートメ
ント 322

警告 システムが稼動しているときは、バックプレーンに電圧がかかっています。感電事故を防ぐため、電
源装置ベイおよびバックプレーンに手や指で触れないようにしてください。ステートメント 166

（注） 6000 W DC 入力電源装置を使用すると、DC 入力導線やアース線を外さずに、Input Power Module
（IPM; 入力電源モジュール）を取り外すことができます。次に電源装置を交換し、すべて配線済みの 
IPM を差し込むことができます。電源装置を取り外す前に、この手順を十分に確認してください。

DC 入力電源装置の取り外し手順は、次のとおりです。

ステップ 1 電源装置を取り外す場合、DC 入力電源装置に接続している DC 回路への電源がオフになっていること

を確認します。さらに予防策として、回路の作業をしている場合に誤って電源が再投入されないよう

に、DC 電源回路ブレーカーに適切な安全フラグおよびロックアウト装置を設置するか、または回路ブ

レーカーのハンドルに粘着テープを貼り付けます。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
ステップ 2 取り外す電源装置の電源スイッチをオフ（0）の位置にします（図 4-41 を参照）。電源スイッチをオフ

の位置にすると、ロックが解除され、電源装置がシャーシから外れます。

図 4-41 6000 W DC 入力電源装置の DC 入力前面パネル

（注） PWR-6000-DC 電源装置を使用すると、DC 入力導線やアース線を外さずに、入力電源モジュール

（IPM）を取り外すことができます。次に電源装置を交換し、すべて配線済みの IPM を差し込むことが

できます。このオプションを使用するには、ステップ 3 ～ 6 を実行しないでステップ 7 に進みます。

ステップ 3 端子ブロック カバーを固定している 2 本の A4 ネジを外し、カバーを電源装置から取り外します

（図 4-42 を参照）。

1 端子ブロック カバー 6 非脱落型ネジ

2 DC 電源コード端子ブロック 7  入力電源モジュール（IPM） 
3 アース 8 IPM 非脱落型ネジ

4 ステータス LED 9 IPM ラッチ

5  電源スイッチ 
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
ステップ 4 DC 入力導線を切断したり、傷つけたりしないように、ケーブル タイラップを慎重に切断します。

（注） 6000 W DC 入力電源装置は、単一および冗長構成用に 2800 W、4500 W、または 6000 W の電圧を提

供します。使用可能な DC 入力ペアに応じて、一部の構成にはケーブル タイラップが必要になります。

ステップ 5 DC 入力導線を次の順番で端子ブロックから外します。

 • プラス（+） 

 • マイナス（–） 

ステップ 6 DC 電源装置のアースを外します。

警告 装置を設置するときには、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステートメント 42

図 4-42 6000 W DC 入力電源装置の DC 入力導線の接続（2800 W DC 入力）
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
（注） IPM を取り外さない場合は、ステップ 7 および 8 を飛ばし、ステップ 9 に進みます。

ステップ 7 電源装置の IPM 非脱落型ネジを緩めます。図 4-41 を参照してください。

ステップ 8 両方の IPM ラッチを持ち上げ、IPM を取り外します。図 4-43 を参照してください。

図 4-43 IPM モジュールの取り外し

ステップ 9 電源装置の非脱落型ネジを緩めます（図 4-41 を参照）。

注意 電源装置の取り付けおよび取り外しは、両手で行ってください。各 DC 入力電源装置の重量は、35 
ポンド（16 kg）です。

ステップ 10 片手で電源装置のハンドルをつかみ、電源装置をシャーシから少し引き出します。図 4-44（IPM なし

の場合）または図 4-45（IPM ありの場合）に示すように、もう一方の手を電源装置の下に添えて、電

源装置をシャーシから完全に引き出します。

（注） 電源装置ベイを空のままにしておく場合は、ブランク電源装置フィラー プレート（部品番号：

700-03104-01）を開口部に取り付け、非脱落型ネジで固定します。
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
図 4-44 IPM を搭載していない DC 入力電源装置の取り扱い

図 4-45 IPM を搭載した DC 入力電源装置の取り扱い
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
6000 W DC 入力電源装置の取り付け

（注） PWR-6000-DC 電源装置を使用すると、DC 入力導線とアース線を接続したまま、（以前に取り外した）

入力電源モジュール（IPM）を取り付けることができます。次に電源装置を取り付け、すべて配線済み

の IPM を差し込むことができます。電源装置を取り付ける前に、この手順を十分に確認してください。

警告 次の作業を行う前に、DC 回路に電気が流れていないことを確認します。すべての電源を確実に切断
するには、DC 回路に給電する DC 電力線の回路ブレーカーまたはヒューズの位置を確認してくださ
い。DC 電力線の回路ブレーカーをオフにして、DC 電力線のヒューズを切り離します。ステートメ
ント 322

（注） 6000 W DC 入力の冗長電源構成を適切に行うには、1 台の 6000 W DC 入力電源装置のすべての入力導

線（2800 W DC 入力に 2 つのペア、4500 W DC 入力には 3 つのペア、6000 W DC 入力には 4 つのペ

ア）が同じバッテリ システム（A フィード）に接続され、もう 1 台の 6000 W DC 入力電源装置のすべ

ての入力導線（2800 W DC 入力に 2 つのペア、4500 W DC 入力には 3 つのペア、6000 W DC 入力に

は 4 つのペア）が別のバッテリ システム（B フィード）に接続されている必要があります。

（注） DC 入力電源装置が複数ある場合、各 DC 入力を専用の回路ブレーカーまたはヒューズで保護する必要

があります。回路ブレーカーまたはヒューズは、電源装置の入力定格および地方自治体または国が定め

る電気規定に適合するサイズのものを使用してください。

警告 装置を設置または交換する際は、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステートメント 
1046

（注） 6000 W DC 入力電源装置は、2800 W、4500 W、または 6000 W の電力を提供します。2800 W を選

択するには、任意の 2 つのプラス（+）/マイナス（-）端子ペアを任意の順序で接続します。4500 W 
を選択するには、任意の 3 つのプラス（+）/マイナス（-）端子ペアを任意の順序で接続します。

6000 W を選択するには、4 つのすべてのプラス（+）/マイナス（-）端子ペアを接続します。Cisco 
IOS ソフトウェアは、配線された入力を検出し、適切なシステム電源を設定します。

（注） 6000 W DC 入力電源のアースは、PWR-6000-DC 電源装置を Catalyst 6500 シリーズ シャーシに取り

付けた場合にシステムのアース接続を提供します。この手順に従ってアースを取り付けます。

（注） 冗長電源装置では、両方の電源装置で 6000 W DC 入力電源装置のアースを接続する必要があります。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順

  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
（注） 電源装置の側面と障害物（囲いのある装置ラックの側面など）の間は最低 2.5 ～ 3 インチ（63.5 ～ 
76.2 mm）離してください。この空間は、DC 入力電源コードを正しく取り付け、固定するために必要

です。DC 入力電源コードの配線を誤ると、電源装置へのエアーフローが遮断され、コードに不適切な

張力がかかります。必要な空間の正確な大きさは、使用する DC 入力電源コードの口径と屈曲性によっ

て異なります。

6000 W DC 入力電源装置の取り付け手順は、次のとおりです。

ステップ 1 取り付ける電源装置に接続する DC 回路への電源がオフになっていることを確認します。適切な安全フ

ラグとロックアウト装置を電源スイッチ ハンドルに設置し、どの回路入力にも通電されないようにし

ます。

注意 電源装置の取り付けおよび取り外しは、両手で行ってください。各 6000 W DC 入力電源装置の重

量は、35 ポンド（16 kg）です。

ステップ 2 片手で電源装置のハンドルを持ち、もう一方の手を下に添えます。滑らせるようにして電源装置を電源

装置ベイに入れます。電源装置がベイに完全に装着されていることを確認します（図 4-46 を参照）。

図 4-46 DC 入力電源装置の取り扱い 

ステップ 3 電源装置の非脱落型ネジを締めます（図 4-47 を参照）。
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
図 4-47 6000 W DC 入力電源装置の前面パネル

警告 電源装置の非脱落型ネジは必ずしっかりと締め、保護アースの導通を確保してください。ステートメ
ント 289

（注） PWR-6000-DC 電源装置を使用すると、DC 入力導線とアース線を接続したまま、（以前に取り

外した）入力電源モジュール（IPM）を取り付けることができます。次に電源装置を取り付け、

すべて配線済みの IPM を差し込むことができます。DC 入力導線とアース線が接続されたまま

の IPM を取り付ける場合は、ステップ 4 ～ 12 を飛ばして、ステップ 13 に直接進みます。

ステップ 4 外部端子ブロック カバーを固定している 2 本の A4 ネジを外し、カバーを電源装置から取り外します

（図 4-47 を参照）。

1 端子ブロック カバー 6 非脱落型ネジ

2 DC 電源コード端子ブロック 7  入力電源モジュール（IPM） 
3 アース 8 IPM 非脱落型ネジ

4 ステータス LED 9 IPM ラッチ

5  電源スイッチ 
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
ステップ 5 適切な端子を DC 入力導線とアース線に接続します。導線は、使用する地域および国の取り付け要件に

適したサイズのものを使用します。使用できるのは銅線だけです。

（注） 6000 W 電源装置には、電源導線とアース線の両方に使用するように、AWG #4 ラグ端子と 45 
度角、2 穴圧縮ラグ端子が付属しています。別の導線サイズに適した他の端子は個別に購入し

てください。

（注） 電源装置の端子ブロック端子の開口部の幅は、0.62 インチ（15.8 mm）です。端子ポストは中

心から 0.625 インチ（15.88 mm）離れており、1/4-20 スレッドです。適切なサイズの、業界

標準の 45 度角、2 穴標準バレル圧縮ラグ端子を電源ラグとアース ラグの両方に使用すること

を推奨します（AWG #4 導線では、Panduit 部品番号 LCC4-14AWH-L か、それに相当するも

の）。電源装置アース スタッドは、端子ブロックの横にあります。

（注） 北米での 6000 W 電源装置の設置には、90 ℃ 耐性の撚りの細かい銅線を使用してください。 

（注） 6000 W DC 入力電源装置は、2800 W、4500 W、または 6000 W の電圧を提供します。

2800 W を選択するには、任意の 2 つのプラス（+）/マイナス（-）端子ペアを任意の順序で接

続します。4500 W を選択するには、任意の 3 つのプラス（+）/マイナス（-）端子ペアを任意

の順序で接続します。6000 W を選択するには、4 つのすべての端子を接続します。Cisco IOS 
ソフトウェアは、配線された入力を検出し、適切なシステム電源を設定します。

（注） 単一電源装置向けに 2800 W を接続している場合は、ステップ 7 に進みます。冗長電源装置用

に 2800 W を配線している場合は、ステップ 7 に進み、次にステップ 10 に進みます。いずれの

場合でも、終了後にステップ 14 に進みます。

（注） 単一電源装置向けに 4500 W を接続している場合は、ステップ 8 に進みます。冗長電源装置用

に 4500 W を配線している場合は、ステップ 8 に進み、次にステップ 11 に進みます。いずれの

場合でも、終了後にステップ 14 に進みます。

（注） 単一電源装置向けに 6000 W を接続している場合は、ステップ 9 に進みます。冗長電源装置用

に 6000 W を配線している場合は、ステップ 9 に進み、次にステップ 12 に進みます。いずれの

場合でも、終了後にステップ 14 に進みます。
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
ステップ 6 次のように 2800 W を配線します（電源装置ベイの左側）。

a. 電源装置の左側から、アース線をアースに接続します（図 4-48 を参照）。

図 4-48 電源ベイの左側に置かれた 2700 W DC 入力電源装置の DC 入力導線の接続

b. 電源装置の左側から、個々の DC 入力導線を次の順序で端子ブロックに接続します（図 4-48 およ

び図 4-49 を参照）。

マイナス（–） 
プラス（+） 

（注） 端子ナットを締める場合、ナットの大きさが合っているか確認します。ナットを締めすぎない

でください。推奨トルク強度は 20 インチポンドです。端子ナットを締めすぎると、端子ブ

ロックが破損することがあります（最大トルク：36 インチポンド）。

c. 外部ブロック カバーを固定します。
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
ステップ 7 次のように 4500 W を配線します（電源装置ベイの左側）。

a. 電源装置の左側から、アース線をアースに接続します（図 4-49 を参照）。

図 4-49 電源ベイの左側に置かれた 4000 W DC 入力電源装置の DC 入力導線の接続

b. 電源装置の左側から、個々の DC 入力導線を次の順序で端子ブロックに接続します（図 4-47 およ

び図 4-49 を参照）。

マイナス（–） 
プラス（+） 

（注） 端子ナットを締める場合、ナットの大きさが合っているか確認します。ナットを締めすぎ

ないでください。推奨トルク強度は 20 インチポンドです。端子ナットを締めすぎると、端

子ブロックが破損することがあります（最大トルク：36 インチポンド）。

c. 外部ブロック カバーを固定します。
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
ステップ 8 次のように 6000 W を配線します（電源装置ベイの左側）。

a. 電源装置の左側から、アース線をアースに接続します（図 4-50 を参照）。

図 4-50 電源ベイの左側に置かれた 6000 W DC 入力電源装置の DC 入力導線の接続

b. 電源装置の左側から、個々の DC 入力導線を次の順序で端子ブロックに接続します（図 4-47 およ

び図 4-50 を参照）。

マイナス（–） 
プラス（+） 

（注） 端子ナットを締める場合、ナットの大きさが合っているか確認します。ナットを締めすぎ

ないでください。推奨トルク強度は 20 インチポンドです。端子ナットを締めすぎると、端

子ブロックが破損することがあります（最大トルク：36 インチポンド）。
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
ステップ 9 次のように 2800 W を配線します（電源装置ベイの右側）。

a. 電源装置の右側から、アース線をアースに接続します（図 4-51 を参照）。

図 4-51 電源ベイの右側に置かれた 2700 W DC 入力電源装置の DC 入力導線の接続

b. 電源装置の右側から、DC 入力導線を次の順序で端子ブロックに接続します（図 4-47 および

図 4-51 を参照）。

マイナス（–） 
プラス（+） 

（注） 端子ナットを締める場合、ナットの大きさが合っているか確認します。ナットを締めすぎない

でください。推奨トルク強度は 20 インチポンドです。端子ナットを締めすぎると、端子ブ

ロックが破損することがあります（最大トルク：36 インチポンド）。

c. 外部ブロック カバーを固定します。

（注） 2800 W DC 入力の冗長電源構成を適正に行うには、1 台の 6000 W DC 入力電源装置の両方の

ペアの入力導線が同じバッテリ システム（A フィード）に接続され、もう 1 台の 6000 W DC 
入力電源装置の両方のペアの入力導線が別のバッテリ システム（B フィード）に接続されてい

る必要があります。

19
12

90

R
U

IN
S

T

CISCO SYSTEMS, INC
1

2
3

4INPUT OK FAN
OK OUTPUTFAIL

 

 

 - 
 + 
 - 
 + 

   
4-71
Catalyst 6500 シリーズ スイッチ インストレーション ガイド     

OL-5781-07-J



第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
（注） DC 入力電源装置が複数ある場合、各 DC 入力を専用の回路ブレーカーまたはヒューズで保護

する必要があります。回路ブレーカーまたはヒューズは、電源装置の入力定格および地方自治

体または国が定める電気規定に適合するサイズのものを使用してください。

ステップ 10 次のように 4500 W を配線します（電源装置ベイの右側）。

a. 電源装置の右側から、アース線をアースに接続します（図 4-52 を参照）。

図 4-52 電源ベイの右側に置かれた 4000 W DC 入力電源装置の DC 入力導線の接続

b. 電源装置の右側から、個々の DC 入力導線を、次の順序で右側の電源装置の端子ブロックに接続し

ます（図 4-47 および図 4-52 を参照）。

マイナス（–） 
プラス（+） 

（注） 端子ナットを締める場合、ナットの大きさが合っているか確認します。ナットを締めすぎ

ないでください。推奨トルク強度は 20 インチポンドです。端子ナットを締めすぎると、端

子ブロックが破損することがあります（最大トルク：36 インチポンド）。

c. 外部ブロック カバーを固定します。
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け   
（注） 4500 W DC 入力の冗長電源構成を適正に行うには、1 台の 6000 W DC 入力電源装置の 3 
つのペアの入力導線が同じバッテリ システム（A フィード）に接続され、もう 1 台の 6000 
W DC 入力電源装置の 3 つのペアの入力導線が別のバッテリ システム（B フィード）に接

続されている必要があります。

（注） DC 入力電源装置が複数ある場合、各 DC 入力を専用の回路ブレーカーまたはヒューズで

保護する必要があります。回路ブレーカーまたはヒューズは、電源装置の入力定格および

地方自治体または国が定める電気規定に適合するサイズのものを使用してください。

ステップ 11 次のように 6000 W を配線します（電源装置ベイの右側）。

a. 電源装置の右側から、アース線をアースに接続します（図 4-53 を参照）。

図 4-53 電源ベイの右側に置かれた 6000 W DC 入力電源装置の DC 入力導線の接続
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  DC 入力電源装置の取り外しおよび取り付け
b. 電源装置の右側から、個々の DC 入力導線を次の順序で端子ブロックに接続します（図 4-47 およ

び図 4-53 を参照）。

マイナス（–） 
プラス（+） 

（注） 端子ナットを締める場合、ナットの大きさが合っているか確認します。ナットを締めすぎない

でください。推奨トルク強度は 20 インチポンドです。端子ナットを締めすぎると、端子ブ

ロックが破損することがあります（最大トルク：36 インチポンド）。

（注） 6000 W DC 入力の冗長電源構成を適正に行うには、1 台の 6000 W DC 入力電源装置の 4 つの

すべてのペアの入力導線が同じバッテリ システム（A フィード）に接続され、もう 1 台の 
4000 W DC 入力電源装置の 4 つのすべてのペアの入力導線が別のバッテリ システム（B 
フィード）に接続されている必要があります。

（注） DC 入力電源装置が複数ある場合、各 DC 入力を専用の回路ブレーカーまたはヒューズで保護

する必要があります。回路ブレーカーまたはヒューズは、電源装置の入力定格および地方自治

体または国が定める電気規定に適合するサイズのものを使用してください。

警告 装置を設置するときには、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステートメント 42

注意 DC 入力電源装置の配線後にショートまたは感電が起きないようにするため、必ず端子ブロック カ
バーを取り付けてください。

ステップ 12 配線済みの IPM を取り付けている場合は、IPM を電源装置に確実に差し込み、IPM 非脱落型ネジを締

めます （図 4-54 を参照）。

図 4-54 配線済みの IPM の差し込み（2700 W DC 入力）
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  PEM の取り外しおよび取り付け   
ステップ 13 すべての取り付け手順が正しく行われたことを確認したら、安全フラグとロックアウト装置を取り除

き、電源装置への入力回路に通電できます。

ステップ 14 電源スイッチを使用して電源装置をオンにします。

ステップ 15 電源装置の動作を確認するために、前面パネルの LED が、次の状態になっていることを確認します。

 • INPUT OK LED：グリーン

 • FAN OK LED：グリーン

 • OUTPUT FAIL LED：消灯

PEM の取り外しおよび取り付け
ここでは、Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E スイッチの PEM（パワー エントリ モジュール）の取

り外しおよび取り付け方法について説明します。PEM には、3 つのモデルがあります。

 • 950 W AC 入力 PEM：PEM-15A-AC

 • 1400 W AC 入力 PEM：PEM-20A-AC+

 • 950 W DC 入力 PEM：PEM-DC/3

（注） PEM は、Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E スイッチ専用です。

PEM により、シャーシ前面で設置場所の電源から電源装置への接続が可能になります。入力電源の接

続だけでなく、PEM には、電源スイッチの点灯（AC 入力のみ）、電流の保護、サージと EMI（電磁波

干渉）の抑制、およびフィルタリングの機能があります。

PEM の位置については図 4-55 を、電源装置の位置については図 4-56 を参照してください。左側の 
PEM（PEM 1）は、電源装置 1 に設置場所の電源を接続します。右側の PEM（PEM 2）は、電源装置 
2 に設置場所の電源を接続します。

図 4-55 Catalyst 6503：PEM の位置
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  PEM の取り外しおよび取り付け
図 4-56 Catalyst 6503 スイッチ：電源装置の位置

必要な工具

次の手順を実行するには、マイナス ドライバまたは No.2 プラス ドライバを使用します。また、ケーブ

ル タイラップを切断するために、ワイヤ カッターが必要になる場合があります。

AC 入力 PEM の取り外し

AC 入力 PEM の取り外し手順は、次のとおりです。

ステップ 1 取り外す PEM の電源スイッチをオフ（0）の位置にします （図 4-55 を参照）。

ステップ 2 電源コードを電源から外します。PEM に接続されているときは、電源コードの金属部分に手を触れな

いでください。

ステップ 3 電源コードを PEM の電源から取り外します。PEM に組み込まれている金属部分に手を触れないでく

ださい。

ステップ 4 2 本の非脱落型ネジを緩めます （図 4-57 を参照）。

ステップ 5 片手で PEM をつかみ、シャーシから少し引き出します。もう一方の手を PEM の下に添えて（図 4-58 
を参照）、シャーシから完全に引き出します。

ステップ 6 PEM のベイを空のままにしておく場合は、ブランク PEM フィラー プレート（部品番号：

800-16719-01）を開口部に取り付け、非脱落型ネジで固定します。
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図 4-57 AC 入力 PEM（PEM-20A-AC+）

図 4-58 PEM の取り扱い
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  PEM の取り外しおよび取り付け
AC 入力 PEM の取り付け

AC 入力 PEM の取り付け手順は、次のとおりです。

ステップ 1 システム アースが接続されていることを確認します。

アース接続手順については、「システム アースの確立」（P.3-52）を参照してください。

ステップ 2 必要な場合は、シャーシの PEM ベイの非脱落型ネジを緩めて、ブランク PEM フィラー プレート（部

品番号：800-16719-01）を取り外します。ブランク PEM フィラー プレートは、今後使用するときの

ために保管しておきます。

ステップ 3 片手で PEM を持ちます。もう一方の手を PEM の下に添えます（図 4-58 を参照）。PEM を PEM ベイ

に挿入します。PEM がベイに完全に装着されていることを確認します。

ステップ 4 PEM の非脱落型ネジを締めます （図 4-57 を参照）。

ステップ 5 PEM に電源コードを差し込みます。

（注） サポートされる AC 電源コードのリストについては、「付録 A」を参照してください。

ステップ 6 電源コードのもう一方の端を AC 入力電源に接続します。

注意 電源装置が 2 台搭載されているシステムでは、各電源装置をそれぞれ別の電源に接続してください。

一方の電源に障害が発生しても、もう一方の電源を使用できる可能性が高くなります。

ステップ 7 PEM の電源スイッチを、オン（|）の位置にします。

DC 入力 PEM の取り外し

警告 次の作業を行う前に、DC 回路に電気が流れていないことを確認します。ステートメント 1003

警告 システムの稼動時には、バックプレーンに危険な電圧または電流が流れています。保守を行う場
合は注意してください。ステートメント 1034

警告 装置を設置または交換する際は、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステートメ
ント 1046
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  PEM の取り外しおよび取り付け   
DC 入力 PEM の取り外し手順は、次のとおりです。

ステップ 1 取り外す PEM の DC 回路への電源がオフになっていることを確認します。さらに予防策として、回路

の作業をしている場合に誤って電源が再投入されないように、電源回路ブレーカーに適切な安全フラグ

およびロックアウト装置を設置するか、または回路ブレーカーのハンドルに粘着テープを貼り付けま

す。

ステップ 2 PEM の 2 本の非脱落型ネジを緩めます （図 4-59 を参照）。

ステップ 3 PEM をシャーシから少し引き出し、PEM の端子ブロック ネジを操作できるようにします （図 4-60 を
参照）。

ステップ 4 DC 入力導線を次の順序で PEM 端子ブロックから外します。

1. プラス（+）

2. マイナス（–）

（注） システムのアース接続を切断する必要はありません。

ステップ 5 片手で PEM を持ち、もう一方の手をその下に添えて（図 4-61 を参照）、PEM をシャーシから完全に

引き出します。PEM を脇に置きます。

ステップ 6 PEM のベイを空のままにしておく場合は、ブランク PEM フィラー プレート（部品番号：

800-16719-01）を開口部に取り付け、2 本の非脱落型ネジで固定します。

図 4-59 DC 入力 PEM

Catalyst 6503 DC PEM
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  PEM の取り外しおよび取り付け
図 4-60 DC 入力 PEM 端子ブロック ネジ

図 4-61 DC 入力 PEM の取り扱い

DC 入力 PEM の取り付け

警告 次の作業を行う前に、DC 回路に電気が流れていないことを確認します。ステートメント 1003 

警告 装置を設置または交換する際は、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステートメ
ント 1046
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順

  PEM の取り外しおよび取り付け   
DC 入力 PEM の取り付け手順は、次のとおりです。

ステップ 1 システム アースが接続されていることを確認します。アース接続の手順については、「システム アース

の確立」（P.3-52）を参照してください。

ステップ 2 取り付ける PEM の DC 回路への電源がオフになっていることを確認します。さらに予防策として、回

路の作業をしている場合に誤って電源が再投入されないように、電源回路ブレーカーに適切な安全フラ

グおよびロックアウト装置を設置するか、または回路ブレーカーのハンドルに粘着テープを貼り付けま

す。

ステップ 3 PEM をシャーシに少し差し込み、PEM の端子ブロック ネジを操作できるようにします （図 4-62 を参

照）。

図 4-62 DC 入力 PEM 端子ブロック ネジ

ステップ 4 DC 入力導線を次の順序で端子ブロックに接続します。

1. マイナス（–）

2. プラス（+）

ステップ 5 導線がすべて完全に接続されていることを確認し、ベイに PEM を取り付けます。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  ファン アセンブリの取り外しおよび取り付け
ステップ 6 電源装置の非脱落型ネジを締めます （図 4-63 を参照）。

図 4-63 DC 入力 PEM 

注意 電源装置が 2 台搭載されているシステムでは、各電源装置をそれぞれ別の入力電源に接続してくだ

さい。一方の電源に障害が発生しても、もう一方の電源を使用できる可能性が高くなります。

ステップ 7 安全フラグ、ロックアウト装置、または回路ブレーカーのスイッチ ハンドルからテープを取り除き、

回路ブレーカーのスイッチ ハンドルをオン（|）の位置にして電源を再投入します。

ステップ 8 電源装置の正常な動作を確認するために、前面パネルの LED が、次の状態になっていることを確認し

ます。

 • INPUT OK LED：グリーン

 • FAN OK LED：グリーン

 • OUTPUT FAIL LED：消灯

LED が電源に問題のあることを示した場合は、「起動時の問題の特定」（P.E-3）を参照してください。

ファン アセンブリの取り外しおよび取り付け
ここでは、Catalyst 6500 シリーズ スイッチのファン アセンブリの取り外しおよび取り付け手順につい

て説明します。

（注） Catalyst 6506、Catalyst 6509、または Catalyst 6509-NEB シャーシに Supervisor Engine 2 が搭載され

ているときに、ファン トレイの取り外しおよび交換手順を使用して、ファン トレイ 1（低速）から

ファン トレイ 2（高速）にアップグレードしている場合は、最初に hw-module fan-tray version 2 コ
マンドを使用してシャーシの構成を確認し、電源装置の互換性や電源が十分であるかどうかなど、構成

の問題をチェックする必要があります。構成の問題が検出されない場合は、ファン トレイを変更でき

ることを示すメッセージが表示されます。このコマンドは、Supervisor Engine 2 を使用して構成され

ている Catalyst 6500 シリーズ スイッチだけに適用されます。このコマンドは、Supervisor Engine 720 
または Supervisor Engine 32 を使用して構成されているシステムでは必要ありません。

必要な工具

電源装置の非脱落型ネジを緩めたり締めたりするために、マイナス ドライバまたは No.2 プラス ドライ

バが必要になることがあります。

Catalyst 6503 DC PEM

79
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0

4-82
Catalyst 6500 シリーズ スイッチ インストレーション ガイド

OL-5781-07-J



第 4 章      取り外しおよび取り付け手順

  ファン アセンブリの取り外しおよび取り付け   
ファン アセンブリの取り外し 
ファン アセンブリは、システムの動作中に取り外しや取り付けを行っても、電気事故が発生したりシ

ステムが損傷したりすることがないように設計されています。

警告 ファン トレイを取り外すときは、回転しているファンの羽根に手を近づけないでください。ファン ブ
レードが完全に停止してからファン トレイを取り外してください。ステートメント 258

ファン アセンブリを取り外す手順は、次のとおりです。

ステップ 1 ファン トレイ 1（低速）からファン トレイ 2（高速）にシャーシをアップグレードしているときに、

シャーシに Supervisor Engine 2 が搭載されている場合は、現在のシャーシ構成がファン トレイのアッ

プグレードをサポートしていることを確認する必要があります。確認するには、hw-module fan-tray 
version 2 コマンドを使用して、電源装置の互換性や電源が十分かどうかなど、構成の問題を確認しま

す。

構成の問題が検出されない場合は、ファン トレイを変更できることを示すメッセージが表示されます。

シャーシに Supervisor Engine 32 または Supervisor Engine 720 が搭載されている場合は、この手順を

飛ばし、ステップ 2 に進みます。

ステップ 2 次のようにシャーシでファン アセンブリの位置を確認します。

 • Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E スイッチについては、図 4-64 を参照してください （ファン 
トレイはモジュール ケージの左側にあります）。

 • Catalyst 6504-E スイッチについては、図 4-65 を参照してください （ファン トレイはモジュール 
ケージの左側にあります）。

 • Catalyst 6506 および Catalyst 6506-E スイッチについては、図 4-66 を参照してください （ファン 
トレイはモジュール ケージの左側にあります）。

 • Catalyst 6509 および Catalyst 6509-E スイッチについては、図 4-67 を参照してください （ファン 
トレイはモジュール ケージの左側にあります）。

 • Catalyst 6509-NEB スイッチについては、図 4-68 を参照してください （ファン トレイはモジュー

ル ケージの上にあります）。

 • オプションのケーブル マネジメント システムが装備された Catalyst 6509-NEB-A スイッチでは、

ファン アセンブリに手が届くように、最初にケーブル マネジメント システムの上にある 2 本の非

脱落型ネジを緩めてから、ケーブル ガイドを倒す必要があります （図 4-69 を参照）。Catalyst 
6509-NEB-A スイッチの 2 つのファン トレイの位置については、図 4-70 を参照してください。

 • オプションのケーブル マネジメント システムが装備された Catalyst 6509-V-E スイッチでは、ファ

ン アセンブリに手が届くように、最初にケーブル マネジメント システムの上にある 2 本の非脱落

型ネジを緩めてから、ケーブル ガイドを倒す必要があります （図 4-69 を参照）。Catalyst 
6509-V-E スイッチの 2 つのファン トレイの位置については、図 4-70 を参照してください。

– ケーブル ガイドを十分に倒してファン トレイに手が届くように、ネットワーク インター
フェイス ケーブルに十分なたるみがあることを確認します。

– フル装備のケーブル マネジメント システムは重くなる場合があります。ケーブル ガイド
を下げる場合は、十分に支えられることを確認してください。

 • Catalyst 6513 スイッチについては、図 4-71 を参照してください （ファン トレイはモジュール 
ケージの左側にあります）。

ステップ 3 2 本のファン トレイ非脱落型ネジを左に回して緩めます。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  ファン アセンブリの取り外しおよび取り付け
ステップ 4 両手でファン アセンブリを持ち、外側へ引き出します。必要に応じて軽くゆり動かし、バックプレー

ンからファン アセンブリの電源コネクタを取り外します。

注意 ファン トレイを取り外すときは、回転しているファンの羽根に手を近づけないでください。ファン 
ブレードが完全に停止してからファン トレイを取り外してください。

ステップ 5 ファン アセンブリをシャーシから引き出し、安全な場所に置きます。

図 4-64 ファン アセンブリ：Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E スイッチ

図 4-65 ファン アセンブリ：Catalyst 6504-E スイッチ
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順

  ファン アセンブリの取り外しおよび取り付け   
図 4-66 ファン アセンブリ：Catalyst 6506 および Catalyst 6506-E スイッチ
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  ファン アセンブリの取り外しおよび取り付け
図 4-67 ファン アセンブリ：Catalyst 6509 および Catalyst 6509-E スイッチ
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  ファン アセンブリの取り外しおよび取り付け   
図 4-68 ファン アセンブリ：Catalyst 6509-NEB スイッチ
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  ファン アセンブリの取り外しおよび取り付け
図 4-69 Catalyst 6509-NEB-A および Catalyst 6509-V-E スイッチのファン トレイの作業
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順

  ファン アセンブリの取り外しおよび取り付け   
図 4-70 ファン アセンブリ：Catalyst 6509-NEB-A および Catalyst 6509-V-E スイッチ
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  ファン アセンブリの取り外しおよび取り付け
図 4-71 ファン アセンブリ：Catalyst 6513 スイッチ
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順

  ファン アセンブリの取り外しおよび取り付け   
ファン アセンブリの取り付け

新しいファン アセンブリを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 ファンを右側に向け、FAN STATUS LED が下にくるようにファン アセンブリを持ちます。

 • Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E スイッチについては、図 4-64 を参照してください。

 • Catalyst 6504-E スイッチについては、図 4-65 を参照してください。

 • Catalyst 6506 および Catalyst 6506-E スイッチについては、図 4-66 を参照してください。

 • Catalyst 6509 および Catalyst 6509-E スイッチについては、図 4-67 を参照してください。

 • Catalyst 6513 スイッチについては、図 4-71 を参照してください

Catalyst 6509-NEB スイッチの場合は、ファンが下向きに、FAN STATUS LED が左側になるように

ファン アセンブリを持ちます （図 4-68 を参照）。Catalyst 6509-NEB-A および Catalyst 6509-V-E ス
イッチの場合は、ハンドルがアセンブリの上になるようにファン アセンブリを持ちます （図 4-70 を参

照）。

ステップ 2 ファン アセンブリをシャーシ前面の開口部に差し込み、シャーシに置くようにします。それからファ

ン アセンブリを少し持ち上げ、上部と底部のシャーシ ガイドの溝に合わせます。

ステップ 3 電源コネクタがバックプレーンに装着され、非脱落型ネジがシャーシに当たるまで、ファン アセンブ

リをシャーシに押し込みます。

ステップ 4 非脱落型ネジを締めます。

ステップ 5 Catalyst 6509-NEB-A および Catalyst 6509-V-E スイッチの場合は、ケーブル ガイドを元の位置に戻

し、シャーシ上部の 2 本の非脱落型ネジを締めます （図 4-69 を参照）。

 • フル装備の Catalyst 6509-V-E ケーブル マネジメント システムは非常に重くなることがあります。

ファン トレイを交換した後にケーブル ガイドを戻すときは、ネットワーク インターフェイス ケー

ブルの位置が自然に揃うように、ケーブル ガイドをゆっくりとゆらしてください。このようにす

ると、シャーシの前面にケーブル ガイドを簡単に取り付けられるようになり、2 つの非脱落型ネジ

を合わせて締めることができます。ネットワーク インターフェイス ケーブルがケーブル ガイドに

挟まっていないことを確認します。

 • Catalyst 6509-V-E ケーブル ガイドを配置して固定した後、ケーブル ガイド前面パネルの背面にあ

るタブが、この時点でもシャーシの横のケーブル ガイドの背面にあるスロットに入っていること

を確認します。タブが緩んでいる場合は、タブをスロットに再び取り付ける必要があります。

取り付けの確認

新しいファン アセンブリが正しく取り付けられているかどうかを確認する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 ファンの音を聞きます。すぐに作動音が聞こえるはずです。聞こえない場合は、ファン アセンブリが

シャーシに完全に収まり、前面プレートとスイッチの背面パネルが揃っていることを確認します。

ステップ 2 FAN STATUS LED がグリーンに点灯していることを確認します。LED がレッドに点灯している場合

は、1 つまたは複数のファンが故障しています。

ステップ 3 数回試行してもファン アセンブリが作動しない場合、または取り付け時に問題が生じた場合（非脱落

型ネジとシャーシの穴が合わないなど）は、製品を購入された代理店に連絡してください。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  Catalyst 6509-NEB-A スイッチまたは Catalyst 6509-V-E へのエア フィルタ アセンブリの取り付け（オプション）
Catalyst 6509-NEB-A スイッチまたは Catalyst 6509-V-E 
へのエア フィルタ アセンブリの取り付け（オプション）

ここでは、Catalyst 6509-NEB-A スイッチまたは Catalyst 6509-V-E スイッチにオプションのエア フィ

ルタ アセンブリを取り付ける方法について説明します。フィルタ アセンブリは、ほこりやその他のご

みがスイッチ シャーシに吸い込まれないように設計されています。このフィルタは通常の取り付け環

境では不要なため、シャーシまたはバンドル構成には含まれていません。このアセンブリは、例外的に

ほこりの多い取り付けサイトだけで使用することを推奨します。

注意 空気中のほこりやごみの量が多い取り付けサイトでは、Catalyst 6509-NEB-A または 
Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシにエア フィルタを取り付けることを推奨します。

必要な部品は、表 4-3 の記載に従って発注できます。フィルタ アセンブリを取り付けるには、シャー

シに INTAKEPNL-09= を取り付ける必要があります。この吸気パネルは、パネルの下部の前面から延

びる 2 つのフィルタ アセンブリ サポート ループ、およびパネルの前面の左右にある取り付けネジで識

別できます （図 4-73 を参照）。

新しいフィルタ アセンブリを取り付ける手順は、次のとおりです。INTAKEPNL-09= がすでに取り付

けられている場合は、ステップ 3 に進みます。

ステップ 1 4 本の取り付けネジを緩めて、吸気パネルを取り外します （図 4-72 を参照）。

表 4-3 エア フィルタの部品番号

部品番号 説明

INTAKEPNL-09= 交換用の吸気パネル

FLTRASSM-09= フィルタ ケージ アセンブリ（フィルタ挿入部分

なし）

FLTRINSERTS-09= FLTRASSM-09= の 5 つの交換用エア フィルタ挿

入部分のセット
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順

  Catalyst 6509-NEB-A スイッチまたは Catalyst 6509-V-E へのエア フィルタ アセンブリの取り付け（オプション）         
図 4-72 吸気パネルの取り外し

ステップ 2 4 本の取り付けネジを締めて、新しい吸気パネルを取り付けます （図 4-73 を参照）。

図 4-73 新しい吸気パネルの取り付け
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  Catalyst 6509-NEB-A スイッチまたは Catalyst 6509-V-E へのエア フィルタ アセンブリの取り付け（オプション）
ステップ 3 サム ループを押しながら、フィルタ固定装置を慎重に外側に引き出して、フィルタ ケージ アセンブリ

から内部フィルタ固定装置を取り外します （図 4-74 を参照）。

図 4-74 内部フィルタ固定装置の取り外し

ステップ 4 フィルタ固定装置の上に発泡樹脂のフィルタを置きます （図 4-75 を参照）。

ステップ 5 固定装置とフィルタをケージ アセンブリに挿入します。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順

  Catalyst 6509-NEB-A スイッチまたは Catalyst 6509-V-E へのエア フィルタ アセンブリの取り付け（オプション）         
図 4-75 フィルタ固定装置への発泡樹脂フィルタの設置

ステップ 6 次のようにタブを下にして、フィルタ アセンブリを取り付けます。

a. フィルタ ケージ アセンブリの下部にあるタブ（図 4-75 を参照）を、下の方のサポート ループに

取り付けます （図 4-73 を参照）。

b. フィルタ アセンブリを吸気パネルに向かって回します （図 4-76 を参照）。

c. 2 本の締め付けネジを締めます。

1 フィルタ ケージ アセンブリ 4 タブ

2 フィルタ 5 サム ループ

3 フィルタ固定装置
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  Catalyst 6509-NEB-A スイッチまたは Catalyst 6509-V-E へのエア フィルタ アセンブリの取り付け（オプション）
図 4-76 フィルタ アセンブリの取り付け

ステップ 7 オプションのエア フィルタ アセンブリを取り付けた後、エア フィルタの汚れを目視確認するためのス

ケジュールを設定します （「エア フィルタの確認」（P.4-97） を参照）。

1 取り付けネジ 2 締め付けネジ

10
49

00

INPUT
OK

FAN
OK

OUTPUT
FAIL

o

INPUT
OK

FAN
OK

OUTPUT
FAIL

o

P
O

R
T

 2

P
O

R
T

 2

LINK

ACTIVE

TX
RX

TX

RX

ACTIVE

TX
RX

TX

RX TX
RX

TX

RX

2

1

1

4-96
Catalyst 6500 シリーズ スイッチ インストレーション ガイド

OL-5781-07-J



第 4 章      取り外しおよび取り付け手順

  リモート パワー サイクリング機能用制御線の取り付け（オプション）    
エア フィルタの確認

Catalyst 6509-NEB-A または Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシにオプションのエア フィルタを取

り付けたら、エア フィルタの損傷と汚れを定期的に確認する必要があります。少なくとも 1 か月に 1 
回、またはほこりの多い環境ではそれ以上の頻度で目視確認を行うことを推奨します。ほこりが詰まっ

ているように感じられた場合や、シャーシ内部の動作温度の上昇を検出した場合は、フィルタを交換し

ます。フィルタを定期的に確認しないと、フィルタのエアーフローが制限され、シャーシの過熱や 
EMI パフォーマンスの低下につながります。

注意 エア フィルタに損傷がある場合は、エアーフローが制限され、スイッチの過熱や EMI パフォーマ

ンスの低下につながります。エア フィルタの取り付けまたは交換時は、フィルタを慎重に扱ってく

ださい。1 か月に 1 回フィルタの損傷の兆候を確認するか、ほこりの多い環境では、3 か月に 1 回以

上の頻度でエア フィルタを交換することをを推奨します。

リモート パワー サイクリング機能用制御線の取り付け（オ
プション）

リモート パワー サイクリング機能を使用すると、スイッチ シャーシが設置されている場所で物理的に

電源装置の電源スイッチをオンまたはオフにする代わりに、ネットワークを介してスイッチ シャーシ

の電源をオンまたはオフにすることができます。リモート パワー サイクリング機能は、8700 W AC 入
力電源装置でだけ使用可能です。

Catalyst 6500 シリーズ スイッチ シャーシをパワー サイクルするのに使用可能なリモート パワー サイ

クリング リレー コントローラ ボックスは、複数のベンダーで製造されています。これらのリレー コン

トローラ ボックスのほとんどに、複数の電源装置を制御する機能が備わっています。リレー コント

ローラ ボックスはネットワーク インターフェイスを持ち、これによりユーザは、遠隔操作でリレー コ
ントローラ ボックスにアクセスして内蔵リレーをオンまたはオフにすることができます。内蔵リレー

はノーマル オープン（NO）タイプ リレーまたはノーマル クローズ（NC）タイプ リレーのどちらでも

使用できますが、 NO リレーを使用しているリレー コントローラ ボックスを購入することを強く推奨し

ます。リレー コントローラ ボックスはスイッチ シャーシの近くに取り付け、ネットワークに接続しま

す。リレー コントローラ ボックスの 2 本の制御線は、8700 W 電源装置の前面にある 3 ピン端子ブ

ロックに接続します。リレー コントローラ ボックスからの信号がこの制御線を通って電源装置に伝達

され、電源装置がオンまたはオフに切り替わります。

ここでは、リモート パワー サイクリング機能の制御線の取り付け方法についてだけを説明します。リ

レー コントローラ ボックスの取り付け方法については、リレー コントローラ ボックスのメーカーの指

示に従ってください。

（注） リモート パワー サイクリング機能およびこの機能の取り付け手順は、8700 W AC 入力電源装置に対し

てだけ適用可能です。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  リモート パワー サイクリング機能用制御線の取り付け（オプション）
必要な工具および部品

リモート パワー サイクリング機能を取り付けるには、次の工具および部品が必要です。

 • リレー コントローラ ボックス 

リモート パワー サイクリングの制御に NO（ノーマル オープン）リレーを使用しているリレー コ
ントローラ ボックスを購入することを強く推奨します。

 • 小型マイナス ドライバ

 • 18 AWG（最大）制御線

 • ワイヤ カッター

 • ワイヤ ストリッパ

リモート パワー サイクリング機能用制御線の取り付け

リレー コントローラ ボックスから 8700 W 電源装置に制御線 2 本を取り付ける手順は、次のとおりで

す。

ステップ 1 リレー コントローラ ボックスをパッケージから取り出します。

ステップ 2 リレー コントローラ ボックスを付属の取り付けマニュアルに従って取り付けます。

ステップ 3 リレー コントローラ ボックスの端子と 8700 W 電源装置の端子ブロック間の距離を測定し、2 本の 
18 AWG 制御線を接続できるようにこの距離より長めに切断します。

ステップ 4 2 本の制御線の両端から絶縁体を約 1/4 インチずつ剥がします。

ステップ 5 リレー コントローラ ボックスに付属のマニュアルに従って 2 本の制御線をリレー コントローラ ボック

スの端子に接続します。

ステップ 6 制御線の接続先となる電源装置端子ブロック上の端子 2 つを確認します（NO リレーの場合は端子 1 と 
2（推奨）、NC リレーの場合は端子 2 と 3）。小型マイナス ドライバを使用して、電源装置端子ブロッ

クのいずれかの端子のワイヤ リリース メカニズムを押し下げ、制御線の絶縁体を剥がした部分をその

端子に挿入します （図 4-77 を参照）。ドライバを外して制御線を固定します。制御線をゆっくりと

引っ張って端子ブロックに固定されていることを確認します。

ステップ 7 2 本めの制御線に対してもステップ 6 を繰り返します。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順

  リモート パワー サイクリング機能用制御線の取り付け（オプション）    
図 4-77 リレー制御線の取り付け

ステップ 8 端子ブロックの隣にあるリレー コントローラ スイッチの位置を確認します。

リレー コントローラ ボックスに NO リレーが使用されている場合、スイッチを下側（NO [ノーマル 
オープン ]）の位置にする必要があります。これがデフォルトで、推奨される位置です。リレー コント

ローラ ボックスに NC リレーが使用されている場合は、リレー コントローラ スイッチを上側の位置に

する必要があります。

ここまでの作業で、制御線にフェライト ビーズを取り付ける準備が整いました。フェライト ビーズの

取り付けについては、フェライト ビーズのパッケージに同梱の取り付け指示書または後述の取り付け

手順に従ってください。

フェライト ビーズの取り付け

フェライト ビーズはインターフェイスおよび制御線上の高周波の干渉を制限する受動デバイスで、

8700 W 電源装置だけでサポートされるリモート パワー サイクリング機能を取り付ける場合にだけ必

要となります。フェライト ビーズは、外部リレー コントローラ ボックスを 8700 W 電源装置のリモー

ト パワー サイクリング端子ブロックと接続する 2 本の制御線上に取り付けます。リモート パワー サイ

クリング機能を備えていない 8700 W 電源装置を取り付ける場合は、フェライト ビーズは不要です。
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第 4 章      取り外しおよび取り付け手順        

  リモート パワー サイクリング機能用制御線の取り付け（オプション）
リモート パワー サイクリング用制御線にフェライト ビーズを取り付ける手順は、次のとおりです。

ステップ 1 ビニール袋からフェライト ビーズとプラスチック製タイラップ 2 本を取り出します。

ステップ 2 フェライト ビーズを開きます（図 4-78 のビュー A を参照）。

ステップ 3 2 本のリモート パワー サイクリング用制御線（最大 18 AWG）をフェライト ビーズに配置し（図 4-78 
のビュー B を参照）、 フェライト ビーズの上下部分がカチッと音がして完全に固定されたことを確認し

てフェライト ビーズを閉じます。

ステップ 4 電源装置の前部にあるリモート パワー サイクリング端子ブロックから導線が約 1 ～ 2 インチ（2.5 ～ 5 
cm）露出するように、リモート パワー サイクリング用制御線を配置します。その位置で、リモート パ
ワー サイクリング用制御線の周囲に 4 インチのプラスチック製タイラップの 1 本を巻きます。プラス

チック製タイラップを、制御線にぴったり合わせて滑らないように締め付けます （図 4-78 のビュー C 
を参照）。

ステップ 5 フェライト ビーズをスライドさせて 1 本めのプラスチック製タイラップの直後にくるようにします。2 
本めのプラスチック製タイラップを取り出してフェライト ビーズの直後で制御線の周囲に巻き付け、

フェライト ビーズが制御線上を上下にスライドしないように締め付けます （図 4-78 のビュー C を参

照）。

ステップ 6 2 本のプラスチック製ストラップから余分なタイラップを切り取れば、手順は完了です。

図 4-78 フェライト ビーズの取り付け
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Catalyst 6500 シリ

OL-5781-07-J

A
 P P E N D I X A

電源装置の仕様

この付録では、Catalyst 6500 シリーズの電源装置およびそれらの仕様について説明します。この付録

の構成は、次のとおりです。

 • 「電源装置の互換性マトリクス」（P.A-2）

 • 「950 W AC 入力および DC 入力電源装置」（P.A-5）

 • 「1000 W AC 入力電源装置」（P.A-10）

 • 「1300 W AC 入力および DC 入力電源装置」（P.A-13）

 • 「1400 W AC 入力電源装置」（P.A-18）

 • 「2500 W AC 入力および DC 入力電源装置」（P.A-22）

 • 「2700 W AC 入力および DC 入力電源装置」（P.A-28）

 • 「3000 W AC 入力電源装置」（P.A-35）

 • 「4000 W AC 入力および DC 入力電源装置」（P.A-40）

 • 「6000 W AC 入力および DC 入力電源装置」（P.A-45）

 • 「8700 W AC 入力電源装置」（P.A-52）

 • 「AC 電源コードの図」（P.A-61）

 • 「電源装置の冗長構成」（P.A-71）

表 A-1 に、現在使用できる Catalyst 6500 シリーズ スイッチの電源装置および電源装置の説明の場所を

示します。

表 A-1 Catalyst 6500 シリーズの電源装置 

電源装置定格 AC 入力モデル 

製品番号

DC 入力モデル製品番号

950 W1 PWR-950-AC PWR-950-DC
1000 W WS-CAC-1000W 使用不可

1300 W WS-CAC-1300W WS-CDC-1300W
1400 W1 PWR-1400-AC 使用不可

2500 W WS-CAC-2500W WS-CDC-2500W
2700 W2 PWR-2700-AC/4 PWR-2700-DC/4
3000 W WS-CAC-3000W 使用不可

4000 W WS-CAC-4000W-US1

WS-CAC-4000W-INT

PWR-4000-DC
A-1
ーズ スイッチ インストレーション ガイド     



付録 A      電源装置の仕様       

  電源装置の互換性マトリクス
（注） Catalyst 6500 シリーズ スイッチでは、同一のシャーシ内に AC 入力および DC 入力電源装置を混在さ

せることができます。

（注） 多くの通信会社では、配電システムに適合させるために –48 VDC の電源装置が必要です。動作特性

は、AC 入力電源装置も DC 入力電源装置も同じです。

電源装置の互換性マトリクス
表 A-2 に、Catalyst 6500 スイッチ シャーシとの電源装置の互換性を示します。

6000 W WS-CAC-6000W PWR-6000-DC
8700 W WS-CAC-8700W-E 使用不可

1. Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E スイッチにだけ使用されます。

2. Catalyst 6504-E スイッチにだけ使用されます。

表 A-1 Catalyst 6500 シリーズの電源装置 （続き）

電源装置定格 AC 入力モデル 

製品番号

DC 入力モデル製品番号

表 A-2 Catalyst 6500 シリーズ スイッチでサポートされる電源装置構成 

プラットフォーム サポートされる電源装置 シャーシ /電源装置の制限値

Catalyst 6503  • 950 W AC 入力および DC 入力

 • 1400 W AC 入力

 • 950 W AC 入力電源装置には、

PEM-15A-AC PEM（パワー エ
ントリ モジュール）が必要で

す。

 • 1400 W AC 入力電源装置には、

PEM-20A-AC+ PEM（パワー 
エントリ モジュール）が必要で

す。

Catalyst 6503-E  • 950 W AC 入力および DC 入力

 • 1400 W AC 入力

 • 950 W AC 入力電源装置には、

PEM-15A-AC PEM（パワー エ
ントリ モジュール）が必要で

す。

 • 1400 W AC 入力電源装置には、

PEM-20A-AC+ PEM（パワー 
エントリ モジュール）が必要で

す。

Catalyst 6504-E  • 2700 W AC 入力および DC 入力 制限なし
A-2
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付録 A      電源装置の仕様

  電源装置の互換性マトリクス  
Catalyst 6506  • 1000 W AC 入力

 • 1300 W AC 入力および DC 入力

 • 2500 W AC 入力および DC 入力

 • 3000 W AC 入力 

 • 4000 W AC 入力および DC 入力

 • 6000 W AC 入力および DC 入力

 • 8700 W AC 入力

6000 W AC 入力、6000 W DC 入
力、および 8700 W AC 入力電源装

置を Catalyst 6506 スイッチ シャー

シに取り付けた場合、出力は 
4000 W に制限されます。

Catalyst 6506-E  • 2500 W AC 入力および DC 入力

 • 3000 W AC 入力 

 • 4000 W AC 入力および DC 入力

 • 6000 W AC 入力および DC 入力

 • 8700 W AC 入力

制限なし

Catalyst 6509  • 1000 W AC 入力

 • 1300 W AC 入力および DC 入力

 • 2500 W AC 入力および DC 入力

 • 3000 W AC 入力 

 • 4000 W AC 入力および DC 入力

 • 6000 W AC 入力および DC 入力

 • 8700 W AC 入力

6000 W AC 入力、6000 W DC 入
力、および 8700 W AC 入力電源装

置を Catalyst 6509 スイッチ シャー

シに取り付けた場合、出力は 
4000 W に制限されます。

Catalyst 6509-E  • 2500 W AC 入力および DC 入力

 • 3000 W AC 入力 

 • 4000 W AC 入力および DC 入力

 • 6000 W AC 入力および DC 入力

 • 8700 W AC 入力

制限なし

Catalyst 6509-NEB  • 1000 W AC 入力

 • 1300 W AC 入力および DC 入力

 • 2500 W AC 入力および DC 入力

 • 3000 W AC 入力

 • 4000 W AC 入力および DC 入力

 • 6000 W AC 入力および DC 入力

 • 8700 W AC 入力

6000 W AC 入力、6000 W DC 入
力、および 8700 W AC 入力電源装

置を Catalyst 6509-NEB スイッチ 
シャーシに取り付けた場合、出力は 
4000 W に制限されます。

Catalyst 6509-NEB-A  • 2500 W AC 入力および DC 入力

 • 3000 W AC 入力

 • 4000 W AC 入力および DC 入力

 • 6000 W AC 入力および DC 入力

 • 8700 W AC 入力

6000 W AC 入力、6000 W DC 入
力、および 8700 W AC 入力電源装

置を Catalyst 6509-NEB-A スイッ

チ シャーシに取り付けた場合、最

大出力は 4500 W に制限されます。

表 A-2 Catalyst 6500 シリーズ スイッチでサポートされる電源装置構成 （続き）

プラットフォーム サポートされる電源装置 シャーシ /電源装置の制限値
A-3
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付録 A      電源装置の仕様       

  電源装置の互換性マトリクス
Catalyst 6509-V-E  • 2500 W AC 入力および DC 入力

 • 3000 W AC 入力

 • 4000 W AC 入力および DC 入力

 • 6000 W AC 入力および DC 入力

 • 8700 W AC 入力

制限なし

Catalyst 6513  • 2500 W AC 入力および DC 入力

 • 3000 W AC 入力

 • 4000 W AC 入力および DC 入力

 • 6000 W AC 入力および DC 入力

 • 8700 W AC 入力

8700 W AC 入力電源装置を 
Catalyst 6513 スイッチ シャーシに

取り付けた場合、最大出力は 
6000 W に制限されます。

表 A-2 Catalyst 6500 シリーズ スイッチでサポートされる電源装置構成 （続き）

プラットフォーム サポートされる電源装置 シャーシ /電源装置の制限値
A-4
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付録 A      電源装置の仕様

  950 W AC 入力および DC 入力電源装置       
950 W AC 入力および DC 入力電源装置
950 W AC 入力（PWR-950-AC）および DC 入力（PWR-950-DC）電源装置が設置できるのは、

Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E スイッチ シャーシだけです。フォーム ファクタが異なるため、

950 W AC 入力および DC 入力電源装置をその他の Catalyst 6500 シリーズ スイッチ シャーシに設置で

きません。

950 W の電源装置（図 A-1 を参照）は直接 AC 電源または DC 電源に接続せずに、PEM を使用しま

す。PEM は、Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E スイッチ シャーシ前面にあり、設置場所の電源と

シャーシ背面にある電源装置を接続します。フォーム ファクタは、AC 入力および DC 入力電源装置で

同じです。

AC 入力 PEM（図 A-2 を参照）および DC 入力 PEM（図 A-3 を参照）により、スイッチ シャーシ前

面で設置場所の電源から電源装置への接続が可能になります。DC 入力電源装置は、端子ブロックに接

続した太いケーブルで電源と接続します。使用地域の電気規定および規制に従い、適切なサイズのもの

を使用してください。

（注） システム（NEBS）アースは、950 W DC 入力電源装置および DC 入力 PEM を搭載した Catalyst 6503 
および Catalyst 6503-E シャーシのプライマリ セーフティ アースの役割を果たします。これらのシャー

シの DC 入力電源装置には、個別のアースはありません。

PEM には、電源スイッチの点灯（AC 入力モデルのみ）、電流の保護、サージと EMI（電磁波干渉）の

抑制、およびフィルタリングの機能があります。

図 A-1 950 W AC および DC 入力電源装置

図 A-2 950 W AC 入力 PEM（PEM-15A-AC）
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付録 A      電源装置の仕様       

  950 W AC 入力および DC 入力電源装置
図 A-3 DC PEM

950 W 電源装置の仕様

表 A-3 に、950 W AC 入力電源装置の仕様を示します。

Catalyst 6503 DC PEM

79
98

0

表 A-3 950 W AC 入力電源装置の仕様 

仕様 説明

AC 入力タイプ オートレンジ入力（Power Factor Correction（PFC; 力率補正）付き）

（注） 力率補正は、すべての Catalyst 6500 シリーズ AC 入力電源装

置の標準機能です。力率補正は、AC 電源の電流内の無効分を

減らし、力率を高め（通常、99% 以上）、高調波電流成分を減

らします。

AC 入力電圧  • 低圧ライン（公称 120 VAC）：85 VAC（最小）～ 132 VAC（最

大）

 • 高圧ライン（公称 230 VAC）：170 VAC（最小）～ 264 VAC（最

大）

AC 入力電流  • 12 A @ 120 VAC

 • 6 A @ 230 VAC

AC 入力周波数 公称 50/60 Hz
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付録 A      電源装置の仕様

  950 W AC 入力および DC 入力電源装置       
分岐回路の要件 シャーシの各電源装置には、それぞれに専用のヒューズ分岐回路が必

要です。

 • 北米：15 A

 • その他の国：各国および地域の規定に適合したサイズの回路

 • すべての Catalyst 6500 シリーズの AC 入力電源装置には、単相 
AC 電源が必要です。

 • すべての AC 電源装置の入力は完全に分離されます。

 – 同一シャーシ内の複数の電源装置間では AC 電源の位相が一致

する必要はないため、PS1 は位相 A で動作し、PS2 は位相 B 
で動作することができます。

 – 高圧ライン動作時に正味入力電圧が 170 ～ 264 VAC の範囲で

ある場合、電源装置は、ホット コンダクタが AC 電源の位相

に接続され、ニュートラル コンダクタがアースまたは別の AC 
電源の位相に接続された状態で動作します。

 – 複数の AC 入力を搭載した電源装置の AC 入力間では AC 電源

の位相が一致する必要はないため、電源コード 1 は位相 A に
接続し、電源コード 2 は位相 B に接続することができます。

電源装置出力容量 最大 950 W（100 ～ 240 VAC）

電源装置出力  • 15 A @ +1.5 VDC

 • 2.5 A @ +3.3 VDC

 • 19.15 A @ +50 VDC

出力保持時間 最小 20 ミリ秒 
kVA 定格1 1.32 kVA

発熱量 4441 BTU/Hr（概算） 
重量 8.2 ポンド（3.7 kg）
1. 電源装置に対して記載されている kVA 定格は、UPS 出力の選定基準、およびスイッチの電源を投入する標準の回

路と変圧器の選定基準として使用してください。

表 A-3 950 W AC 入力電源装置の仕様 （続き）

仕様 説明
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付録 A      電源装置の仕様       

  950 W AC 入力および DC 入力電源装置
表 A-4 に、950 W DC 入力電源装置の仕様を示します。

表 A-5 に、電源装置の LED とその意味を示します。

表 A-4 950 W DC 入力電源装置の仕様 

仕様 説明

DC 入力電圧 -48 ～ -60 VDC 連続

DC 入力電流  • 38 A @ -48 VDC

 • 30 A @ -60 VDC

電源装置出力容量 950 W

電源装置出力  • 15 A @ +1.5 VDC

 • 2.5 A @ +3.3 VDC

 • 19.15 A @ +50 VDC

出力保持時間 4 ミリ秒 
発熱量 4632 BTU/Hr（概算） 
重量 8.4 ポンド（3.8 kg）

表 A-5 950 W AC 入力および DC 入力電源装置の LED 

LED 意味

INPUT OK AC 入力電源装置

 • グリーン：AC 電源電圧は OK です （入力電圧は 85 VAC 以上）。

 • 消灯：AC 電源電圧が 70 VAC 未満に下がっているか、または 
PEM がオフになっています。

DC 入力電源装置

 • グリーン：DC 電源電圧は OK です （-40.5 VDC 以上）。

 • 消灯：DC 電源電圧が -33 VDC 未満に下がっているか、または 
PEM に電圧が存在しません。

FAN OK グリーン：電源装置ファンが正常に動作しています。

消灯：電源装置ファンの障害が検出されました。

OUTPUT FAIL レッド：電源装置の DC 出力電圧に 1 つまたは複数の問題が検出され

ました。

消灯：DC 出力電圧は許容範囲内です。

（注） OUTPUT FAIL LED が正しく動作するように、電源装置が 1 台
のシステムは、少なくとも 1 つのファン トレイと 1 つのスー

パーバイザ エンジンで構成する必要があります。電源装置が 2 
台のシステムの最小構成は、1 つのファン トレイ、1 つのスー

パーバイザ エンジン、1 つの追加モジュールです。これらの最

小構成要件を満たさない場合は、電源装置が出力の失敗を示す

信号を誤って送信することがあります。
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付録 A      電源装置の仕様

  950 W AC 入力および DC 入力電源装置       
950 W 電源装置の AC 電源コード

表 A-6 に、950 W AC 入力電源装置の AC 電源コードの仕様を示します。これらの電源コードは、電

源装置に直接接続するのではなく、950 W の PEM（PEM-15A-AC）に接続します。表には、電源コー

ドの図の参照先が含まれます。

（注） 950 W 電源装置の電源コードの長さは、すべて 8 フィート 2 インチ（2.5 m）です。

（注） すべての 950 W 電源装置の電源コードには、一端に IEC60320/C15 電源コネクタがあります。電源コ

ネクタは、左に 90 度曲がっています。

表 A-6 950 W AC 入力電源装置の電源コード 

地域 電源コード部品番号 AC 電源プラグ タイプ コードセット定格 電源コードの参照図

アルゼンチン CAB-7KACR= IRAM 2073 10 A、250 VAC 図 A-25
オーストラリア、

ニュージーランド

CAB-AC10A-90L-AU= SAA AS 3112 10 A、250 VAC 図 A-20

欧州（大陸） CAB-AC10A-90L-EU= CEE 7/7 10 A、250 VAC 図 A-21
イタリア CAB-AC10A-90L-IT= CEI 23-16/7 10 A、250 VAC 図 A-22
日本、北米 CAB-AC15A-90L-US= NEMA 5-15 15 A、125 VAC 図 A-23
英国 CAB-AC10A-90L-UK= BS 13631

1. プラグには 13 A ヒューズが含まれます。

10 A、250 VAC 図 A-24
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付録 A      電源装置の仕様       

  1000 W AC 入力電源装置
1000 W AC 入力電源装置
1000 W AC 入力電源装置（WS-CAC-1000W）は、次の Catalyst 6500 シリーズ スイッチでサポート

されます。

 • Catalyst 6506

 • Catalyst 6509

 • Catalyst 6509-NEB

1000 W 電源装置（図 A-4 を参照）は、1300 W、2500 W、3000 W、4000 W、および 6000 W AC 入
力電源装置と共通のフォーム ファクタを共有します。

図 A-4 1000 W AC 入力電源装置
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付録 A      電源装置の仕様

  1000 W AC 入力電源装置     
1000 W 電源装置の仕様

表 A-7 に、1000 W AC 入力電源装置の仕様を示します。

表 A-7 1000 W 電源装置の仕様 

仕様 説明

AC 入力タイプ オートレンジ入力（力率補正付き）

（注） 力率補正は、すべての Catalyst 6500 シリーズ AC 入力電源装

置の標準機能です。力率補正は、AC 電源の電流内の無効分を

減らし、力率を高め（通常、99% 以上）、高調波電流成分を減

らします。

AC 入力電圧  • 低圧ライン（公称 120 VAC）：85 VAC（最小）～ 132 VAC（最

大）

 • 高圧ライン（公称 230 VAC）：170 VAC（最小）～ 264 VAC（最

大）

AC 入力電流  • 12 A @ 120 VAC

 • 6 A @ 230 VAC

AC 入力周波数 公称 50/60 Hz
分岐回路の要件 シャーシの各電源装置には、それぞれに専用のヒューズ分岐回路が必

要です。

 • 北米：15 A または 20 A

 • その他の国：各国および地域の規定に適合したサイズの回路

 • すべての Catalyst 6500 シリーズの AC 入力電源装置には、単相 
AC 電源が必要です。

 • すべての AC 電源装置の入力は完全に分離されます。

 – 同一シャーシ内の複数の電源装置間では AC 電源の位相が一致

する必要はないため、PS1 は位相 A で動作し、PS2 は位相 B 
で動作することができます。

 – 高圧ライン動作時に正味入力電圧が 170 ～ 264 VAC の範囲で

ある場合、電源装置は、ホット コンダクタが AC 電源の位相

に接続され、ニュートラル コンダクタがアースまたは別の AC 
電源の位相に接続された状態で動作します。

 – 複数の AC 入力を搭載した電源装置の AC 入力間では AC 電源

の位相が一致する必要はないため、電源コード 1 は位相 A に
接続し、電源コード 2 は位相 B に接続することができます。
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付録 A      電源装置の仕様       

  1000 W AC 入力電源装置
表 A-8 に、電源装置の LED とその意味を示します。

電源装置出力容量 1000 W

電源装置出力  • 15 A @ +3.3 VDC

 • 5 A @ + 5 VDC

 • 6 A @ +12 VDC 

 • 20.3 A @ +42 VDC

出力保持時間 最小 20 ミリ秒

kVA 定格1 1.25 kVA

発熱量 4213 BTU/Hr（概算）

前面パネル LED
重量 14.8 ポンド（6.7 kg）
1. 電源装置に対して記載されている kVA 定格は、UPS 出力の選定基準、およびスイッチの電源を投入する標準の回

路と変圧器の選定基準として使用してください。

表 A-7 1000 W 電源装置の仕様 （続き）

仕様 説明

表 A-8 1000 W 電源装置の LED 

LED 意味

INPUT OK  • グリーン：AC 電源電圧は OK です （入力電圧は 85 VAC 以上）。

 • 消灯：AC 電源電圧が 70 VAC 未満に下がっているか、または電源

装置がオフになっています。

FAN OK  • グリーン：電源装置ファンが正常に動作しています。

 • 消灯：電源装置ファンの障害が検出されました。

OUTPUT FAIL  • レッド：電源装置の DC 出力電圧に 1 つまたは複数の問題が検出さ

れました。

 • 消灯：DC 出力電圧は許容範囲内です。

（注） OUTPUT FAIL LED が正しく動作するように、電源装置が 1 台
のシステムは、少なくとも 1 つのファン トレイと 1 つのスー

パーバイザ エンジンで構成する必要があります。電源装置が 2 
台のシステムの最小構成は、1 つのファン トレイ、1 つのスー

パーバイザ エンジン、1 つの追加モジュールです。これらの最

小構成要件を満たさない場合は、電源装置が出力の失敗を示す

信号を誤って送信することがあります。
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付録 A      電源装置の仕様

  1300 W AC 入力および DC 入力電源装置       
1000 W 電源装置の AC 電源コード

表 A-9 に、1000 W AC 入力電源装置で使用できる AC 電源コードの仕様を示します。表には、電源

コードの図の参照先が含まれます。

（注） 1000 W 電源装置の電源コードの長さは、すべて 8 フィート 2 インチ（2.5 m）です。

（注） すべての 1000 W 電源装置の電源コードには、一端に IEC60320/C15 電源プラグがあります。

1300 W AC 入力および DC 入力電源装置
1300 W AC 入力電源装置（WS-CAC-1300W）および 1300 W DC 入力電源装置（WS-CDC-1300W）

は、次の Catalyst 6500 シリーズ スイッチでサポートされます。

 • Catalyst 6506

 • Catalyst 6509

 • Catalyst 6509-NEB

1300W 電源装置（1300 W AC 入力電源装置は図 A-5 を参照、1300W DC 入力電源装置は図 A-6 を参

照）は、1000W、2500W、3000W、4000W、および 6000W AC 入力電源装置と共通のフォーム ファ

クタを共有します。

表 A-9 1000 W AC 入力電源装置の電源コード 

地域 電源コード部品番号 AC 電源プラグ タイプ コードセット定格 電源コードの参照図

アルゼンチン CAB-7KACR= IRAM 2073 10 A、250 VAC 図 A-25
オーストラリア、

ニュージーランド

CAB-7KACA= SAA AS 3112 15 A、250 VAC 図 A-26

欧州（大陸） CAB-7KACE= CEE 7/7 16 A、250 VAC 図 A-27
イタリア CAB-7KACI= CEI 23-16/7 10 A、250 VAC 図 A-28
日本、北米 CAB-7KAC-15= NEMA 5-15 15 A、125 VAC 図 A-29
英国 CAB-7KACU= BS 13631

1. プラグには 13 A ヒューズが含まれます。

10 A、250 VAC 図 A-30
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付録 A      電源装置の仕様       

  1300 W AC 入力および DC 入力電源装置
図 A-5 1300 W AC 入力電源装置

図 A-6 1300 W DC 入力電源装置
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付録 A      電源装置の仕様

  1300 W AC 入力および DC 入力電源装置       
1300 W 電源装置の仕様

表 A-11 に、1300 W AC 入力電源装置の仕様を示します。

表 A-10 1300 W AC 入力電源装置の仕様 

仕様 説明

AC 入力タイプ オートレンジ入力（力率補正付き）

（注） 力率補正は、すべての Catalyst 6500 シリーズ AC 入力電源装

置の標準機能です。力率補正は、AC 電源の電流内の無効分を

減らし、力率を高め（通常、99% 以上）、高調波電流成分を減

らします。

AC 入力電圧  • 低圧ライン（公称 120 VAC）：85 VAC（最小）～ 132 VAC（最

大）

 • 高圧ライン（公称 230 VAC）：170 VAC（最小）～ 264 VAC（最

大）

AC 入力電流  • 16 A @ 120 VAC

 • 8 A @ 230 VAC

AC 入力周波数 公称 50/60 Hz（最大範囲は ±3 Hz）
分岐回路の要件 シャーシの各電源装置には、それぞれに専用のヒューズ分岐回路が必

要です。

 • 北米：15 A または 20 A

 • その他の国：各国および地域の規定に適合したサイズの回路

 • すべての Catalyst 6500 シリーズの AC 入力電源装置には、単相 
AC 電源が必要です。

 • すべての AC 電源装置の入力は完全に分離されます。

 – 同一シャーシ内の複数の電源装置間では AC 電源の位相が一致

する必要はないため、PS1 は位相 A で動作し、PS2 は位相 B 
で動作することができます。

 – 高圧ライン動作時に正味入力電圧が 170 ～ 264 VAC の範囲で

ある場合、電源装置は、ホット コンダクタが AC 電源の位相

に接続され、ニュートラル コンダクタがアースまたは別の AC 
電源の位相に接続された状態で動作します。

 – 複数の AC 入力を搭載した電源装置の AC 入力間では AC 電源

の位相が一致する必要はないため、電源コード 1 は位相 A に
接続し、電源コード 2 は位相 B に接続することができます。

電源装置出力容量  • 最大 1300 W（AC 入力）

 • 最大 1360 W（DC 入力）

電源装置出力  • 15 A @ +3.3 VDC

 • 5 A @ + 5 VDC

 • 6 A @ +12 VDC

 • 27.46 A @ +42 VDC

出力保持時間 最小 20 ミリ秒

kVA 定格1 1.625 kVA
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付録 A      電源装置の仕様       

  1300 W AC 入力および DC 入力電源装置
表 A-11 に、1300 W DC 入力電源装置の仕様を示します。

表 A-12 に、1300 W 電源装置の LED とその意味を示します。

発熱量 5478 BTU/Hr（概算） 
重量 18.4 ポンド（8.3 kg）
1. 電源装置に対して記載されている kVA 定格は、UPS 出力の選定基準、およびスイッチの電源を投入する標準の回

路と変圧器の選定基準として使用してください。

表 A-10 1300 W AC 入力電源装置の仕様 （続き）

仕様 説明

表 A-11 1300 W DC 入力電源装置の仕様 

仕様 説明

DC 入力電圧 -48 ～ -60 VDC 連続

DC 入力電流  • 39 A @ -48 VDC

 • 31 A @ -60 VDC

電源装置出力容量 最大 1360 W（DC 入力）

電源装置出力  • 15 A @ +3.3 VDC

 • 5 A @ + 5 VDC

 • 6 A @ +12 VDC

 • 28.9 A @ +42 VDC

DC 入力端子ブロック 3 ～ 10 AWG 銅線を使用可能です。実際に必要な導線のサイズは設置

担当者または電気技師が判断します。端子ブロックの材料の定格許容

温度は、120°C です。

出力保持時間 8 ミリ秒 
発熱量 6447 BTU/Hr（概算） 
重量 21.0 ポンド（9.5 kg）

表 A-12 1300 W AC 入力および DC 入力電源装置の LED 

LED 意味

INPUT OK AC 入力電源装置

 • グリーン：AC 電源電圧は OK です （入力電圧は 85 VAC 以上）。

 • 消灯：AC 電源電圧が 70 VAC 未満に下がっているか、または電源

装置がオフになっています。

DC 入力電源装置

 • グリーン：DC 電源電圧は OK です （入力電圧は -40.5 VDC 以
上）。

 • 消灯：DC 電源電圧が -33 VDC 未満に下がっているか、または電

源装置がオフになっています。
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付録 A      電源装置の仕様

  1300 W AC 入力および DC 入力電源装置       
1300 W 電源装置の AC 電源コード

表 A-13 に、1300 W AC 入力電源装置で使用できる AC 電源コードの仕様を示します。表には、電源

コードの図の参照先が含まれます。

（注） 1300 W 電源装置の電源コードの長さは、すべて 14 フィート（4.3 m）です。

（注） すべての 1300 W 電源装置の電源コードには、一端に IEC60320/C19 電源コネクタがあります。

FAN OK  • グリーン：電源装置ファンが正常に動作しています。

 • 消灯：電源装置ファンの障害が検出されました。

OUTPUT FAIL  • レッド：電源装置の DC 出力電圧に 1 つまたは複数の問題が検出さ

れました。

 • 消灯：DC 出力電圧は許容範囲内です。

（注） OUTPUT FAIL LED が正しく動作するように、電源装置が 1 台
のシステムは、少なくとも 1 つのファン トレイと 1 つのスー

パーバイザ エンジンで構成する必要があります。電源装置が 2 
台のシステムの最小構成は、1 つのファン トレイ、1 つのスー

パーバイザ エンジン、1 つの追加モジュールです。これらの最

小構成要件を満たさない場合は、電源装置が出力の失敗を示す

信号を誤って送信することがあります。

表 A-12 1300 W AC 入力および DC 入力電源装置の LED （続き）

LED 意味

表 A-13 1300 W 電源装置の AC 電源コード 

地域 電源コード部品番号 AC 電源プラグ タイプ  コードセット定格 電源コードの参照図

アルゼンチン CAB-7513ACR= IRAM 2073 10 A、250 VAC 図 A-31
オーストラリア、

ニュージーランド

CAB-7513ACA= SAA AS 3112 15 A、250 VAC 図 A-32

欧州（大陸） CAB-7513ACE= CEE 7/7 16 A、250 VAC 図 A-33
イスラエル CAB-AC-2500W-ISRL= SI16S3 16 A、250 VAC 図 A-34
イタリア CAB-7513ACI= CEI 23-16/7 16 A、250 VAC 図 A-35
日本、北米 CAB-7513AC= NEMA 5-201

1. 日本では、地域の電力会社と相談してから NEMA 5-20 電源プラグを準備してください。

20 A、125 VAC 図 A-36
中国 CAB-AC16A-CH= GB16C 16 A、250 VAC 図 A-37
南アフリカ CAB-7513ACSA= IEC 884-1 16 A、250 VAC 図 A-38
スイス CAB-ACS-10= SEV 1011 10 A、250 VAC 図 A-39
英国 CAB-7513ACU= BS 13632

2. プラグには 13 A ヒューズが含まれます。

13 A、250 VAC 図 A-40
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付録 A      電源装置の仕様       

  1400 W AC 入力電源装置
1400 W AC 入力電源装置
1400 W AC 入力電源装置（PWR-1400-AC）が設置できるのは、Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E 
スイッチ シャーシだけです。フォーム ファクタが異なるため、1400 W AC 入力電源装置をその他の 
Catalyst 6500 シリーズ スイッチ シャーシに設置できません。

1400 W の電源装置（図 A-7 を参照）は直接 AC 電源に接続せずに、PEM を使用します。PEM は、

Catalyst 6503 および Catalyst 6503-E スイッチ シャーシ前面にあり、設置場所の電源とシャーシ背面

にある電源装置を接続します。

AC 入力 PEM（PEM-20A-AC+）（図 A-8 を参照）により、ルータ シャーシ前面で設置場所の電源か

ら電源装置への接続が可能になります。

PEM には、電源スイッチの点灯、電流の保護、サージと EMI の抑制、およびフィルタリングの機能が

あります。

図 A-7 1400 W AC 入力電源装置（PWR-1400-AC）

図 A-8 1400 W AC 入力 PEM（PEM-20A-AC+）
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付録 A      電源装置の仕様

  1400 W AC 入力電源装置     
1400 W 電源装置の仕様

表 A-14 に、1400 W AC 入力電源装置の仕様を示します。

表 A-14 1400 W AC 入力電源装置の仕様 

仕様 説明

AC 入力タイプ オートレンジ入力（力率補正付き）

（注） 力率補正は、すべての Catalyst 6500 シリーズ AC 入力電源装

置の標準機能です。力率補正は、AC 電源の電流内の無効分を

減らし、力率を高め（通常、99% 以上）、高調波電流成分を減

らします。

AC 入力電圧  • 低圧ライン（公称 120 VAC）：85 VAC（最小）～ 132 VAC（最

大）

 • 高圧ライン（公称 230 VAC）：170 VAC（最小）～ 264 VAC（最

大）

AC 入力電流  • 16 A @ 120 VAC

 • 8 A @ 230 VAC

AC 入力周波数 公称 50/60 Hz（最大範囲は ±3 Hz）
分岐回路の要件 シャーシの各電源装置には、それぞれに専用のヒューズ分岐回路が必

要です。

 • 北米：20 A

 • その他の国：各国および地域の規定に適合したサイズの回路

 • すべての AC 電源装置の入力は完全に分離されます。

 – 同一シャーシ内の複数の電源装置間では AC 電源の位相が一致

する必要はないため、PS1 は位相 A で動作し、PS2 は位相 B 
で動作することができます。

 – 高圧ライン動作時に正味入力電圧が 170 ～ 264 VAC の範囲で

ある場合、電源装置は、ホット コンダクタが AC 電源の位相

に接続され、ニュートラル コンダクタがアースまたは別の AC 
電源の位相に接続された状態で動作します。

 – 複数の AC 入力を搭載した電源装置の AC 入力間では AC 電源

の位相が一致する必要はないため、電源コード 1 は位相 A に
接続し、電源コード 2 は位相 B に接続することができます。

電源装置出力容量 1400 W

電源装置出力  • 15 A @ +1.5 V

 • 2.5 A @ +3.3 V

 • 27.4 A @ +50 V

出力保持時間 最小 20 ミリ秒

kVA 定格1

1. 電源装置に対して記載されている kVA 定格は、UPS 出力の選定基準、およびスイッチの電源を投入する標準の回
路と変圧器の選定基準として使用してください。

1.75 kVA

発熱量 5976 BTU/Hr（概算）

重量 7.8 ポンド（3.5 kg）
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付録 A      電源装置の仕様       

  1400 W AC 入力電源装置
表 A-15 に、1400 W AC 入力電源装置の LED とその意味を示します。

1400 W 電源装置の AC 電源コード

表 A-16 に、1400 W AC 入力電源装置で使用できる AC 電源コードの仕様を示します。これらの電源

コードは、電源装置に直接接続するのではなく、1400 W の PEM（PEM-20A-AC+）に接続します。

表には、電源コードの図の参照先が含まれます。

（注） 1400 W 電源装置の電源コードの長さは、すべて 14 フィート（4.3 m）です。

（注） すべての 1400 W 電源装置の電源コードには、一端に IEC60320/C19 電源プラグがあります。

表 A-15 1400 W AC 入力電源装置の LED 

LED 意味

INPUT OK  • グリーン：AC 電源電圧は OK です （入力電圧は 85 VAC 以上）。

 • 消灯：AC 電源電圧が 70 VAC 未満に下がっているか、または電源

装置がオフになっています。

FAN OK  • グリーン：電源装置ファンが正常に動作しています。

 • 消灯：電源装置ファンの障害が検出されました。

OUTPUT FAIL  • レッド：電源装置の DC 出力電圧に 1 つまたは複数の問題が検出さ

れました。

 • 消灯：DC 出力電圧は許容範囲内です。

（注） OUTPUT FAIL LED が正しく動作するように、電源装置が 1 台
のシステムは、少なくとも 1 つのファン トレイと 1 つのスー

パーバイザ エンジンで構成する必要があります。電源装置が 2 
台のシステムの最小構成は、1 つのファン トレイ、1 つのスー

パーバイザ エンジン、1 つの追加モジュールです。これらの最

小構成要件を満たさない場合は、電源装置が出力の失敗を示す

信号を誤って送信することがあります。
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付録 A      電源装置の仕様

  1400 W AC 入力電源装置     
表 A-16 1400 W 電源装置の AC 電源コード 

地域 電源コード部品番号 AC 電源プラグ タイプ コードセット定格 電源コードの参照図

アルゼンチン CAB-7513ACR=

CAB-IR2073-C19-AR=

IRAM 2073 16 A、250 VAC 図 A-31

オーストラリア、

ニュージーランド

CAB-7513ACA= SAA AS 3112 15 A、250 VAC 図 A-32

中国 CAB-AC16A-CH= GB16C 16 A、250 VAC 図 A-37
欧州（大陸） CAB-7513ACE=

CAB-AC-2500W-EU=

CEE 7/7

CEE 7/7
16 A、250 VAC

16 A、250 VAC

図 A-33

図 A-41
国際仕様 CAB-AC-2500W-INT= IEC 309 16 A、250 VAC 図 A-42
イスラエル CAB-AC-2500W-ISRL= SI16S3 16 A、250 VAC 図 A-34
イタリア CAB-7513ACI= CEI 23-16/7 16 A、250 VAC 図 A-35
日本、北米 CAB-7513AC=

CAB-AC-2500W-US1=

CAB-AC-C6K-TWLK=

NEMA 5-201

NEMA 6-202

NEMA L6-203

1. 日本での動作では、地域の電力会社と相談してから NEMA 5-20 電源プラグを準備してください。

2. 日本での動作では、地域の電力会社と相談してから NEMA 6-20 電源プラグを準備してください。

3. 日本での動作では、地域の電力会社と相談してから NEMA L6-20 電源プラグを準備してください。

20 A、125 VAC

16 A、250 VAC

16 A、250 VAC

図 A-36

図 A-43

図 A-44
南アフリカ CAB-7513ACSA= IEC 884-1 16 A、250 VAC 図 A-38
スイス CAB-ACS-10= SEV 1011 10 A、250 VAC 図 A-39
スイス CAB-ACS-16= SEV 5934-2 Type 23 16 A、250 VAC 図 A-45
英国 CAB-7513ACU= BS 1363 13 A、250 VAC4

4. プラグには 13 A ヒューズが含まれます。

図 A-40
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付録 A      電源装置の仕様       

  2500 W AC 入力および DC 入力電源装置
2500 W AC 入力および DC 入力電源装置 
2500 W AC 入力電源装置（WS-CAC-2500W）および 2500 W DC 入力電源装置（WS-CDC-2500W）

は、次の Catalyst 6500 シリーズ スイッチでサポートされます。

 • Catalyst 6506

 • Catalyst 6506-E

 • Catalyst 6509

 • Catalyst 6509-E

 • Catalyst 6509-NEB

 • Catalyst 6509-NEB-A

 • Catalyst 6509-V-E

 • Catalyst 6513

2500W 電源装置（図 A-9 および図 A-10 を参照）は、1000W、1300W、3000W、4000W、および 
6000W AC 入力電源装置と共通のフォーム ファクタを共有します。

（注） フル装備の Catalyst 6513 スイッチでは、2500 W の電源装置 2 台を使用しても完全な冗長構成になら

ない場合があります。また、低レンジ入力（100 ～ 120 VAC）で 2500 W 電源装置を使用する場合も、

フル装備の Catalyst 6509、Catalyst 6509-E、Catalyst 6509-NEB、Catalyst 6509-NEB-A、または 
Catalyst 6509-V-E スイッチでは冗長性は得られません。

（注） 2500 W AC 入力電源装置で 2500 W の電力を供給するには、220 VAC が必要です。110 VAC を使用し

た場合、供給される電力は 1300 W に制限されます。また、この電源装置は、110 VAC または 
220 VAC のどちらに接続するかに関係なく、16 A を必要とします。

図 A-9 2500 W AC 入力電源装置
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付録 A      電源装置の仕様

  2500 W AC 入力および DC 入力電源装置       
図 A-10 2500 W DC 入力電源装置

2500 W 電源装置の仕様

表 A-17 に、2500 W AC 入力および DC 入力電源装置の仕様を示します。
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表 A-17 2500 W AC 入力電源装置の仕様 

仕様 説明

AC 入力タイプ オートレンジ入力（力率補正付き）

（注） 力率補正は、すべての Catalyst 6500 シリーズ AC 入力電源装

置の標準機能です。力率補正は、AC 電源の電流内の無効分を

減らし、力率を高め（通常、99% 以上）、高調波電流成分を減

らします。

AC 入力電圧  • 低圧ライン（公称 120 VAC）：85 VAC（最小）～ 132 VAC（最

大）

 • 高圧ライン（公称 230 VAC）：170 VAC（最小）～ 264 VAC（最

大）

AC 入力電流 最大 16 A（@ 230 VAC、@ 2500 W 出力） 

最大 16 A（@ 120 VAC、@ 1300 W 出力）

AC 入力周波数 公称 50/60 Hz（最大範囲は ±3%）
A-23
Catalyst 6500 シリーズ スイッチ インストレーション ガイド     

OL-5781-07-J



付録 A      電源装置の仕様       

  2500 W AC 入力および DC 入力電源装置
分岐回路の要件 シャーシの各電源装置には、それぞれに専用のヒューズ分岐回路が必

要です。

 • 北米：20 A

 • その他の国：各国および地域の規定に適合したサイズの回路

 • すべての AC 電源装置の入力は完全に分離されます。

 – 同一シャーシ内の複数の電源装置間では AC 電源の位相が一致

する必要はないため、PS1 は位相 A で動作し、PS2 は位相 B 
で動作することができます。

 – 高圧ライン動作時に正味入力電圧が 170 ～ 264 VAC の範囲で

ある場合、電源装置は、ホット コンダクタが AC 電源の位相

に接続され、ニュートラル コンダクタがアースまたは別の AC 
電源の位相に接続された状態で動作します。

 – 複数の AC 入力を搭載した電源装置の AC 入力間では AC 電源

の位相が一致する必要はないため、電源コード 1 は位相 A に
接続し、電源コード 2 は位相 B に接続することができます。

電源装置出力容量  • 最大 1300 W（100 ～ 120 VAC）

 • 最大 2500 W（200 ～ 240 VAC）

電源装置出力  • 100/120 VAC での動作

 – 15.5 A @ +3.3 VDC

 – 5 A @ + 5 VDC

 – 10 A @ +12 VDC

 – 27.5 A @ +42 VDC

 • 200/240 VAC での動作

 – 15 A @ +3.3 VDC

 – 5 A @ + 5 VDC

 – 10 A @ +12 VDC

 – 55.5 A @ +42 VDC

出力保持時間 最小 20 ミリ秒

kVA 定格1 3520 W（総入力電力）または 3.6 kVA（高圧ライン動作）

発熱量 10,939 BTU/Hr（概算） 
重量 17.0 ポンド（7.7 kg）
1. 電源装置に対して記載されている kVA 定格は、UPS 出力の選定基準、およびスイッチの電源を投入する標準の回

路と変圧器の選定基準として使用してください。

表 A-17 2500 W AC 入力電源装置の仕様 （続き）

仕様 説明
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付録 A      電源装置の仕様

  2500 W AC 入力および DC 入力電源装置       
表 A-18 に、2500 W DC 入力電源装置の仕様を示します。

表 A-18 2500 W DC 入力電源装置の仕様 

仕様 説明

DC 入力電圧 -48 ～ -60 VDC 連続

DC 入力電流  • 80 A @ -40.5 VDC

 • 70 A @ -48 VDC

 • 55 A @ -60 VDC

電源装置出力容量 最大 2500 W（-48 ～ -60 VDC）

電源装置出力  • 15 A @ +3.3 VDC

 • 5 A @ + 5 VDC

 • 10 A @ +12 VDC

 • 55.5 A @ +42 VDC

DC 入力端子ブロック 2 ～ 14 AWG 銅線を使用可能です。実際に必要な導線のサイズは設置

担当者または電気技師が判断します。端子ブロックの材料の定格許容

温度は、150℃ です。

出力保持時間  • 最小 20 ミリ秒（AC 入力電源装置）

 • 4 ミリ秒（DC 入力電源装置）

発熱量  • 10,939 BTU/Hr（概算）AC 入力電源装置

 • 11,377 BTU/Hr（概算）DC 入力電源装置

重量 20.2 ポンド（9.2 kg）
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付録 A      電源装置の仕様       

  2500 W AC 入力および DC 入力電源装置
表 A-19 に、電源装置の LED とその意味を示します。

表 A-19 2500 W AC 入力および DC 入力電源装置の LED

LED 意味

INPUT OK AC 入力電源装置

 • グリーン：AC 電源電圧は OK です （入力電圧は 85 VAC 以上）。

 • 消灯：AC 電源電圧が 70 VAC 未満に下がっているか、または電源

装置がオフになっています。

DC 入力電源装置

 • グリーン：DC 電源電圧は OK です （入力電圧は -40.5 VDC 以
上）。

 • 消灯：DC 電源電圧が -33 VDC 未満に下がっているか、または電

源装置がオフになっています。

FAN OK  • グリーン：電源装置ファンが正常に動作しています。

 • 消灯：電源装置ファンの障害が検出されました。

OUTPUT FAIL  • レッド：電源装置の DC 出力電圧に 1 つまたは複数の問題が検出さ

れました。

 • 消灯：DC 出力電圧は許容範囲内です。

（注） OUTPUT FAIL LED が正しく動作するように、電源装置が 1 台
のシステムは、少なくとも 1 つのファン トレイと 1 つのスー

パーバイザ エンジンで構成する必要があります。電源装置が 2 
台のシステムの最小構成は、1 つのファン トレイ、1 つのスー

パーバイザ エンジン、1 つの追加モジュールです。これらの最

小構成要件を満たさない場合は、電源装置が出力の失敗を示す

信号を誤って送信することがあります。
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付録 A      電源装置の仕様

  2500 W AC 入力および DC 入力電源装置       
2500 W 電源装置の AC 電源コード

表 A-20 に、2500 W AC 入力電源装置で使用できる AC 電源コードの仕様を示します。表には、電源

コードの図の参照先が含まれます。

（注） 2500 W 電源装置の電源コードの長さは、すべて 14 フィート（4.3 m）です。

（注） すべての 2500 W 電源装置の電源コードには、一端に IEC60320/C19 電源コネクタがあります。

表 A-20 2500 W 電源装置の AC 電源コード

地域 電源コード部品番号 AC 電源プラグ タイプ コードセット定格 電源コードの参照図

アルゼンチン CAB-7513ACR= または 
CAB-IR2073-C19-AR=

IRAM 2073 16 A、250 VAC 図 A-31

オーストラリア、 

ニュージーランド

CAB-AC-16A-AUS= AU20S3 16 A、250 VAC 図 A-46

中国 CAB-AC16A-CH= GB16C 16 A、250 VAC 図 A-37
欧州（大陸） CAB-AC-2500W-EU= CEE 7/7 16 A、250 VAC 図 A-41
国際仕様 CAB-AC-2500W-INT= IEC 309 16 A、250 VAC 図 A-42
イスラエル CAB-AC-2500W-ISRL= SI16S3 16 A、250 VAC 図 A-34
日本、北米 

200 ～ 240 VAC での動作

CAB-AC-2500W-US1= NEMA 6-20

（ノンロッキング プラグ）

16 A、250 VAC 図 A-43

日本、北米 

200 ～ 240 VAC での動作

CAB-AC-C6K-TWLK= NEMA L6-20

（ロッキング プラグ）

16 A、250 VAC 図 A-44

日本、北米 

100 ～ 120 VAC での動作1

1. 110 VAC で動作する 2500 W 電源装置の供給電力は 1300 W です。

CAB-7513AC= NEMA 5-20 20 A、125 VAC 図 A-36

Power Distribution Unit
（PDU; 配電ユニット）2

2. PDU 電源コードは、PDU からスイッチに電力を供給するユーザ向けに設計されています。Catalyst 6500 シリーズ スイッチ シャーシに接
続する側のケーブルの終端には C19 コネクタが取り付けられています。もう一方の終端には C20 コネクタが取り付けられており、これは 
PDU に接続します。

CAB-C19-CBN IEC 60320 C19

IEC 60320 C20
16 A、250 VAC 図 A-47

スイス CAB-ACS-16= SEV 5934-2 Type 23 16 A、250 VAC 図 A-45
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付録 A      電源装置の仕様       

  2700 W AC 入力および DC 入力電源装置
2700 W AC 入力および DC 入力電源装置
2700 W AC 入力電源装置（PWR-2700-AC/4）および 2700 W DC 入力電源装置（PWR-2700-DC/4）
は、Catalyst 6504-E スイッチだけでサポートされます。2700W AC 入力電源装置については図 A-11 
を、2700W DC 入力電源装置については図 A-12 を参照してください。

（注） 2700 W AC 入力電源装置で 2700 W の電力を供給するには、220 VAC が必要です。110 VAC を使用し

た場合、供給される電力は 1350 W に制限されます。また、この電源装置は、110 VAC または 
220 VAC のどちらに接続するかに関係なく、16 A を必要とします。

図 A-11 2700 W AC 入力電源装置

1 電源オン /オフ スイッチ（|/O） 4 ステータス LED
2 電源装置ファン 5 AC 入力レセプタクル

3 非脱落型ネジ（× 4）

15
40

28

ALL FASTENERS MUST BE FULLY ENGAGED

PRIOR TO OPERATING THE POWER SUPPLY

PWR-2700-AC/4

1

2

4

5

3

3
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付録 A      電源装置の仕様

  2700 W AC 入力および DC 入力電源装置       
図 A-12 2700 W DC 入力電源装置

1 非脱落型ネジ（× 4） 7 固定型ケーブル ガイド、上半分

2 DC 電源端子ブロック 8 分離型ケーブル ガイド、下半分

3 ステータス LED 9 タイラップ（DC 電源コード用）

4 端子ブロック カバー 10 固定型ケーブル ガイド、下半分

5 分離型ケーブル ガイド、上半分 11 タイラップ（アース ケーブル用）

6 アース端子ブロック

13
22

19

PWR-2700-DC/4

-VE-1

-VE-1

-VE-2

-VE-2

INPUT1
OK

48V-60V
=40A

INPUT2
OK

48V-60V
=40A

FAN
OK

OUTPUT
FAIL

ALL FASTENERS MUST BE FULLY ENGAGED

PRIOR TO OPERATING THE POWER SUPPLY

3
2

6

4

10

1

8
5 7

119
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付録 A      電源装置の仕様       

  2700 W AC 入力および DC 入力電源装置
2700 W 電源装置の仕様

表 A-21 に、2700 W AC 入力電源装置の仕様を示します。

表 A-21 2700 W AC 入力電源装置の仕様 

仕様 説明

AC 入力タイプ オートレンジ入力（力率補正付き）

（注） 力率補正は、すべての Catalyst 6500 シリーズ AC 入力電源装

置の標準機能です。力率補正は、AC 電源の電流内の無効分を

減らし、力率を高め（通常、99% 以上）、高調波電流成分を減

らします。

AC 入力電圧  • 低圧ライン（公称 120 VAC）：85 VAC（最小）～ 132 VAC（最

大）

 • 高圧ライン（公称 230 VAC）：170 VAC（最小）～ 264 VAC（最

大）

AC 入力電流  • 最大 16 A @ 230 VAC（2700 W 出力）

 • 最大 16 A @ 120 VAC（1350 W 出力）

AC 入力周波数 公称 50/60 Hz（最大範囲は ±3%）

分岐回路の要件 シャーシの各電源装置には、それぞれに専用のヒューズ分岐回路が必

要です。

 • 北米：20 A

 • その他の国：各国および地域の規定に適合したサイズの回路

 • すべての AC 電源装置の入力は完全に分離されます。

 – 同一シャーシ内の複数の電源装置間では AC 電源の位相が一致

する必要はないため、PS1 は位相 A で動作し、PS2 は位相 B 
で動作することができます。

 – 高圧ライン動作時に正味入力電圧が 170 ～ 264 VAC の範囲で

ある場合、電源装置は、ホット コンダクタが AC 電源の位相

に接続され、ニュートラル コンダクタがアースまたは別の AC 
電源の位相に接続された状態で動作します。

 – 複数の AC 入力を搭載した電源装置の AC 入力間では AC 電源

の位相が一致する必要はないため、電源コード 1 は位相 A に
接続し、電源コード 2 は位相 B に接続することができます。

電源装置出力容量  • 最大 1350 W（100 ～ 120 VAC）

 • 最大 2700 W（200 ～ 240 VAC）
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付録 A      電源装置の仕様

  2700 W AC 入力および DC 入力電源装置       
表 A-22 に、2700 W DC 入力電源装置の仕様を示します。

電源装置出力  • 100/120 VAC での動作

 – 15 A @ +1.5 VDC

 – 2.5 A @ +3.3 VDC

 – 27.49 A @ +50 VDC

 • 200/240 VAC での動作

 – 15 A @ +1.5 VDC

 – 2.5 A @ +3.3 VDC

 – 55.61 A @ +50 VDC

出力保持時間 最小 20 ミリ秒 
kVA 定格1 3.4 kVA（高圧ライン動作）

発熱量 11,238 BTU/Hr（概算）

重量 18.5 ポンド（8.4 kg）
1. 電源装置に対して記載されている kVA 定格は、UPS 出力の選定基準、およびスイッチの電源を投入する標準の回

路と変圧器の選定基準として使用してください。

表 A-21 2700 W AC 入力電源装置の仕様 （続き）

仕様 説明

表 A-22 2700 W DC 入力電源装置の仕様 

仕様 説明

DC 入力電圧  • -48 VDC @ 37 A（公称 -48 V バッテリ バックアップ システム）

（動作範囲：-40.5 ～ -56 VDC）

 • -60 VDC @ 29 A（公称 -60 V バッテリ バックアップ システム）

（動作範囲：-55 ～ -72 VDC）

DC 入力電流（DC 入力ごと

に）

 • 43 A @ -40.5 VDC

 • 37 A @ -48 VDC

 • 29 A @ -60 VDC

（注） DC 入力電源装置が複数ある場合、各 DC 入力を専用の回路ブ

レーカーまたはヒューズで保護する必要があります。回路ブ

レーカーまたはヒューズは、電源装置の入力定格および地方自

治体の条例または国が定める法令に適合するサイズのものを使

用してください。

電源装置出力容量  • 最大 1350 W（-48 ～ -60 VDC、1 つの DC 入力）

 • 最大 2700 W（-48 ～ -60 VDC、2 つの DC 入力）
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付録 A      電源装置の仕様       

  2700 W AC 入力および DC 入力電源装置
電源装置出力  • 1 つの DC 入力での動作（1350 W 動作）

 – 15 A @ +1.5 VDC

 – 5 A @ +3.3 VDC

 – 27.49 A @ +50 VDC

 • 2 つの DC 入力での動作（2700 W 動作）

 – 15 A @ +1.5 VDC

 – 5 A @ +3.3 VDC

 – 55.61 A @ +50 VDC

DC 入力端子ブロック 2 ～ 14 AWG 銅線を使用可能です。実際に必要な導線のサイズは設置

担当者または電気技師が判断します。端子ブロックの材料の定格許容

温度は、150℃ です。

出力保持時間 4 ミリ秒 
kVA 定格1 3.5 KW 

発熱量 11,968 BTU/Hr（概算） 
重量 21.0 ポンド（9.5 kg）
1. 電源装置に対して記載されている kVA 定格は、UPS 出力の選定基準、およびスイッチの電源を投入する標準の回

路と変圧器の選定基準として使用してください。

表 A-22 2700 W DC 入力電源装置の仕様 （続き）

仕様 説明
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付録 A      電源装置の仕様

  2700 W AC 入力および DC 入力電源装置       
表 A-23 に、電源装置の LED とその意味を示します。

表 A-23 2700 W AC 入力および DC 入力電源装置の LED 

LED 意味

INPUT 1 OK

INPUT 2 OK（DC 入力電源

装置のみ）

AC 入力電源装置

 • グリーン：AC 電源電圧は OK です （入力電圧は 85 VAC 以上）。

 • 消灯：AC 電源電圧が 70 VAC 未満に下がっているか、または電源

装置がオフになっています。

DC 入力電源装置

 • グリーン：DC 電源電圧は OK です （入力電圧は -40.5 VDC 以
上）。

 • 消灯：DC 電源電圧が -33 VDC 未満に下がっているか、または電

源装置がオフになっています。

FAN OK  • グリーン：電源装置ファンが正常に動作しています。

 • 消灯：電源装置ファンの障害が検出されました。

OUTPUT FAIL  • レッド：電源装置の DC 出力電圧に 1 つまたは複数の問題が検出さ

れました。

 • 消灯：DC 出力電圧は許容範囲内です。

（注） OUTPUT FAIL LED が正しく動作するように、電源装置が 1 台
のシステムは、少なくとも 1 つのファン トレイと 1 つのスー

パーバイザ エンジンで構成する必要があります。電源装置が 2 
台のシステムの最小構成は、1 つのファン トレイ、1 つのスー

パーバイザ エンジン、1 つの追加モジュールです。これらの最

小構成要件を満たさない場合は、電源装置が出力の失敗を示す

信号を誤って送信することがあります。
A-33
Catalyst 6500 シリーズ スイッチ インストレーション ガイド     

OL-5781-07-J



付録 A      電源装置の仕様       

  2700 W AC 入力および DC 入力電源装置
2700 W 電源装置の AC 電源コード

表 A-24 に、2700 W AC 入力電源装置で使用できる AC 電源コードの仕様を示します。表には、電源

コードの図の参照先が含まれます。

（注） 2700 W 電源装置の電源コードの長さは、すべて 14 フィート（4.3 m）です。

（注） すべての 2700 W 電源装置の電源コードには、一端に IEC60320/C19 電源コネクタがあります。

表 A-24 2700 W 電源装置の AC 電源コード

地域 電源コード部品番号 AC 電源プラグ タイプ コードセット定格 電源コードの参照図

アルゼンチン CAB-7513ACR= または 
CAB-IR2073-C19-AR=

IRAM 2073 16 A、250 VAC 図 A-31

オーストラリア、 

ニュージーランド

CAB-AC-16A-AUS= AU20S3 16 A、250 VAC 図 A-45

中国 CAB-AC16A-CH= GB16C 16 A、250 VAC 図 A-37
欧州（大陸） CAB-AC-2500W-EU= CEE 7/7 16 A、250 VAC 図 A-41
国際仕様 CAB-AC-2500W-INT= IEC 309 16 A、250 VAC 図 A-42
イスラエル CAB-AC-2500W-ISRL= SI16S3 16 A、250 VAC 図 A-34
日本、北米 

200 ～ 240 VAC での動作

CAB-AC-2500W-US1= NEMA 6-20

（ノンロッキング プラグ）

16 A、250 VAC 図 A-43

日本、北米 

200 ～ 240 VAC での動作

CAB-AC-C6K-TWLK= NEMA L6-20

（ロッキング プラグ）

16 A、250 VAC 図 A-44

日本、北米 

100 ～ 120 VAC での動作

CAB-7513AC= NEMA 5-20 20 A、125 VAC 図 A-36

配電ユニット（PDU）1

1. PDU 電源コードは、PDU からスイッチに電力を供給するユーザ向けに設計されています。Catalyst 6500 シリーズ スイッチ シャーシに接
続する側のケーブルの終端には C19 コネクタが取り付けられています。もう一方の終端には C20 コネクタが取り付けられており、これは 
PDU に接続します。

CAB-C19-CBN= IEC 60320 C19

IEC 60320 C20
16 A、250 VAC 図 A-46

南アフリカ CAB-7513ACSA= IEC 884-1 16 A、250 VAC 図 A-38
スイス CAB-ACS-16= SEV 5934-2 Type 23 16 A、250 VAC 図 A-45
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付録 A      電源装置の仕様

  3000 W AC 入力電源装置     
3000 W AC 入力電源装置
3000 W AC 入力電源装置（WS-CAC-3000W）は、次の Catalyst 6500 シリーズ スイッチでサポート

されます。

 • Catalyst 6506

 • Catalyst 6506-E

 • Catalyst 6509

 • Catalyst 6509-E

 • Catalyst 6509-NEB

 • Catalyst 6509-NEB-A

 • Catalyst 6509-V-E

 • Catalyst 6513

3000W 電源装置（図 A-13 を参照）は、1000W、1300W、2500W、4000W、および 6000W AC 入力

電源装置と共通のフォーム ファクタを共有します。

（注） 3000 W AC 入力電源装置で 3000 W の電力を供給するには、220 VAC が必要です。110 VAC を使用し

た場合、供給される電力は 1400 W に制限されます。また、この電源装置は、110 VAC または 
220 VAC のどちらに接続するかに関係なく、16 A を必要とします。

図 A-13 3000 W AC 入力電源装置

INPUT
OK

FAN
OK

OUTPUT
FAIL

OUTPUT 42V  /17A
42V  /17A

OK

I
IN

RUN 

O

110-120V - 15A
200-240V - 15A
60/50HZ

+

10
50

69

AC 

 LED 3  
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付録 A      電源装置の仕様       

  3000 W AC 入力電源装置
3000 W 電源装置の仕様

表 A-25 に、3000 W AC 入力電源装置の仕様を示します。

表 A-25 3000 W 電源装置の仕様 

仕様 説明

AC 入力タイプ オートレンジ入力（力率補正付き）

（注） 力率補正は、すべての Catalyst 6500 シリーズ AC 入力電源装

置の標準機能です。力率補正は、AC 電源の電流内の無効分を

減らし、力率を高め（通常、99% 以上）、高調波電流成分を減

らします。

AC 入力電圧  • 低圧ライン（公称 120 VAC）：85 VAC（最小）～ 132 VAC（最

大）

 • 高圧ライン（公称 230 VAC）：170 VAC（最小）～ 264 VAC（最

大）

AC 入力電流  • 16 A @ 200 VAC（3000 W 出力）

 • 16 A @ 100 VAC（1400 W 出力）

AC 入力周波数 公称 50/60 Hz（最大範囲は ±3%）

分岐回路の要件 シャーシの各電源装置には、それぞれに専用のヒューズ分岐回路が必

要です。

 • 北米：20 A

 • その他の国：各国および地域の規定に適合したサイズの回路

 • すべての AC 電源装置の入力は完全に分離されます。

 – 同一シャーシ内の複数の電源装置間では AC 電源の位相が一致

する必要はないため、PS1 は位相 A で動作し、PS2 は位相 B 
で動作することができます。

 – 高圧ライン動作時に正味入力電圧が 170 ～ 264 VAC の範囲で

ある場合、電源装置は、ホット コンダクタが AC 電源の位相

に接続され、ニュートラル コンダクタがアースまたは別の AC 
電源の位相に接続された状態で動作します。

 – 複数の AC 入力を搭載した電源装置の AC 入力間では AC 電源

の位相が一致する必要はないため、電源コード 1 は位相 A に
接続し、電源コード 2 は位相 B に接続することができます。

電源装置出力容量  • 最大 1400 W（100 ～ 120 VAC）

 • 最大 3000 W（200 ～ 240 VAC）
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付録 A      電源装置の仕様

  3000 W AC 入力電源装置     
電源装置出力  • 100/120 VAC での動作

 – 25.0 A @ +3.3 V

 – 5 A @ +5 V

 – 12 A @ +12 V

 – 27.89 A @ +42 V

 • 200/240 VAC での動作

 – 25.0 A @ +3.3 V

 – 5 A @ +5 V 

 – 12 A @ +12 V

 – 65.98 A @ +42 V

前面パネル電源 

コネクタ

2 ピンのオス Molex コネクタが電源装置の前面パネルの右下隅にあり

ます。このコネクタは最大 17 A の 42 VDC を供給します。このコネク

タは WS-6509-NEB-UPGRD キットのファン アセンブリに、キットに

含まれる電源ハーネスを通じて電力を供給します。未使用時は、コネ

クタは、非脱落型ネジで固定されたヒンジ付き保護フラップでカバー

されています。

出力保持時間 最小 20 ミリ秒

kVA 定格1 3520 W（総入力電力）または 3.6 kVA（高圧ライン動作）

発熱量 12,046 BTU/Hr（概算） 
重量 15.8 ポンド（7.2 kg）
1. 電源装置に対して記載されている kVA 定格は、UPS 出力の選定基準、およびスイッチの電源を投入する標準の回

路と変圧器の選定基準として使用してください。

表 A-25 3000 W 電源装置の仕様 （続き）

仕様 説明
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付録 A      電源装置の仕様       

  3000 W AC 入力電源装置
表 A-26 に、電源装置の LED とその意味を示します。

表 A-26 3000 W AC 入力電源装置の LED 

LED 意味

INPUT OK  • グリーン：AC 電源電圧は OK です （入力電圧は 85 VAC 以上）。

 • 消灯：AC 電源電圧が 70 VAC 未満に下がっているか、または電源

装置がオフになっています。

FAN OK  • グリーン：電源装置ファンが正常に動作しています。

 • 消灯：電源装置ファンの障害が検出されました。

OUTPUT FAIL  • レッド：電源装置の DC 出力電圧に 1 つまたは複数の問題が検出さ

れました。

 • 消灯：DC 出力電圧は許容範囲内です。

（注） OUTPUT FAIL LED が正しく動作するように、電源装置が 1 台
のシステムは、少なくとも 1 つのファン トレイと 1 つのスー

パーバイザ エンジンで構成する必要があります。電源装置が 2 
台のシステムの最小構成は、1 つのファン トレイ、1 つのスー

パーバイザ エンジン、1 つの追加モジュールです。これらの最

小構成要件を満たさない場合は、電源装置が出力の失敗を示す

信号を誤って送信することがあります。

42V OK  • グリーン：42 VDC がファン電源コネクタに出力されています。

 • 消灯：42 VDC がファン電源コネクタに出力されていません。
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付録 A      電源装置の仕様

  3000 W AC 入力電源装置     
3000 W 電源装置の AC 電源コード

表 A-27 に、3000 W AC 入力電源装置で使用できる AC 電源コードの仕様を示します。表には、電源

コードの図の参照先が含まれます。

（注） 3000 W 電源装置の電源コードの長さは、すべて 14 フィート（4.3 m）です。

（注） すべての 3000 W 電源装置の電源コードには、一端に IEC60320/C19 電源コネクタがあります。

表 A-27 3000 W 電源装置の AC 電源コード

地域 電源コード部品番号 AC 電源プラグ タイプ コードセット定格 電源コードの参照図

アルゼンチン CAB-7513ACR= または 
CAB-IR2073-C19-AR=

IRAM 2073 16 A、250 VAC 図 A-31

オーストラリア、 

ニュージーランド

CAB-AC-16A-AUS= AU20S3 16 A、250 VAC 図 A-46

中国 CAB-AC16A-CH= GB16C 16 A、250 VAC 図 A-37
欧州（大陸） CAB-AC-2500W-EU= CEE 7/7 16 A、250 VAC 図 A-41
国際仕様 CAB-AC-2500W-INT= IEC 309 16 A、250 VAC 図 A-42
イスラエル CAB-AC-2500W-ISRL= SI16S3 16 A、250 VAC 図 A-34
日本、北米（ノンロッキン

グ プラグ） 

200 ～ 240 VAC での動作

CAB-AC-2500W-US1= NEMA 6-20 16 A、250 VAC 図 A-43

日本、北米（ロッキング 
プラグ） 

200 ～ 240 VAC での動作

CAB-AC-C6K-TWLK= NEMA L6-20 16 A、250 VAC 図 A-44

日本、北米 

100 ～ 120 VAC での動作1

1. 110 VAC で動作する 3000 W 電源装置の供給電力は 1400 W です。

CAB-7513AC= NEMA 5-20 20 A、125 VAC 図 A-36

配電ユニット（PDU）2

2. PDU 電源コードは、PDU からスイッチに電力を供給するユーザ向けに設計されています。Catalyst 6500 シリーズ スイッチ シャーシに接
続する側のケーブルの終端には C19 コネクタが取り付けられています。もう一方の終端には C20 コネクタが取り付けられており、これは 
PDU に接続します。

CAB-C19-CBN= IEC 60320 C19

IEC 60320 C20
16 A、250 VAC 図 A-47

スイス CAB-ACS-16= SEV 5934-2 Type 23 16 A、250 VAC 図 A-45
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付録 A      電源装置の仕様       

  4000 W AC 入力および DC 入力電源装置
4000 W AC 入力および DC 入力電源装置
4000 W AC 入力および DC 入力電源装置（WS-CAC-4000W-US、WS-CAC-4000W-INT、および 
PWR-4000-DC）は、次の Catalyst 6500 シリーズ スイッチでサポートされます。

 • Catalyst 6506

 • Catalyst 6506-E

 • Catalyst 6509

 • Catalyst 6509-E

 • Catalyst 6509-NEB

 • Catalyst 6509-NEB-A

 • Catalyst 6509-V-E

 • Catalyst 6513

4000W AC 入力および DC 入力電源装置（図 A-14 および図 A-15 を参照）は、1000W、1300W、

2500W、および 3000W 電源装置と共通のフォーム ファクタを共有します。

図 A-14 4000 W AC 入力電源装置

INPUT
OK

FAN
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OUTPUT
FAIL

 LED
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付録 A      電源装置の仕様

  4000 W AC 入力および DC 入力電源装置       
図 A-15 4000 W DC 入力電源装置

4000 W 電源装置の仕様

表 A-28 に、4000 W AC 入力電源装置の仕様を示します。

INPUT OK FAN

OK

OUTPUT

FAIL

I

0

97
29

7

1 32

+VE-1

-VE-1

+VE-2

-VE-2

+VE-3

-VE-3

表 A-28 4000 W AC 入力電源装置の仕様 

仕様 説明

AC 入力タイプ 高圧ライン入力（力率補正付き）

（注） 力率補正は、すべての Catalyst 6500 シリーズ AC 入力電源装

置の標準機能です。力率補正は、AC 電源の電流内の無効分を

減らし、力率を高め（通常、99% 以上）、高調波電流成分を減

らします。

AC 入力電圧 高圧ライン（公称 230 VAC）：170 VAC（最小）～ 264 VAC（最大）

AC 入力電流 23 A

AC 入力周波数 公称 50/60 Hz（最大範囲は ±3%）
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付録 A      電源装置の仕様       

  4000 W AC 入力および DC 入力電源装置
分岐回路の要件 シャーシの各電源装置には、それぞれに専用のヒューズ分岐回路が必

要です。

 • 北米：30 A

 • その他の国：各国および地域の規定に適合したサイズの回路が必

須

 • すべての AC 電源装置の入力は完全に分離されます。

 – 同一シャーシ内の複数の電源装置間では AC 電源の位相が一致

する必要はないため、PS1 は位相 A で動作し、PS2 は位相 B 
で動作することができます。

 – 高圧ライン動作時に正味入力電圧が 170 ～ 264 VAC の範囲で

ある場合、電源装置は、ホット コンダクタが AC 電源の位相

に接続され、ニュートラル コンダクタがアースまたは別の AC 
電源の位相に接続された状態で動作します。

 – 複数の AC 入力を搭載した電源装置の AC 入力間では AC 電源

の位相が一致する必要はないため、電源コード 1 は位相 A に
接続し、電源コード 2 は位相 B に接続することができます。

出力容量 最大 4000 W
電源装置出力  • 15 A @ +3.3 VDC

 • 5 A @ + 5 VDC

 • 10 A @ +12 VDC

 • 90.36 A @ +42 VDC

出力保持時間 最小 20 ミリ秒 
kVA 定格1 最大 5.4 kVA
発熱量 17,065 BTU/Hr（概算） 
重量 22.2 ポンド（10.1 kg）
1. 電源装置に対して記載されている kVA 定格は、UPS 出力の選定基準、およびスイッチの電源を投入する標準の回

路と変圧器の選定基準として使用してください。

表 A-28 4000 W AC 入力電源装置の仕様 （続き）

仕様 説明
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付録 A      電源装置の仕様

  4000 W AC 入力および DC 入力電源装置       
表 A-29 に、4000 W DC 入力電源装置の仕様を示します。

表 A-29 4000 W DC 入力電源装置の仕様 

仕様 説明

DC 入力電圧  • -48 VDC @ 37 A（公称 -48 V バッテリ バックアップ システム）

（動作範囲：-40.5 ～ -56 VDC）

 • -60 VDC @ 29 A（公称 -60 V バッテリ バックアップ システム）

（動作範囲：-55 ～ -72 VDC）

（注） 4000 W DC 入力電源装置では、2 つの DC 入力端子に接続する

必要があります。この装置は、プラス（+）とマイナス（-）の

ペアで取り付けられている DC 入力端子の一方だけに接続して

も作動しません。

DC 入力電流 DC ごとに 40 A（3 つの入力）

（注） DC 入力電源装置が複数ある場合、各 DC 入力を専用の回路ブ

レーカーまたはヒューズで保護する必要があります。回路ブ

レーカーまたはヒューズは、電源装置の入力定格および地方自

治体の条例または国が定める法令に適合するサイズのものを使

用してください。

電源装置出力容量  • 4000 W（3 つの入力がアクティブのとき）

 • 2700 W（2 つの入力がアクティブのとき）

（注） 4000 W 電源装置は、1 つの DC 入力端子だけに接続しても作

動しません。

電源装置出力  • 15 A @ + 3.3 VDC

 • 5 A @ + 5 VDC

 • 12 A @ +12 VDC

 • 90.63 A（3 つの入力）または 59.68 A（2 つの入力） 
@ +42 VDC

（注） 4000 W 電源装置は、1 つの DC 入力端子だけに接続しても作

動しません。

DC 入力端子ブロック 4 AWG 銅線を使用可能です。実際に必要な導線のサイズは設置担当者

または電気技師が判断します。

出力保持時間 8 ミリ秒 
kVA 定格1

1. 電源装置に対して記載されている kVA 定格は、UPS 出力の選定基準、およびスイッチの電源を投入する標準の回
路と変圧器の選定基準として使用してください。

最大 5.4 kVA
発熱量 17,730 BTU/Hr（概算）

重量 30.8 ポンド（14.0 kg）
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付録 A      電源装置の仕様       

  4000 W AC 入力および DC 入力電源装置
表 A-30 に、電源装置の LED とその意味を示します。

表 A-30 4000 W AC 入力および DC 入力電源装置の LED 

LED 意味

INPUT OK AC 入力電源装置

 • グリーン：AC 電源電圧は OK です （入力電

圧は 85 VAC 以上）。

 • 消灯：AC 電源電圧が 70 VAC 未満に下がっ

ているか、または電源装置がオフになってい

ます。

DC 入力電源装置

 • グリーン：DC 電源電圧は OK です （入力電

圧は -40.5 VDC 以上）。

 • 消灯：DC 電源電圧が -33 VDC 未満に下

がっているか、または電源装置がオフになっ

ています。

FAN OK  • グリーン：電源装置ファンが正常に動作して

います。

 • 消灯：電源装置ファンの障害が検出されまし

た。

OUTPUT FAIL  • レッド：電源装置の DC 出力電圧に 1 つまた

は複数の問題が検出されました。

 • 消灯：DC 出力電圧は許容範囲内です。

（注） OUTPUT FAIL LED が正しく動作するよ

うに、電源装置が 1 台のシステムは、少

なくとも 1 つのファン トレイと 1 つの

スーパーバイザ エンジンで構成する必要

があります。電源装置が 2 台のシステム

の最小構成は、1 つのファン トレイ、1 
つのスーパーバイザ エンジン、1 つの追

加モジュールです。これらの最小構成要

件を満たさない場合は、電源装置が出力

の失敗を示す信号を誤って送信すること

があります。
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付録 A      電源装置の仕様

  6000 W AC 入力および DC 入力電源装置       
4000 W 電源装置の AC 電源コード

表 A-31 に、4000 W AC 入力電源装置で使用できる AC 電源コードの仕様を示します。表には、電源

コードの図の参照先が含まれます。

（注） 4000 W AC 入力電源装置の AC電源コードは、電源装置に直接接続されています。この電源コードに

は IEC 60320 C19 電源プラグがないため、この電源コードを電源装置から取り外すことはできません。

6000 W AC 入力および DC 入力電源装置
表 A-32 に、6000 W AC 入力（WS-CAC-6000W）および 6000 W DC 入力（PWR-6000-DC）電源装

置サポートする Catalyst 6500 シリーズ スイッチと、電源装置出力の制限値を示します。

6000 W AC 入力電源装置（図 A-16 を参照）および 6000 W DC 入力電源装置（図 A-17 を参照）は、

1000 W、1300 W、2500 W、3000 W、および 4000 W 電源装置と共通のフォーム ファクタを共有し

ます。

（注） フォーム ファクタが異なるため、6000 W AC 入力および 6000 W DC 入力電源装置を、Catalyst 6503、
Catalyst 6503-E、および Catalyst 6504-E スイッチ シャーシに設置できません。

表 A-31 4000 W 電源装置の AC 電源コード

地域 電源コード部品番号1

1. この部品番号は、電源装置のものです。AC 電源コードは、4000 W 電源装置に固定されています。

AC 電源プラグ タイプ コードセット定格 電源コードの参照図

国際仕様 WS-CAC-4000W-INT= IEC 60309 32 A、250 VAC 図 A-48
北米、日本 WS-CAC-4000W-US= NEMA L6-302

2. 日本では、地域の電力会社と相談してから NEMA L6-30 電源プラグを準備してください。

30 A、250 VAC 図 A-49

表 A-32 6000 W AC 入力および DC 入力電源装置をサポートするシャーシ

Catalyst 6500 シリーズ  
シャーシ 

6000 W AC 入力電源装置の 

制限値

6000 W DC 入力電源装置の 

制限値

Catalyst 6506 出力は 4000 W に制限 出力は 4000 W に制限

Catalyst 6506-E 制限なし 制限なし

Catalyst 6509 出力は 4000 W に制限 出力は 4000 W に制限

Catalyst 6509-E 制限なし 制限なし

Catalyst 6509-NEB 出力は 4000 W に制限 出力は 4000 W に制限

Catalyst 6509-NEB-A 出力は 4500 W に制限 出力は 4500 W に制限

Catalyst 6509-V-E 制限なし 制限なし

Catalyst 6513 制限なし 制限なし
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付録 A      電源装置の仕様       

  6000 W AC 入力および DC 入力電源装置
図 A-16 6000 W AC 入力電源装置

図 A-17 6000 W DC 入力電源装置
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付録 A      電源装置の仕様

  6000 W AC 入力および DC 入力電源装置       
6000 W 電源装置の仕様

表 A-33 に、6000 W AC 入力電源装置の仕様を示します。

表 A-33 6000 W AC 入力電源装置の仕様 

仕様 説明

AC 入力タイプ 電源装置ごとに 2つの AC 入力。高圧ライン入力

（力率補正付き）

（注） 力率補正は、すべての Catalyst 6500 シ
リーズ AC 入力電源装置の標準機能です。

力率補正は、AC 電源の電流内の無効分

を減らし、力率を高め（通常、99% 以
上）、高調波電流成分を減らします。

AC 入力電圧  • 低圧ライン（公称 120 VAC）：85 VAC（最

小）～ 132 VAC（最大）

 • 高圧ライン（公称 230 VAC）：170 VAC（最

小）～ 264 VAC（最大）

AC 入力電流 各入力に対して 16 A 
AC 入力周波数 公称 50/60 Hz（最大範囲は ±3%）

分岐回路の要件 各電力装置には、それぞれに専用の、ヒューズ分

岐回路が必要です。

 • 北米：20 A

 • その他の国：各国および地域の規定に適合し

たサイズの回路が必須

 • すべての Catalyst 6500 シリーズの AC 入力

電源装置には、単相 AC 電源が必要です。

 • すべての AC 電源装置の入力は完全に分離さ

れます。

 – 同一シャーシ内の複数の電源装置間では 
AC 電源の位相が一致する必要はないた

め、PS1 は位相 A で動作し、PS2 は位相 
B で動作することができます。

 – 高圧ライン動作時に正味入力電圧が 170 
～ 264 VAC の範囲である場合、電源装

置は、ホット コンダクタが AC 電源の位

相に接続され、ニュートラル コンダクタ

がアースまたは別の AC 電源の位相に接

続された状態で動作します。

 – 複数の AC 入力を搭載した電源装置の 
AC 入力間では AC 電源の位相が一致す

る必要はないため、電源コード 1 は位相 
A に接続し、電源コード 2 は位相 B に接

続することができます。
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付録 A      電源装置の仕様       

  6000 W AC 入力および DC 入力電源装置
電源装置出力容量 6000 W 電源装置は、接続されている AC 電源

コードの本数と AC 電源電圧によって、2900 W 
または 6000 W で動作することができます。

（注） 6000 W AC 入力電源装置を 
Catalyst 6506、Catalyst 6509、または 
Catalyst 6509-NEB スイッチ シャーシに

取り付けた場合、最大出力は 4000 W に
制限されます。電源装置を 
Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシ

に取り付けた場合、最大出力は 4500 W 
に制限されます。

 • 最大 2900 W での AC 電源の構成は、次のと

おりです。

 – INPUT 1 と INPUT 2 の両方を低圧ライ

ン（公称 120 VAC）に接続

 – INPUT 1 を高圧ライン（公称 230 VAC）

に接続して、INPUT 2 は接続しない

 – INPUT 1 は接続せずに、INPUT 2 を高

圧ライン（公称 230 VAC）に接続

 – INPUT 1 を高圧ライン（公称 230 VAC）

に接続して、INPUT 2 を低圧ライン

（公称 120 VAC）に接続

 – INPUT 1 を低圧ライン（公称 120 VAC）

に接続して、INPUT 2 を高圧ライン

（公称 230 VAC）に接続

 • 最大 6000 W での AC 電源の構成は、次のと

おりです。

 – INPUT 1 と INPUT 2 の両方を高圧ライ

ン（公称 230 VAC）に接続

（注） 電源コードの 1 本を INPUT 1 または 
INPUT 2 のいずれかに接続し、AC 電源

が低圧ライン（公称 120 VAC）の場合、

6000 W 電源装置は動作しません。

電源装置出力容量  • 2900 W 動作（1 つの 220 VAC 入力または 2 
つの 110 VAC 入力）

 – 25 A @ +3.3 VDC

 – 12 A @ +12 VDC

 – 63.6 A @ +42 VDC

 • 6000 W 動作（2 つの 220 VAC 入力）

 – 25 A @ +3.3 VDC

 – 12 A @ +12 VDC

 – 137.4 A @ +42 VDC

表 A-33 6000 W AC 入力電源装置の仕様 （続き）

仕様 説明
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付録 A      電源装置の仕様

  6000 W AC 入力および DC 入力電源装置       
表 A-34 に、6000 W DC 入力電源装置の仕様を示します。

出力保持時間 最小 20 ミリ秒

kVA 定格1 7.5 kVA

発熱量 23,812 BTU/Hr（概算）

システムの消費電力 7034 W 

重量 25.4 ポンド（11.5 kg） 
1. 電源装置に対して記載されている kVA 定格は、UPS 出力の選定基準、およびスイッチの電源を投入する標準の

回路と変圧器の選定基準として使用してください。

表 A-33 6000 W AC 入力電源装置の仕様 （続き）

仕様 説明

表 A-34 6000 W DC 入力電源装置の仕様 

仕様 説明

入力電圧  • -48 VDC @ 37 A（北米での公称）（動作範囲：-40.5 ～ -56 VDC）

 • -60 VDC @ 30 A（国際仕様での公称）（動作範囲：-55 ～ 
-72 VDC）

入力電流 DC 入力ごとに 40 A @ -48 VDC 入力電圧（合計 4 つの入力）

電源装置出力容量 6000 W DC 入力電源装置は、次のいずれかで動作させることができま

す。

 • 2800 W：2 つの DC 入力がアクティブ 

 • 4500 W：3 つの DC 入力がアクティブ 

 • 6000 W：4 つの DC 入力がアクティブ
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付録 A      電源装置の仕様       

  6000 W AC 入力および DC 入力電源装置
電源装置出力 6000 W DC 入力電源装置は、接続されている DC 電源コードの本数に

よって、2800 W、4500 W、または 6000 W で動作することができま

す。

（注） 6000 W DC 入力電源装置を Catalyst 6506、Catalyst 6509、ま

たは Catalyst 6509-NEB スイッチ シャーシに取り付けた場合、

最大出力は 4000 W に制限されます。電源装置を 
Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシに取り付けた場合、最

大出力は 4500 W に制限されます。

 • 2800 W 動作（2 つの DC 入力）

 – 25.0 A @ 3.3 VDC

 – 12.0 A @ 12 VDC

 – 61.2 A @ 42 VDC

 • 4500 W 動作（3 つの DC 入力）

 – 25.0 A @ 3.3 VDC

 – 12.0 A @ 12 VDC

 – 101.9 A @ 42 VDC

 • 6000 W 動作（4 つの DC 入力）

 – 25.0 A @ 3.3 VDC

 – 12.0 A @ 12 VDC

 – 137.4 A @ 42 VDC

DC 入力端子ブロック  • 2 穴の銅製圧縮ラグ端子を使用可能 

（注） 実際に必要な導線のサイズは、地方自治体の条例または国が定

める法令に従って電力技術者または電気技師が判断します。

 • 端子ポストには、1/4 インチの 20 六角ナットを使用可能

出力保持時間 最小 20 ミリ秒

重量 35 ポンド（16 kg）

表 A-34 6000 W DC 入力電源装置の仕様 （続き）

仕様 説明
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付録 A      電源装置の仕様

  6000 W AC 入力および DC 入力電源装置       
表 A-35 に、6000 W AC 入力および DC 入力電源装置の LED とその意味を示します。

6000 W 電源装置の AC 電源コード

表 A-36 に、6000 W AC 入力電源装置で使用できる AC 電源コードの仕様を示します。表には、電源

コードの図の参照先が含まれます。

表 A-35 6000 W AC 入力および DC 入力電源装置の LED

LED 意味

INPUT OK 1 および INPUT 
OK 2

（AC 入力電源装置のみ）

 • グリーン：電源電圧は OK です。入力電圧は 85 VAC 以上です。

 • 消灯：AC 電源電圧が 70 VAC 未満に下がっているか、または電源

装置がオフになっています。

INPUT OK 1、INPUT 
OK 2、INPUT OK 3、およ

び INPUT OK 4

（DC 入力電源装置のみ）

 • グリーン：DC 電源電圧は -40.5 VDC 以上です。

 • 消灯：DC 電源電圧は -37.5 VDC 以下です。

 • グリーン、消灯、または点滅：DC 電源電圧は -37.5 ～ -40.5 VDC 
です。

FAN OK  • グリーン：電源装置ファンが正常に動作しています。

 • 消灯：電源装置ファンの障害が検出されました。

OUTPUT FAIL  • レッド：電源装置の DC 出力電圧に 1 つまたは複数の問題が検出さ

れました。

 • 消灯：DC 出力電圧は許容範囲内です。

（注） OUTPUT FAIL LED が正しく動作するように、電源装置が 1 台
のシステムは、少なくとも 1 つのファン トレイと 1 つのスー

パーバイザ エンジンで構成する必要があります。電源装置が 2 
台のシステムの最小構成は、1 つのファン トレイ、1 つのスー

パーバイザ エンジン、1 つの追加モジュールです。これらの最

小構成要件を満たさない場合は、電源装置が出力の失敗を示す

信号を誤って送信することがあります。

表 A-36 6000 W 電源装置の AC 電源コード 

地域 電源コード部品番号 AC 電源プラグ タイプ コードセット定格 電源コードの参照図

アルゼンチン CAB-7513ACR= または 
CAB-IR2073-C19-AR=

IRAM 2073 16 A、250 VAC 図 A-31

オーストラリア、 

ニュージーランド

CAB-AC-16A-AUS= AU20S3 16 A、250 VAC 図 A-46

中国 CAB-AC16A-CH= GB16C 16 A、250 VAC 図 A-37
欧州（大陸） CAB-AC-2500W-EU= CEE 7/7 16 A、250 VAC 図 A-41
国際仕様 CAB-AC-2500W-INT= IEC 309 16 A、250 VAC 図 A-42
イスラエル CAB-AC-2500W-ISRL= SI16S3 16 A、250 VAC 図 A-34
日本、北米（ノンロッキ

ング プラグ） 

200 ～ 240 VAC での動作

CAB-AC-2500W-US1= NEMA 6-20 16 A、250 VAC 図 A-43
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付録 A      電源装置の仕様       

  8700 W AC 入力電源装置
8700 W AC 入力電源装置
表 A-37 に、8700 W AC 入力電源装置（WS-CAC-8700W-E）をサポートする Catalyst 6500 シリーズ 
スイッチと、電源装置出力の制限値を示します。

8700 W AC 入力電源装置（図 A-18 を参照）は、1000 W、1300 W、2500 W、3000 W、4000 W、お

よび 6000 W 電源装置と同一のフォーム ファクタではなく、類似したフォーム ファクタを共有します。

（注） フォーム ファクタが異なるため、8700 W 電源装置を Catalyst 6506、Catalyst 6509、または 
Catalyst 6509-NEB シャーシに設置する場合、システムのアース接続先をシャーシ アース パッドから 
8700 W 電源装置の前面プレートにある 2 つのシステム アース スタッドに変更する必要があります。

8700 W 電源装置を他の Catalyst 6500 シリーズ シャーシに設置する場合、シャーシ システムのアース

接続先を電源装置に変更する必要はありません。

8700 W 電源装置は、Catalyst 6503、Catalyst 6503-E、および Catalyst 6504-E スイッチ シャーシには

設置できません。

日本、北米（ロッキング 
プラグ） 

200 ～ 240 VAC での動作

CAB-AC-C6K-TWLK= NEMA L6-20 16 A、250 VAC 図 A-44

日本、北米 

100 ～ 120 VAC での動作
1

CAB-7513AC=2 NEMA 5-20 16 A、125 VAC 図 A-36

配電ユニット（PDU）3 CAB-C19-CBN= IEC 60320 C19

IEC 60320 C20 
16 A、250 VAC 図 A-47

スイス CAB-ACS-16= SEV 5934-2 Type 23 16 A、250 VAC 図 A-45
1. 2 つの 110 VAC で動作する 6000 W 電源装置の供給電力は 2900 W です。

2. 100 ～ 120 VAC で動作させる場合は、2 本の AC 電源コードを使用する必要があり、電源装置の出力は 2900 W に制限されます。

3. PDU 電源コードは、PDU からスイッチに電力を供給するユーザ向けに設計されています。Catalyst 6500 シリーズ スイッチ シャーシに接
続する側のケーブルの終端には C19 コネクタが取り付けられています。もう一方の終端には C20 コネクタが取り付けられており、これは 
PDU に接続します。

表 A-36 6000 W 電源装置の AC 電源コード （続き）

地域 電源コード部品番号 AC 電源プラグ タイプ コードセット定格 電源コードの参照図

表 A-37 8700 W 電源装置をサポートするシャーシ

Catalyst 6500 シリーズ シャーシ 8700 W 電源装置の制限値

Catalyst 6506 出力は 4000 W に制限

Catalyst 6506-E 制限なし

Catalyst 6509 出力は 4000 W に制限

Catalyst 6509-E 制限なし

Catalyst 6509-NEB 出力は 4000 W に制限

Catalyst 6509-NEB-A 出力は 4500 W に制限

Catalyst 6509-V-E 制限なし

Catalyst 6513 出力は 6000 W に制限
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付録 A      電源装置の仕様

  8700 W AC 入力電源装置     
図 A-18 8700 W AC 入力電源装置

8700 W 電源装置の仕様

表 A-38 に、8700 W AC 入力電源装置の仕様を示します。

  /

  /
 

 LED

18
20

76

o INPUT
OK

1     2      3

CISCO SYSTEMS, INC.

FAN
OK

220VAC

OUTPUT
FAIL

1 2 3 DEFAULT

NC RELAY

NO RELAY

AC 
 2

AC 
 1

AC 
 3

  

表 A-38 8700 W AC 入力電源装置の仕様 

仕様 説明

AC 入力タイプ 電源装置ごとに 3 つの AC 入力。高圧ライン入力（力率補正付き）

（注） 力率補正は、すべての Catalyst 6500 シリーズ AC 入力電源装

置の標準機能です。力率補正は、AC 電源の電流内の無効分を

減らし、力率を高め（通常、99% 以上）、高調波電流成分を減

らします。

AC 入力電圧

（単相）

 • 低圧ライン（公称 120 VAC）：85 VAC（最小）～ 132 VAC（最

大）

 • 高圧ライン（公称 230 VAC）：170 VAC（最小）～ 264 VAC（最

大）

AC 入力電流 各入力に対して 16 A 
AC 入力周波数 公称 50/60 Hz（最大範囲は ±3%）
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付録 A      電源装置の仕様       

  8700 W AC 入力電源装置
分岐回路の要件 各電力装置には、それぞれに専用の、ヒューズ分岐回路が必要です。

 • 北米：20 A

 • その他の国：各国および地域の規定に適合したサイズの回路が必

須

 • すべての Catalyst 6500 シリーズの AC 入力電源装置には、単相 
AC 電源が必要です。

 • すべての AC 電源装置の入力は完全に分離されます。これは、AC 
電源の位相が同一電源装置上の複数の AC 入力間、または同一

シャーシに設置された異なる AC 電源装置上の複数の AC 入力間で

一致しなくなる可能性があることを意味します。つまり、8700 W 
電源装置の場合、電源コード 1 を位相 A-B に、電源コード 2 を位

相 B-C に、電源コード 3 を位相 C-A、A-B、または B-C にそれぞ

れ接続できるということです。

表 A-38 8700 W AC 入力電源装置の仕様 （続き）

仕様 説明
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付録 A      電源装置の仕様

  8700 W AC 入力電源装置     
電源装置出力容量 電源装置の出力容量は、接続される AC 電源コードの本数（1 本、2 
本、または 3 本）および電源装置に印加される AC 電源電圧

（110 VAC [低圧ライン ] または 220 VAC [高圧ライン ]）によって異な

ります。

8700 W AC 入力電源装置を次の Catalyst 6500 シリーズ シャーシに取

り付けた場合、低いワット定格に制限されます。

 • Catalyst 6506、Catalyst 6509、または Catalyst 6509-NEB スイッ

チ シャーシに取り付けた場合、最大出力は 4000 W に制限されま

す。

 • Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシに取り付けた場合、最大

出力は 4500 W に制限されます。

 • Catalyst 6513 スイッチ シャーシに取り付けた場合、最大出力は 
6000 W に制限されます。

（注） 電源コードを 1 本だけ取り付け、その電源コードを低圧（公称 
110 VAC）の AC 電源に接続しても、電源装置は動作しませ

ん。

2800 W 動作 2800 W 電源装置の入力に、下記の電源コードと AC 電源電圧の組み合

わせを使用した場合の最大値は 2800 W です。

 • 2 本の AC 入力電源コードを低圧ライン（公称 110 VAC）に接続

し、3 本めの AC 入力電源コードは接続しない。

 • 1 本の AC 入力電源コードを低圧ライン（公称 110 VAC）に接続

し、もう 1 本の AC 入力電源コードを高圧ライン（公称 220 VAC）

に接続し、3 本めの AC 入力電源コードは接続しない。

 • 1 本の AC 入力電源コードを高圧ライン（公称 220 VAC）に接続

し、残り 2 本の AC 入力電源コードは接続しない。

4200 W 動作 4200 W 電源装置の入力に、下記の電源コードと AC 電源電圧の組み合

わせを使用した場合の最大値は 4200 W です。

 • 3 本の AC 入力電源コードをすべて低圧ライン（公称 110 VAC）

に接続。

 • 2 本の AC 入力電源コードを低圧ライン（公称 110 VAC）に接続

し、もう 1 本の AC 入力電源コードを高圧ライン（公称 220 VAC）

に接続。

5800 W 動作 5800 W 電源装置の入力に、下記の電源コードと AC 電源電圧の組み合

わせを使用した場合の最大値は 5800 W です。

 • 2 本の AC 入力電源コードを高圧ライン（公称 220 VAC）に接続

し、3 本めの AC 入力電源コードを低圧ライン（公称 110 VAC）

に接続。

 • 2 本の AC 入力電源コードを高圧ライン（公称 220 VAC）に接続

し、3 本めの AC 入力電源コードは接続しない。

8700 W 動作 8700 W 電源装置の入力に、下記の電源コードと AC 電源電圧の組み合

わせを使用した場合の最大値は 8700 W です。

 • 3 本の AC 入力電源コードをすべて高圧ライン（公称 220 VAC）

に接続。

表 A-38 8700 W AC 入力電源装置の仕様 （続き）

仕様 説明
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付録 A      電源装置の仕様       

  8700 W AC 入力電源装置
電源装置出力  • 2800 W 動作 
 – 25.0 A @ +3.3 VDC

 – 12.0 A @ +12 VDC

 – 61.29 A @ +42 VDC

 • 4200 W 動作

 – 25.0 A @ +3.3 VDC

 – 12.0 A @ +12 VDC

 – 94.62 A @ +42 VDC

 • 5800 W 動作

 – 25.0 A @ +3.3 VDC

 – 12.0 A @ +12 VDC

 – 132.71 A @ +42 VDC

 • 8700 W 動作

 – 25.0 A @ +3.3 VDC

 – 12.0 A @ +12 VDC

 – 201.75 A @ +42 VDC

出力保持時間 最小 20 ミリ秒

kVA 定格1 10.4 kVA

発熱量  • 11,200 BTU/Hr @ 2800 W

 • 16,800 BTU/Hr @ 4200 W

 • 23,200 BTU/Hr @ 5800 W

 • 34,800 BTU/Hr @ 8700 W

システムの消費電力 10,360 W 

重量 39.7 ポンド（18 kg） 
1. 電源装置に対して記載されている kVA 定格は、UPS 出力の選定基準、およびスイッチの電源を投入する標準の回

路と変圧器の選定基準として使用してください。

表 A-38 8700 W AC 入力電源装置の仕様 （続き）

仕様 説明
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付録 A      電源装置の仕様

  8700 W AC 入力電源装置     
表 A-39 に、電源装置の LED とその意味を示します。

表 A-39 8700 W AC 入力電源装置の LED

LED 意味

INPUT OK 1、INPUT OK 
2、および 
INPUT OK 3

 • グリーン：電源電圧は OK です （入力電圧は 85 VAC 以上）。

 • 消灯：AC 電源電圧が 70 VAC 未満に下がっているか、または電源

装置がオフになっています。

220VAC 1、2、および 3  • グリーン：高圧ライン AC 電力が各 AC 入力に通電しています 
（入力電圧は 170 VAC 以上です）。

 • 消灯：AC 電源電圧が 170 VAC 未満に下がっているか、または電

源装置がオフになっています。

FAN OK  • グリーン：電源装置ファンが正常に動作しています。

 • 消灯：電源装置ファンの障害が検出されました。

OUTPUT FAIL  • レッド：電源装置の DC 出力電圧の 1 つまたは複数が次の通常の動

作範囲外になっています。

 – +3.3 VDC 出力の場合：2.7 ～ 3.0 VDC（最小）、3.6 ～ 
3.8 VDC（最大）

 – +12 VDC 出力の場合：10.5 ～ 11.5 VDC（最小）、12.6 ～ 
13.0 VDC（最大）

 – +42 VDC 出力の場合：38.0 ～ 40.0 VDC（最小）、45.0 ～ 
52.0 VDC（最大）

 • 消灯：すべての DC 出力電圧が通常の動作範囲内になっています。

（注） OUTPUT FAIL LED が正しく動作するように、電源装置が 1 台
のシステムは、少なくとも 1 つのファン トレイと 1 つのスー

パーバイザ エンジンで構成する必要があります。電源装置が 2 
台のシステムの最小構成は、1 つのファン トレイ、1 つのスー

パーバイザ エンジン、1 つの追加モジュールです。これらの最

小構成要件を満たさない場合は、電源装置が出力の失敗を示す

信号を誤って送信することがあります。
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付録 A      電源装置の仕様       

  8700 W AC 入力電源装置
リモート パワー サイクリング機能

8700 W 電源装置は、リモート パワー サイクリング機能を備えており、この機能により、外部リレー 
コントローラ ボックスを介して遠隔操作で電源装置をオンまたはオフにすることができます。図 A-19 
に、標準的なリモート パワー サイクリング機能の構成例を示します。3 ピン端子ブロックおよび電源

装置の前面プレート右下隅にあるスイッチ（図 A-18 を参照）は、外部リレー コントローラ ボックス

にインターフェイスを提供します。

図 A-19 リモート パワー オン /オフ機能のコンポーネント

端子ブロック

端子ブロックには 1、2、3 というラベルが付いた 3 つの接点があります。外部リレー コントローラ 
ボックスからの 2 本の制御線を接点 1 および 2 または接点 2 および 3 に接続します。リレー コント

ローラ ボックスのリレー タイプがノーマル オープン（NO）の場合は、接点 1 および 2 を使用します。

リレー コントローラ ボックスのリレー タイプがノーマル クローズ（NC）の場合は、接点 2 および 3 
を使用します。

リレー コントローラ ボックス スイッチ 
端子ブロックの隣にあるリレー コントローラ ボックス スイッチを使用することにより、電源装置の電

源制御信号のアクティブ状態を外部リレー コントローラ ボックスに内蔵されているリレーのタイプ

（ノーマル オープン タイプ リレーまたはノーマル クローズ タイプ リレー）に一致させることができま

す。

フェライト ビーズ

8700 W 電源装置の AC 電源コードに付属しているビニール袋には、フェライト ビーズ 1 個と 4 インチ

のプラスチック製タイ ラップ 2 本が含まれています。フェライト ビーズはインターフェイスおよび制

御線上の高周波の干渉を制限する受動デバイスで、8700 W 電源装置でサポートされるリモート パワー 
サイクリング機能を取り付ける場合にだけ必要となります。フェライト ビーズは、外部リレー コント

ローラ ボックスを 8700 W 電源装置の端子ブロックと接続する 2 本の制御線上に取り付けます。フェ

ライト ビーズは効果が発揮されるように、できる限り電源装置の端子ブロックに近づけて取り付けま

す。リモート パワー サイクリング機能を備えていない 8700 W 電源装置を取り付ける場合は、フェラ

イト ビーズは不要です。フェライト ビーズを取り付ける必要がある場合は、「フェライト ビーズの取

り付け」の手順（P.4-99）を参照してください。
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付録 A      電源装置の仕様

  8700 W AC 入力電源装置     
リモート パワー サイクリングの動作

この機能では、適切なサードパーティ製のリレー コントローラを使用して Catalyst 6500 シリーズ ス
イッチを遠隔操作でパワー サイクルすることができます。これにより、パワー サイクリングを制御す

るためにスーパーバイザ エンジンのコンソールまたは CLI にアクセスする必要がなくなります。

表 A-40 に、リレー コントローラ ボックスのリレー タイプ、対応する電源装置の端子ブロック位置、

およびパワー サイクリング動作の概要を示します。

表 A-40 8700 W 電源装置リレー コントローラ スイッチの設定および動作

外部リレー コントローラ 
ボックスのリレー タイプ

電源装置リレー 
コントローラ  
スイッチの設定

使用する電源装置の端子 

ブロック位置

リモート パワー サイクリングの動作 

ノーマル オープン（NO）

リレー

NO RELAY  
（DEFAULT）

外部リレー コントローラ 
ボックスからの制御線を端

子ブロックの接点 1 および 
2 に接続

 • 電源装置がオンからオフにパワー サイクル

される：リレーが 30 秒以上励磁されて（リ

レー接点が「オープン」から「クローズ」

に変わる）、電源装置の電源がオフになりま

す。

 • 電源装置がオフからオンにパワー サイクル

される：リレーが 10 秒以上励磁されて（リ

レー接点が「クローズ」から「オープン」

に変わる）、電源装置の電源がオンになりま

す。

ノーマル クローズ（NC）

リレー

NC RELAY 外部リレー コントローラ 
ボックスからの制御線を端

子ブロックの接点 2 および 
3 に接続

 • 電源装置がオンからオフにパワー サイクル

される：リレーが 30 秒以上励磁されて（リ

レー接点が「クローズ」から「オープン」

に変わる）、電源装置の電源がオフになりま

す。

 • 電源装置がオフからオンにパワー サイクル

される：リレーが 10 秒以上励磁されて（リ

レー接点が「オープン」から「クローズ」

に変わる）、電源装置の電源がオンになりま

す。

NO リレーが取り付けら

れているが、 リモート  
パワー サイクリング機能

が設置されていない。

NO RELAY  
（DEFAULT）

— —
A-59
Catalyst 6500 シリーズ スイッチ インストレーション ガイド     

OL-5781-07-J



付録 A      電源装置の仕様       

  8700 W AC 入力電源装置
8700 W 電源装置の AC 電源コード

表 A-41 に、8700 W AC 入力電源装置で使用できる AC 電源コードの仕様を示します。表には、電源

コードの図の参照先が含まれます。

表 A-41 8700 W 電源装置の AC 電源コード 

地域 電源コード部品番号 AC 電源プラグ タイプ コードセット定格 電源コードの参照図

アルゼンチン CAB-7513ACR= または 
CAB-IR2073-C19-AR=

IRAM 2073 16 A、250 VAC 図 A-31

オーストラリア、 

ニュージーランド

CAB-AC-16A-AUS= AU20S3 16 A、250 VAC 図 A-46

中国 CAB-AC16A-CH= GB16C 16 A、250 VAC 図 A-37
欧州（大陸） CAB-AC-2500W-EU= CEE 7/7 16 A、250 VAC 図 A-41
国際仕様 CAB-AC-2500W-INT= IEC 309 16 A、250 VAC 図 A-42
イスラエル CAB-AC-2500W-ISRL= SI16S3 16 A、250 VAC 図 A-34
日本、北米 

（ノンロッキング プラグ） 

200 ～ 240 VAC での動作

CAB-AC-2500W-US1= NEMA 6-20 16 A、250 VAC 図 A-43

日本、北米 

（ロッキング プラグ） 

200 ～ 240 VAC での動作

CAB-AC-C6K-TWLK= NEMA L6-20 16 A、250 VAC 図 A-44

日本、北米 

100 ～ 120 VAC での動作

CAB-7513AC=1

1. 100 ～ 120 VAC で動作させる場合は、AC電源コードを 2 本または 3 本使用する必要があり、電源装置の出力は 2800 W （入力電源コー
ドを 2 本使用）または 4200 W （入力電源コードを 3 本使用）に制限されます。

NEMA 5-20 16 A、125 VAC 図 A-36

PDU2

2. PDU 電源コードは、PDU からスイッチに電力を供給するユーザ向けに設計されています。Catalyst 6500 シリーズ スイッチ シャーシに
接続する側のケーブルの終端には C19 コネクタが取り付けられています。もう一方の終端には C20 コネクタが取り付けられており、これ
は PDU に接続します。

CAB-C19-CBN= IEC 60320 C19

IEC 60320 C20 
16 A、250 VAC 図 A-47

スイス CAB-ACS-16= SEV 5934-2 Type 23 16 A、250 VAC 図 A-45
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付録 A      電源装置の仕様

  AC 電源コードの図   
AC 電源コードの図
ここでは、AC 電源コードの図（図 A-20 ～ A-49 を参照）を示します。AC 電源コードは、複数の電源

装置に使用される場合があります。使用する電源装置に該当する AC 電源コードの図については、電源

装置の仕様表を参照してください。

図 A-20 CAB-AC10A-90L-AU=（オーストラリアおよびニュージーランド）

図 A-21 CAB-AC10A-90L-EU=（欧州大陸）

IEC 60320 C15

SAA AS 3112
10 A 250 V

8  2  2.5 m

11
33

41

IEC 60320 C15

10 A 250 V
8  2  2.5 mCEE 7/7

11
33

42
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付録 A      電源装置の仕様       

  AC 電源コードの図
図 A-22 CAB-AC10A-90L-IT=（イタリア）

図 A-23 CAB-AC15A-90L-US=（日本および米国）

図 A-24 CAB-AC10A-90L-UK=（英国）

IEC 60320 C15

10 A 250 V
8  2  2.5 m

CEI 23-16/7

11
33

43

IEC 60320 C15

15 A 125 V
8  2  2.5 mNEMA 5-15

11
33

44
 

IEC 60320 C15

10 A 250 V
8  2  2.5 m

BS 1363

11
33

45

13 A
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付録 A      電源装置の仕様

  AC 電源コードの図   
図 A-25 CAB-7KACR=（アルゼンチン）

図 A-26 CAB-7KACA=（オーストラリアおよびニュージーランド）

図 A-27 CAB-7KACE=（欧州大陸）

IRAM 2073

10 A 250 V
8  2  2.5 m

11
33

46

IEC 60320 C15

IEC 60320 C15
15 A 250 V

8  2  2.5 mSAA AS 3112

11
33

47

IEC 60320 C15

16 A 250 V
8  2  2.5 mCEE 7/7

11
33

48
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付録 A      電源装置の仕様       

  AC 電源コードの図
図 A-28 CAB-7KACI=（イタリア）

図 A-29 CAB-7KAC-15=（日本および米国）

図 A-30 CAB-7KACU=（英国）

CEI 23-16/7

10 A 250 V
8  2  2.5 m

11
33

49

IEC 60320 C15

15 A 125 V
8  2  2.5 m

11
33

50
IEC 60320 C15

NEMA 5-15

10 A 250 V
8  2  2.5 m

11
33

51

IEC 60320 C15BS 1363

13A
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付録 A      電源装置の仕様

  AC 電源コードの図   
図 A-31 CAB-7513ACR= および CAB-IR2073-C19-AR=（アルゼンチン）

図 A-32 CAB-7513ACA=（オーストラリアおよびニュージーランド）

図 A-33 CAB-7513ACE=（欧州大陸）

IRAM 2073

10 A 250 V
14  0  4.26 m

11
33

52

IEC 60320 C19

15 A 250 V
14  0  4.26 m

11
33

53

IEC 60320 C19

SAA AS 3112

16 A 250 V
14  0  4.26 m

11
33

54

IEC 60320 C19

CEE 7/7
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付録 A      電源装置の仕様       

  AC 電源コードの図
図 A-34 CAB-AC-2500W-ISRL（イスラエル）

図 A-35 CAB-7513ACI=（イタリア）

図 A-36 CAB-7513AC=（日本および米国）

SI16S3

16 A 250 V
14  0  4.26 m

13
01

13

IEC 60320 C19

16 A 250 V
14  0  4.26 mCEI 23-16/7

11
33

55

IEC 60320 C19

20 A 125 V
14  0  4.26 m

11
33

56

IEC 60320 C19

NEMA 5-20
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付録 A      電源装置の仕様

  AC 電源コードの図   
図 A-37 CAB-AC16A-CH=（中国）

図 A-38 CAB-7513ACSA=（南アフリカ）

図 A-39 CAB-ACS-10=（スイス）

12
67

92

16 A 250 V
14  0  4.26 m

GB16C IEC
60320-1 C19

16 A 250 V
14  0  4.26 m

11
33

57

IEC 60320 C19

IEC 884

SEV 1011
10 A 250 V

7  0  2.13 m

11
33

58

IEC 60320 C19
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付録 A      電源装置の仕様       

  AC 電源コードの図
図 A-40 CAB-7513ACU（英国）

図 A-41 CAB-AC-2500W-EU（欧州大陸）

図 A-42 CAB-AC-2500W-INT=（国際仕様）

13 A 250 V
14  0  4.26 m

11
33

59

BS 1363

13A IEC 60320 C19

16 A 250 V
14  0  4.26 m

11
33

60

IEC 60320 C19

CEE 7/7

16 A 250 V
14  0  4.26 m

11
33

61

IEC 60320 C19

IEC 309
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付録 A      電源装置の仕様

  AC 電源コードの図   
図 A-43 CAB-AC-2500W-US1=（日本および米国）

図 A-44 CAB-AC-C6K-TWLK=（日本および米国）

16 A 250 V
14  0  4.26 m

11
33

62

IEC 60320 C19

NEMA 6-20

16 A 250 V
14  0  4.26 m

16 A 250 V
14  0  4.26 m

18
78

45

IEC 60320 C19

IEC 60320 C19

NEMA L6-20

 
NEMA L6-20

 2  

T
U

R
N

&
P

U
L

L
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付録 A      電源装置の仕様       

  AC 電源コードの図
図 A-45 CAB-ACS-16=（スイス）

図 A-46 CAB-AC-16A-AUS=（オーストラリアおよびニュージーランド）

図 A-47 CAB-C19-CBN=（PDU）

SEV 5934-2
 23

16 A 250 V
8  2  2.5 m

19
28

44

IEC 60320 C19

16 A 250 V
14  0  4.26 m

14
05

86
IEC 60320 C19

AU20S3

16 A 250 V
9  0  2.7 m

14
05

87IEC 60320 C19IEC 60320 C20
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付録 A      電源装置の仕様

  電源装置の冗長構成  
図 A-48 WS-CAC-4000W-INT=（国際仕様）

図 A-49 WS-CAC-4000W-US=（日本および米国）

電源装置の冗長構成
Catalyst 6500 シリーズ スイッチング モジュールの電力要件は、それぞれ異なります。電源装置のワッ

ト数によっては、特定のスイッチ構成で 1 台の電源装置の電力供給量を超える電力が必要になることが

あります。2 台の電源装置を使用すれば、電力管理機能によってすべての搭載モジュールへの電力供給

が可能ですが、この場合には冗長性はサポートされません。表 A-42 に、電源装置の冗長構成および混

合構成について要約します。表 A-43 に、電源装置の構成変更による作用について要約します。

（注） 電源装置の冗長構成で適切な負荷分散動作を得るためには、シャーシに 2 つのモジュールを搭載しま

す。2 つのモジュールを搭載しないと、電源装置上で OUTPUT FAIL が間違って表示される場合があ

ります。

（注） 容量が異なる 2 つの電源装置が搭載されているシステムでは、冗長性が適切に維持されない場合があり

ます。ワット数の高い電源装置に障害が発生すると、ワット数の低い電源装置単独では全体の負荷を処

理できないことがあります。

32 A 250 V
12  0  3.65 m

IEC 60309

11
33

65

30 A 250 V
12  0  3.65 m

NEMA L6-30

11
33

66
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付録 A      電源装置の仕様       

  電源装置の冗長構成
表 A-42 電源装置の冗長構成 

2 つの電源装置の 

構成関係 
冗長性 説明

同じワット数 イネーブル 2 台の電源装置から供給される電力の合計が、1 台分の電力量を上回

ることはありません。片方の電源装置が故障した場合、もう一方の電

源装置がシステム全体の電力供給を行います。各電源装置は、システ

ムに必要な電力を約半分ずつ供給します。負荷分散および冗長性は自

動的にサポートされ、ソフトウェアの設定は不要です。

異なるワット数 イネーブル 最初は両方の電源装置がオンラインになります。Catalyst オペレー

ティング システムでは、2 台の電源装置の出力ワット数の差が、出力

ワット数が高い方の電源装置の出力の 10% 未満である場合、冗長性が

イネーブルになります。この差が 10% を超える場合、ワット数の低い

電源装置はディセーブルになります。

Cisco IOS では、両方の電源装置がオンになります。使用可能な合計

ワット数は、ワット数が高い方の電源装置の出力ワット数です。

同じまたは異なる

ワット数

ディセーブル システムに供給される電力量は、ワット数の低い電源装置の電力供給

量の約 167% です。合計電力の範囲内であれば、システムのモジュー

ルは、いくつでも動作させることができます。ワット数の高い電源装

置に障害が発生すると、ワット数の低い電源装置の損傷を防止するた

めに、過電流保護機構によりワット数の低い電源装置もシャットダウ

ンすることがあります。

表 A-43 電源装置の構成変更による作用 

構成変更 作用

冗長構成から混合構成

にした場合

 • システムのログおよび Syslog メッセージが生成されます。

 • システムの電力量は、ワット数の低い電源装置の電力供給量の約 167% 
まで増加します。

 • 十分な電力量が供給されている場合、show module コマンドの Status 
フィールドに power-deny としてマークされたモジュールの電源がオン

になります。

混合構成から冗長構成

にした場合

 • システムのログおよび Syslog メッセージが生成されます。

 • システムの電力量は、ワット数の高い電源装置の電力供給量になりま

す。

 • 従来使用していたモジュールに十分な電力が供給できなくなる場合、

一部のモジュールは電源がオフになり、show module コマンドの 
Status フィールドに power-deny としてマークされます。

冗長性をイネーブルに

した状態で、ワット数

が同じ電源装置を設置

した場合

 • システムのログおよび Syslog メッセージが生成されます。

 • システムの電力量は、電源装置 1 台分の電力供給量と同じになります 
（電源装置 1 台あたりの供給量は総電流の約半分です）。

 • 電力供給量に変更がないため、モジュールのステータスも従来のまま

です。
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付録 A      電源装置の仕様

  電源装置の冗長構成  
冗長性をディセーブル

にした状態で、ワット

数が同じ電源装置を設

置した場合

 • システムのログおよび Syslog メッセージが生成されます。

 • システムの電力量は、両方の電源装置の電力供給量の合計になります。

 • 十分な電力量が供給されている場合、show module コマンドの Status 
フィールドに power-deny としてマークされたモジュールの電源がオン

になります。

冗長性をイネーブルに

した状態で、ワット数

の高い電源装置を設置

した場合

 • システムのログおよび Syslog メッセージが生成されます。

 • システムは、ワット数の低い電源装置をディセーブルにし、ワット数

の高い電源装置から電力を供給されます（Catalyst オペレーティング 
システム）。

 • Cisco IOS では、両方の電源装置がオンになります。使用可能な合計

ワット数は、ワット数が高い方の電源装置の出力ワット数です。

冗長性をイネーブルに

した状態で、ワット数

の低い電源装置を設置

した場合

 • システムのログおよび Syslog メッセージが生成されます。

 • システムは、ワット数の低い電源装置をディセーブルにし、ワット数

の高い電源装置から電力を供給されます（Catalyst オペレーティング 
システム）。

 • Cisco IOS では、両方の電源装置がオンになります。使用可能な合計

ワット数は、ワット数が高い方の電源装置の出力ワット数です。

冗長性をディセーブル

にした状態で、ワット

数の高いまたは低い電

源装置を設置した場合

 • システムのログおよび Syslog メッセージが生成されます。

 • システムの電力量は、両方の電源装置の電力供給量の合計まで増加し

ます。

 • 十分な電力量が供給されている場合、show module コマンドの Status 
フィールドに power-deny としてマークされたモジュールの電源がオン

になります。

冗長性をイネーブルに

した状態で、電源装置

を取り外した場合

 • システムのログおよび Syslog メッセージが生成されます。

 • 電源装置のワット数が同じであれば、電力供給量に変更はないため、

モジュールのステータスも従来のままです。

ワット数が異なる電源装置の構成で、ワット数の低い電源装置を取り

外した場合、モジュールのステータスは従来のままです。

ワット数が異なる電源装置の構成で、ワット数の高い電源装置を取り

外した場合、ワット数の低い電源装置のスイッチを手動でオンにしま

す （システムは最初に、ワット数の低い電源装置のスイッチをオフに

します）。

冗長性をディセーブル

にした状態で、電源装

置を取り外した場合

 • システムのログおよび Syslog メッセージが生成されます。

 • システムの電力量は電源装置 1 台分の電力供給量まで減少します。

 • 従来使用していたモジュールに十分な電力が供給できなくなる場合、

一部のモジュールは電源がオフになり、show module コマンドの 
Status フィールドに power-deny としてマークされます。

表 A-43 電源装置の構成変更による作用 （続き）

構成変更 作用
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付録 A      電源装置の仕様       

  電源装置の冗長構成
Catalyst 6506 および Catalyst 6509 non-E シリーズ システムで冗長構成の 4000 W、6000 W、または 
8700 W 電源装置が動作している場合に、ベイ 1 の電源装置を取り外すと、システムの合計電力量は、

180 秒（3 分）後に 2940 W（70 A @ 42 VDC）にまで低下します。電力低下状態でも、電源装置をベ

イ 1 に残すことによって、このようなシステムの合計電力量の低下を避けることができます。

システムの合計電力使用量が 2940 W を超えた場合に、4000 W、6000 W、または 8700 W 電源装置を

ベイ 1 から取り外すと、次のシナリオが適用されます（これらのシナリオは、Catalyst 6506 または 
Catalyst 6509 non-E シリーズ システムで冗長モードで動作するこれら 3 種類の電源装置に固有のもの

です）。

 • ベイ 1 とベイ 2 に取り付けられた電源装置が冗長モードで動作している場合は、システムの合計電

力量は 4000 W になります。

 • 電源装置 1 が動作し、電源装置 2 がオフになっているか、または取り外した場合は、システムの合

計電力量は 4000 W になります。システムは、通常の電源装置 2 がダウンしている、または取り外

されていることを示す警告を表示します。

 • 電源装置 2 が動作している間に、電源装置 1 の電源をオフにすると、システムは、通常の電源装

置 1 がダウンしていることを示す警告と共に、もう 1 つの警告を出し、ユーザに電源装置 1 を取り

外さないように求めます。電源装置 1 がシステムに残されている場合は、その電源装置がオフに

なっていても、システムの合計電力量は 4000 W になります。

 • システムから電源装置 1 を取り外すと、メジャー アラームが出されて、システムの合計電力量が 
2940 W に低下することを警告します。また、2940 W を超える原因になっているモジュールまた

は Power over Ethernet（PoE; パワー オーバー イーサネット）デバイスの電源が 180 秒（3 分）以

内にオフになることを警告します。交換用の電源装置 1 を 180 秒以内に挿入すれば、何のアク

ションも起こりません。

冗長性をイネーブルに

した状態で、ワット数

の異なる電源装置を使

いシステムを起動する

場合

 • システムのログおよび Syslog メッセージが生成されます。

 • ワット数の低い電源装置はディセーブルになります（Catalyst オペレー

ティング システム）。

 • Cisco IOS では、両方の電源装置がオンになります。使用可能な合計

ワット数は、ワット数が高い方の電源装置の出力ワット数です。

冗長性をディセーブル

にした状態で、ワット

数の同じまたは異なる

電源装置を使いシステ

ムを起動する場合

 • システムのログおよび Syslog メッセージが生成されます。

 • システムの電力量は、両方の電源装置の電力供給量の合計になります。

 • 合計電力の範囲内であれば、システムのモジュールは、いくつでも動

作させることができます。

表 A-43 電源装置の構成変更による作用 （続き）

構成変更 作用
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付録 A      電源装置の仕様

  電源装置の冗長構成  
（注） システムに 2 つの電源装置が備わっている場合、片方の電源装置が故障して、もう片方の電源装置で、

設置されているすべてのモジュールに十分な給電ができないときは、システムの電力管理機能は次の順

序でデバイスをシャットダウンします。

 • PoE デバイス：システムは最上位スロット内のモジュールの最上位ポートから降順で、PoE デバイ

スの電源を切断します。

 • モジュール：さらに電力節減が必要な場合は、システムは最上位スロットから降順でモジュールの

電源を切断します。スーパーバイザ エンジンまたはスイッチ ファブリック モジュールを含むス

ロットはバイパスされ、電源は切断されません。

このシャットダウン順序は変更できません。

電源装置の構成は、いつでも冗長構成または混合構成に変更できます。冗長構成から混合構成に変更す

ると、両方の電源装置がイネーブルになります（ワット数がもう一方の装置より低いためにディセーブ

ルになっていた電源装置も同様です）。混合構成から冗長構成に変更すると、イネーブルになっている

両方の電源装置のワット数が同じであれば、両方ともイネーブルのままになります。ワット数が異なる

場合には、ワット数の低い電源装置はディセーブルになるという Syslog メッセージが表示されます。

電源管理機能および個々のモジュールの消費電力については、ご使用のソフトウェア コンフィギュ

レーション ガイドを参照してください。
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付録 A      電源装置の仕様       

  電源装置の冗長構成
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トランシーバ、モジュール コネクタ、および
ケーブルの仕様

この付録では、Catalyst 6500 シリーズ スイッチで使用されるプラグイン可能なトランシーバ、コネク

タ、およびケーブルについて説明します。内容は次のとおりです。

 • 「プラグイン可能なトランシーバ」（P.B-1）

 • 「モジュール コネクタ」（P.B-24）

 • 「ケーブル」（P.B-31）

 • 「光ファイバ コネクタの清掃」（P.B-38）

プラグイン可能なトランシーバ
ここでは、Catalyst 6500 シリーズ モジュールおよびスーパーバイザ エンジンに取り付けるプラグイン

可能なトランシーバについて簡単に説明します。

内容は次のとおりです。

 • 「100 MB トランシーバ」（P.B-1）

 • 「1 GB トランシーバ」（P.B-3）

 • 「10 GB トランシーバ」（P.B-10）

 • 「WDM トランシーバ」（P.B-17）

100 MB トランシーバ

100 MB Small Form-Factor Pluggable（SFP: 着脱可能小型フォーム ファクタ）トランシーバは、現在 
Catalyst 6500 シリーズ イーサネット スイッチング モジュールでサポートされる唯一の 100MB トラン

シーバです。このトランシーバは、WS-X6148-FE-SFP イーサネット モジュールでのみサポートされ

ます。

図 B-1 に、100 MB SFP トランシーバ モジュールの形状を示します。表 B-1 に、100 MB SFP トラン

シーバのタイプおよびケーブル長を示します。

（注） 100 MB SFP トランシーバと 1GB SFP トランシーバは同じフォーム ファクタを共有しますが、交換可

能ではありません。
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様        

  プラグイン可能なトランシーバ
図 B-1 100 MB SFP トランシーバ モジュール

（注） 記載されているすべての 100 MB SFP トランシーバの最小ケーブル長は、MMF および SMF（G.652）
の両方とも、6.5 フィート（2 メートル）です。

表 B-1 100 MB SFP トランシーバのケーブル仕様

100 MB SFP  
トランシーバの製品

番号

説明 インター

フェイス  
コネクタ

公称波長 

（nm）

ネットワーク 
ケーブル  
タイプ

ファイバ  
コア サイズ1

（ミクロン）

1. MMF（マルチモード光ファイバ）ケーブルの値は、コアの直径です。

ケーブル長2

2. ケーブル長は光ファイバの光損失に基づいた値です。ケーブル長は、スプライスの数および光ファイバの品質など、さまざまな要因によっ
て変化します。

GLC-FE-100FX 100 Mb（ファスト イー

サネット）ポート用 
100BASE-FX SFP 

デュアル LC 1310 MMF 50/62.5 1.24 マイル

（2 km）

GLC-FE-100LX 100 Mb（ファスト イー

サネット）ポート用 
100BASE-LX10 SFP

デュアル LC 1310 SMF G.6523

3. IEEE 802.3z 標準で指定された ITU-T G.652 SMF。

6.21 マイル

（10 km）

GLC-FE-100BX-D 100 Mb（ファスト イー

サネット）ポート用 
100BASE-FX SFP

シングル LC 1550（受信）

1310（送信）

シングルスト

ランド SMF
G.6523 6.21 マイル

（10 km）

GLC-FE-100BX-U 100 Mb（ファスト イー

サネット）ポート用 
100BASE-FX SFP

シングル LC 1310（受信）

1550（送信）

シングルスト

ランド SMF
G.6523 6.21 マイル

（10 km）

GLC-FE-100EX 100 Mb（ファスト イー

サネット）ポート用 
100BASE-EX

デュアル LC 1310 SMF G.6523 24.86 マイ

ル

（40 km）

GLC-FE-100ZX 100 Mb（ファスト イー

サネット）ポート用 
100BASE-ZX

デュアル LC 1550 SMF G.6523 49.7 マイル

（80 km）

13
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様

  プラグイン可能なトランシーバ  
表 B-2 に、100 MB SFP トランシーバのファイバ損失バジェットを示します。

表 B-3 に、100 MB SFP トランシーバの物理仕様および環境仕様を示します。

1 GB トランシーバ

1 GB トランシーバには Gigabit Interface Converter（GBIC; ギガビット インターフェイス コンバータ）

トランシーバおよび SFP トランシーバがあります。GBIC トランシーバおよび SFP トランシーバは

フォーム ファクタおよび入力コネクタ タイプの両方において異なるため、これらのレシーバは交換可

能ではありません。表 B-4 に、1 GB トランシーバの両方のタイプ、これらのトランシーバをサポート

するモジュール、該当するトランシーバの図および仕様表を示します。

表 B-2 100 MB SFP トランシーバのファイバ損失バジェット 

100 MB SFP トランシーバ

の製品番号

送信（dBm） 受信（dBm）

GLC-FE-100FX –14（最大）

–20（最小）

–14（最大）

–31（最小）

GLC-FE-100LX –8（最大）

–15（最小）

–8（最大）

–28（最小）

GLC-FE-100BX-U –8（最大）

–14（最小）

–7（最大）

–28.2（最小）

GLC-FE-100BX-D –8（最大）

–14（最小）

–7（最大）

–28.2（最小）

GLC-FE-100EX 0（最大）

–5（最小）

–8（最大）

–28（最小）

GLC-FE-100ZX 2（最大）

–3（最小）

–8（最大）

–30（最小）

表 B-3 100 MB SFP トランシーバの物理仕様および環境仕様

項目 仕様

寸法（高さ×幅×奥行） 0.04 x 0.53 x 2.22 インチ （8.5 x 13.4 x 56.5 mm）

動作温度

保管温度

32 ～ 122 °F（0 ～ 50 ℃）

–40 ～ 185 °F（–40 ～ 85 ℃）
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様        

  プラグイン可能なトランシーバ
1 GB GBIC トランシーバ

図 B-2 に、1000BASE-T（銅）GBIC トランシーバを、 図 B-3 に、1000BASE-X（光）GBIC トラン

シーバを、 表 B-5 に、GBIC トランシーバのケーブル仕様をそれぞれ示します。

図 B-2 1000BASE-T GBIC トランシーバ（WS-G5483）

表 B-4 1 GB トランシーバ タイプ

1 GB トランシーバ 
タイプ

サポートされるモジュール1

1. すべての GBIC トランシーバ タイプまたは SFP トランシーバ タイプがご使用のモジュールでサポートされる
わけではありません。特定の GBIC トランシーバまたは SFP トランシーバがご使用のモジュールでサポート
されるかどうかを判別するには、ご使用のソフトウェア リリース ノートを参照してください。

トランシーバの図 トランシーバ仕様表

GBIC  • WS-X6408A-GBIC

 • WS-X6416-GBIC

 • WS-X6516-GBIC

 • WS-X6516A-GBIC

 • WS-X6816-GBIC

図 B-2
（1000BASE-T 銅 
GBIC）

図 B-3
（1000BASE-X 光 
GBIC）

表 B-5（ケーブル仕様）

表 B-6（ファイバ損失バ

ジェット）

表 B-7（環境仕様）

SFP  • WS-X6724-SFP

 • WS-X6748-SFP

 • WS-SUP32-GE-3B

 • WS-SUP32P-GE

 • WS-SUP720

 • WS-SUP720-3B

 • WS-SUP720-3BXL

図 B-4
（1000BASE-T 銅 
SFP）

図 B-5
（1000BASE-X 光 
SFP）

表 B-8（ケーブル仕様）

表 B-9（ファイバ損失バ

ジェット）

表 B-10（環境仕様）

RJ-45  

49
95

9
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様

  プラグイン可能なトランシーバ  
図 B-3 1000BASE-X GBIC トランシーバ モジュール（WS-G5484、WS-G5486、および WS-G5487）

表 B-5 GBIC トランシーバ モジュールのケーブル仕様 

GBIC トランシーバ  
モデルおよび製品番号

インター

フェイス 
コネクタ

公称波長 

（nm）

ネットワーク 
ケーブル  
タイプ

ファイバ コア 
サイズ1 

（ミクロン）

1. MMF（マルチモード光ファイバ）ケーブルの値は、コアの直径です。

モード帯域幅 

（MHz/km）

ケーブル長2

2. ケーブル長は光ファイバの光損失に基づいた値です。ケーブル長は、スプライスの数および光ファイバの品質など、さまざまな要因によっ
て変化します。

1000BASE-T 
（WS-G5483）

RJ-45 — — — 328 フィート（100 m） 

1000BASE-SX3 

（WS-G5484）

3. 使用できるファイバ タイプは MMF だけです。

SC デュプ

レックス

850 MMF 62.5

62.5

50.0

50.0

160

200

400

500

722 フィート（220 m） 

902 フィート（275 m） 

1640 フィート（500 m） 

1804 フィート（550 m）

1000BASE-LX/LH 
（WS-G5486）

SC デュプ

レックス

1310 MMF4

SMF

4. LX/LH GBIC トランシーバに直径 62.5 ミクロンの MMF ケーブルを使用する場合は、リンクの送信側と受信側の両方で、GBIC トラン
シーバと MMF ケーブルとの間にモードコンディショニング パッチコード（CAB-GELX-625 または同等品）を取り付ける必要がありま
す。このパッチコードは、リンク距離が 328 フィート（100 m）未満または 984 フィート（300 m）を超える場合に必要になります。モー
ドコンディショニング パッチコードは、短距離 MMF の場合はレシーバの過励振を防止し、長距離 MMF の場合は Differential Mode Delay

（DMD;ディファレンシャル モード遅延）を防止します。

62.5

50.0

50.0

G.6525

5. IEEE 802.3z 標準で指定された ITU-T G.652 SMF。

500

400

500

—

1804 フィート（550 m）

1804 フィート（550 m）

1804 フィート（550 m）

6.2 マイル（10 km） 
1000BASE-ZX6 

（WS-G5487）

6. 使用できるファイバ タイプは SMF だけです。

SC デュプ

レックス

1550 SMF

SMF7

7. 分散シフト型 Single-Mode Fiber（SMF; シングルモード ファイバ）光ケーブル

G.6525

G.6525

—

—
43.5 マイル（70 km）8

62.1 マイル（100 km）

8. リンクの両側に 8 dB の減衰器を取り付けた場合、ZX GBIC の最小リンク長は 6.2 マイル（10 km）です。減衰器を使用しない場合の最小
リンク長は、24.9 マイル（40 km）です。

36
49

4
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様        

  プラグイン可能なトランシーバ
表 B-6 に、GBIC トランシーバのファイバ損失バジェットを示します。

表 B-7 に、GBIC トランシーバの物理仕様および環境仕様を示します。

表 B-6 1 GB GBIC トランシーバのファイバ損失バジェット 

1 GB GBIC トランシーバの

製品番号

送信（dBm） 受信（dBm）

WS-G5484

（1000BASE-SX）

–3（最大）

–9.5（最小）

0（最大）

–17（最小）

WS-G5486

（1000BASE-LX/LH）

–3（最大）

–9.5（最小）

–3（最大）

–19（最小）

WS-G5487

（1000BASE-ZX）

5（最大）

0（最小）

–3（最大）

–23（最小）1

1. 1000BASE-ZX GBIC トランシーバの最小光パワー バジェットは、23 dB です。
サポートされるリンク距離を決定するには、光損失テスト セットを使用して
ケーブル プラントを測定し、ケーブル プラントの光損失（コネクタとスプライ
スも含む）がこの値以下であることを確認する必要があります。光損失の測定
は、1550 nm の光源で行います。

表 B-7 1 GB GBIC トランシーバの物理仕様および環境仕様

項目 仕様

寸法（高さ×幅×奥行） 0.75 × 1.54 × 3.50 インチ（19.0 × 39.1 × 
88.9 mm）

動作温度

保管温度

32 ～ 122 °F（0 ～ 50 ℃）

–40 ～ 185 °F（–40 ～ 85 ℃）
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様

  プラグイン可能なトランシーバ  
1 GB SFP トランシーバ

図 B-4 に、1000BASE-T（銅）SFP トランシーバを、  図 B-5 に、1000BASE-X（光）SFP トランシー

バを、  表 B-8 に、SFP トランシーバのケーブル仕様をそれぞれ示します。

図 B-4 1000BASE-T SFP トランシーバ（GLC-T）

図 B-5 1000BASE-X SFP トランシーバ 

1 RJ-45 コネクタ 3 開（ロック解除）位置で示されているベール

クラスプ

2 閉（ロック）位置で示されているベールクラ

スプ

27
31

66

1

2

3

13
09

27

 G L C - S X - M M C l a s s

1  2 1 C F R 1 0 4 0 . 1 0

L N # 5 0  7 / 0 1          0 3 - 1 3

S / N :  O H 1 2 3 3 4 5 6
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様        

  プラグイン可能なトランシーバ
表 B-8 SFP トランシーバのケーブル仕様 

SFP トランシーバ 
モジュールおよび 

製品番号

インターフェイ

ス コネクタ

公称波長

（nm）

ネットワーク 
ケーブル タイプ

ファイバ  
コア サイズ

（ミクロン）

モード帯域幅

（MHz/km）

ケーブル長1

1. ケーブル長は光ファイバの光損失に基づいた値です。ケーブル長は、スプライスの数および光ファイバの品質など、さまざまな要因に
よって変化します。

1000BASE-T 
（GLC-T=）

RJ-45 — カテゴリ 5、
5e、または 6 の 
UTP/FTP

— — 328 フィート（100 m）

1000BASE-SX 
（GLC-SX-MM）

LC  
デュプレックス

850 MMF 62.5 
62.5 
50.0 
50.0

160 
200 
400 
500

722 フィート（220 m） 

902 フィート（275 m） 

1640 フィート

（500 m） 

1804 フィート

（550 m）

1000BASE-LX/LH 
（GLC-LH-SM=）

LC  
デュプレックス

1300 MMF2 

 

SMF

2. モードコンディショニング パッチコードが必要です。MMF、1000BASE-LX/LH SFP トランシーバとともに通常のパッチコードを使用
し、なおかつリンク距離が短い場合、トランシーバの飽和状態をもたらす可能性があり、結果的に Bit Error Rate（BER; ビット エラー 
レート）が上昇します。LX/LH SFP トランシーバに直径 62.5 ミクロンの MMF ケーブルを使用する場合は、リンクの送信側と受信側の
両方で、SFP トランシーバと MMF ケーブルとの間にモードコンディショニング パッチコードも取り付ける必要があります。このモード
コンディショニング パッチコードは、リンク距離が 984 フィート（300 m）を超える場合に必要になります。

62.5 
50.0 
50.0 
G.6523

3. IEEE 802.3z 標準で指定された ITU-T G.652 SMF。

500 
400 
500 
—

1804 フィート

（550 m） 

1804 フィート

（550 m） 

1804 フィート

（550 m） 

6.21 マイル（10 km）

1000BASE-ZX 
（GLC-ZX-SM=）

LC  
デュプレックス

1550 SMF G.6523 — 43.4 ～ 62 マイル（70 
～ 100 km）4

4. 1000BASE-ZX SFP モジュールは、分散シフト型または低減衰の SMF を使用することにより最大 62 マイル（100 km）まで到達できま
す。距離は、ファイバの質、スプライス数、およびコネクタによって決まります。

1000BASE-BX-D 
（GLC-BX-D=）

LC シングル 1310 SMF G.6523 — 6.21 マイル（10 km）

1000BASE-BX-U 
（GLC-BX-U=）

LC シングル 1490 SMF G.6523 — 6.21 マイル（10 km）
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様

  プラグイン可能なトランシーバ  
表 B-9 に、1 GB SFP トランシーバのファイバ損失バジェットを示します。

表 B-10 に、1 GB SFP トランシーバの物理仕様および環境仕様を示します。

（注） ご使用のシスコ製デバイスがサポートする SFP モジュールを任意に組み合わせて使用することができ

ます。唯一の制限事項は、各 SFP ポートがケーブルのもう一方の端の波長仕様に適合し、信頼できる

通信を実現するためにケーブルが規定されたケーブル長を超えないことです。

表 B-9 1 GB SFP トランシーバのファイバ損失バジェット 

1 GB SFP トランシーバの

製品番号

送信（dBm） 受信（dBm）

GLC-SX-MM

（1000BASE-SX）

–4（最大）

–9.5（最小）

0（最大）

–17（最小）

GLC-LH-SM

（1000BASE-LX/LH）

–3（最大）

–9.5（最小）

–3（最大）

–20（最小）

GLC-ZX-SM

（1000BASE-ZX）

5（最大）

0（最小）

–3（最大）

–23（最小）

GLC-BX-U –3（最大）

–9（最小）

–3（最大）

–19.5（最小）

GLC-BX-D –3（最大）

–9（最小）

–3（最大）

–19.5（最小）

表 B-10 1 GB SFP トランシーバの物理仕様および環境仕様

項目 仕様

寸法（高さ×幅×奥行） 0.04 x 0.53 x 2.22 インチ （8.5 x 13.4 x 56.5 mm）

動作温度

保管温度

32 ～ 122 °F（0 ～ 50 ℃）

–40 ～ 185 °F（–40 ～ 85 ℃）
B-9
Catalyst 6500 シリーズ スイッチ インストレーション ガイド     

OL-5781-07-J



付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様        

  プラグイン可能なトランシーバ
10 GB トランシーバ

10 GB トランシーバには XENPAK トランシーバと X2 トランシーバがあります。XENPAK トラン

シーバと X2 トランシーバとでは、フォーム ファクタが異なるため、これらのレシーバは交換可能では

ありません。表 B-11 に、10 GB トランシーバの両方のタイプ、これらのトランシーバをサポートする

モジュール、および該当するトランシーバの図と仕様表を示します。

XENPAK トランシーバ

（注） X2 トランシーバのデュアル SC コネクタは Physical Contact（PC）または Ultra-Physical Contact
（UPC）研磨タイプのネットワーク インターフェイス ケーブルをサポートします。X2 トランシーバの

デュアル SC コネクタは、Angle-Polished Connector（APC;斜め研磨コネクタ）面タイプのネット

ワーク インターフェイス ケーブルはサポートしていません。

表 B-11 10 GB トランシーバ タイプおよびモジュール サポート

10 GB トランシーバ  
タイプ

サポートされるモジュール1

1. すべての 10 GB トランシーバのバージョンがご使用のモジュールでサポートされるわけではありません。特定の 
10 GB トランシーバがご使用のモジュールでサポートされるかどうかを判別するには、ご使用のソフトウェア リ
リース ノートを参照してください。

トランシーバの図 トランシーバ仕様表

XENPAK トランシーバ  • WS-X6704-10GE

 • WS-SUP32-10GE-3B

 • WS-SUP32P-10GE

図 B-6 表 B-12（ケーブル仕様）

表 B-13（ファイバ損失

バジェット）

表 B-14（環境仕様）

X2 トランシーバ  • WS-X6708-10G-3C2

 • WS-X6708-10G-3CXL2

 • VS-S720-10G-3C

 • VS-S720-10G-3CXL

2. このモジュールでは、部品番号リビジョンが － 02 以降の X2 トランシーバのみがサポートされます。X2 トラン
シーバの部品番号ラベルをチェックして使用可能かどうかを確認してください。

図 B-7 表 B-15（ケーブル仕様）

表 B-16（ファイバ損失

バジェット）

表 B-17（環境仕様）
B-10
Catalyst 6500 シリーズ スイッチ インストレーション ガイド

OL-5781-07-J



付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様

  プラグイン可能なトランシーバ  
図 B-6 10 ギガビット XENPACK トランシーバ 

1 非脱落型ネジ 3 光ファイバ ケーブル用の穴（送信用）

2 光ファイバ ケーブル用の穴のダスト プラグ 4 光ファイバ ケーブル用の穴（受信用）

表 B-12 10 GB XENPAK トランシーバの仕様およびケーブル長 

XENPAK コネクタ 公称波長 ネットワーク 
ファイバ  
タイプ

ファイバ コア 
サイズ 

（ミクロン）

モード 

帯域幅

（MHz/km）

最大ケーブル長1

XENPAK-10GB-CX4 InfiniBand 4x なし CX4（銅） — — 49 フィート（15 m）2

XENPAK-10GB-SR SC デュプ

レックス

850 nm MMF 62.5

62.5

50.0

50.0

50.0

160

200

400

500

2000

83.3 フィート（25 m） 

108.3 フィート（33 m）

216.5 フィート（66 m）

269.0 フィート（82 m）

984.3 フィート（300 m）

XENPAK-10GB-LX4 SC デュプ

レックス

1310 nm MMF 62.5

50.0

50.0

500

400

500

984.3 フィート（300 m）

787.4 フィート（240 m）

984.3 フィート（300 m）

2

99
37

6

RX

TX

1

3 4
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様        

  プラグイン可能なトランシーバ
表 B-13 に、10 GB XENPAK トランシーバのファイバ損失バジェットを示します。

XENPAK-10GB-LR

XENPAK-10GB-LW3

SC デュプ

レックス

1310 nm SMF G.6524 — 6.2 マイル（10 km）

XENPAK-10GB-ER5 SC デュプ

レックス

1550 nm SMF G.6524 — 24.9 マイル（40 km）

XENPAK-10GB-ZR SC デュプ

レックス

1550 nm SMF G.652 — 50 マイル（80 km）

1. ケーブル長は光ファイバの光損失に基づいた値です。ケーブル長は、スプライスの数および光ファイバの品質など、さまざまな要因によっ
て変化します。IEEE 802.3ae 標準に準拠して、すべてのタイプの最小ケーブル長は 2 m です。

2. Cisco XENPAK-10GB-CX4 トランシーバは、CX4 ケーブルで 49.2 フィート（15 m）までのリンク長をサポートします。シスコでは、次
の 4 つの CX4 ケーブルを提供しています。CAB-INF-28G-1（1 m のケーブル）、CAB-INF-28G-5（5 m のケーブル）、CAB-INF-28G-10

（10  m のケーブル）、および CAB-INF-28G-15（15 m のケーブル）

3. XENPAK-10GB-LW（WAN PHY）は、標準の SMF（G.652）で 6.2 マイル（10 km）のリンク長をサポートします。WAN PHY 対応。

4. IEEE 802.3z 標準で指定された ITU-T G.652 SMF。
5. ケーブル長が 12.43 マイル（20 km）未満の場合、5 db 1550 nm 固定損失減衰器が必要です。この減衰器はシスコシステムズから入手可能

です 
（製品番号 WS-X6K-5DB-ATT=）。減衰器は、トランシーバの受信機側に取り付けます。

表 B-12 10 GB XENPAK トランシーバの仕様およびケーブル長 （続き）

XENPAK コネクタ 公称波長 ネットワーク 
ファイバ  
タイプ

ファイバ コア 
サイズ 

（ミクロン）

モード 

帯域幅

（MHz/km）

最大ケーブル長1

表 B-13 10 GB XENPAK トランシーバのファイバ損失バジェット 

10 GB XENPAK  
トランシーバの製品番号

送信（dBm） 受信（dBm）

XENPAK-10GB-SR –1（最大）

–7.3（最小）

–1（最大）

–9.9（最小）

XENPAK-10GB-LX4 レーンあたり –0.5
（最大）

–6.75（最小）

レーンあたり –0.5
（最大）

レーンあたり –14.4
（最小）

XENPAK-10GB-LR

XENPAK-10GB-LW
0.5（最大）

–8.2（最小）

0.5（最大）

–14.4（最小）

XENPAK-10GB-ER 4（最大）

–4.7（最小）

–1（最大）

–15.8（最小）

XENPAK-10GB-ZR 4（最大）

0（最小）

–7（最大）

–24（最小）
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様

  プラグイン可能なトランシーバ  
表 B-14に、XENPAK トランシーバの物理仕様および環境仕様を示します。

X2 トランシーバ

図 B-7 に、X2 トランシーバと主な特徴を示し、  表 B-15 に、X2 トランシーバのケーブル仕様をそれぞ

れ示します。

図 B-7 10 GB X2 トランシーバ

表 B-14 10 GB XENPAK トランシーバの物理仕様および環境仕様

項目 仕様

寸法（高さ×幅×奥行） 0.47 x 1.42 x 4.76 インチ （18 x 36 x 121 mm）

動作温度

保管温度

32 ～ 122 °F（0 ～ 50 ℃）

–40 ～ 185 °F（–40 ～ 85 ℃）

5

6

12
07

54

4

3

8

1

2
7

9
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様        

  プラグイン可能なトランシーバ
（注） X2 トランシーバは、PC または UPC コネクタのパッチコードをサポートします。X2 トランシーバは、

APC コネクタのパッチコードをサポートしません。

1 光ファイバ ケーブル用の穴（送信用） 6 モジュール コネクタ

2 光ファイバ ケーブル用の穴（受信用） 7 ラッチ（伸ばした状態）

3 ラッチ スリーブ（縮めた状態） 8 ラッチ スリーブ（伸ばした状態）

4 EMI ガスケット 9 ラッチ（縮めた状態）

5 トランシーバのヒート シンク

表 B-15 X2 トランシーバのケーブル仕様

X2 トランシーバ

製品番号

コネクタ タイプ 波長

（nm）

ケーブル タイプ コア サイズ

（ミクロン）

モード帯域幅

（MHz/km）

最大ケーブル長1

1. ケーブル長は光ファイバの光損失に基づいた値です。ケーブル長は、スプライスの数および光ファイバの品質など、さまざまな要因に
よって変化します。

X2-10GB-SR SC デュプレックス 850 MMF 62.5

62.5

50.0

50.0

50.0

160

200

400

500

2000

85.3 フィート（26 m）

108.3 フィート（33 m）

216.5 フィート（66 m）

269 フィート（82 m）

984.3 フィート（300 m）

X2-10GB-LR SC デュプレックス 1310 SMF G.652 ファイ

バ

— 6.21 マイル（10 km）

X2-10GB-ER SC デュプレックス 1550 SMF G.652 ファイ

バ

— 24.84 マイル（40 km）

X2-10GB-LX4 SC デュプレックス 1310 MMF 62.5

50.0

50.0

500

400

500

984.3 フィート（300 m）

787.4 フィート（240 m）

984.3 フィート（300 m）

X2-10GB-CX4 InfiniBand 4x — InfiniBand
（銅）

— — 49.2 フィート（15 m）2

2. Cisco X2-10GB-CX4 トランシーバは、CX4 ケーブルで 49.2 フィート（15 m）までのリンク長をサポートします。シスコでは、次の 4 つ
の CX4 ケーブルを提供しています。CAB-INF-28G-1（1 m のケーブル）、CAB-INF-28G-5（5 m のケーブル）、CAB-INF-28G-10（10  m 
のケーブル）、および CAB-INF-28G-15（15 m のケーブル）

X2-10GB-LRM SC デュプレックス 1310 MMF 62.5

50.0

50.0

500

400

500

721.8 フィート（220 m）

328 フィート（100 m）

721.8 フィート（220 m）
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様

  プラグイン可能なトランシーバ  
WS-X6708-10GE および WS-X6716-10GE 10 ギガビット イーサネット モジュールでは、X2 トラン

シーバを使用する必要があります。ただし、これら 2 つのモジュールでは、すべての X2 トランシーバ

が無条件にサポートされるわけではなく、次の注意事項が適用されます。

 • X2-10GB-CX4：CX4（銅線）ケーブル用 10GBASE。使用に関する制限はありません。Cisco 
X2-10GB-CX4 トランシーバは、CX4 ケーブルで 49.2 フィート（15 m）までのリンク長をサポー

トします。シスコでは、次の 4 つの CX4 ケーブルを提供しています。CAB-INF-28G-1（1 m の
ケーブル）、CAB-INF-28G-5（5 m のケーブル）、CAB-INF-28G-10（10  m のケーブル）、および 
CAB-INF-28G-15（15 m のケーブル）

 • X2-10GB-ER：10GBASE-ER シリアル 1550 nm 距離拡張、シングルモード ファイバ（SMF）、
Dispersion-Shifted Fiber（DSF;分散シフト型ファイバ）。末尾が -02 のシリアル番号のラベルが付

けられた X2-10GB-ER トランシーバを WS-X6716-10GE モジュールに取り付けた場合は、EMI に
準拠しません （シリアル番号の位置については、図 B-8 を参照してください）。

 • X2-10GB-LR：10GBASE-LR シリアル 1310 nm 長距離対応、シングルモード ファイバ（SMF）、
分散シフト型ファイバ（DSF）。末尾が -02 のシリアル番号のラベルが付けられた X2-10GB-LR ト
ランシーバを WS-X6716-10GE モジュールに取り付けた場合は、EMI に準拠しません （シリアル

番号の位置については、図 B-8 を参照してください）。

 • X2-10GB-LRM：FDDI-grade マルチモード ファイバ（MMF）用 10GBASE-LRM。The 
X2-10GB-LRM は、show idprom コマンドではサポートされません。

 • X2-10GB-LX4：10GBASE-LX4 シリアル 1310 nm マルチモード ファイバ（MMF）。末尾が -01、
-02、または -03 のシリアル番号のラベルが付けられた X2-10GB-LX4 トランシーバを 
WS-X6716-10GE に取り付けた場合は、EMI に準拠しません （シリアル番号の位置については、

図 B-8 を参照してください）。

 • X2-10GB-SR：10GBASE-SR シリアル 850 nm 短距離マルチモード ファイバ（MMF）。使用に関

する制限はありません。

表 B-16 X2 トランシーバの光伝送および光受信の仕様 

X2 トランシーバ製品番号 トランシーバ タイプ 伝送パワー

（dBm）

受信パワー（dBm） 伝送および受信波長

（nm）

X2-10GB-SR 10GBASE-SR、850 
nm MMF

–1.2（最大）1

–7.3（最小）

1. ラウンチ パワーは、クラス 1 安全制限値または最大受信パワー未満になります。クラス 1 レーザーの要件は、IEC 60825-1：2001 で定義
されています。

–1.0（最大）

–9.9（最小）

840 ～ 860

X2-10GB-LR 10GBASE-LR、1310 
nm SMF

0.5（最大）

–8.2（最小）

0.5（最大）

–14.4（最小）

1260 ～ 1355

X2-10GB-ER 10GBASE-ER、1550 
nm SMF

4.0（最大）

–4.7（最小）

–1.0（最大）

–15.8（最小）

1530 ～ 1565

X2-10GB-LX4 10GBASE-LX4 
WWWDM 1300 nm 
MMF

レーンあたり –0.5
（最大）

レーンあたり 
–6.75（最大）

–0.5 (最大 )

レーンあたり –14.4

4 レーン（全範囲）：

1269 ～ 1356

X2-10GB-LRM 10GBASE-LRM 
1310 nm

0.5（最大）

–6.5（最小）

0.5（最大）

–8.4（最小）（平均値）

–6.4（最小）（OMA 値）2

2. 平均仕様および OMA 仕様の両方を同時に満たす必要があります。

1260 ～ 1355
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様        

  プラグイン可能なトランシーバ
図 B-8 X2 トランシーバのシリアル番号ラベル ロケータ

表 B-17に、X2 トランシーバの物理仕様および環境仕様を示します。

15
94

66

X2-10GB-XX

V01

COM
10-XXXX-XX Class 1 Laser
21 CFR 1040.10 LN#50 07/2001
Made In COUNTRY
SN: LLLYYWWSSSS

XXXXXXXXXX

X2-10GB-XX

V01

COM

10-XXXX-XX

Class 1
 Laser

21 CFR 1040.10

LN#50 07/2001

Made In
 COUNTRY

SN: LLLYYWWSSSS

XXXXXXXXXX

表 B-17 10 GB X2 トランシーバの物理仕様および環境仕様

項目 仕様

寸法（高さ×幅×奥行） 0.53 × 1.41 × 3.58 インチ（13.46 × 36 × 91 mm）

動作温度

保管温度

32 ～ 122 °F（0 ～ 50 ℃）

–40 ～ 185 °F（–40 ～ 85 ℃）
B-16
Catalyst 6500 シリーズ スイッチ インストレーション ガイド

OL-5781-07-J



付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様

  プラグイン可能なトランシーバ  
WDM トランシーバ 
表 B-18に、WDM トランシーバ モジュールのリストを示します。この表には、トランシーバ モ
ジュールの簡単な説明および参照図が記載されています。

表 B-18 WDM トランシーバ 

WDM トラン

シーバ タイプ

説明 サポートされるモジュール1 WDM トラン

シーバの図

WDM トラン

シーバ仕様表

CWDM GBIC Coarse Wavelength Division 
Multiplexing（CWDM;低密度波長分

割多重）GBIC トランシーバは、GBIC 
互換モジュール、スーパーバイザ エン

ジン、およびネットワーク間の 
1000BASE-X 全二重接続を提供しま

す。CWDM Passive Optical System に
使用できる CWDM GBIC は 8 種類あ

り、 CWDM GBIC トランシーバはデュ

プレックス通信用 SC コネクタを備え

ています。

 • WS-X6408A-GBIC

 • WS-X6416-GBIC

 • WS-X6516-GBIC

 • WS-X6516A-GBIC

 • WS-X6816-GBIC

図 B-9 表 B-19

DWDM GBIC Dense Wavelength Division 
Multiplexing（DWDM; 高密度波長分

割多重）GBIC トランシーバは、

DWDM 光ネットワークの一部として

使用され、光ファイバ ネットワークに

わたって大容量の帯域幅を提供します。
International Telecommunications 
Union（ITU; 国際電気連合）の 
100 GHz 波長グリッドをサポートする

固定波長の DWDM GBIC が 32 種類あ

ります。DWDM GBIC トランシーバは

デュプレックス通信用 SC コネクタを

備えています。

 • WS-X6408A-GBIC

 • WS-X6416-GBIC

 • WS-X6516-GBIC

 • WS-X6516A-GBIC

 • WS-X6816-GBIC

図 B-10 表 B-20

R/O WDM GBIC Receive-Only Wavelength Division 
Multiplexing（R/O WDM; 受信専用波

長分割多重）GBIC レシーバ

（WDM-GBIC-REC）は、CWDM また

は DWDM トランスポート ネットワー

ク内の単一方向リンク上のプラグ可能

なレシーバとして動作します。GBIC 
にはトランスミッタがありません。レ

シーバを Cisco CWDM および DWDM 
トランシーバでサポートされるすべて

の波長で使用でき、ポート単位で 
1000BASE-SX、1000BASE-LX/LH、

1000BASE-ZX トランシーバと交互に

使用できます。W/O WDM レシーバに

は、単一 SC コネクタがあります。

 • WS-X6408A-GBIC

 • WS-X6416-GBIC

 • WS-X6516-GBIC

 • WS-X6516A-GBIC

 • WS-X6816-GBIC

— —
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様        

  プラグイン可能なトランシーバ
CWDM SFP CWDM SFP は、SFP 互換モジュール

およびスーパーバイザ エンジンに装着

できるホットスワップ可能なトラン

シーバ コンポーネントです。CWDM 
SFP トランシーバでは、LC 光コネクタ

を使用して、SMF 光ケーブルに接続し

ます。SMF 光ケーブルを使用して、

CWDM SFP を CWDM Passive Optical 
System Optical Add/Drop Multiplexer

（OADM）モジュールまたはマルチプ

レクサ /デマルチプレクサ プラグイン 
モジュールに接続できます。

 • WS-X6724-SFP

 • WS-X6748-SFP
図 B-11 表 B-21

DWDM 
XENPAK

DWDM XENPAK トランシーバは、

DWDM 光ネットワークの一部として

使用され、光ファイバ ネットワークに

わたって大容量の帯域幅を提供します。

国際電気連合（ITU）の 100 GHz 波長

グリッドをサポートする固定波長の 
DWDM XENPAK トランシーバは 32 
種類あります。DWDM XENPAK トラ

ンシーバはデュプレックス通信用 SC 
コネクタを備えています。

 • WS-X6704-10GE 図 B-12 表 B-22

R/O WDM 
XENPAK

R/O WDM XENPAK レシーバ

（WDM-XENPAK-REC）は、CWDM 
または DWDM トランスポート ネット

ワーク内の単一方向リンク上のプラグ

可能なレシーバとして動作します。

XENPAK にはトランスミッタがありま

せん。このレシーバは、シスコの 
DWDM XENPAK トランシーバがサ

ポートするすべての波長で使用できま

す。W/O WDM レシーバには、単一 
SC コネクタがあります。

 • WS-X6704-10GE — —

1. すべての WDM トランシーバがこれらのモジュールでサポートされるわけではありません。サポートされる WDM トランシーバおよび 
WDM トランシーバをサポートするために必要なソフトウェア リリース レベルの具体的な情報については、ご使用のソフトウェアのリ
リース ノートを参照してください。

表 B-18 WDM トランシーバ （続き）

WDM トラン

シーバ タイプ

説明 サポートされるモジュール1 WDM トラン

シーバの図

WDM トラン

シーバ仕様表
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様

  プラグイン可能なトランシーバ  
図 B-9 CWDM GBIC トランシーバ

1 ラベルのカラー矢印 5 光ファイバ ケーブル用の穴のダスト プラグ

2 溝 6 光ファイバ ケーブル用の穴（受信用）

3 バネ クリップ 7 カラー ドット

4 光ファイバ ケーブル用の穴（送信用）

表 B-19 CWDM GBIC トランシーバ波長 

モデル番号 カラー コード CWDM GBIC の波長

CWDM-GBIC-1470= グレー 1470 nm レーザー シングル

モード

CWDM-GBIC-1490= バイオレット 1490 nm レーザー シングル

モード

CWDM-GBIC-1510= ブルー 1510 nm レーザー シングル

モード

CWDM-GBIC-1530= グリーン 1530 nm レーザー シングル

モード

CWDM-GBIC-1550= イエロー 1550 nm レーザー シングル

モード

CWDM-GBIC-1570= オレンジ 1570 nm レーザー シングル

モード

CWDM-GBIC-1590= レッド 1590 nm レーザー シングル

モード

CWDM-GBIC-1610= ブラウン 1610 nm レーザー シングル

モード

SINGLE-MODE

1000BASE-CWDM GBIC

CWDM-GBIC-1550=

2

5

6

17

34

84
47

2
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様        

  プラグイン可能なトランシーバ
図 B-10 DWDM GBIC トランシーバ モジュール

表 B-20 DWDM GBIC トランシーバの製品番号および ITU チャネル番号 

DWDM GBIC 
製品番号

説明 ITU チャネル

DWDM-GBIC-60.61 1000BASE-DWDM 1560.61 nm GBIC 21
DWDM-GBIC-59.79 1000BASE-DWDM 1559.79 nm GBIC 22
DWDM-GBIC-58.98 1000BASE-DWDM 1558.98 nm GBIC 23
DWDM-GBIC-58.17 1000BASE-DWDM 1558.17 nm GBIC 24
DWDM-GBIC-56.55 1000BASE-DWDM 1556.55 nm GBIC 26
DWDM-GBIC-55.75 1000BASE-DWDM 1555.75 nm GBIC 27
DWDM-GBIC-54.94 1000BASE-DWDM 1554.94 nm GBIC 28
DWDM-GBIC-54.13 1000BASE-DWDM 1554.13 nm GBIC 29
DWDM-GBIC-52.52 1000BASE-DWDM 1552.52 nm GBIC 31
DWDM-GBIC-51.72 1000BASE-DWDM 1551.72 nm GBIC 32
DWDM-GBIC-50.92 1000BASE-DWDM 1550.92 nm GBIC 33
DWDM-GBIC-50.12 1000BASE-DWDM 1550.12 nm GBIC 34
DWDM-GBIC-48.51 1000BASE-DWDM 1548.51 nm GBIC 36
DWDM-GBIC-47.72 1000BASE-DWDM 1547.72 nm GBIC 37
DWDM-GBIC-46.92 1000BASE-DWDM 1546.92 nm GBIC 38
DWDM-GBIC-46.12 1000BASE-DWDM 1546.12 nm GBIC 39
DWDM-GBIC-44.53 1000BASE-DWDM 1544.53 nm GBIC 41
DWDM-GBIC-43.73 1000BASE-DWDM 1543.73 nm GBIC 42
DWDM-GBIC-42.94 1000BASE-DWDM 1542.94 nm GBIC 43
DWDM-GBIC-42.14 1000BASE-DWDM 1542.14 nm GBIC 44
DWDM-GBIC-40.56 1000BASE-DWDM 1540.56 nm GBIC 46
DWDM-GBIC-39.77 1000BASE-DWDM 1539.77 nm GBIC 47
DWDM-GBIC-39.98 1000BASE-DWDM 1539.98 nm GBIC 48
DWDM-GBIC-38.19 1000BASE-DWDM 1538.19 nm GBIC 49
DWDM-GBIC-36.61 1000BASE-DWDM 1536.61 nm GBIC 51
DWDM-GBIC-35.82 1000BASE-DWDM 1535.82 nm GBIC 52
DWDM-GBIC-35.04 1000BASE-DWDM 1535.04 nm GBIC 53
DWDM-GBIC-34.25 1000BASE-DWDM 1534.25 nm GBIC 54
DWDM-GBIC-32.68 1000BASE-DWDM 1532.68 nm GBIC 56
DWDM-GBIC-31.90 1000BASE-DWDM 1531.90 nm GBIC 57

36
49

4
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様

  プラグイン可能なトランシーバ  
図 B-11 CWDM SFP トランシーバ

DWDM-GBIC-31.12 1000BASE-DWDM 1531.12 nm GBIC 58
DWDM-GBIC-30.33 1000BASE-DWDM 1530.33 nm GBIC 59

表 B-21 CWDM SFP トランシーバ 

モデル番号 カラー コード CWDM GBIC の波長

CWDM-SFP-1470= グレー 1470 nm レーザー、シングルモード

CWDM-SFP-1490= バイオレット 1490 nm レーザー、シングルモード

CWDM-SFP-1510= ブルー 1510 nm レーザー、シングルモード

CWDM-SFP-1530= グリーン 1530 nm レーザー、シングルモード

CWDM-SFP-1550= イエロー 1550 nm レーザー、シングルモード

CWDM-SFP-1570= オレンジ 1570 nm レーザー、シングルモード

CWDM-SFP-1590= レッド 1590 nm レーザー、シングルモード

CWDM-SFP-1610= ブラウン 1610 nm レーザー、シングルモード

表 B-20 DWDM GBIC トランシーバの製品番号および ITU チャネル番号 （続き）

DWDM GBIC 
製品番号

説明 ITU チャネル

表 B-22 DWDM XENPAK トランシーバ モジュールの製品番号および  
ITU チャネル番号 

DWDM XENPAK 
製品番号

説明 ITU チャネル

DWDM-XENPAK-60.61 1000BASE-DWDM 1560.61 nm 
XENPAK

21

DWDM-XENPAK-59.79 1000BASE-DWDM 1559.79 nm 
XENPAK

22

DWDM-XENPAK-58.98 1000BASE-DWDM 1558.98 nm 
XENPAK

23

DWDM-XENPAK-58.17 1000BASE-DWDM 1558.17 nm 
XENPAK

24

11
37

53
C W D M - S F P - 1 4 7 0 - 2 G

C l a s s  1  2 1 C F R 1 0 4 0 . 1 0

L N # 5 0  7 / 0 1          0 3 - 1 3

S / N :  O H 1 2 3 3 4 5 6
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様        

  プラグイン可能なトランシーバ
DWDM-XENPAK-56.55 1000BASE-DWDM 1556.55 nm 
XENPAK

26

DWDM-XENPAK-55.75 1000BASE-DWDM 1555.75 nm 
XENPAK

27

DWDM-XENPAK-54.94 1000BASE-DWDM 1554.94 nm 
XENPAK

28

DWDM-XENPAK-54.13 1000BASE-DWDM 1554.13 nm 
XENPAK

29

DWDM-XENPAK-52.52 1000BASE-DWDM 1552.52 nm 
XENPAK

31

DWDM-XENPAK-51.72 1000BASE-DWDM 1551.72 nm 
XENPAK

32

DWDM-XENPAK-50.92 1000BASE-DWDM 1550.92 nm 
XENPAK

33

DWDM-XENPAK-50.12 1000BASE-DWDM 1550.12 nm 
XENPAK

34

DWDM-XENPAK-48.51 1000BASE-DWDM 1548.51 nm 
XENPAK

36

DWDM-XENPAK-47.72 1000BASE-DWDM 1547.72 nm 
XENPAK

37

DWDM-XENPAK-46.92 1000BASE-DWDM 1546.92 nm 
XENPAK

38

DWDM-XENPAK-46.12 1000BASE-DWDM 1546.12 nm 
XENPAK

39

DWDM-XENPAK-44.53 1000BASE-DWDM 1544.53 nm 
XENPAK

41

DWDM-XENPAK-43.73 1000BASE-DWDM 1543.73 nm 
XENPAK

42

DWDM-XENPAK-42.94 1000BASE-DWDM 1542.94 nm 
XENPAK

43

DWDM-XENPAK-42.14 1000BASE-DWDM 1542.14 nm 
XENPAK

44

DWDM-XENPAK-40.56 1000BASE-DWDM 1540.56 nm 
XENPAK

46

DWDM-XENPAK-39.77 1000BASE-DWDM 1539.77 nm 
XENPAK

47

DWDM-XENPAK-39.98 1000BASE-DWDM 1539.98 nm 
XENPAK

48

DWDM-XENPAK-38.19 1000BASE-DWDM 1538.19 nm 
XENPAK

49

DWDM-XENPAK-36.61 1000BASE-DWDM 1536.61 nm 
XENPAK

51

表 B-22 DWDM XENPAK トランシーバ モジュールの製品番号および  
ITU チャネル番号 （続き）

DWDM XENPAK 
製品番号

説明 ITU チャネル
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様

  プラグイン可能なトランシーバ  
図 B-12 DWDM XENPACK トランシーバ 

DWDM-XENPAK-35.82 1000BASE-DWDM 1535.82 nm 
XENPAK

52

DWDM-XENPAK-35.04 1000BASE-DWDM 1535.04 nm 
XENPAK

53

DWDM-XENPAK-34.25 1000BASE-DWDM 1534.25 nm 
XENPAK

54

DWDM-XENPAK-32.68 1000BASE-DWDM 1532.68 nm 
XENPAK

56

DWDM-XENPAK-31.90 1000BASE-DWDM 1531.90 nm 
XENPAK

57

DWDM-XENPAK-31.12 1000BASE-DWDM 1531.12 nm 
XENPAK

58

DWDM-XENPAK-30.33 1000BASE-DWDM 1530.33 nm 
XENPAK

59

表 B-22 DWDM XENPAK トランシーバ モジュールの製品番号および  
ITU チャネル番号 （続き）

DWDM XENPAK 
製品番号

説明 ITU チャネル

1 非脱落型ネジ 3 光ファイバ ケーブル用の穴（送信用）

2 ダスト プラグ 4 光ファイバ ケーブル用の穴（受信用）

2

99
37

6

RX

TX

1

3 4
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様        

  モジュール コネクタ
モジュール コネクタ
ここでは、Catalyst 6500 シリーズ スイッチで使用されるモジュール コネクタのタイプについて説明し

ます。

 • 「RJ-45 コネクタ」（P.B-24）

 • 「RJ-21 コネクタ」（P.B-25）

 • 「RJ-21 コネクタ（WS-X6624-FXS のみ）」（P.B-27）

 • 「SC コネクタ」（P.B-28）

 • 「MT-RJ コネクタ」（P.B-29）

 • 「LC コネクタ」（P.B-30）

RJ-45 コネクタ

RJ-45 コネクタ（図 B-13 を参照）は、カテゴリ 3、5、5e、または 6 の Foil Twisted-Pair（FTP; ホイ

ル ツイストペア）または Unshielded Twisted-Pair（UTP; シールドなしツイストペア ケーブル）ケー

ブルを使用して、モジュールのインターフェイス コネクタと外部ネットワークを接続する場合に使用

されます。

図 B-13 RJ-45 インターフェイス ケーブル コネクタ

注意 カテゴリ 5e、カテゴリ 6、および カテゴリ 6a のケーブルは、誘電性の物質で構成されているため、

静電気を大量に保有する可能性があります。常にケーブル（特に新規ケーブルの設置）を適切で安

全な方法でアースできるようにしてから、モジュールに接続してください。

注意 GR-1089 の建物内雷サージ耐性要件に適合するためには、両端に適切なアースを施した FTP ケー

ブルを使用する必要があります。

H
15

67

Pin 1

Pin 8

RJ-45 (both ends)
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様

  モジュール コネクタ   
RJ-21 コネクタ 
Telco モジュールには、RJ-21 コネクタ（図 B-14 を参照）を使用します。各 RJ-21 コネクタには、12 
ポート用のピンがあります。

（注） WS-X6624-FXS モジュール用の RJ-21 コネクタには、24 ポート用のピンが付いています。「RJ-21 コ
ネクタ（WS-X6624-FXS のみ）」（P.B-27）を参照してください。

10/100BASE-TX RJ-21 Telco インターフェイスに接続する場合は、RJ-21 オス型コネクタの付いたカ

テゴリ 5 UTP ケーブルを使用します（図 B-14 を参照）。WS-X6224-FXS アナログ インターフェイス 
モジュールにもRJ-21コネクタを使用しますが、10/100BASE-TX とはピン割り当てが異なります。

図 B-14 RJ-21 Telco インターフェイス ケーブル コネクタ

表 B-23 に、RJ-21 Telco コネクタの出力信号を示します。送信信号および受信信号には極性がありま

す。各信号ペアの一方のピンはプラス（+）信号、もう一方のピンはマイナス（-）信号を伝送します。

（注） 表 B-23 に示しているのは、RJ-21 Telco コネクタの出力信号であり、モジュールに接続されている

ケーブルのピン割り当てではありません。

警告 ポートの上にある適格性を示す記号に×印が付いている場合は、EU 規格に準拠する公衆網
にこのポートを接続しないでください。このタイプの公衆網にポートを接続すると、装置の
重大な障害または損傷の原因となることがあります。ステートメント 1031

90

180

RJ-21 

110

48
13

6

RJ-21 

RJ-21

RJ-21
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様        

  モジュール コネクタ
注意 カテゴリ 5e およびカテゴリ 6 のケーブルは、誘電性の物質で構成されているため、静電気を大量

に保有する可能性があります。常にケーブル（特に新規ケーブルの設置）を適切で安全な方法で

アースできるようにしてから、モジュールに接続してください。

注意 GR-1089 の建物内雷サージ耐性要件に適合するためには、両端に適切なアースを施した FTP ケー

ブルを使用する必要があります。

表 B-23 RJ-21 コネクタのピン割り当て 

イーサネット 
ポート番号

コネクタ ピン

番号

信号 コネクタ ピン

番号

信号

1 1 
2

RxD（-） 
TxD（-）

26 
27

RxD（+） 
TxD（+）

2 3 
4

RxD（-） 
TxD（-）

28 
29

RxD（+） 
TxD（+）

3 5 
6

RxD（-） 
TxD（-）

30 
31

RxD（+） 
TxD（+）

4 7 
8

RxD（-） 
TxD（-）

32 
33

RxD（+） 
TxD（+）

5 9 
10

RxD（-） 
TxD（-）

34 
35

RxD（+） 
TxD（+）

6 11 
12

RxD（-） 
TxD（-）

36 
37

RxD（+） 
TxD（+）

7 13 
14

RxD（-） 
TxD（-）

38 
39

RxD（+） 
TxD（+）

8 15 
16

RxD（-） 
TxD（-）

40 
41

RxD（+） 
TxD（+）

9 17 
18

RxD（-） 
TxD（-）

42 
43

RxD（+） 
TxD（+）

10 19 
20

RxD（-） 
TxD（-）

44 
45

RxD（+） 
TxD（+）

11 21 
22

RxD（-） 
TxD（-）

46 
47

RxD（+） 
TxD（+）

12 23 
24

RxD（-） 
TxD（-）

48 
49

RxD（+） 
TxD（+）

— 25 Gnd 50 Gnd
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様

  モジュール コネクタ   
RJ-21 コネクタ（WS-X6624-FXS のみ）

表 B-24 に、24 ポートの WS-X6624-FXS アナログ インターフェイス モジュール上の RJ-21 コネクタ

のピン割り当てを示します。

表 B-24 RJ-21 コネクタのピン割り当て（WS-X6624-FXS アナログ インターフェイス モジュールのみ）

ポート

番号

コネクタ ピン

番号

信号 ポート

番号

コネクタ ピン

番号

信号

1 1 
26

Ring 
Tip

13 13 
38

Ring 
Tip

2 2 
27

Ring 
Tip

14 14 
39

Ring 
Tip

3 3 
28

Ring 
Tip

15 15 
40

Ring 
Tip

4 4 
29

Ring 
Tip

16 16 
41

Ring 
Tip

5 5 
30

Ring 
Tip

17 17 
42

Ring 
Tip

6 6 
31

Ring 
Tip

18 18 
43

Ring 
Tip

7 7 
32

Ring 
Tip

19 19 
44

Ring 
Tip

8 8 
33

Ring 
Tip

20 20 
45

Ring 
Tip

9 9 
34

Ring 
Tip

21 21 
46

Ring 
Tip

10 10 
35

Ring 
Tip

22 22 
47

Ring 
Tip

11 11 
36

Ring 
Tip

23 23 
48

Ring 
Tip

12 12 
37

Ring 
Tip

24 24 
49

Ring 
Tip

— — — — 25, 50, 51, 52 GND
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様        

  モジュール コネクタ
SC コネクタ

SC コネクタ（図 B-15 を参照）は、光ファイバ モジュール ポートまたはトランシーバを外部の SMF 
または MMF ネットワークに接続するために使用されます。 

警告 接続されていない光ファイバ ケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されている可
能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでください。ス
テートメント 1051

（注） 接続する前に、光コネクタが汚れていないことを確認してください。コネクタが汚れていると、光ファ

イバが損傷したり、データ エラーが発生することがあります。光コネクタの清掃については、「光ファ

イバ コネクタの清掃」（P.B-38）を参照してください。

図 B-15 SC 光ファイバ コネクタ

ネットワーク コネクタは必ずソケットに完全に差し込んでください。確実な接続は、モジュールを長

距離（1.24 マイル [2 km]）ネットワーク、またはモジュールを減衰が大きいと考えられるネットワー

クに接続する場合、特に重要になります。LINK LED が点灯しない場合は、ネットワーク ケーブルの

プラグを取り外してから、再度モジュール ソケットにしっかり差し込んでください。プラグの前面プ

レート（光ファイバの開口部の周辺）に埃や皮脂がたまると大幅な減衰が生じて、光パワー レベルが

しきい値を下回り、リンクを確立できなくなることがあります。

注意 コネクタの取り付けまたは取り外しを行うときは、コネクタ ハウジングを損傷したり、ファイバ終

端の表面を傷付けないように十分に注意してください。汚れを防ぐために、使用または接続してい

ないコンポーネントには必ず保護カバーを取り付けてください。コネクタを取り付ける前に、必ず

コネクタを清掃してください。

H
22
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様

  モジュール コネクタ   
MT-RJ コネクタ

MT-RJ コネクタは、モジュールを SMF または MMF 光ネットワークに接続するために使用されるス

モール フォーム ファクタ光ファイバ コネクタです （図 B-16 を参照）。MT-RJ コネクタのサイズは SC 
コネクタに比べて小型で、モジュールのポート密度を向上させます。MT-RJ コネクタは、デュプレッ

クス光ファイバ コネクタ（送信および受信）であり、RJ-45 銅製コネクタと同様のフォーム ファクタ

とクリップ ロック リテイナを持ちます。

警告 接続されていない光ファイバ ケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されている可
能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでください。ス
テートメント 1051

（注） 接続する前に、光コネクタが汚れていないことを確認してください。コネクタが汚れていると、光ファ

イバが損傷したり、データ エラーが発生することがあります。光コネクタの清掃については、「光ファ

イバ コネクタの清掃」（P.B-38）を参照してください。

図 B-16 MT-RJ コネクタ
14

36
7
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様        

  モジュール コネクタ
LC コネクタ

警告 接続されていない光ファイバ ケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されている可
能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでください。ス
テートメント 1051

LC 光ファイバ コネクタ（図 B-17 を参照）は、高密度のファイバ接続を提供するスモール フォーム 
ファクタ光ファイバ コネクタです。LC コネクタは MMF または SMF ケーブルのどちらかとともに使

用できます。LC コネクタには、RJ-45 銅製コネクタと同様のラッチ クリップ機構が使用されていま

す。

（注） 接続する前に、光コネクタが汚れていないことを確認してください。コネクタが汚れていると、光ファ

イバが損傷したり、データ エラーが発生することがあります。光コネクタの清掃については、「光ファ

イバ コネクタの清掃」（P.B-38）を参照してください。

図 B-17 LC 光ファイバ コネクタ

58
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6
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様

  ケーブル  
ケーブル
表 B-25 に 10/100BASE-T クロス ケーブル（MDI-X）のピン割り当てと信号名を、 図 B-18 に 
10/100BASE-T クロス ケーブルの配線図を示します。 また、表 B-26 に 1000BASE-T クロス ケーブル

（MDI-X）のピン割り当てと信号名を、 図 B-19 に 1000BASE-T クロス ケーブルの配線図を示します。

図 B-18 10/100BASE-T ツイストペア クロス ケーブルの配線図

表 B-25 10/100BASE-T クロス ケーブルのピン割り当て（MDI-X）

サイド 1 のピン 

（信号）

サイド 2 のピン 

（信号）

1（RD+） 3（TD+）
2（RD-） 6（TD-）
3（TD+） 1（RD+）
6（TD-） 2（RD-）
4（未使用） 4（未使用）

5（未使用） 5（未使用）

7（未使用） 7（未使用）

8（未使用） 8（未使用）

1 RD+

2 RD-

3 TD+

6 TD-

1 RD+

2 RD-

3 TD+

6 TD-

4 NC

5 NC

7 NC

8 NC

4 NC

5 NC

7 NC

8 NC 65
27

3
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様        

  ケーブル
図 B-19 1000BASE-T ツイストペア クロス ケーブルの配線図

（注） Power over Ethernet（PoE）では、4 ペア UTP ケーブルのペア 2 とペア 3（ピン 1、2、3、6）を通じ

てスイッチから受電装置に電力を供給します。PoE へ電力を供給するにはイーサネット信号の伝送と

同じワイヤ ペアが使用されるので、この方法を「ファントム パワー」と呼ぶこともあります。PoE の
電圧は、イーサネット信号とは完全に分離されており、信号の動作に影響を与えることはありません。

Catalyst 6500 シリーズ スイッチに付属のアクセサリ キットには、コンソール（ASCII 端末または端末

エミュレーション ソフトウェアが稼動している PC）またはモデムを、コンソール ポートに接続するた

めに必要なケーブルとアダプタが入っています。アクセサリ キットには、次のものが入っています。

 • RJ-45 to RJ45 ロールオーバー ケーブル

 • RJ-45 to DB-9 メス型 DTE アダプタ（[Terminal] のラベル）

 • RJ-45 to DB-25 メス型 DTE アダプタ（[Terminal] のラベル）

 • RJ-45 to DB-25 オス型 DCE アダプタ（[Modem] のラベル）

表 B-26 1000BASE-T クロス ケーブルのピン割り当て（MDI-X） 

サイド 1 のピン 

（信号）

サイド 2 のピン 

（信号）

1（TP0+） 3（TP1+）
2（TP0-） 6（TP1-）
3（TP1+） 1（TP0+）
6（TP1-） 2（TP1–）
4（TP2+） 7（TP3+）
5（TP2-） 8（TP3-）
7（TP3+） 4（TP2+）
8（TP3-） 5（TP2-）

1 RD+

2 RD-

3 TD+

6 TD-

1 RD+

2 RD-

3 TD+

6 TD-

4 NC

5 NC

7 NC

8 NC

4 NC

5 NC

7 NC

8 NC 65
27

3
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  ケーブル  
コンソール ポート モード スイッチ

スーパーバイザ エンジンの前面パネルにあるコンソール ポートのモード スイッチを使用すると、端末

またはモデムを次の方法でコンソール ポートに接続できます。

 • モード 1：in の位置。このモードは、コンソール ポートに端末を接続する場合、RJ-45 to RJ-45 
ロールオーバー ケーブルと DTE アダプタ（[Terminal] のラベル）を使用する場合に、セットしま

す。

RJ-45 to RJ-45 ロールオーバー ケーブルと DCE アダプタ（[Modem] のラベル）を使用してコン

ソール ポートにモデムを接続する場合も、このモードにします。

「コンソール ポート モード 1 の信号およびピン割り当て」（P.B-34）を参照してください。

 • モード 2：out の位置。このモードは、コンソール ポートに端末を接続する場合、Catalyst 5000 
ファミリー Supervisor Engine III のコンソール ケーブルおよび端末接続用の適切なアダプタ 

（ケーブルおよびアダプタは付属外）を使用する場合に、セットします。

「コンソール ポート モード 2 の信号およびピン割り当て」（P.B-35）を参照してください。

（注） コンソール ポートのモード スイッチの操作には、ボールペンの先端またはその他の先のとがったもの

を使用してください。出荷時のスイッチの位置は in です。

ロールオーバー ケーブルの識別

ロールオーバー ケーブルは、ケーブルの両端を比較すると識別できます。ケーブルの両端を、タブを

裏側にして両手で並べて持った場合に、左のプラグの外側にあるピンに接続されたワイヤと、右のプラ

グの外側にあるピンに接続されたワイヤとが、同じ色になります （図 B-20 を参照）。シスコ製のケー

ブルの場合、一方のコネクタではピン 1 が白、もう一方のコネクタではピン 8 が白です （ロールオー

バー ケーブルは、ピン 1 とピン 8、ピン 2 とピン 7、ピン 3 とピン 6、ピン 4 とピン 5 が反転していま

す）。

図 B-20 ロールオーバー ケーブルの識別

 1  8
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様        

  ケーブル
コンソール ポート モード 1 の信号およびピン割り当て

ここでは、モード 1 （ポートのモード スイッチが in の位置）のコンソール ポートについて、信号およ

びピン割り当てを示します。

DB-9 アダプタ（PC との接続用）

端末エミュレーション ソフトウェアが稼動している PC をコンソール ポートに接続するには、RJ-45 to 
RJ45 ロールオーバー ケーブルと RJ-45 to DB-9 メス型 DTE アダプタ（[Terminal] のラベル）を使用

します。表 B-27 に、非同期シリアル コンソール ポート、RJ-45 to RJ45 ロールオーバー ケーブル、

RJ-45 to DB-9 メス型 DTE アダプタのピン割り当てを示します。

DB-25 アダプタ（端末との接続用）

コンソール ポートに端末を接続するには、RJ-45 to RJ45 ロールオーバー ケーブルと RJ-45 to DB-25 
メス型 DTE アダプタ（[Terminal] のラベル）を使用します。表 B-28 に、非同期シリアル コンソール 
ポート、RJ-45 to RJ45 ロールオーバー ケーブル、RJ-45 to DB-25 メス型 DTE アダプタのピン割り当

てを示します。

表 B-27 ポート モード 1 の信号およびピン割り当て（DB-9 アダプタ）

コンソール 
ポート 

RJ-45 to RJ-45 
ロールオーバー ケーブル

RJ-45 to DB-9 
端末アダプタ

コンソール

装置

信号 RJ-45 ピン RJ-45 ピン DB-9 ピン 信号

RTS 11

1. ピン 1 は内部でピン 8 に接続されています。

8 8 CTS
DTR 2 7 6 DSR
TxD 3 6 2 RxD
GND 4 5 5 GND
GND 5 4 5 GND
RxD 6 3 3 TxD
DSR 7 2 4 DTR
CTS 81 1 7 RTS

表 B-28 ポート モード 1 の信号およびピン割り当て（DB-25 アダプタ） 

コンソール 
ポート

RJ-45 to RJ45 ロールオーバー 
ケーブル 

RJ-45 to DB-25 
ターミナル  
アダプタ

コンソール

装置

信号 RJ-45 ピン RJ-45 ピン DB-25 ピン 信号

RTS 11 8 5 CTS
DTR 2 7 6 DSR
TxD 3 6 3 RxD
GND 4 5 7 GND
GND 5 4 7 GND
RxD 6 3 2 TxD
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様

  ケーブル  
モデム アダプタ

コンソール ポートをモデムに接続するには、RJ-45 to RJ45 ロールオーバー ケーブルと RJ-45 to DB-25 
オス型 DCE アダプタ（[Modem] のラベル）を使用します。表 B-29 に、非同期シリアル AUX ポート、

RJ-45 to RJ45 ロールオーバー ケーブル、RJ-45 to DB-25 オス型 DCE アダプタのピン割り当てを示し

ます。

コンソール ポート モード 2 の信号およびピン割り当て

ここでは、モード 2 （ポートのモード スイッチが out の位置）のコンソール ポートについて、信号お

よびピン割り当てを示します（ピン割り当てについては、表 B-30 を参照してください）。

DSR 7 3 20 DTR
CTS 81 1 4 RTS

1. ピン 1 は内部でピン 8 に接続されています。

表 B-28 ポート モード 1 の信号およびピン割り当て（DB-25 アダプタ） （続き）

コンソール 
ポート

RJ-45 to RJ45 ロールオーバー 
ケーブル 

RJ-45 to DB-25 
ターミナル  
アダプタ

コンソール

装置

信号 RJ-45 ピン RJ-45 ピン DB-25 ピン 信号

表 B-29 ポート モード 1 の信号およびピン割り当て 

（モデム アダプタ） 

コンソール 
ポート 

RJ-45 to RJ-45 
ロールオーバー ケーブル

RJ-45 to 
DB-25 モデム 
アダプタ

モデム

信号 RJ-45 ピン RJ-45 ピン DB-25 ピン 信号

RTS 11

1. ピン 1 は内部でピン 8 に接続されています。

8 4 RTS
DTR 2 7 20 DTR
TxD 3 6 3 TxD
GND 4 5 7 GND
GND 5 4 7 GND
RxD 6 3 2 RxD
DSR 7 3 8 DCD
CTS 81 1 5 CTS

表 B-30 ポート モード 2 の信号およびピン割り当て（ポート モード スイッチが out の位置） 

コンソール ポート コンソール装置

ピン（信号） 入出力 
1（RTS）1 出力

2（DTR） 出力

3（RxD） 入力
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様        

  ケーブル
モードコンディショニング パッチコード

LX/LH（長波 /長距離）GBIC に直径 62.5 ミクロンの MMF ケーブルを使用する場合は、リンクの送信

側と受信側の両方で、GBIC と MMF ケーブルとの間にモードコンディショニング パッチコード（シス

コ製品番号：CAB-GELX-625 または同等品）を取り付ける必要があります。リンク距離が 984 フィー

ト（300 m）を超える場合は、9.8 フィート（3 m）のパッチコードが必要になります。

（注） 33 ～ 328 フィート（10 ～ 100 m）程度の短いリンク距離の場合でも、パッチコードを使用せずに 
LX/LH GBIC に MMF を使用することは推奨できません。エラー レート BER が上昇する原因になりま

す。

IEEE 規格に準拠するためには、パッチコードが必要です。IEEE は、光ファイバ ケーブル コアの中心

の問題によって、特定タイプの光ファイバ ケーブルではリンク距離が適合しないことを確認していま

す。問題を解決するには、パッチコードを使用して、正確なオフセットで中心からレーザー光を送出す

る必要があります。1000BASE-LX の IEEE 802.3z 規格に対する LX/LH GBIC の準拠は、パッチコー

ドの出力を前提とします。

パッチコードの構成例

図 B-21 に、パッチコードを使用した一般的な構成方法を示します。

図 B-21 パッチコードの構成

4（GND） GND

5（GND） GND

6（TxD） 出力

7（DSR） 入力

8（CTS）1 入力

1. ピン 1 は内部でピン 8 に接続されています。

表 B-30 ポート モード 2 の信号およびピン割り当て（ポート モード スイッチが out の位置） （続き）

コンソール ポート コンソール装置

1000BASE-LX/LH

984 300 m

1000BASE-LX/LH
Rx

Tx

 

Tx

Rx
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様

  ケーブル  
パッチコードの取り付け

警告 接続されていない光ファイバ ケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されている可
能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでください。ス
テートメント 1051

パッチコードの [To Equipment] ラベルが付いている側を、GBIC に差し込みます （ 図 B-22 を参照）。

パッチコードの [To Cable Plant] ラベルが付いている側を、パッチパネルに接続します。パッチコード

の長さは 9.8 フィート（3 m）で、両端にデュプレックス SC タイプ オス コネクタが付いています。

図 B-22 パッチコードの取り付け

DMD
SMF ケーブル用の未調整レーザー光源を MMF ケーブルに直接接続した場合、DMD が発生すること

があります。DMD が発生すると、光ファイバ ケーブルのモード帯域幅が減少し、 信頼性のある伝送を

保証できるリンク距離（トランスミッタとレシーバ間の距離）が短くなります。

ギガビット イーサネット仕様（IEEE 802.3z）には、イーサネット通信のパラメータ（Gbps）が規定

されています。802.3z では、レーザーベースの光コンポーネントを使用した MMF ケーブルでのデー

タ伝送を定義することにより、敷設済みの MMF ケーブルを利用したバックボーンとサーバ間の高速

イーサネット接続を提示しています。

レーザーは、ギガビット イーサネットに必要なボー レートと長距離伝送を達成します。802.3z ギガ

ビット イーサネット標準化委員会は、レーザーと MMF ケーブルの特定の組み合わせでは、一定の条

件下で DMD が発生することを明らかにしました。その結果、他にジッタの要因が発生し、MMF ケー

ブルによるギガビット イーサネットの到達距離が制限されることがわかっています。

DMD が発生する状況では、単一のレーザー光パルスによって、MMF ケーブル内でいくつかのモード

が均等に励振されます。これらのモード、すなわち光路は、複数の異なる伝搬路をたどります。伝搬路

の長さはそれぞれ異なる場合があるので、ケーブル内を光が進むにつれて、各伝搬路の遅延時間に差異

が生じます。DMD が発生すると、ケーブルを通過する単一パルスの孤立性が損なわれ、極端な場合に

は、2 つの独立したパルスが生じることがあります。連鎖パルスは相互に干渉しやすいので、信頼でき

る方法でデータを回復するのが困難になります。

DMD は、敷設されたすべての光ファイバ ケーブル上で発生するわけではありません。光ファイバとト

ランシーバの組み合わせが悪い場合に発生します。ギガビット イーサネットは、ボー レートが非常に

高く、MMF ケーブルの距離が長いため、DMD が問題になります。SMF ケーブルおよび銅ケーブルで

は、DMD の問題は起きません。

MMF ケーブルのテストは、LED 光源を使用した場合に限定して行われてきました。LED は、光ファ

イバ ケーブル内に「オーバーフィルド ラウンチ条件」と呼ばれる状態を作ります。オーバーフィルド 
ラウンチ条件は、LED トランスミッタが光ファイバ ケーブル内に、広範囲のモードに拡散した光を入

射する状態を意味します。暗い室内で電球を照らしたときのように、光がさまざまな方向に拡散して

ケーブル内を満たし、多数のモードが発生します （図 B-23 を参照）。
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様        

  光ファイバ コネクタの清掃
図 B-23 LED とレーザー光による光路の違い

レーザーから入射される光は、LED よりも集束された状態で発光します。レーザー トランスミッタか

らの光は、光ファイバ ケーブル内に存在するモード（すなわち光路）のうち、ごく少数のモードだけ

を通過します （図 B-23 を参照）。

DMD の問題を解決するには、光源（トランスミッタ）から入射されたレーザー光が、LED 光源から

ケーブル内に入射されたときのように、光ファイバ ケーブルの直径に対して均等に分散されるように

調整する必要があります。光のモードをスクランブルすると、光パワーがすべてのモードに均等に分散

され、光パワーが少数のモードだけに集中する状況を回避できます。

これに対して未調整の入射状態では、最悪の場合、光ファイバ ケーブルの中心にすべての光が集中し、

均等に励振されるモードはごく少数になります。

DMD の発生する度合いは、MMF ケーブルごとに大きく異なります。敷設されたケーブル設備では、

DMD の影響を評価する有効なテスト方法はありません。したがって、リンク距離が 984 フィート

（300 m）を超える場合には、MMF ケーブルを使用するすべてのアップリンク モジュールに、モード

コンディショニング パッチコードを使用する必要があります。

リンク距離が 984 フィート（300 m）未満の場合には、パッチコードを使用しなくてもかまいません。

ただし、33 ～ 328 フィート（10 ～ 100 m）程度の短いリンク距離の場合には、パッチコードを使用せ

ずに LX/LH GBIC と MMF を使用することは推奨できません。エラー レート BER が上昇する原因に

なります。

光ファイバ コネクタの清掃
2 本の光ファイバを接続するには、光ファイバ コネクタを使用します。通信システムでこれらのコネク

タを使用する場合、適切に接続することがきわめて重要になります。

光ファイバ ケーブルのコネクタは、誤った方法で清掃や接続を行うと損傷することがあります。光

ファイバ コネクタが汚れていたり、損傷していると、復元不能な通信または不正確な通信の原因とな

ります。

光ファイバ コネクタは、電気コネクタまたは電子コネクタとは異なります。光ファイバ システムでは、

光が非常に細いファイバ コアを通じて送信されます。ファイバ コアの直径は通常 62.5 ミクロン以下で

あり、埃の粒子の直径は 10 分の 1 ～数ミクロン程度なので、ファイバ コアの終端に埃や汚れがある

と、2 つのコアを接続するコネクタ インターフェイスの性能が劣化することになります。コネクタは正

確に差し込む必要があり、コネクタ インターフェイスに異物がまったく付着していない状態でなけれ

ばなりません。

LED 
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付録 B      トランシーバ、モジュール コネクタ、およびケーブルの仕様

  光ファイバ コネクタの清掃   
コネクタ損失または挿入損失は、光ファイバ コネクタの重要なパフォーマンス特性です。また、リ

ターン ロスも重要な要因です。リターン ロスとは反射光の量です。反射光が少ないほど接続状態はよ

くなります。接続状態が最善のコネクタのリターン ロスは -40 dB 未満ですが、通常は -20 ～ -30 dB で
す。

接続の質は、コネクタのタイプと、適切な清掃および接続の 2 つの要因によって影響されます。光損失

の一般的な原因は、光ファイバ コネクタの汚れです。コネクタは常に清潔にしておいてください。ま

た、使用していないコネクタには必ずダスト カバーを取り付けてください。

任意のケーブルまたはコネクタを取り付ける前に、クリーニング キットに含まれている汚れのないア

ルコール パッドを使用して、フェルール、ファイバ周囲の白い保護チューブ、およびファイバ終端の

表面をきれいに拭いてください。

原因不明の光損失が生じる場合には、一般的な対処としてコネクタを清掃してください。

注意 コネクタの取り付けまたは取り外しを行うときは、コネクタ ハウジングを損傷したり、ファイバ終

端の表面を傷付けないように十分に注意してください。汚れを防ぐために、使用または接続してい

ないコンポーネントには必ず保護カバーを取り付けてください。コネクタを取り付ける前に、必ず

コネクタを清掃してください。

光ファイバ コネクタの清掃には、CLETOP カセット クリーナー（SC コネクタにはタイプ A、MT-RJ 
コネクタにはタイプ B）を使用してください。清掃方法は、各製品の使用手順を参照してください。

CLETOP カセット クリーナーを入手できない場合は、次の手順で清掃してください。

ステップ 1 99% の純粋なイソプロピル アルコールに浸した汚れのない布で、前面プレートを丁寧に拭きます。5 
秒ほど待って表面を乾燥させてから、もう一度拭きます。

ステップ 2 清潔で乾燥したオイルフリー圧縮空気で前面プレートから埃を取ります。

警告 接続されていない光ファイバ ケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射されている可
能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしないでください。ス
テートメント 1051

ステップ 3 ルーペまたは検査用顕微鏡を使用して、フェルールの隅に埃が付いていないことを確認します。開口部

を直視しないでください。汚れが残っている場合は、前述の清掃手順を再度行います。

システム内蔵のコネクタは、製造元で適切に清掃され、アダプタに接続されています。システムを正常

に稼動させるために、ユーザ側のコネクタを清潔にしてください。前述の手順でコネクタを清掃し、次

の注意事項に従ってください。

 • アダプタに接続する前に、CLETOP カセット クリーナー（SC コネクタにはタイプ A、MT-RJ コ
ネクタにはタイプ B）またはレンズ用の清掃布を使用して、コネクタを清掃してください。純正ア

ルコールを使用して汚れを取り除いてください。

 • コネクタ アダプタの内部は触らないでください。

 • アダプタに光ファイバ コネクタを接続する場合、無理に力を入れたりせずに、慎重に取り付けて

ください。

 • コネクタ未使用時またはシャーシの清掃時には、アダプタ内部またはコネクタの表面が汚れないよ

うに、コネクタおよびアダプタにカバーを取り付けてください。
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  光ファイバ コネクタの清掃
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A
 P P E N D I X C

スイッチの再梱包

Catalyst 6500 シリーズ スイッチ シャーシを返品したり運送したりする場合は、元の梱包材を使用して

スイッチを再梱包します。

ステップ 1 シャーシを底パレットに収めます （図 C-1 を参照）。

ステップ 2 梱包袋をシャーシの上からかぶせます。

ステップ 3 前面梱包材および電源装置用梱包材をシャーシの周りに取り付けます。

ステップ 4 電源装置用梱包材の枠の中に電源装置を収めます （図 C-1 を参照）。

ステップ 5 上部梱包材をシャーシおよび電源装置の上に載せます。

ステップ 6 ラックマウント キットおよびアクセサリ キットを上部梱包材に載せます。

（注） パッケージを隙間なく箱に収めるためには、アクセサリ キットを載せる必要があります。

ステップ 7 外箱にパッケージ全体を入れます。

ステップ 8 外箱を上面で折り曲げて、梱包用テープで留めます。

ステップ 9 パッケージの上下に 3 本の梱包用ストラップを回して、外箱と底パレットを一緒に固定します 
（図 C-2 を参照）。
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付録 C      スイッチの再梱包       

  
図 C-1 梱包材

図 C-2 梱包の完成図

（注） 外箱と底パレットを、テープで留めないでください。必ず梱包用ストラップを使用し、パッケージ全体

を留めて、パッケージが崩れないようにしてください。

12
98

4

12
98

5
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A
 P P E N D I X D

シャーシおよびモジュールの電力および発熱
量

この付録では、Catalyst 6500 シリーズ シャーシおよびモジュールの電力および発熱量について記載し

ます。次の表に、電力要件および放熱量を示します。

 • シャーシおよびファン トレイ：表 D-1

 • IP Phone：表 D-2

 • スーパーバイザ エンジン：表 D-3

 • Policy Feature Card（PFC; ポリシー フィーチャ カード）：表 D-4

 • Distributed Forwarding Card（DFC; 分散型フォワーディング カード）：表 D-5

 • スイッチ ファブリック モジュール：表 D-6

 • 10 ギガビット イーサネット モジュール：表 D-7

 • ギガビット イーサネット モジュール：表 D-8

 • 10/100/1000 イーサネット モジュール：表 D-9

 • ファスト イーサネット スイッチング モジュール：表 D-10

 • 10/100 イーサネット スイッチング モジュール：表 D-11

 • 10BASE イーサネット スイッチング モジュール：表 D-12

 • FlexWAN および拡張 FlexWAN モジュール：表 D-13

 • サービス モジュール：表 D-14

 • 各種モジュール：表 D-15

次の表に記載された情報は、特に明記しない限り、フル装備の状態（トランシーバを設置済み）を想定

しています。一般的な数値は、この表に記載されている数値より約 20% 低い値となります。

（注） モジュール電力は、電源装置からの出力値です（システム内部）。AC 入力電力は、コンセントから電

源装置への入力値です。2 つの値の割合の差が、電源装置の効率となります。
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付録 D      シャーシおよびモジュールの電力および発熱量       

  
表 D-1 電力要件および発熱量：シャーシおよびファン トレイ 

モデル番号 / 
モジュール タイプ

モジュール

電流（A）

モジュール

電力（W）

AC DC
AC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
DC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
Catalyst 6503 シャーシ

FAN-MOD-3 ファン トレイ 0.80 34.00 43.00 145.00 46.00 156.00

FAN-MOD-3HS ファン トレイ 2.98 125.16 156.45 534.28 168.23 574.49

Catalyst 6503-E シャーシ

WS-C6503-E-FAN ファン トレイ1 1.37

3.10

57.54

130.20

71.93

162.75

245.62

555.79

77.34

175.00

264.11

597.63

Catalyst 6504-E シャーシ

FAN-MOD-4HS ファン トレイ 1 1.43

2.17

60.06

91.14

75.08

113.93

256.38

389.05

80.73

122.50

275.68

418.34

Catalyst 6506 シャーシ 
WS-C6K-6SLOT-FAN ファン トレイ 0.71 30.00 37.48 128.00 40.00 136.88

WS-C6K-6SLOT-FAN2 ファン トレイ 2.00 84.00 105.00 359.00 113.00 386.00

Catalyst 6506-E シャーシ

WS-C6506-E-FAN ファン トレイ 1 2.35

3.35

98.70

140.70

123.40

175.88

421.33

600.61

132.66

189.11

453.04

645.82

Catalyst 6509 シャーシ 
WS-C6K-9SLOT-FAN ファン トレイ 1.10 46.00 58.00 196.00 62.00 212.00

WS-C6K-9SLOT-FAN2 ファン トレイ 3.04 127.68 159.60 545.03 171.70 586.06

Catalyst 6509-E シャーシ

WS-C6509-E-FAN ファン トレイ 1 3.58

5.00

150.36

210.00

187.95

262.50

641.85

896.44

202.10

282.26

690.16

963.91

Catalyst 6509-NEB シャーシ

WS-C6K-NEB-FAN ファン トレイ 7.00 294.00 368.00 1255.00 395.00 1349.00
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付録 D      シャーシおよびモジュールの電力および発熱量
Catalyst 6509-NEB-A シャーシ

FAN-MOD-09 2 ファン トレイ 5.75 242.00 302.00 1031.00 325.00 1108.00

Catalyst 6509-V-E シャーシ3

WS-C6509-V-E-FAN ファン トレイ 5.75 242.00 302.00 1031.00 325.00 1108.00

Catalyst 6513 シャーシ

WS-C6K-13SLOT-FAN ファン トレイ 1.58 73.00 146.00 499.00 157.00 536.00

WS-C6K-13SLOT-FAN2 ファン トレイ 7.10 298.20 372.75 1272.94 400.81 1368.75

1. これらのファン トレイには 2 組の値が指定されています。Catalyst 6500-E シリーズ ファン トレイは、2 つの冷却レベルを提供するように
設計されています。ここに示す低い方の値の組は、冷却容量を追加する必要がないモジュールを取り付けるシャーシについての値です。高
い方の組は、WS-X6708-10G-3C または -3CXL、あるいは WS-X6716-10G-3C または -3CXL イーサネット モジュールが取り付けられて
いるシャーシについての値です。これらのイーサネット モジュールでは、いずれもファン トレイの冷却容量を追加する必要があります。

2. 記載されている値は、ファン トレイ 1 つあたりの値です。Catalyst 6509-NEB-A スイッチ シャーシは、デフォルトで 1 つのファン トレイ
を搭載した状態で出荷されます。シャーシに 2 つめのファン トレイを搭載できます。シャーシに 2 つのファン トレイを装備した場合、電
力および発熱量は記載されている値の 2 倍になります。

3. 記載されている値は、ファン トレイ 1 つあたりの値です。Catalyst 6509-V-E スイッチ シャーシは、デフォルトで 1 つのファン トレイを
搭載した状態で出荷されます。シャーシに 2 つめのファン トレイを搭載できます。シャーシに 2 つのファン トレイを装備した場合、電力
および発熱量は記載されている値の 2 倍になります。

表 D-2 電力要件および発熱量：IP Phone

モデル番号 / 
モジュール タイプ

モジュール

電流（A）

モジュール

電力（W）

AC DC
AC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
DC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
Cisco IP Phone 7960 0.15 6.3 7.88 26.89 8.47 28.92
Cisco IP Phone 7940 0.15 6.3 7.88 26.89 8.47 28.92
Cisco IP Phone 7910 0.13 5.46 6.83 23.31 7.34 25.06

表 D-1 電力要件および発熱量：シャーシおよびファン トレイ （続き）

モデル番号 / 
モジュール タイプ

モジュール

電流（A）

モジュール

電力（W）

AC DC
AC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
DC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
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付録 D      シャーシおよびモジュールの電力および発熱量       

  
モジュール電力値は 42 VDC に基づいています。電力は、電源装置の 42 VDC 出力からシャーシの各

スロットに供給されます。各モジュールには DC/DC 電源装置があり、モジュール電力を供給するため

に 42 VDC を +2.5 VDC、+3.3 VDC、+5 VDC に変換します。42 VDC は、電源装置の入力電圧とは

絶縁されており、入力電圧は 110 VAC または 220 VAC のいずれかです。

表 D-3 に、スーパーバイザ エンジンの電力要件および発熱量を示します。

表 D-3 電力要件および発熱量：スーパーバイザ エンジン 

モデル番号 / 
モジュール タイプ

モジュール

電流（A）
@ 42VDC

モジュール

電力（W）

AC DC
AC 入力 

電力（W） 

発熱量 

（BTU/Hr）
DC 入力 

電力（W） 

発熱量 

（BTU/Hr）

WS-X6K-SUP1A-2GE 
Supervisor Engine 1A

1.70 71.40 89.25 304.79 95.97 327.73

WS-X6K-SUP1A-PFC 
Policy Feature Card（PFC; ポリ

シー フィーチャ カード）ドーター 
カードを備えた Supervisor Engine 
1A

2.50 105 131.25 448.22 141.13 481.96

WS-X6K-SUP1A-MSFC 
PFC および Multilayer Switch 
Feature Card（MSFC; マルチレイ

ヤ スイッチ フィーチャ カード）

ドーター カードを備えた 
Supervisor Engine 1A

3.30 138.60 173.25 519.65 186.29 559.18

WS-X6K-SUP1A-MSFC2 
PFC および MSFC2 ドーター カー

ドを備えた Supervisor Engine 1A

2.90 121.80 152.25 519.93 163.71 559.07

WS-X6K-S2-PFC2 
PFC2 ドーター カードを備えた 
Supervisor Engine 2

3.06 128.52 160.65 548.62 172.74 589.91

WS-X6K-S2-MSFC2 
PFC2 および MSFC2 ドーター 
カードを備えた Supervisor Engine 
2

3.46 145.32 181.65 620.33 195.32 667.03

WS-X6K-S2U-MSFC2 
PFC2 および MSFC2 ドーター 
カードを備えた Supervisor Engine 
2（512MB の DRAM 付き）

3.46 145.32 181.65 620.33 195.32 667.03
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付録 D      シャーシおよびモジュールの電力および発熱量
モデル番号 / 
モジュール タイプ

モジュール

電流（A）
@ 42VDC

モジュール

電力（W）

AC DC
AC 入力

電力（W） 

発熱量 

（BTU/Hr）
DC 入力

電力（W） 

発熱量 

（BTU/Hr）

WS-SUP32-10GE-3B 
PFC3B および MSFC2A ドーター 
カードを備えた Supervisor Engine 
32 

4.19 175.98 219.98 751.21 236.53 807.76

WS-SUP32-GE-3B 
PFC3B および MSFC2A ドーター 
カードを備えた Supervisor Engine 
32 

3.69 154.98 193.73 661.57 208.31 711.37

WS-S32-GE-PISA 
PFC3B およびプログラマブル IP 
サービス アクセラレータ（PISA）

ドーター カードを備えた 
Supervisor Engine 32 

2.96 124.32 155.40 530.69 167.10 570.64

WS-S32-10GE-PISA 
PFC3B およびプログラマブル IP 
サービス アクセラレータ（PISA）

ドーター カードを備えた 
Supervisor Engine 32

2.97 124.74 155.93 532.48 167.66 572.56

WS-SUP720 
PFC3A ドーター カード、統合 
MSFC3、スイッチ ファブリック

を備えた Supervisor Engine 720

7.50 315.0 393.75 1344.66 423.39 1445.87

WS-SUP720-3B 
PFC3B ドーター カード、統合 
MSFC3、スイッチ ファブリック

を備えた Supervisor Engine 720

6.72 282.24 350.80 1204.81 379.35 1295.5

WS-SUP720-3BXL 
PFC3BXL ドーター カード、統合 
MSFC3、スイッチ ファブリック

を備えた Supervisor Engine 720

7.82 328.44 410.55 1402.03 441.45 1507.56

VS-S720-10G-3C 
PFC3C ドーター カード、統合 
MSFC3、およびスイッチ ファブ

リックを備えた Supervisor 
Engine 720-10GE

8.05 338.10 422.63 1443.26 454.44 1551.90

VS-S720-10G-3CXL 
PFC3CXL ドーター カード、統合 
MSFC3、およびスイッチ ファブ

リックを備えた Supervisor 
Engine 720-10GE

8.65 363.30 454.13 1550.84 488.31 1667.57

表 D-3 電力要件および発熱量：スーパーバイザ エンジン （続き）
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付録 D      シャーシおよびモジュールの電力および発熱量       

  
表 D-4 に、ポリシー フィーチャ カード（PFC）の電力要件および発熱量を示します。

表 D-5に、電力要件および分散型フォワーディング カード（DFC）の発熱量を示します。

表 D-4 電力要件および発熱量：ポリシー フィーチャ カード（PFC）

モデル番号 / 
モジュール タイプ

モジュール

電流（A）

モジュール

電力（W）

AC DC
AC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
DC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
WS-F6K-PFC3A 
ポリシー フィーチャ カード 3A

2.25 94.50 118.13 403.40 127.02 433.76

WS-F6K-PFC3B 
ポリシー フィーチャ カード 3B

1.47 61.74 77.18 263.55 82.98 283.39

WS-F6K-PFC3BXL 
ポリシー フィーチャ カー

ド 3BXL

2.57 107.94 134.93 460.77 145.08 495.45

VS-F6K-PFC3C 
ポリシー フィーチャ カード 3C

1.90 79.80 99.75 340.65 107.26 366.29

VS-F6K-PFC3CXL 
ポリシー フィーチャ カー

ド 3CXL

2.50 105.00 131.25 448.22 141.13 481.96

表 D-5 電力要件および発熱量：DFC 

モデル番号 / 
モジュール タイプ

モジュール

電流（A）

モジュール

電力（W）

AC DC
AC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
DC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
WS-F6K-DFC 
DFC

2.10 88.20 110.25 376.50 118.55 404.84

WS-F6K-DFC3A 
DFC 3A

2.57 107.94 134.93 460.77 145.08 495.45

WS-F6K-DFC3B 
DFC 3B

1.67 70.14 87.68 299.41 94.27 321.95

WS-F6K-DFC3BXL 
DFC 3BXL

2.38 99.96 124.95 426.70 134.35 458.82

WS-F6700-CFC 
集中型フォワーディング カード

0.75 31.5 39.38 134.47 42.34 144.59
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付録 D      シャーシおよびモジュールの電力および発熱量
表 D-6 に、Switch Fabric Module（SFM; スイッチ ファブリック モジュール）の電力要件および発熱

量を示します。

WS-F6700-DFC3A 
DFC 3A

3.0 126 157.5 537.86 169.35 578.35

WS-F6700-DFC3B 
DFC 3B

2.7 113.40 141.75 484.08 152.42 520.51

WS-F6700-DFC3BXL 
DFC 3BXL

3.3 138.60 173.25 591.65 186.29 636.18

WS-F6700-DFC3C 
DFC 3C（CEF720 モジュール

用）。Supervisor Engine 720 お
よび Supervisor 
Engine 720-10GE だけでサポー

ト。

1.65 69.30 86.63 295.82 93.15 318.09

WS-F6700-DFC3CXL 
DFC 3CXL（CEF720 モジュー

ル用）。Supervisor Engine 720 
および Supervisor 
Engine 720-10GE だけでサポー

ト。

2.35 98.70 123.38 421.33 132.66 453.04

表 D-5 電力要件および発熱量：DFC （続き）

モデル番号 / 
モジュール タイプ

モジュール

電流（A）

モジュール

電力（W）

AC DC
AC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
DC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）

表 D-6 電力要件および発熱量：SFM

モデル番号 / 
モジュール タイプ

モジュール

電流（A）

モジュール

電力（W）

AC DC
AC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
DC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
WS-C6500-SFM 
スイッチ ファブリック  
モジュール（SFM）

2.79 117.18 146.5 500.2 157.5 537.86

WS-X6500-SFM2 
SFM 2

3.09 129.78 162.23 554 174.4 595.7
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付録 D      シャーシおよびモジュールの電力および発熱量       

  
表 D-7 に、10 ギガビット イーサネット モジュールの電力要件および発熱量を示します。

（注） WS-X6502-10GE および WS-X6704-10GE イーサネット モジュールの場合、ここに示す値はベース 
ボード単独の値です。ベース ボードに CFC または DFC3 ドーター カードが設置されている場合、ドー

ター カードの電力をベース ボードの電力に合計してスロットの総電力を出す必要があります。

WS-X6708-10G-3C、WS-X6708-10G-3CXL、WS-X6716-10G-3C、および WS-X6716-10G-3CXL 
イーサネット モジュールの場合、ここに示す値には、出荷時に取り付け済みの WS-F6700-DFC3C ま
たは WS-F6700-DFC3CXL ドーター カードも含まれます。

表 D-7 電力要件および発熱量：10 ギガビット イーサネット モジュール 

モデル番号 / 
モジュール タイプ

モジュール

電流（A）

モジュール

電力（W）

AC DC
AC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
DC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
WS-X6502-10GE 
2 ポート 10 ギガビット イーサ

ネット モジュール

3.30 138.60 173.25 591.65 186.29 636.18

WS-X6704-10GE 
4 ポート 10 ギガビット イーサ

ネット モジュール

6.28 263.76 329.70 1125.93 354.52 1210.67

WS-X6708-10G-3C 
WS-F6700-DFC3C ドーター 
カードを備えた 8 ポート 10 ギガ

ビット イーサネット モジュール

10.58 444.36 555.45 1896.86 600.49 2050.66

WS-X6708-10G-3CXL 
WS-F6700-DFC3CXL ドーター 
カードを備えた 8 ポート 10 ギガ

ビット イーサネット モジュール

11.28 473.76 592.20 2022.36 640.22 2186.34

WS-X6716-10G-3C 
WS-F6700-DFC3C ドーター 
カードを備えた 16 ポート 10 ギ
ガビット イーサネット モジュー

ル

10.90 457.80 572.25 1954.23 615.32 2101.33

WS-X6708-10G-3CXL 
WS-F6700-DFC3CXL ドーター 
カードを備えた 16 ポート 10 ギ
ガビット イーサネット モジュー

ル

11.60 487.20 609.00 2079.74 654.84 2236.27
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付録 D      シャーシおよびモジュールの電力および発熱量
表 D-8 に、ギガビット イーサネット モジュールの電力要件および発熱量を示します。

表 D-8 電力要件および発熱量：ギガビット イーサネット モジュール 

モデル番号 / 
モジュール タイプ

モジュール

電流（A）

モジュール

電力（W）

AC DC
AC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
DC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
WS-X6316-GE-TX 
16 ポート 1000BASE-T ギガ

ビット イーサネット モジュール

5.15 216.3 270.38 923.33 290.73 992.83

WS-X6408A-GBIC 
8 ポート 1000BASE-X ギガビッ

ト イーサネット モジュール

2.00 84.00 105.00 358.58 112.90 385.56

WS-X6416-GBIC 
16 ポート 1000BASE-X ギガ

ビット イーサネット モジュール

2.81 118.02 147.53 503.8 158.63 541.72

WS-X6416-GE-MT 
8 ポート 1000BASE-SX ギガ

ビット イーサネット モジュール

2.50 105.00 131.25 448.22 141.13 481.96

WS-X6516-GBIC 
16 ポート 1000BASE-X ギガ

ビット イーサネット モジュール

3.40 142.80 178.50 609.58 191.94 655.46

WS-X6516A-GBIC 
16 ポート 1000BASE-X ギガ

ビット イーサネット モジュール

3.62 152.04 190.05 649.02 204.35 697.87

WS-X6724-SFP 
24 ポート 1000BASE-X イーサ

ネット モジュール

2.23 99.66 117.08 399.81 125.89 429.90

WS-X6748-SFP 
48 ポート 1000BASE-X イーサ

ネット モジュール

5.32 223.44 279.30 953.81 300.32 1025.60

WS-X6816-GBIC 
16 ポート 1000BASE-X ギガ

ビット イーサネット モジュール

3.84 161.28 201.60 688.46 216.77 740.28
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表 D-9 に、10/100/1000 イーサネット スイッチング モジュールの電力要件および発熱量を示します。

表 D-9 電源要件および発熱量：10/100/1000 イーサネット スイッチング モジュール 

モデル番号 / 
モジュール タイプ

モジュール

電流（A）

モジュール

電力（W）

AC DC
AC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
DC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
WS-X6148-GE-TX 
48 ポート 10/100/1000 イーサ

ネット モジュール

2.47 104.0 130.0 443.0 139.0 476.0

WS-X6148V-GE-TX 
WS-F6K-VPWR-GE PoE ドー

ター カードを備えた 48 ポート 
10/100/1000 イーサネット モ
ジュール

2.89 121.38 151.72 518.14 163.15 557.14

WS-X6148-GE-45AF 
WS-F6K-GE48-AF PoE ドー

ター カードを備えた 48 ポート 
10/100/1000 イーサネット モ
ジュール

2.65 111.30 139.13 475.11 149.60 510.87

WS-X6148A-GE-TX 
48 ポート 10/100/1000 イーサ

ネット モジュール

2.5 105.0 131.25 448.22 141.13 481.96

WS-X6148A-GE-45AF 
WS-F6K-GE48-AF PoE ドー

ター カードを備えた 48 ポート 
10/100/1000 イーサネット モ
ジュール

2.68 112.56 140.70 480.49 151.29 516.66

WS-X6516-GE-TX 
16 ポート 10/100/1000 イーサ

ネット モジュール

3.45 144.90 181.13 618.54 194.76 665.10

WS-X6548-GE-TX 
48 ポート 10/100/1000 イーサ

ネット モジュール

2.98 125.16 156.45 534.28 168.23 574.49

WS-X6548V-GE-TX 
WS-F6K-VPWR-GE PoE ドー

ター カードを備えた 
10/100/1000 イーサネット モ
ジュール

3.40 142.80 178.50 609.58 191.94 655.46

WS-X6548-GE-45AF 
WS-F6K-GE48-AF PoE ドー

ター カードを備えた 48 ポート 
10/100/1000 イーサネット モ
ジュール

3.16 132.72 165.90 566.55 178.39 609.19

WS-X6748-GE-TX 
10/100/1000 イーサネット モ
ジュール

7.00 294.00 367.50 1255.01 395.16 1349.48
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付録 D      シャーシおよびモジュールの電力および発熱量
表 D-10 に、ファスト イーサネット スイッチング モジュールの電力要件および発熱量を示します。

表 D-11 に、10/100 イーサネット スイッチング モジュールの電力要件および発熱量を示します。

表 D-10 電力要件および発熱量：ファスト イーサネット スイッチング モジュール

モデル番号 / 
モジュール タイプ

モジュール

電流（A）

モジュール

電力（W）

AC DC
AC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
DC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
WS-X6148-FE-SFP 
48 ポート 100BASE-X モジュー

ル

2.3 96.60 120.75 412.36 129.84 443.40

WS-X6224-100FX-MT 
24 ポート 100BASE-FX イーサ

ネット モジュール、MMF

1.90 79.8 99.75 340.65 107.26 366.3

WS-X6324-100FX-MM 
24 ポート 100BASE-FX イーサ

ネット モジュール、MMF 

1.52 63.84 79.8 272.52 85.81 293.03

WS-X6324-100FX-SM 
24 ポート 100BASE-FX イーサ

ネット モジュール、SMF 

1.52 63.84 79.8 272.52 85.81 293.03

WS-X6524-100FX-MM 
24 ポート 100BASE-FX イーサ

ネット モジュール

1.90 79.8 99.75 340.65 107.3 366.3

表 D-11 電源要件および発熱量：10/100 イーサネット スイッチング モジュール 

モデル番号 / 
モジュール タイプ

モジュール

電流（A）

モジュール

電力（W）

AC DC
AC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
DC 入力電

力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
WS-X6148-RJ-21 
48 ポート 10/100 イーサネット 
モジュール

2.39 100.38 125.48 428.5 134.92 460.75

WS-X6148-RJ21V 
WS-F6K-VPWR PoE ドーター 
カードを備えた 48 ポート 
10/100 イーサネット モジュール

2.39 100.38 125.48 428.50 134.02 460.75

WS-X6148-21AF 
WS-F6K-FE48-AF PoE ドー

ター カードを備えた 48 ポート 
10/100 イーサネット モジュール

2.57 107.94 134.93 460.77 145.08 495.45

WS-X6148-RJ-45 
48 ポート 10/100 イーサネット 
モジュール

2.39 100.38 125.48 428.50 134.92 460.75

WS-X6148-RJ45V 
WS-F6K-VPWR PoE ドーター 
カードを備えた 48 ポート 
10/100 イーサネット モジュール

2.39 100.38 125.48 428.50 134.92 460.75
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WS-X6148-45AF 
WS-F6K-FE48-AF PoE ドー

ター カードを備えた 48 ポート 
10/100 イーサネット モジュール

2.57 107.94 134.93 460.77 145.08 495.45

WS-X6148A-RJ-45 
48 ポート 10/100 イーサネット 
モジュール

1.00 42.0 52.5 179.29 56.45 192.78

WS-X6148A-45AF 
48 ポート 10/100 イーサネット 
モジュール

2.57 107.94 134.93 460.77 145.08 495.45

WS-X6148X2-RJ-45 
96 ポート 10/100 イーサネット 
モジュール

2.65 111.30 139.13 475.11 149.60 510.87

WS-X6148X2-45AF 
WS-F6K-FE48X2-AF PoE ドー

ター カードを備えた 96 ポート 
10/100 イーサネット モジュール

3.07 128.94 161.18 550.41 173.31 591.84

WS-X6196-RJ-21 
96 ポート 10/100 イーサネット 
モジュール

2.74 115.08 143.85 491.25 154.68 528.22

WS-X6196-21AF 
WS-F6K-FE48X2-AF PoE ドー

ター カードを備えた 96 ポート 
10/100 イーサネット モジュール

3.16 132.72 165.90 566.55 178.39 609.19

WS-X6248A-TEL 
48 ポート 10/100 イーサネット 
モジュール（Telco）

2.69 113 141.23 482.28 151.85 518.58

WS-X6348-RJ21V 
WS-F6K-VPWR PoE ドーター 
カードを備えた 48 ポート 
10/100 イーサネット モジュール

2.39 100.38 125.48 428.5 134.92 460.75

WS-X6348-RJ-45 
48 ポート 10/100 イーサネット 
モジュール

2.39 100.38 125.48 428.5 134.92 460.75

WS-X6348-RJ-45V 
WS-F6K-VPWR PoE ドーター 
カードを備えた 48 ポート 
10/100 イーサネット モジュール

2.39 100.38 125.48 428.5 134.92 460.75

WS-X6548-RJ-21 
48 ポート 10/100 イーサネット 
モジュール

2.90 121.80 152.25 519.93 163.71 559.07

WS-X6548-RJ-45 
48 ポート 10/100 イーサネット 
モジュール

2.90 121.80 152.25 519.93 163.71 559.07

表 D-11 電源要件および発熱量：10/100 イーサネット スイッチング モジュール （続き）

モデル番号 / 
モジュール タイプ

モジュール

電流（A）

モジュール

電力（W）

AC DC
AC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
DC 入力電

力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
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付録 D      シャーシおよびモジュールの電力および発熱量
表 D-12 に、10BASE イーサネット スイッチング モジュールの電力要件および発熱量を示します。

表 D-13 に、FlexWAN および拡張 FlexWAN モジュールの電力要件および発熱量を示します。

表 D-14 に、使用可能なサービス モジュールの電力要件および発熱量を示します。

表 D-12 電力要件および発熱量：10BASE イーサネット スイッチング モジュール

モデル番号 / 
モジュール タイプ

モジュール

電流（A）

モジュール

電力（W）

AC DC
AC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
DC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
WS-X6024-10FL-MT 
24 ポート 10BASE-FL イーサ

ネット モジュール

1.52 63.84 79.8 272.52 85.81 293.0

表 D-13 電力要件および発熱量：FlexWAN および拡張 FlexWAN モジュール

モデル番号 / 
モジュール タイプ

モジュール

電流（A）

モジュール

電力（W）

AC DC
AC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
DC 入力電

力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
WS-X6182-2PA 
FlexWAN モジュール

2.38 99.96 125 426.7 134.35 458.82

WS-X6582-2PA 
拡張 FlexWAN モジュール

2.50 105.00 131.25 448.22 141.13 481.96

表 D-14 電力要件および発熱量：サービス モジュール 

モデル番号 / 
モジュール タイプ

モジュール

電流（A）

モジュール

電力（W）

AC DC
AC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
DC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
ACE10-6500-K9 
Applications Control Engine

（ACE）モジュール

5.23 219.66 274.58 937.67 295.24 1008.25

WS-SVC-ADM-1-K9 
Traffic Anomaly Detector モ
ジュール

4.00 168.00 210.00 717.15 225.81 771.13

WS-SVC-AGM-1-K9 
Anomaly Guard モジュール

4.00 168.00 210.00 717.15 225.81 771.13

WS-SVC-AON-1-K9 
Application-Oriented 
Networking（AON）モジュー

ル

4.00 168.00 210.00 717.15 225.81 771.31

WS-SVC-CMM 
コミュニケーション メディア モ
ジュール

6.00 252.0 315.0 1075.73 338.71 1156.69

WS-SVC-CSG-1 
コンテント サービス ゲートウェ

イ モジュール

3.00 126.0 157.5 537.86 169.35 578.35
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WS-SVC-FWM-1-K9 
ファイアウォール サービス モ
ジュール

4.09 171.78 214.73 733.29 230.89 788.48

WS-SVC-IDSM2-K9 
Intrusion Detection System 
Module 2

2.50 105.00 131.25 448.22 141.13 481.96

WS-SVC-IPSEC-1 
IPSec VPN サービス モジュール

1.89 79.38 99.23 338.85 106.69 364.36

WS-SVC-MWAM-1 
マルチプロセッサ WAN アプリ

ケーション モジュール

3.57 149.94 187.43 640.06 201.53 688.23

WS-SVC-NAM-1 
ネットワーク解析モジュール 1

2.89 121.38 151.73 518.14 163.15 557.14

WS-SVC-NAM-2 
ネットワーク解析モジュール 2

3.47 145.74 182.18 622.13 195.89 668.95

WS-SVC-PSD-1 
持続型記憶装置モジュール

4.00 168.0 210.0 717.15 225.81 771.13

WS-SVC-WEBVPN-K9 
WebVPN サービス モジュール

2.94 123.48 154.35 527.11 165.97 566.78

WS-SVC-WISM-1-K9 
Wireless Services Module

（WiSM; ワイヤレス サービス モ
ジュール）

6.07 254.94 318.68 1088.25 342.66 1170.19

WS-SVC-WLAN-1-K9 
無線 LAN サービス モジュール

3.10 130.20 162.75 555.79 175.0 597.63

WS-X6066-SLB-S-K9 
SSL 対応コンテント スイッチン

グ モジュール

2.15 90.30 112.88 385.47 121.37 414.48

表 D-14 電力要件および発熱量：サービス モジュール （続き）

モデル番号 / 
モジュール タイプ

モジュール

電流（A）

モジュール

電力（W）

AC DC
AC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
DC 入力 

電力（W）

発熱量 

（BTU/Hr）
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表 D-15 に、各種サービス モジュールの電力要件および発熱量を示します。

表 D-15 電力要件および発熱量：各種モジュール 

モデル番号 / 
モジュール タイプ

モジュール

電流（A）
@ 42VDC

モジュール

電力（W）

AC DC
AC 入力 

電力（W） 

発熱量 

（BTU/Hr）
DC 入力 

電力（W） 

発熱量 

（BTU/Hr）

WS-X6066-SLB-APC 
コンテント スイッチング モ
ジュール

3.0 126.0 157.5 537.9 169.35 578.35

WS-X6101-OC12-SMF 
WS-X6101-OC12-MMF 1 ポー

ト ATM モジュール

2.10 88.2 110.3 376.5 118.5 404.8

WS-X6302-MSM 
マルチレイヤ スイッチ モジュー

ル

5.20 218.4 273 932.3 293.55 1002.47

WS-X6380-NAM 
ネットワーク解析モジュール

1.31 55.02 68.78 234.87 73.95 252.54

WS-X6608-T1/E1 
8 ポート T1/E1 PSTN インター

フェイス モジュール

1.98 83.16 103.95 355 111.77 381.71

WS-X6624-FXS 
24 ポート FXS アナログ イン

ターフェイス モジュール

1.54 64.68 80.85 267.10 86.94 296.88
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A
 P P E N D I X E

トラブルシューティング

（注） この章の内容は、特に指定がない限り、すべての Catalyst 6500 シリーズ スイッチに当てはまります。

この章では、Catalyst 6500 シリーズ スイッチのハードウェア インストレーションのトラブルシュー

ティングについて説明します。内容は次のとおりです。

 • 「はじめに」（P.E-1）

 • 「システム コンポーネント レベルの問題解決」（P.E-2）

 • 「起動時の問題の特定」（P.E-3）

 • 「電源装置のトラブルシューティング」（P.E-4）

 • 「ファン アセンブリのトラブルシューティング」（P.E-5）

 • 「モジュールのトラブルシューティング」（P.E-5）

 • 「代理店への連絡」（P.E-7）

システムに問題が生じた場合は、この章の内容を参考にして原因を特定してください。初回の起動時に

生じる問題の多くは、スイッチング モジュールがバックプレーンから外れかかっていたり、電源装置

が電源コード コネクタに接続されていないといったことが原因です。初回の起動時に動作温度が最大

許容レベルを超えることはほとんどありません。このような状態が生じるのは、長時間にわたり稼動し

た場合がほとんどです。長時間のモニタリング機能には、DC 出力電圧の問題を個別に報告する機能も

含まれています。

（注） この章で取り上げるのは、シャーシ コンポーネントのハードウェアに関するトラブルシューティング

だけです。モジュール固有の情報については、『Catalyst 6500 Series Switch Module Installation 
Guide』を参照してください。

はじめに
システムの初回の起動が完了したら、次のことを確認してください。

 • 電源装置がシステムに電力を供給している。

 • システムのファン アセンブリが作動している。
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  システム コンポーネント レベルの問題解決
 • システム ソフトウェアが正常に起動している。

 • スーパーバイザ エンジンおよびすべてのスイッチング モジュールが、各スロットに正しく搭載さ

れ、問題なく初期化されている。

上記のいずれかに問題がある場合は、この章に記載されている手順で問題箇所を特定し、可能であれば

その問題を解決してください。上記の条件がすべて整っており、ハードウェアのインストレーションに

問題がない場合は、『Catalyst 6500 Series Switch Software Configuration Guide』、『Catalyst 6500 
Series Switch Cisco IOS Software Configuration Guide』、『Catalyst 6500 Series Switch Command 
Reference』、または『Catalyst 6500 Series Switch Cisco IOS Command Reference』を参照して、ソフ

トウェアのトラブルシューティングを行ってください。また、ハードウェア サポート情報およびソフ

トウェア注意事項に関しては該当するソフトウェア リリース ノートを参照してください。

システム コンポーネント レベルの問題解決
システムのトラブルシューティングで重要なのは、問題を特定のシステム コンポーネントに絞り込む

ことです。まず、システムの現状と本来あるべき状態を比較します。起動の問題はたいてい 1 つのコン

ポーネントに原因があるため、システムの一つ一つのコンポーネントのトラブルシューティングを行う

より、問題をサブシステムのレベルまで切り分ける方が効率的です。

スイッチは次のサブシステムで構成されています。

 • 電源装置：電源装置および電源装置ファン

 • ファン アセンブリ：シャーシのファン アセンブリは、システム電源がオンのときは必ず作動して

いなければなりません。FAN STATUS LED がグリーンに点灯していて、ファン アセンブリの作動

音が聞こえることを確認します。FAN STATUS LED がレッドに点灯している場合、ファン アセン

ブリのうち少なくとも 1 つが作動していないことを示しています。ファン アセンブリが正常に作

動していない場合は、すぐに製品を購入された代理店に連絡してください （「代理店への連絡」

（P.E-7） を参照）。初回の起動時にファン アセンブリが正常に作動しない場合には、ユーザ側で可

能なインストレーション調整はありません。

 • スーパーバイザ エンジン：スーパーバイザ エンジンにはシステム オペレーティング ソフトウェア

が実装されているので、システム ソフトウェアに問題があるかどうかを確認します。スーパーバ

イザ エンジンの STATUS LED で、スーパーバイザ エンジンがスイッチング モジュールを初期化

できるかどうかがわかります。

冗長スーパーバイザ エンジンが搭載されている場合は、『Catalyst 6500 Series Switch Software 
Configuration Guide』または『Catalyst 6500 Series Switch Cisco IOS Software Configuration 
Guide』で、冗長スーパーバイザ エンジンをオンラインにする手順およびソフトウェア イメージ

の処理手順を参照してください。

 • スイッチング モジュール：モジュールがスーパーバイザ エンジンによって初期化されたかどうか

は、各スイッチング モジュールの STATUS LED で判断します。バックプレーンでの装着が不完全

なスイッチング モジュールがあると、システムは停止します。
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起動時の問題の特定
起動シーケンスにおけるシステムの状態は、すべて LED に表示されます。LED を確認することによ

り、起動シーケンスのどの時点でどの箇所に障害が発生したかを判断できます。

起動時の問題を特定する手順は、次のとおりです。

ステップ 1 電源装置のスイッチをオンにします。システム ファン アセンブリの作動音がすぐに聞こえます。

 • 作動音が聞こえない場合は、「電源装置のトラブルシューティング」（P.E-4）を参照してください。

 • 電源装置が正常に動作していて、ファン アセンブリが故障していると判断される場合は、購入さ

れた代理店に連絡してください。

 • 初回の起動時にファン アセンブリが正常に作動しない場合には、ユーザ側で可能なインストレー

ション調整はありません。ファン アセンブリを交換する場合には、「ファン アセンブリの取り外し

および取り付け」（P.4-82）を参照してください。

ステップ 2 スーパーバイザ エンジンの各 LED は、次のように点灯します。

 • STATUS LED は 1 回オレンジに点滅し、起動診断テストの進行中はオレンジに点灯したままとな

ります。モジュールが動作状態（オンライン）になると、グリーンに点灯します。システム ソフ

トウェアによる起動で障害が発生した場合、STATUS LED はオレンジに点灯したままになります。

 • すべてのシャーシ環境モニタがシステムに問題がないと報告すると、SYSTEM LED がグリーンに

点灯します。環境モニタが 1 つでも問題を報告すると、SYSTEM LED はオレンジまたはレッドに

点灯します。

 • ACTIVE LED がグリーンに点灯している場合は、スーパーバイザ エンジンが動作可能であり、ア

クティブであることを示しています。スーパーバイザ エンジンがスタンバイ モードである場合、

ACTIVE LED はオレンジに点灯します。

 • 各 LINK LED は 1 回オレンジに点滅したあと、起動診断テストの進行中はオレンジに点灯したま

まとなります。モジュールが動作状態（オンライン）になると、グリーンに点灯します。信号が検

出されない場合、LINK LED は消灯します。ポートに異常があると、LINK LED はオレンジに点

滅します。

スーパーバイザ エンジンの前面パネル上のいずれかの LED がレッドまたはオレンジに点灯している場

合は、「モジュールのトラブルシューティング」（P.E-5）を参照してください。

冗長スーパーバイザ エンジンが搭載されている場合は、『Catalyst 6500 Series Switch Software 
Configuration Guide』または『Catalyst 6500 Series Switch Cisco IOS Software Configuration Guide』
で、冗長スーパーバイザ エンジンをオンラインにする手順およびソフトウェア イメージの処理手順を

参照してください。

スーパーバイザ エンジンの LED の詳細は、『Catalyst 6500 Series Switch Module Installation Guide』
を参照してください。

ステップ 3 スーパーバイザ エンジンの初期化が完了したら、スーパーバイザ エンジンおよび各スイッチング モ
ジュールの STATUS LED がグリーンに点灯していることを確認してください。

STATUS LED は、スーパーバイザ エンジンまたはスイッチング モジュールが電力の供給を受けている

こと、スーパーバイザ エンジンがこれらを認識していること、および保存されているフラッシュ コー

ドのバージョンが有効であることを表しています。この LED は、スイッチング モジュール上の各イン

ターフェイスの状態を示すものではありません。STATUS LED がレッドまたはオレンジの場合は「モ

ジュールのトラブルシューティング」（P.E-5）を参照してください。
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ステップ 4 起動情報およびシステム バナーが起動時に表示されない場合は、『Catalyst 6500 Series Switch Module 
Installation Guide』を参照して、端末が正しく設定され、スーパーバイザ エンジンのコンソール ポー

トに正しく接続されているかどうかを確認してください。

電源装置のトラブルシューティング
電源スイッチをオンにしても INPUT OK LED が点灯しない場合には、次の手順で電源サブシステムに

問題がないか確認します。

ステップ 1 電源装置の INPUT OK LED がグリーンに点灯していることを確認します。

 • INPUT OK LED がグリーンに点灯している場合は、AC 電源または DC 電源が正常で、電源装置

は動作しています。

 • INPUT OK LED が点灯しない場合は、まず、電源装置がシャーシの奥まで完全に収まっているこ

とを確認します。電源スイッチをオフにし、非脱落型ネジを締めてから、電源スイッチをオンにし

ます。

 • それでも INPUT OK LED が点灯しない場合は、AC 電源または DC 電源、または電源コードに問

題がある可能性があります。

 • スイッチの電源をオフにし、電源コードを別の電源（ある場合）に接続し、電源をオンにします。

 • INPUT OK LED がグリーンに点灯した場合、最初の電源に問題があることを示しています。

 • 新しい電源に電源装置を接続しても INPUT OK LED が点灯しない場合は、電源コードを交換し、

電源スイッチをオンにします。

 • これで INPUT OK LED が点灯した場合は、最初の電源コードを返品し、交換してください。

この装置に複数の電源コードがある場合は、電源装置ごとにステップ 1 を繰り返してください。

新しい電源コードを使用して別の電源にスイッチを接続しても INPUT OK LED が点灯しない場合は、

電源装置が故障している可能性があります。

2 番めの電源装置が使用できる場合は、その電源装置を 2 番めの電源装置ベイに取り付け、製品を購入

された代理店に連絡してください。

ステップ 2 2 番めの（冗長）電源装置を備えている場合は、この電源装置に対してステップ 1 を繰り返してくださ

い。

問題を解決できない場合、または電源装置かバックプレーン コネクタに問題があると判断される場合

は、「代理店への連絡」（P.E-7）を参照してください。
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ファン アセンブリのトラブルシューティング
次の手順で、ファン アセンブリの問題を特定します。

ステップ 1 ファン アセンブリ上の FAN STATUS LED がグリーンに点灯していることを確認します。

FAN STATUS LED がグリーンに点灯しない場合は、「システム コンポーネント レベルの問題解決」

（P.E-2）を参照して、電源サブシステムが正しく機能しているかどうかを確認してください。

ステップ 2 FAN STATUS LED がレッドに点灯しているかどうかを確認します。FAN STATUS LED がレッドに点

灯している場合、ファン アセンブリがバックプレーンに装着されていないか、または故障しています。

次の措置を講じます。

 • ファン アセンブリを正しく確実に装着するには、非脱落型ネジを緩めてファン アセンブリを取り

外してから、もう一度取り付けます。

 • 非脱落型ネジをすべて締めて、システムを再起動します。

 • FAN STATUS LED がレッドのままである場合、システムが個別ファンの異常を検出しています。

製品を購入された代理店に連絡してください。

モジュールのトラブルシューティング
次の手順で、スーパーバイザ エンジンまたはスイッチング モジュールの問題を特定します。

ステップ 1 すべての STATUS LED が点灯しているかどうかを確認します。

ステップ 2 スーパーバイザ エンジンまたはスイッチング モジュールの STATUS LED で、レッドに点灯している

もの、または点灯しないものがある場合は、モジュールがスロットから外れている可能性があります。

両方のイジェクト レバーがシャーシの背面と 90 度になるようにしてモジュールを取り付け直してくだ

さい。モジュール前面パネルの左右にある非脱落型ネジを締めて、システムを再起動します。

STATUS LED の表示

STATUS LED では、メジャーおよびマイナーの 2 種類のアラームを表示できます。メジャー アラーム

は、システムのシャットダウンにつながる致命的な問題を示します。マイナー アラームは情報提供の

みを目的としています。対処方法が実施されない場合に致命的となる問題を通知します。

過熱状態を示すアラーム（メジャーまたはマイナー）がシステムに表示されると、5 分間に何らかの措

置（モジュールのリセットまたはシャットダウンなど）を行わないと、アラームはキャンセルされませ

ん。この 5 分間に温度がアラームしきい値より 5℃（41°F）低くなると、アラームはキャンセルされ

ます。

表 E-1 に、スーパーバイザ エンジンおよびスイッチング モジュールの環境指標を示します。

（注） スーパーバイザ エンジンの SYSTEM LED を含めた LED に関する詳細については、『Catalyst 6500 
Series Switch Module Installation Guide』を参照してください。
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『Catalyst 6500 Series Switch Software Configuration Guide』、『Catalyst 6500 Series Switch Cisco IOS 
Software Configuration Guide』、『Catalyst 6500 Series Switch Command Reference』、または

『Catalyst 6500 Series Switch Cisco IOS Command Reference』を参照して、インターフェイスを設定

し、イネーブルにしてください。インターフェイスが再び初期化されると、モジュールの STATUS 
LED はグリーンに点灯します。

起動時の問題が解消されない場合は、「代理店への連絡」（P.E-7）を参照してください。

表 E-1 スーパーバイザ エンジンおよびスイッチング モジュールの環境モニタリング機能 

コンポーネント アラーム 
タイプ

LED 表示 対処法

スーパーバイザ エンジンの温度センサ

がメジャーしきい値を超える1 

1. 温度センサは、ドーター カードを含めた重要なスーパーバイザ エンジン コンポーネントを監視します。

メジャー STATUS2 LED 
レッド3 

2. STATUS LED は、スーパーバイザ エンジンおよびすべてのモジュールの前面パネル上で表示されます。

3. STATUS LED は、障害が発生したスーパーバイザ エンジン上ではレッドです。冗長スーパーバイザ エンジンがない場合、SYSTEM LED 
もレッドです。

Syslog メッセージおよび SNMP トラップが生成さ

れます。

冗長である場合、システムは冗長スーパーバイザ エ
ンジンおよびアクティブなスーパーバイザ エンジン

をシャットダウンにします。

冗長ではなく、過熱状態が改善されない場合、シス

テムは 5 分後にシャットダウンします。

スーパーバイザ エンジンの温度センサ

がマイナーしきい値を超える 
マイナー STATUS LED 

オレンジ 
Syslog メッセージおよび SNMP トラップが生成さ

れます。

状態を監視します。

冗長スーパーバイザ エンジンの温度セ

ンサがメジャーまたはマイナーしきい

値を超える 

メジャー 

 

 

マイナー

STATUS LED 
レッド 

 

STATUS LED 
オレンジ

Syslog メッセージおよび SNMP トラップが生成さ

れます。

メジャー アラームおよび過熱状態が改善されない場

合、システムは 5 分後にシャットダウンします。 

マイナー アラームの場合、状態を監視します。

スイッチング モジュールの温度センサ

がメジャーしきい値を超える 
メジャー STATUS LED 

レッド

Syslog メッセージおよび SNMP トラップが生成さ

れます。

モジュールの電源を切ります。

スイッチング モジュールの温度センサ

がマイナーしきい値を超える 
マイナー STATUS LED 

オレンジ

Syslog メッセージおよび SNMP トラップが生成さ

れます。

状態を監視します。
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代理店への連絡
この章で説明されているトラブルシューティングの手順を行っても起動に関する問題を解決できない場

合は、代理店に連絡して、サポートや詳細な手順の説明を依頼してください。担当者ができる限りすば

やいサポートを行えるように、連絡する前に次の情報を用意してください。

 • スイッチの受領日

 • シャーシのシリアル番号（シャーシの背面パネルの右側にあるラベルに記載されています）

 • ソフトウェアの種類とリリース番号

 • メンテナンス契約書または保証情報

 • 問題点の要約

 • 問題の特定や解決のためにすでに行った作業についての簡単な説明
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